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はじめに

このマニュアルでは、Sun Storage Common Array Manager ソフトウェア version 
6.9.0 を使用する、Oracle の Sun Storage、StorageTek、および FlexLine アレイを構
成および監視する方法について説明します。

この章は、次の内容で構成されています。

■ v ページの「お読みになる前に」

■ vi ページの「構成の概要」

■ vii ページの「関連マニュアル」

■ viii ページの「マニュアル、サポート、およびトレーニング」

お読みになる前に
CAM を構成する前に、次の作業が完了している必要があります。

■ アレイの設置マニュアルに従って、アレイが設置されている。

■ 『Sun Storage Common Array Manager クイックスタートガイド』に記載されて
いるシステム要件と、CAM の基本的なインストール手順が確認済みである。

■ 『Sun Storage Common Array Manager インストールおよび設定マニュアル』の
説明に従って CAM がインストールされている。

マニュアルのタイトル一覧については、vii ページの「関連マニュアル」を参照して
ください。
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構成の概要
次の表では、CAM を構成する最初の手順の概要について説明します。

作業 項目 記載箇所

サイトとアレイ情報の入力 アレイの初期設定 インストールおよび設定マニュアル

アレイの登録 アレイの登録 インストールおよび設定マニュアル

RAID アレイの上級機能の
有効化

ライセンスの管理 42 ページの「ライセンスの管理」

基本的な RAID ストレージの
構成

RAID ストレージの構成 インストールおよび設定マニュアル

プロファイルとストレージ
プールの設定

ストレージプロファイルの構成

ストレージプールの構成

100 ページの「ストレージプロファイルの
構成」

111 ページの「ストレージプールの構成」

ボリュームと仮想ディスクの
作成

ストレージボリュームの構成

仮想ディスクの構成

117 ページの「ストレージボリュームの構
成」

137 ページの「仮想ディスクの構成」

ホストまたはホストグループ
の作成

ホストグループとホストの構成 150 ページの「ホストグループとホストの
構成」

ホストまたはホストグループ
へのボリュームのマッピング

マッピング機能について 171 ページの「マッピング機能について」

監視の設定 アレイの監視の設定 インストールおよび設定マニュアル

ユーザーの追加および役割の
設定

ユーザーの追加と役割の割り当て インストールおよび設定マニュアル

ユーザーアカウントの管理 18 ページの「ユーザーアカウントの管理」

JBOD アレイのアクセス構成
の設定 (ゾーン)

SAS ドメインのアクセス構成 インストールおよび設定マニュアル
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関連マニュアル
次の表は、Sun Storage Common Array Manager に関するマニュアルのタイトル一覧
です。

適用 タイトル

最新情報 Sun Storage Common Array Manager ソフトウェアリリースノート

ご使用のアレイの『ご使用にあたって』

ラック搭載の手順: 2500-M2 (ユニバーサ
ルラック)

Sun Storage 2500-M2 アレイサポートレール設置マニュアル

ラック搭載の手順: Sun Rack II Sun Modular Storage Rail Kit Installation Guide

ラック搭載の手順: Sun Rack Sun Rack Installation Guide

ハードウェアの設置 Sun Storage 2500-M2 アレイハードウェア設置マニュアル

Sun Storage 6180 アレイハードウェア設置マニュアル

Sun Storage 6580 および 6780 アレイハードウェア設置マニュアル

Sun StorageTek 6540 アレイハードウェア設置マニュアル

Sun StorageTek 6140 アレイハードウェア設置マニュアル

Sun Storage F5100 Flash Array Installation Guide

Sun Storage J4200/J4400 アレイハードウェア設置マニュアル

Sun Storage J4500 Array System Overview

Sun Blade 6000 Disk Module Installation Guide

ソフトウェアのインストール Sun Storage Common Array Manager クイックスタートガイド

Sun Storage Common Array Manager インストールおよび設定マニュ
アル

管理、構成、および監視 ソフトウェアのオンラインヘルプ

お客様による交換または現場交換の手順 ソフトウェアのサービスアドバイザ

CLI に関するリファレンス Sun Storage Common Array Manager CLI Guide

sscs のマニュアルページ
はじめに vii



マニュアル、サポート、およびトレーニ
ング
■ マニュアル

http://www.oracle.com/technetwork/jp/indexes/documentation/ind
ex.html

■ サポート 
https://support.oracle.com

■ トレーニング 
https://education.oracle.com
viii Sun Storage Common Array Manager 管理ガイド • 2011 年 12 月
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第 1 章

全般的な管理作業

この章では、すべてのアレイに適用できる全般的な管理作業について説明します。項
目は、次のとおりです。

■ 2 ページの「ブラウザインタフェースの使用方法」

■ 12 ページの「ストレージアレイの管理」

■ 18 ページの「ユーザーアカウントの管理」



ブラウザインタフェースの使用方法
この節は、ソフトウェアのブラウザインタフェースの使用方法について説明します。
次の項目があります。

■ 2 ページの「ブラウザインタフェースについて」

■ 3 ページの「ページのバナーについて」

■ 4 ページの「ナビゲーションツリーについて」

■ 5 ページの「ページの内容領域について」

■ 5 ページの「表の表示の制御」

■ 7 ページの「ステータスアイコンについて」

■ 8 ページの「フォームを使用する」

■ 9 ページの「システム要素を検索する」

■ 10 ページの「ヘルプの使用」

■ 11 ページの「管理ソフトウェアからログアウトする」

ブラウザインタフェースについて
ブラウザインタフェースでは、システムを構成、管理、および監視するための方法が
提供されています。アプリケーション内のページ間を移動するには、ナビゲーション
ツリーを使用します。ボタン、ツリーオブジェクト、リンク、アイコン、または列の
上にポインタを置くと、ツールチップにオブジェクトの簡単な説明が表示されます。
リンクをクリックして、選択した項目の詳細を表示できます。また、ページに表示さ
れた情報をソートしたり、フィルタで選別したりできます。
2 Sun Storage Common Array Manager 管理ガイド • 2011 年 12 月



ページのバナーについて
表 1-1 に示すように、各ページの上部にあるバナーには、ボタン、リンク、システム
情報、アラームのステータス、およびアプリケーション名が表示されます。

表 1-1 バナーの内容

ボタン 説明

「Oracle Java Web Console」ページに戻ります。このページで、構
成ソフトウェアと診断ソフトウェアを切り替えることができます。

ソフトウェアのバージョンと著作権情報が表示されます。

現在のページを再表示します。

システム内で定義された論理要素や物理要素をすばやく検索できま
す。要素を選択し、検索する要素の名前または WWN (World Wide 
Nave) を入力します。アスタリスク (*) を使用すると、選択した要素
のインスタンスすべてを検索します。たとえば、すべてのイニシ
エータを検索することも、指定した名前または WWN に一致するイ
ニシエータだけを検索することもできます。詳細は、9 ページの「シ
ステム要素を検索する」を参照してください。

サービスアドバイザを起動します。

Oracle Java Web Console と現在のアプリケーションからログアウト
します。

別のウィンドウにオンラインヘルプを開きます。

システム情報とステータス

現在のセッションにログインしているユーザーの名前が表示されま
す。

システムの名前が表示されます。
 ブラウザインタフェースの使用方法 3



ナビゲーションツリーについて
ナビゲーションツリーは、インタフェースの左側の区画に表示されます。アプリケー
ション内のページ間を移動するには、ナビゲーションツリーを使用します。

ナビゲーション区画の上部に、次のリンクが表示されます。

■ アラーム

「アラーム」リンクをクリックすると、「アラーム」ページが表示されます。
このページでは、すべてのストレージシステムに対する現在のアラームが表示さ
れ、アラームの詳細情報にアクセスできます。

■ ストレージシステム

「ストレージシステム」リンクをクリックすると、「ストレージシステムの概
要」ページが表示されます。このページでは、管理するアレイを選択できます。

現在、システムにログインしているユーザー数が表示されます。リ
ンクをクリックすると「アクティブなユーザーの概要」が開き、ロ
グインユーザーごとにユーザー名、役割、クライアントのタイプ、IP 
アドレスが表示されます。

管理しているサーバーからデータが最後に読み出された日時が表示
されます。ブラウザのウィンドウを表示するか、ブラウザ内で操作
を行うたびに、最新のデータが収集され、表示されます。

各アラームタイプの現在の数が表示されます。アラームには、次の 4 
タイプがあります。

 「ダウン」、 「クリティカル」、 「メジャー」、お
よび 「マイナー」。

アラームについての詳細情報を参照するには、「現在のアラーム」
リンクをクリックしてください。

表 1-1 バナーの内容 (続き)

ボタン 説明
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■ 一般的な構成

「一般構成」リンクをクリックすると、「サイト情報」ページが表示されます。
このページでは、会社、ストレージサイト、および連絡先情報を入力できます。

ページの内容領域について
各ページの内容セクションには、ストレージやシステムの情報がフォームまたは表で
表示されます。ページ内のリンクをクリックすると、タスクが実行されたり、ページ
間を移動したりします。ページ間を移動するには、ナビゲーションツリーのオブジェ
クトをクリックします。

表の表示の制御
表 1-2 では、ページ上のデータの表示を制御するために使用できるオブジェクトにつ
いて説明します。

表 1-2 表のオブジェクト

コントロール/インジケータ 説明

目的の情報のみを表示できます。

表にフィルタをかける場合には、次の指示
に従ってください。

• フィルタには、少なくとも条件を 1 つ定
義する必要があります。

• フィルタは現在のサーバーにのみ適用さ
れます。複数のサーバーにわたる表に
フィルタを適用することはできません。

表にフィルタをかけるには、表の「フィル
タ」ドロップダウンメニューから使用する
フィルタ条件を選択します。
 ブラウザインタフェースの使用方法 5



1 ページに一度にすべての行を表示する
か、15 行または 25 行を表示するかを切り
替えられます。上のアイコンが表に表示さ
れているときに、そのアイコンをクリック
すると、1 ページにすべてのデータが表示
されます。下のアイコンが表に表示されて
いるときに、そのアイコンをクリックする
と、ページあたり 15 行または 25 行のデー
タが表示されます。

表のすべてのチェックボックスを選択また
は選択解除できます。左側のアイコンを使
用すると、現在のページのすべてのチェッ
クボックスが選択されます。右側のアイコ
ンを使用すると、現在のページのすべての
チェックボックスが選択解除されます。

表の列が昇順にソートされていることを示
します。昇順のソート順序では、数値 (0 - 
9)、大文字 (A - Z)、小文字 (a - z) の順で
す。

このアイコンをクリックすると、列のソー
ト順が降順に変わります。

閉じたアイコンは、表が現在その列でソー
トされていることを示します。

表の列が降順にソートされていることを示
します。降順のソート順序では、小文字 
(z - a)、大文字 (Z - A)、数値 (9 - 0) の順で
す。

このアイコンをクリックすると、列のソー
ト順が昇順に変更されます。

閉じたアイコンは、表が現在その列でソー
トされていることを示します。

表示する項目を選択できます。左側のボタ
ンをクリックすると、最初の 25 個の表項
目が表示されます。右側のボタンをクリッ
クすると、前の 25 個の表項目が表示され
ます。

左側のボタンをクリックすると、次の 15 
個または 25 個の表項目が表示されます。
右側のボタンをクリックすると、最後の 
15 個または 25 個の表項目が表示されま
す。

表 1-2 表のオブジェクト (続き)

コントロール/インジケータ 説明
6 Sun Storage Common Array Manager 管理ガイド • 2011 年 12 月



ステータスアイコンについて
注意をオブジェクトのステータスに向けることができるように、アイコンが表示され
ます。表 1-3 では、これらのステータスアイコンについて説明します。

表全体のページ数と現在表示されている
ページを示します。別のページを表示する
には、「ページ」フィールドにページ番号
を入力して、「実行」をクリックします。

表 1-3 ステータスアイコン

コントロール/インジケータ 説明

重大なエラーがあることを示します。問題
があるオブジェクトをただちに点検するこ
とをお勧めします。

マイナーなエラーがあることを示します。
オブジェクトは、正常な動作パラメータ内
で動作していません。

不明な状態があることを示します。現時点
では、ステータスに関する報告は提供でき
ません。

表 1-2 表のオブジェクト (続き)

コントロール/インジケータ 説明
 ブラウザインタフェースの使用方法 7



フォームを使用する
フォームには、メニュー、ボタン、リンク、およびテキストフィールドがあり、ペー
ジで利用可能なオプションを選択したり、情報を入力したりすることができます。表 
1-4 でこれらの要素について説明します。

表 1-4 フォームコントロール

コントロール/インジケータ 説明

必ず情報を入力する必要があるフィールド
であることを示します。

選択できるオプションの一覧が表示されま
す。

フォーム上の、このアイコン横のテキスト
に該当する部分を表示します。

フォームの先頭に戻ります。

現在の選択および入力内容を保存します。

すべてのページ要素を、ページに最初にア
クセスしたときに表示されていた状態に戻
します。

現在の設定を取り消します。

現在の設定を有効にします。
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システム要素を検索する
すべてのページのバナーに用意されている検索機能を使用して、システムの論理要素
と物理要素を簡単に検出できます。

指定した語句に一致する要素に対して、選択したタイプのすべての要素を検索できま
す。たとえば、すべてのイニシエータを検索することも、指定した名前または WWN 
(World Wide Name) を含むイニシエータだけを検索することもできます。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

2. バナーにある「検索」をクリックします。

「検索」ウィンドウが表示されます。

3. 検出する要素の種類を選択します。アレイ、ディスク、イニシエータ、ストレー
ジプール、ストレージプロファイル、トレイ、仮想ディスク、ホスト、ホストグ
ループ、ボリューム、複製セット、スナップショット、またはすべてのシステム
要素を検索できます。

4. 検索を絞り込むには、テキストフィールドに語句を入力します。

■ 名前または説明フィールドに指定した語句を含むすべての要素が検出されま
す。たとえば、検索語として「primary」を入力すると、名前が primary、
demoprimary、primarydemo、または firstprimarylast の要素が検出されま
す。

■ 検索機能では大文字と小文字が区別されません。たとえば、「primary」とい
う語句を指定すると、primary、Primary、PRIMARY、priMARY など大文字と
小文字のさまざまな組み合わせを含む要素が検出されます。

■ 検索語句内に空白や特殊文字を挿入しないでください。

■ 選択した種類のすべての要素を検索する場合に限り、ワイルドカード (*) を使用
します。ワイルドカードを検索語句で使用しないでください。検索語句で使用
すると、アスタリスク文字が検索されます。

5. 「検索」をクリックします。

検索結果が表示されます。

6. 「戻る」をクリックして、前のページに戻ります。
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ヘルプの使用
Web ブラウザのバナーにある「ヘルプ」をクリックすると、構成ソフトウェアに関
するヘルプ情報が表示されます。ヘルプウィンドウは、左側の「ナビゲーション」区
画と右側の「トピック」区画の 2 つに分かれています。

ヘルプトピックを表示するには、ナビゲーション区画の「目次」、「索引」、および
「検索」タブを使用します。「検索」タブをクリックし、「検索のヒント」をクリッ
クすると、検索機能の詳細が表示されます。表 1-5 では、ヘルプの各タブについて説
明します。

表 1-6 では、ヘルプウィンドウのアイコンの意味について説明します。

表 1-5 ヘルプのタブ

タブ 説明

目次 フォルダのアイコンをクリックすると、サブトピックが表示されま
す。ページのアイコンをクリックすると、「トピック」区画にその
トピックのページが表示されます。

索引 索引項目をクリックすると、そのトピックのヘルプページが表示さ
れます。

検索 検索する語句を入力し、「検索」をクリックします。「ナビゲー
ション」区画に、検索条件に一致するトピックが関連性の高い順に
一覧表示されます。トピックのリンクをクリックすると、そのト
ピックのヘルプページが表示されます。

「検索のヒント」のリンクをクリックすると、検索結果を向上させ
る方法が示されます。

トピック内の特定の単語または語句を検索するには、「トピック」
区画内をクリックして Ctrl+F キーを押し、検索する語句を入力して
「検索」をクリックします。

表 1-6 ヘルプのアイコン

コントロール/インジケータ 説明

クリックすると、現在のセッションで表示
された、前のヘルプトピックに戻ります。
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管理ソフトウェアからログアウトする
ソフトウェアからログアウトするには、ウィンドウのバナーの「ログアウト」をク
リックします。

クリックすると、現在のセッションで表示
された、次のヘルプトピックに進みます。

クリックすると、現在のヘルプトピックが
印刷されます。

表 1-6 ヘルプのアイコン (続き)

コントロール/インジケータ 説明
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ストレージアレイの管理
この節では、全般的なアレイの管理情報について説明します。次の項目があります。

■ 12 ページの「アレイ情報の表示」

■ 12 ページの「アレイ登録について」

■ 13 ページの「アレイの登録」

■ 13 ページの「アレイの登録解除」

■ 14 ページの「アレイのファームウェアのアップグレード」

■ 14 ページの「ファームウェアのアップグレードの取り消し」

■ 15 ページの「ファームウェアのファイルの場所」

■ 15 ページの「アレイの健全性の監視」

■ 15 ページの「処理のログの表示」

■ 16 ページの「ページおよびフィールドの説明」

アレイ情報の表示
1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開します。

3. 「管理」を選択します。

選択したアレイの「管理」ページが表示されます。

アレイ登録について
「アレイの登録」ウィザードを使用して、ネットワークに接続されていて、まだ登録
されていない 1 つ以上のアレイを管理ソフトウェアに自動検出させたり、手動でアレ
イを登録したりできます。

自動検出プロセスは、ローカルのネットワークにブロードキャストメッセージを送信
して未登録のアレイを識別します。アレイ管理ソフトウェアがネットワーク上のデバ
イスをポーリングし、使用可能な新しいアレイがあるかどうか調べている間、検出プ
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ロセスによって完了した検出処理の割合 (%) が表示されます。検出が完了すると、検
出されたアレイの一覧が表示されます。その一覧から登録するアレイを 1 つ以上選択
できます。

手動による登録では、そのコントローラの IP アドレスを識別することにより、アレ
イを登録できます。このオプションは、通常ローカルネットワーク外のストレージア
レイを追加する場合にのみ使用します。

「アレイの登録」ウィザードによって各アレイのファームウェア情報が表示され、ア
レイを起動して現在のファームウェアのベースラインレベルにするために推奨される
操作が一覧表示されます。アレイのファームウェアを変更するには、アレイを選択
し、「ストレージシステムの概要」ページまたは「管理」ページのいずれかで
「ファームウェアのアップグレード」ボタンをクリックします。

アレイの登録
1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. 「登録」をクリックします。

管理ソフトウェアによって「アレイの登録」ウィザードが起動します。

3. ウィザードの指示に従います。

アレイの登録解除
1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. 登録済みアレイの一覧から削除するアレイの左側にあるチェックボックスを選択
します。

「削除」ボタンが使用可能になります。

3. 「削除」をクリックします。
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アレイのファームウェアのアップグレー
ド
管理ソフトウェアをインストールする過程で、スクリプトによって管理ホスト上の
ディレクトリにアレイファームウェアファイルが保存されます。ファームウェアを
アップグレードする際には、ソフトウェアがアレイにインストールされたファーム
ウェアを解析します。ホスト上のベースラインファームウェアの方が新しい場合にイ
ンストールを選択すると、ソフトウェアはアレイにベースラインファームウェアをイ
ンストールします。

最適なパフォーマンスのために、すべてのアレイのファームウェアを現在のファーム
ウェアのベースラインのレベルにすることをお勧めします。

前提条件: ドライブのファームウェアをアップグレードする前に、アレイへのすべて
の入出力を停止します。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. 表示されたいずれかのアレイの左横にあるチェックボックスを選択します。

「ファームウェアのベースラインをインストール」ボタンが使用可能になりま
す。

3. 「ファームウェアのベースラインをインストール」をクリックします。

「アレイのファームウェアのベースラインの解析とインストール」ウィザードが
起動されます。

4. ウィザードの指示に従います。

注: 「アレイのファームウェアのベースラインの解析とインストール」ウィザード
は、「管理」ページから起動することもできます。

ファームウェアのアップグレードの取り
消し
ファームウェアのアップグレードを取り消す必要がある場合、サポートサービスに連
絡してください。
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ファームウェアのファイルの場所
ファームウェアのファイルの場所は、Sun Storage Common Array Manager ソフト
ウェアの『リリースノート』に記載されています。

アレイの健全性の監視
1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. 「ストレージシステムの概要」ページの「健全性」フィールドに、アレイの値が
表示されます。「健全性」フィールドは、アレイの状態を示します。表示される
値には、次のものがあります。

■ 「正常」 - ストレージアレイの各コンポーネントが良好な状態であることを示
します。

■ 「機能縮退」 - 管理ホストがストレージアレイと通信することはできますが、
そのアレイに介入が必要な問題があることを示します。

■ 「エラー」 - 管理ホストが、そのネットワーク管理接続を通じて、ストレージ
アレイのコントローラと通信ができないことを示します。アラームおよび回復
用オプションを表示するには、アレイの「アラーム」ページに移動します。

処理のログの表示
処理のログは、すべての登録済みアレイに対して実行されたユーザー起動によるアク
ションを日付順に一覧表示します。これらのアクションは、Sun Storage Common 
Array Manager またはコマンド行インタフェース (CLI) のいずれかによって起動され
たものです。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で、「一般構成」を展開します。

3. 「処理のログ」をクリックします。
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「処理のログの概要」ページが表示されます。

ページおよびフィールドの説明
「ストレージアレイの管理」セクションに関連するブラウザインタフェースのページ
およびフィールドについては、次の項で説明します。

■ 16 ページの「「処理のログの概要」ページ」

■ 16 ページの「「ストレージシステムの概要」ページ」

「処理のログの概要」ページ

このページでは、アレイ上で発生したすべてのユーザー起動の動作を表示できます。

表 1-7 では、「処理のログの概要」ページのフィールドについて説明します。

「ストレージシステムの概要」ページ

このページには、システム内のアレイの概要が表示されます。アレイ名をクリックす
ると、そのアレイの詳細が表示されます。

表 1-7 「処理のログの概要」ページ

フィールド 説明

時刻 アレイに対する操作が発生した日付と時刻です。

イベント 発生した操作のタイプです。オブジェクトタイプの作成、削除、修
正が示されます。

詳細 実行した操作の詳細です。影響を受けた特定のオブジェクトと、そ
の操作が成功したかどうかが示されます。
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表 1-8 では、「ストレージシステムの概要」ページのボタンとフィールドについて説
明します。

表 1-8 「ストレージシステムの概要」ページ

フィールド 説明 

登録 クリックして「アレイの登録」ウィザードを起動し、Sun Storage 
Common Array Manager ソフトウェアに管理された新しいストレー
ジシステムを指定します。

削除 クリックすると、レジストリから選択したアレイが削除されます。

ファームウェアの
ベースラインをイン
ストール 

クリックすると、「アレイのファームウェアのベースラインの解析
とインストール」ウィザードが起動します。このウィザードは、選
択されたストレージシステム上のファームウェアを解析し、現在の
ベースラインにないストレージシステムを特定します。

名前 アレイの名前です。

健全性 次のようなアレイの現在の健全性ステータスです。

• 正常

• 機能縮退

• エラー

• 通信断

タイプ アレイのモデル番号。

ファームウェアの
バージョン

アレイに読み込まれている現在のファームウェアバージョンを示し
ます。ファームウェアのバージョンがベースラインのものではない
場合、警告アイコンが表示されます。ベースラインのものではない
アレイファームウェアを簡単に特定するには、「ファームウェアの
バージョン」列をソートします。

総容量 ストレージシステムのすべてのディスクで使用可能なストレージ容
量を示します。

使用可能な容量 アレイで使用可能な容量を示します。

ネットワークアドレ
ス

アレイのコントローラ A のネットワークアドレスを示します。この
フィールドは、アレイが帯域内と帯域外のどちらで管理されている
かも示します。
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ユーザーアカウントの管理
この節では、ユーザーアカウントの管理について説明します。項目は、次のとおりで
す。

■ 18 ページの「ユーザーアカウントについて」

■ 19 ページの「ユーザー情報の表示」

■ 19 ページの「新しいユーザーの追加」

■ 20 ページの「ユーザーの削除」

■ 20 ページの「ページおよびフィールドの説明」

ユーザーアカウントについて
管理用ソフトウェアは、ユーザーが使用可能な権限を定義したユーザーの役割を提供
します。表 1-9 では、ユーザーの役割と権限について説明します。

サーバーにアレイソフトウェアをインストールし、Sun Storage Common Array 
Manager ソフトウェアにログインすると、その管理ホストに対するアクセス権を持
つ有効な Solaris ユーザーアカウントに役割の 1 つを割り当てることができます。役
割を割り当てられたユーザーは、その Solaris ユーザー名とパスワードを使用して 
Sun Storage Common Array Manager ソフトウェアにログインできます。Solaris、
Windows および Linux のユーザーアカウントの作成についての詳細は、使用してい
るオペレーティングシステムの管理マニュアルを参照してください。

ユーザーがアレイとその属性に対して持つアクセス権レベルは、ユーザーに割り当て
られた役割によって決まります。guest の役割を割り当てられたユーザーであれ
ば、誰でも情報を表示できます。アレイの属性を変更するには、storage 権限が必
要です。storage の役割を割り当てられたユーザーのみ、guest または storage 
アカウントのいずれかの役割を持つユーザーを追加できます。

表 1-9 ユーザーの役割と権限

役割 役割の説明

storage storage の役割を割り当てられたユーザーは、すべての属性を表示、
変更できます。

guest guest の役割を割り当てられたユーザーはすべての属性を表示できま
すが、変更はできません。
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複数のユーザーが storage 管理者としてアレイにログインしていて、変更を行う場
合、1 人のユーザーによる変更が別のユーザーによる以前の変更を上書きするおそれ
があります。このため、storage 管理者は、だれが変更する権限を持ち、そのこと
をいつ、どのような方法でほかのユーザーに通知するかの手続きを確立しておくこと
をお勧めします。

ユーザー情報の表示
1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で「一般構成」を展開し、「ユーザー管理」を選択します。

「ユーザーの概要」ページが表示されます。

新しいユーザーの追加
1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で「一般構成」を展開し、「ユーザー管理」を選択します。

「ユーザーの概要」ページが表示されます。

3. 新しいユーザーを追加するには、「追加」をクリックします。

「新規ユーザーの追加」ページが表示されます。

4. 有効な Solaris アカウント名を入力します。

Solaris ユーザー名は先頭を小文字にし、6 - 8 文字の長さの英数字、下線 (_)、ピリ
オド (.) で構成できます。Solaris のユーザーアカウントの作成についての詳細は、
Solaris のシステム管理マニュアルを参照してください。

5. Solaris アカウントの役割として、storage または guest を選択します。

6. 「了解」をクリックします。

「ユーザーの概要」に新しく割り当てたユーザーおよび役割が一覧表示されま
す。
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ユーザーの削除
1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で「一般構成」を展開し、「ユーザー管理」を選択します。

「ユーザーの概要」ページが表示されます。

3. 削除するユーザーの名前の左のチェックボックスをクリックします。

「削除」ボタンが使用可能になります。

4. 「削除」をクリックします。

注: サーバーまたは NIS からのユーザーアカウントの削除についての詳細は、Solaris 
のシステム管理マニュアルを参照してください。

ページおよびフィールドの説明
「ユーザーアカウントの管理」セクションに関連するブラウザインタフェースのペー
ジおよびフィールドについては、次の項で説明します。

■ 20 ページの「「新規ユーザーの追加」ページ」

■ 21 ページの「「ユーザーの概要」ページ」

「新規ユーザーの追加」ページ

このページでは、新しいユーザーを追加できます。

表 1-10 では、「新規ユーザーの追加」ページのフィールドについて説明します。

表 1-10 「新規ユーザーの追加」ページ

フィールド 説明

ユーザー名 新規ユーザーのユーザー名です。
20 Sun Storage Common Array Manager 管理ガイド • 2011 年 12 月



「ユーザーの概要」ページ

このページには、このアレイのユーザーとその役割の概要が表示されます。このペー
ジを使用して、ユーザーの追加または削除とユーザーの役割の割り当てを実行できま
す。

表 1-11 では、「ユーザーの概要」ページのボタンとフィールドについて説明しま
す。

ユーザーの役割 ユーザーの役割。

• storage

この役割を割り当てられたユーザーはすべての属性を表示し、ス
トレージ、ジョブ、管理関係の設定を変更できます。

• guest

この役割を割り当てられたユーザーはすべての属性を表示できま
すが、変更はできません。

表 1-11 「ユーザーの概要」ページ

フィールド 説明

新規... クリックすると、ユーザーの追加およびユーザーの役割が割り当て
られます。

削除 クリックすると、ユーザーが削除されます。

ユーザー名 ユーザーのユーザー名です。

ユーザーの役割 ユーザーの役割。

• storage

この役割を割り当てられたユーザーはすべての属性を表示し、ス
トレージ、ジョブ、管理関係の設定を変更できます。

• guest

この役割を割り当てられたユーザーはすべての属性を表示できま
すが、変更はできません。

表 1-10 「新規ユーザーの追加」ページ (続き)

フィールド 説明
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第 2 章

RAID アレイの概要および管理

この章では、Oracle の Sun Storage および StorageTek 6000 シリーズアレイ、
StorageTek 2500 シリーズアレイ、および FlexLine アレイに関する概要と、管理情報
について説明します。次の節で構成されています。

■ 24 ページの「RAID アレイのソフトウェア概要」

■ 27 ページの「RAID アレイの接続作業」

■ 31 ページの「RAID アレイの初期状態」

■ 38 ページの「RAID アレイの管理」



RAID アレイのソフトウェア概要
Oracle の Sun Storage および StorageTek 6000 シリーズアレイ、Sun Storage 2500-
M2 アレイ、StorageTek 2500 シリーズアレイ、および FlexLine アレイのソフトウェ
アは、次のもので構成されます。

■ 24 ページの「管理用ソフトウェア」

■ 25 ページの「リモート CLI クライアント」

■ 25 ページの「データホストのソフトウェア」 

■ 26 ページの「オプションのソフトウェア」 

■ 26 ページの「管理関連のサービス」 

管理用ソフトウェア

Web ベースの管理用ソフトウェアは、アレイの構成、管理、監視、および診断を行
う主インタフェースです。管理用ソフトウェアは、外部の管理ホストにインストール
するツール群で構成されます。サポートされるプラットフォームの一覧については、
『Sun Storage Common Array Manager ソフトウェアインストールおよび設定マ
ニュアル』を参照してください。

ストレージ管理者は、管理用ソフトウェアを使用して、管理ホストと同じネットワー
クにあり、Web ブラウザがインストールされている任意のシステムからアレイを管
理できます。サポートされるブラウザの一覧については、『リリースノート』を参照
してください。

管理ソフトウェアは、これらのストレージコンポーネントを使用するデータホストの
ストレージをプロビジョニングし、保守します。

■ ストレージプールは、共通のボリューム構成を定義したプロファイルを共有する
ボリュームの集合です。

■ ストレージプロファイルは、ストレージプールの特性を定義します。事前構成済
みのプロファイルセットから 1 つを選択したり、新しいプロファイルを作成した
りできます。

■ ボリュームはストレージプールの部分で、仮想ディスクで構成され、環境内で
データホストが使用するストレージ空間を表します。

■ 仮想ディスクは RAID (Redundant Array of Independent Disks) セットとも呼ば
れ、複数の物理ディスクメモリー上にある場所の集合です。ストレージアレイ
は、仮想ディスクを実際のディスクであるかのように扱います。

■ ホストグループは、同じボリュームへのアクセス機構を共有するホストの集合で
す。

■ スナップショットはボリューム内のデータのコピーです。作成時にアレイをオフ
ラインにする必要がないため、バックアップに代わる可用性の高い手段であり、
元のデータよりも少ない容量で保存できます。
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■ ボリュームコピーは、同じアレイ上のデータボリュームに存在する別のデータボ
リュームの全内容のコピーです。

■ 複製セットは、1 次ボリュームと 2 次ボリュームの関連付けです。2 次ボリューム
は 1 次ボリューム上のデータの完全なコピーを含みます。データ複製ソフトウェ
アは、複製セット内のボリューム間でデータを継続的に複製します。

アレイでタスクの監視および診断ができます。24 時間制で監視するようにソフト
ウェアを構成し、情報を収集してアレイの信頼性、可用性、および保守性 (RAS) を
高めることができます。

警告や通知を記録し、そのログファイルを表示して監視できます。また、警告の伝送
を自動化し、電子メールアドレス、ポケットベル、あるいはネットワーク上の管理ホ
ストで実行されている診断ソフトウェアに送信することもできます。

最後に、管理用ソフトウェアにより、診断テストを実行して、問題を解決したり、
サービスアドバイザにアクセスして現場交換可能ユニット (FRU) を置き換える手順
を知ることもできます。

リモート CLI クライアント

リモートコマンド行インタフェース (CLI) クライアントを使用して、アレイのスト
レージを管理および構成することもできます。CLI の制御機能と監視機能は、Web 
ブラウザで使用できる機能と同じで、頻繁に実行する作業のスクリプト化もできま
す。

リモート CLI クライアントは、Solaris オペレーティングシステム (OS) およびその他
いくつかのオペレーティングシステム用に用意されています。サポートされるオペ
レーティングシステムプラットフォームの一覧については、『リリースノート』を参
照してください。CLI コマンドについての詳細は、sscs のマニュアルページを参照
してください。

データホストのソフトウェア

アレイデータホストのソフトウェアを使用すると、さまざまサーバーオペレーティン
グシステムへのデータパス接続とマルチパスが可能になります。サポートされるプ
ラットフォーム、マルチパスソフトウェアの情報、および使用するサーバーに特有の
アレイ設定の一覧については、Sun Storage Common Array Manager の『リリース
ノート』と、使用しているアレイの『ご使用にあたって』を参照してください。

注: データホストのソフトウェアは、ホストのオペレーティングシステムに付属して
いるか、Oracle のダウンロードセンターまたは別のベンダー (Symantec Veritas 
Volume Manager) から個別に入手します。
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オプションのソフトウェア 

アレイへのデータパスまたはネットワーク接続を有するホストで使用する、次のソフ
トウェアを購入できます。

■ VERITAS Volume Manager with Dynamic Multipathing (DMP) - Solaris データホ
ストにも Sun 以外のデータホストにもインストールできます (DMP はマルチパス
ソフトウェアである StorageTek Traffic Manager と共存できます)。

■ Sun Storage Archive Manager および Sun QFS (SAM/QFS) - 自動化ポリシーに基
づく階層的なストレージ管理およびデータアーカイブで使用します。QFS はクラ
イアント側インタフェースの共有ファイルシステムで、SAM はストレージアーカ
イブマネージャーです。

■ Oracle Solaris Cluster または Microsoft のクラスタソフトウェア - クラスタ構成の
環境で使用します。

アレイへ接続したホストで使用可能なソフトウェアの完全な一覧については、使用し
ているアレイのリリースノートを参照してください。

管理関連のサービス

アレイは、ストレージの管理と監視を行うための HTTPS (Hypertext Transfer 
Protocol Secure) Web インタフェースを使用して、管理できます。HTTPS は、主に 
Web ブラウザ用のインタフェースで、パスワードおよびデータ暗号化によって保護
されます。管理ホスト上のリモートコマンド行インタフェース (CLI) クライアント
も、ストレージの管理および監視用に使用されます。
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RAID アレイの接続作業
この節では、Oracle の Sun Storage および StorageTek 6000 シリーズアレイ、
StorageTek 2500 シリーズアレイ、および FlexLine アレイのネットワーク接続の設定
とその他の管理作業について説明します。次の項目があります。

■ 27 ページの「アレイの管理」

■ 29 ページの「LAN から分離されたアレイの管理」

■ 29 ページの「管理ホスト (リモート) CLI クライアントのインストール」

■ 30 ページの「ホストバスアダプタについて」

■ 30 ページの「マルチパスについて」

アレイの管理
デフォルトでは、管理ホストは Ethernet 経由で帯域外でアレイと通信します。これ
によって、管理ホストにネットワークで接続された任意のホストからブラウザを使っ
てストレージを管理したり、アレイ内の問題を監視、診断、および修正をしたりでき
ます。データホストとアレイの間のデータパスを経由して通信するために、帯域内管
理を設定することもできます。

サイト LAN からの管理

帯域外管理を使用する場合は、Ethernet ケーブルで、サイトのローカルエリアネット
ワーク (LAN) 上の管理ホストをアレイに接続します。ケーブル接続および IP アドレ
ス設定についての詳細は、使用しているアレイのマニュアルを参照してください。

アレイをサイト LAN に接続する方法として次の選択肢があります。

■ 動的 IP アドレス。アレイは、LAN にログインするたびに、サイトの DHCP 
(Dynamic Host Configuration Protocol) サーバーからその IP アドレスを取得でき
ます。

■ 静的 IP アドレス。コントローラの静的 IP アドレスを設定できます。

■ デフォルト IP アドレス。コントローラのデフォルトの IP アドレスを使用できま
す。

■ アレイが許可するネットワークからアクセスのレベル。

また、sscs コマンド、または リモートコマンド行インタフェース (CLI) クライアン
トを使用したスクリプトによって、アレイを管理したり、問題の監視、診断、および
修正を行うことができます。
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RAID アレイの帯域内管理について

管理ホストは、通常、ネットワーク経由で RAID アレイと通信します。RAID アレイ
にネットワークへのアクセスがない場合、または RAID アレイのネットワークアドレ
スが不明な場合、CAM は帯域内 RAID アレイのプロキシを使用して RAID アレイと
通信できます。

帯域内管理では、RAID アレイ (FC または SAS) に直接接続されたデータホスト上で
実行されているプロキシエージェントを使用します。Sun Storage Common Array 
Manager によってプロキシエージェントがサブネット上で検出され、ソフトウェア
に登録されているアレイに対してクエリーが実行されます。プロキシエージェント
は、ネットワークを経由してクエリーを受け取り、データホストとアレイ間のデータ
パスを経由してアレイに渡します。

新しいアレイは、CAM の登録ウィザードを使用してソフトウェアに登録できます。
RAID アレイは、自動検出を選択するか (データホストが同じサブネット上にある場
合)、データホストの IP アドレスを入力することによって登録できます。アレイが検
出されて登録されると、そのアレイの管理は、帯域外の管理対象 RAID アレイと同一
になります。RAID アレイが帯域内で管理されている場合、CAM の「ストレージシ
ステムの概要」ページの「ネットワークアドレス」列で、アドレスのあとに帯域内と
表示されます。

通常、CAM はネットワーク経由 (帯域外) で RAID アレイを直接管理します。CAM 
は、帯域内の RAID アレイのプロキシデータホストを経由して RAID アレイを検出
および登録したあと、RAID アレイコントローラのネットワーク構成に基づいてネッ
トワーク経由で RAID アレイに直接接続可能かどうかを確認します。CAM が RAID 
アレイと直接通信可能な場合、CAM は帯域外接続に管理を切り替えます。CAM が
ネットワーク経由で RAID アレイと直接通信できない場合、帯域内の RAID アレイ
のプロキシ接続を使用して通信します。

帯域内管理では、管理ソフトウェアとストレージアレイ間の通信を容易にするため
に、特殊なアクセス LUN マッピングが使用されます。Sun Storage Common Array 
Manager ソフトウェアの「マッピングの概要」ページで、アレイのマッピングをす
べて確認できます。帯域内通信用に、アクセスボリュームが LUN 31 にマッピングさ
れます。この特殊なアクセス LUN (UTM LUN とも呼ばれる) はデフォルトのドメイ
ンにマッピングされます。ストレージドメインに登録されていないボリュームのため
に、すべてのアレイにデフォルトのドメインがあります。

新しいアレイの場合、アクセス LUN からデフォルトのドメインへのマッピングは工
場出荷時に設定されます。このマッピングを失った場合は、帯域内管理を設定する前
に、帯域外管理と Sun Storage Common Array Manager ソフトウェアを使用して、
アクセス LUN をデフォルトのドメインに再マッピングします。マッピングについて
の詳細は、ソフトウェアのオンラインヘルプを参照してください。

帯域内管理の設定方法については、『Sun Storage Common Array Manager ソフト
ウェアインストールおよび設定マニュアル』を参照してください。
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LAN から分離されたアレイの管理
サイトのセキュリティー上の理由から、アレイを外部のローカルエリアネットワーク 
(LAN) から分離する必要がある場合は、次の手順で行います。

■ 管理ホストを使ってアレイを設定、構成します。

■ アレイの構成が完了したら、管理ホストを切り離します。

アレイの再構成が必要になったときには、管理ホストを再接続します。

システムをセキュリティー保護するもう 1 つの方法は、アレイの管理ホストと外部 
LAN との間にファイアウォールを設置することです。

管理ホスト (リモート) CLI クライアント
のインストール
管理ホスト以外のホストから sscs コマンドを使用してアレイを構成する必要がある
場合は、インストールソフトウェアに含まれているリモートコマンド行インタフェー
ス (CLI) を使用します。このインタフェースを使用して、ブラウザインタフェースが
サポートするすべての作業を実施できます。コマンドは、作成したスクリプト内で使
用したり、端末ウィンドウのコマンド行に直接入力したりできます。このクライアン
トは、次のホストで実行できます。

■ Windows 2000 Server および Windows 2000 Advanced Server

■ Windows Server 2003 Standard Edition、Windows Server 2003 Web Edition、お
よび Windows Server 2003 Enterprise Editions

■ Red Hat Linux

■ SuSE Linux

■ HP-UX

■ IBM AIX

■ Solaris 8 OS 4/01

■ Solaris 9 (SPARC システムのみ)

■ Solaris 10 (SPARC システムのみ)
■ Solaris 10x86

注: サポートされるホストの完全な一覧については、Sun Storage Common Array 
Manager の『リリースノート』を参照してください。
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管理ホスト CLI クライアントをインストールするには、『Sun Storage Common 
Array Manager ソフトウェアインストールおよび設定マニュアル』を参照してくだ
さい。

管理サービス用のコマンドは sscs で、操作を指示するサブコマンドとともに使用し
ます。コマンドのリストは、sscs(1M) のマニュアルページまたは『Sun Storage 
Common Array Manager CLI Guide』を参照してください。

ホストバスアダプタについて
データホストとは、ストレージ用にアレイを使用するホストのことです。データホス
トがホストバスアダプタ (HBA) によってアレイに接続される場合は、HBA がイニシ
エータになります。HBA は、ケーブルによってアレイのファイバチャネル (FC) ポー
トに接続されます。

データホストを 1 つまたは 2 つの HBA によってアレイに直接接続したあとで、HBA 
のファームウェアレベルを確認します。この操作を実行するには、HBA のオペレー
ティングシステムのマニュアルを参照してください。Solaris では、luxadm(1m) コ
マンドを使用します。ファームウェアが適切なリビジョンでない場合は、Web サイ
トから最新のリビジョンをダウンロードします。使用する HBA ソフトウェアを決定
するには、Sun Storage Common Array Manager の『リリースノート』を参照して
ください。これで、イニシエータを構成し、ホストおよびホストグループを設定でき
ます。

マルチパスについて
マルチパスはマルチパスフェイルオーバーとも呼ばれ、この機能によって、アレイお
よびネットワークは、アダプタの障害発生時にそれを検出し、自動的に代替アダプタ
にアクセスを切り替えることができます。マルチパスではデータパスが常にアクティ
ブに保たれるため、高可用性構成が保証されます。マルチパスはまた、アレイへのマ
ルチパスの間で入出力 (I/O) を分散することによってマルチコントローラディスクア
レイのパフォーマンス向上に役立ちます。

アレイ内では、デフォルトでストレージプールがマルチパスを使用します。データパ
スを完成するには、データホストにもマルチパス機能が必要です。

使用しているデータホストに適切なマルチパスソフトウェアの詳細については、Sun 
Storage Common Array Manager の『リリースノート』を参照してください。
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RAID アレイの初期状態
この節では、Oracle の Sun Storage および StorageTek 6000 シリーズアレイ、
StorageTek 2500 シリーズアレイ、および FlexLine アレイの初期状態、およびこれら
のアレイを構成する前に検討すべき要素について説明します。項目は、次のとおりで
す。

■ 31 ページの「アレイの初期状態について」

■ 31 ページの「ストレージのプロビジョニングについて」

■ 32 ページの「物理的なストレージ要素について」

■ 32 ページの「論理的なストレージ要素について」

アレイの初期状態について
使用しているアレイに対し、インストール手順にある基本的な構成作業を完了する
と、すべてのハードウェアとソフトウェアがインストールされ、少なくとも 1 つのア
レイが登録され、名前が付けられ、アレイパスワードが設定されます。

さらに、次の作業が完了しています。

■ システム時刻が正しく設定されている

■ 少なくとも 1 つの新規ユーザーが追加され、「storage」の役割が割り当てられて
いる

■ イニシエータが作成されている

■ 少なくとも 1 つのホストが作成され、イニシエータにマッピングされている

■ 少なくとも 1 つのホストグループが作成されている

■ ストレージプールが作成されている

■ ボリュームが作成され、ホストまたはホストグループにマッピングされている

ストレージのプロビジョニングについて
単純なストレージ構成では、1 つのストレージプールにある利用可能なすべてのスト
レージをすべてのデータホストで共有できます。また、イニシエータにマッピングさ
れた任意のホストが、プールの任意のストレージにアクセスできます。組織によって
は、より複雑なストレージ構成が必要になることがあります。たとえば、ホストグ
ループと仮想ストレージのプールを作成して組織のストレージをプロビジョニングで
きます。
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アレイには、ストレージのプロビジョニングに使用できる物理的なストレージ要素と
論理的なストレージ要素が多数あります。

■ 物理的なストレージ要素 - イニシエータ、ホスト、ホストグループ、トレイ、ディ
スク

■ 論理的なストレージ要素 - ボリューム、仮想ディスク、プール

ストレージを適切に割り当てるには、次に示すサイトの要件を考慮してください。

■ セキュリティー - ホストグループを作成することで、イニシエータを分離します。
たとえば財務データを扱うホストは、研究データを扱うホストで使用されるホス
トグループとは別のホストグループにデータを格納します。

■ 入出力 (I/O) - いくつかのストレージプロファイルは一般的でバランスの取れたス
トレージへのアクセスを指定していますが、組織の一部では 1 つまたは複数の特
性を最適化したり、ほかの属性を使用する必要があることもあります。アレイ管
理ソフトウェアには、さまざまなニーズに合わせた一連のプロファイルが含まれ
ています。また、カスタムプロファイルを作成することもできます。

物理的なストレージ要素について
使用可能な物理ストレージ全体にデータを分散する方法を決定するにあたっては、次
の物理的なストレージ要素を考慮、検討してください。

■ トレイにはディスクドライブがあり、その動作をサポートしています。

■ ディスクドライブは、不揮発性で、ランダムアドレス可能で、書き換え可能な
データストレージデバイスです。

■ イニシエータは、ホストがストレージアレイにアクセスするためのホストバスア
ダプタ (HBA) のファイバチャネル (FC) ポートです。

■ ホスト (データホスト) は、ストレージアレイにデータを格納できるサーバーで
す。データホストは、イニシエータにマッピングされます。

■ ホストグループは、同じボリュームへのアクセスを共有する 1 つのストレージア
レイ上の 1 つ以上のホストの集合です。

論理的なストレージ要素について
使用可能な物理ストレージ全体にデータを分散し、そのデータをデータホストにマッ
ピングする方法を決定するにあたっては、次の論理的なストレージ要素を考慮、検討
してください。
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■ ストレージプールは、プロファイルを共有するボリュームの集合です。プロファ
イルによって、ボリュームの共通の構成が定義されます。

■ RAID セットとも呼ばれる仮想ディスクは、複数の物理ディスクメモリー上にある
場所の集合です。ストレージアレイは、仮想ディスクを実際のディスクであるか
のように扱います。仮想ディスクは、ボリュームの作成時に作成します。

■ ボリュームはプールの部分で、仮想ディスクから構成され、ホストおよびホスト
グループからアクセスされます。

■ スナップショットは、特定時点のボリューム内のデータのコピーです。スナップ
ショットは、システムの通常動作を中断することなく作成されます。

アレイ構成の操作
Sun Storage Common Array Manager は、アレイ構成をエクスポートして XML ファ
イルに保存し、1 つ以上のアレイにインポートする機能を備えています。アレイ構成
ファイルを使用すると、いくつかのアレイをプロビジョニングして、アレイに一貫し
た構成を適用できます。

アレイ構成のエクスポートとインポートを使用する一般的な理由には、次のものがあ
ります。

■ リモートバックアップサイトに構成を複製する。

■ 四半期末の処理、データウェアハウス、またはデータ移行のため、アレイを既知
の状態にリセットする。

■ アレイの障害追跡のために、エクスポートしたアレイ構成をカスタマサポートに
送信する。

アレイ構成のエクスポートまたはインポート機能は、次のアレイでサポートされてい
ます。

■ Sun Storage 6180、6580、6780 アレイ

■ Sun Storage 2530-M2 および 2540-M2 アレイ

■ Sun StorEdge 6130 アレイ

■ StorageTek 6140 および 6540 アレイ

■ StorageTek 2510、2530、2540 アレイ

■ StorageTek FlexLine 240、280、380 アレイ
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アレイ構成のエクスポート

アレイ構成をエクスポートすると、ボリューム、プール、プロファイル、仮想ディス
ク、スナップショット、ボリュームコピー、ストレージドメイン、マッピング、デー
タ複製構成の設定などを含むアレイ構成全体が、ローカルコンピュータに保存した
ファイルに保存されます。エクスポート処理が完了すると、処理の成功を示すメッ
セージが Sun Storage Common Array Manager から返されます。

アレイ構成をファイルにエクスポートするには、次の手順に従います。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で、ファイルに構成を保存するアレイを展開します。

3. 「管理」を展開し、「インポート/エクスポート」を選択します。

「デバイス構成のインポート/エクスポート」ページが表示されます。

4. 「デバイス構成のエクスポート」で、ソフトウェアによって提供された構成ファ
イル名を受け入れるか、構成ファイルに割り当てる名前を入力します。

5. 「エクスポート」をクリックし、構成ファイルを開いて表示するか、ファイルを
ローカルコンピュータに保存するかを指定します。

アレイ構成のインポート

インポート機能を使用すると、すべてのボリュームデータがリセットされ、アレイが
既知の状態になります。1 つまたは複数のサポートされているアレイに、アレイ構成
ファイルをインポートできます。一部のアレイは、ほかのアレイではサポートしてい
ない機能をサポートしているため、機能セットが制限されているアレイに構成ファイ
ルがインポートされると、サポートされていない構成設定がインポート処理で無視さ
れて、イベントが返されます。このイベントはあとで確認できます。逆に、広範な機
能セットを備えたアレイにアレイ構成ファイルをインポートしても、これらの機能は
構成されません。

インポート処理中にはジョブが 1 つ作成されます。処理の進行状況は、「過去のジョ
ブの概要」ページで確認できます。CLI によって開始されたインポートジョブもここ
に表示されます。

注意: アレイ構成全体がファイルにエクスポートされるため、ターゲットのアレイを
エクスポート元のアレイ構成の代替とするのでないかぎり、それらの設定 (IP アドレ
スやアレイ名など) を変更する必要があります。アレイを複製する場合は、古いアレ
イと新しいアレイが同時に同じ IP アドレスでネットワーク上に存在しないようにし
てください。
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インポートする構成ファイルにセキュリティー保護されたボリュームが含まれている
場合、この構成をインポートする前に、アレイのアレイロックキーを設定する必要が
あります。セキュリティー保護されたボリュームが検出されたが、アレイロックキー
が設定されていない場合、インポートの検証手順は失敗します。インポートジョブは
開始されず、ターゲットアレイ上の設定は変更されません。

前提条件: インポート手順を実行する前に、アレイをリセットすることを推奨しま
す。

アレイ構成をアレイにインポートするには、次の手順に従います。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

2. ナビゲーション区画で、構成ファイルをインポートするアレイを展開します。

3. 「管理」を展開し、「インポート/エクスポート」を選択します。

4. 「デバイス構成のインポート」で、「参照」ボタンをクリックし、ローカルコン
ピュータ上にある構成ファイルを検索します。

5. 「インポート」をクリックします。

インポートの完了後、アレイ名にはラベルが付いていません。

ページおよびフィールドの説明
「RAID アレイの初期状態」セクションに関連するブラウザインタフェースのページ
およびフィールドについては、次の項で説明します。

■ 35 ページの「「デバイス構成のインポート/エクスポート」ページ」

■ 36 ページの「「アレイのロックキーの管理」ページ」

「デバイス構成のインポート/エクスポート」ペー
ジ

このページでは、アレイ構成を XML ファイルに保存したり、アレイ構成をアレイに
インポートしたりします。
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表 2-1 では、「デバイス構成のインポート/エクスポート」ページのボタンとフィー
ルドについて説明します。

「アレイのロックキーの管理」ページ

表 2-2 では、「アレイのロックキーの管理」ページのボタンとフィールドについて説
明します。

表 2-1 「デバイス構成のインポート/エクスポート」ページ

フィールド 内容

デバイスタイプ このアレイのモデル名。

デバイス名 このアレイに割り当てられている名前。

デバイス構成のエクスポート

構成ファイル名の入
力

構成ファイルに割り当てられるファイル名です。Sun Storage 
Common Array Manager は、デフォルトのファイル名を 
fmsconfig-<array_name> の形式で提供します。デフォルトの
ファイル名を受け入れるか、新しい名前を付けます。

エクスポート クリックすると、構成がファイルにエクスポートされます。

デバイス構成のインポート

構成ファイルの選択 アレイにインポートする構成ファイルを識別します。

参照 「参照」ボタンをクリックして、アレイにインポートする構成ファ
イルの名前を「構成ファイルの選択」フィールドに入力します。

インポート クリックすると、構成ファイルがアレイにインポートされます。

表 2-2 「アレイのロックキーの管理」ページ

フィールド 内容

アレイのロックキー
の ID

189 文字 (またはそれ以下) の英数字またはハイフン (-) と下線 (_) を
除く特殊文字からなるロックキーの識別子を入力します。このユー
ザーによって付けられた識別子は、コントローラによって生成され
た識別子に接頭辞として組み合わされ、ドライブの完全なセキュリ
ティーキーを形成します。アレイのロックキーは、「ライセンス利
用可能な機能の詳細 - データ暗号化サービス」ページに表示されま
す。

新しいパスフレーズ 8 - 32 文字の英数字または特殊文字からなるパスフレーズを入力しま
す。

新しいパスフレーズ
の確認

入力の確認のため、パスフレーズをもう一度入力します。
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作成 / 変更 クリックすると、ロックキーの識別子を作成または変更できます。
ロックキーの作成後、変更ボタンを使用して識別子を変更できま
す。

エクスポート クリックすると、ロックキーの識別子をバックアップできます。

表 2-2 「アレイのロックキーの管理」ページ (続き)

フィールド 内容
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RAID アレイの管理
この節では、Oracle の Sun Storage および StorageTek 6000 シリーズアレイ、
StorageTek 2500 シリーズアレイ、および FlexLine アレイの管理作業について説明し
ます。次の項目があります。

■ 38 ページの「一般設定の指定」

■ 42 ページの「ライセンスの管理」

■ 45 ページの「データ暗号化サービス」

■ 49 ページの「アレイパフォーマンスの監視」

■ 49 ページの「ジョブの管理」

■ 51 ページの「アレイの健全性の監視」

■ 52 ページの「ページおよびフィールドの説明」

一般設定の指定
「管理」ページから、パスワードの管理、アレイ詳細の表示と指定、アレイのディス
クスクラブの有効化、およびアレイの時刻の設定を行うことができます。設定を変更
するには、storage の役割を持つユーザーとしてログインする必要があります。

アレイパスワードについて

アレイパスワードは、アレイへのアクセスおよび通知操作を実行する場合に必要にな
ります。パスワードを設定した場合、管理ソフトウェアは、暗号化したパスワードの
コピーをアレイ 登録データベースに保存します。以降、管理ソフトウェアはパス
ワードの入力なしでアレイへの変更操作を行うことができます。

複数の管理ホストが 1 つのアレイにアクセスすることができます。各管理ホストは管
理ソフトウェアの独自のインスタンスを持ち、おのおの独自のアレイ登録データベー
スを持っています。管理ソフトウェアがアレイ上で変更操作を行うためには、管理ソ
フトウェアのインスタンス用にアレイ登録データベースに保存されたパスワードは、
アレイ上に設定されたパスワードと一致する必要があります。アレイ上で別の管理ホ
ストが変更操作を行う前に、この管理ホスト用のアレイ登録データベースも新しいパ
スワードに変更する必要があります。

パスワードはいつでも変更することができます。ある管理ホストでパスワードを変更
した場合は、その管理ホストによって使用されるアレイ登録データベースでだけパス
ワードが変更されます。
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アレイがパスワードなし、またはパスワードの入力が正しくない状態で登録されてい
る場合は、アレイ登録データベースに保存されているパスワードを更新する必要があ
る場合があります。

アレイ登録データベースに保存されているパスワードがアレイパスワードと一致しな
い場合、アレイ上で変更操作を行うと、次のようなエラーメッセージが表示されま
す。「入力されたパスワードが有効でないため、処理を完了できません。」 

アレイパスワードの変更

アレイパスワードは、アレイへのアクセスおよび通知操作を実行する場合に必要にな
ります。パスワードを設定した場合、管理ソフトウェアは、暗号化したパスワードの
コピーをアレイ 登録データベースに保存します。

1. ナビゲーション区画で、操作するアレイを展開します。

2. 「管理」を選択します。

3. 「管理」ページで「パスワードの管理」をクリックします。

4. 「パスワードの管理」ページで、次のいずれかを選択します。

■ アレイのパスワードの変更 - パスワードを変更すると、アレイ登録データベー
ス内に保存されたパスワードが自動的に更新されます。

■ アレイ登録データベース内のアレイパスワードの更新 - これは、アレイパス
ワードが以前に別の管理ホストから変更された場合や、アレイがパスワードな
し、またはパスワードの入力が正しくない状態で登録された場合に行います。
アレイに設定されているパスワードと、アレイ登録データベースに保存された
パスワードを手動で一致させます。

5. 「旧パスワード」フィールド (アレイパスワードを変更する場合にのみ使用可能) 
に、現在のパスワードを入力します。

6. 「新しいパスワード」フィールドに、新しいパスワードを 8 文字以内の英数文字
列で入力します。

7. 同じ新しいパスワードを「新しいパスワードの確認」フィールドに入力します。

8. 「了解」をクリックします。

注: 工場出荷時のアレイパスワードをシリアルポートを使用してリセットする方法に
ついては、使用しているアレイのインストールマニュアルを参照してください。
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アレイの詳細設定

「管理」ページで、アレイ名、ホットスペア数、デフォルトホストタイプ、キャッ
シュブロックサイズ、最小および最大キャッシュ割り当ての割合 (%)、ディスクスク
ラブ、フェイルオーバー警告設定を設定できます。

1. ナビゲーション区画で、操作するアレイを展開します。

2. 「管理」を選択し、「詳細」セクションを表示します。

3. 変更する新しい設定値を指定します。

4. 「了解」をクリックします。

ディスクスクラブの有効化

ディスクスクラブは、ドライブのメディアのエラーを検出するためにアレイコント
ローラがバックグラウンドで行うプロセスです。ディスクスクラブでは、エラーが検
出され、イベントログに記録されます。

ディスクスクラブを実行するには、アレイ上でこれを有効にする必要があります。有
効にすると、ディスクスクラブはアレイ上のすべてのボリュームで実行されます。
ディスクスクラブを行わないボリューム上では、これを無効にすることができます。
あとで、無効にしたボリュームのディスクスクラブを再度有効にすることが可能で
す。

ディスクスクラブの利点は、メディアのエラーによって正常なドライブの読み取りや
書き込みを阻害されないように、事前にエラーを発見することにあります。ディスク
スクラブでは、すべてのボリュームデータにアクセス可能かどうかを走査します。冗
長検査を有効にした場合は、ボリュームの冗長データも走査されます。

アレイ上のディスクスクラブの有効化

ディスクスクラブを有効にすると、アレイコントローラはディスクドライブのエラー
を検出し、それらをイベントログに書き込みます。

1. ナビゲーション区画で、ディスクスクラブを有効にするアレイを展開します。

2. 「管理」を選択します。

3. 「ディスクスクラブ有効」の右横のチェックボックスをクリックし、走査の時間 
(または期間) を日数で指定します。

4. 「了解」をクリックします。
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ボリュームのディスクスクラブの無効化、再有効化

1. ナビゲーション区画で、特定のボリュームのディスクスクラブを無効にする、ま
たは再度有効にするアレイを展開します。

2. 「ボリューム」を選択します。

3. ディスクスクラブを無効にする、または再度有効にするボリュームをクリックし
ます。

4. 「ボリュームの詳細」ページで、次のいずれかを選択します。

■ 「ディスクスクラブ有効」フィールド = 偽: ディスクスクラブを無効にしま
す。

■ 「ディスクスクラブ有効」フィールド = 真: ディスクスクラブを再度有効にし
ます。

■ 「冗長ディスクスクラブ有効」フィールド = 真: ディスクスクラブを再度有効
にし、ボリュームの冗長データも走査します。

5. 「了解」をクリックします。

時刻の設定

アレイが NTP サーバーを使用しない場合は、アレイのクロックを手動で設定する必
要があります。

1. ナビゲーション区画で、時刻を設定するアレイを展開し、「管理」を選択しま
す。

2. 「管理」ページから「システム時刻」セクションに移動し、次のいずれかを行い
ます。

■ アレイの時刻をサーバーと同期させるには、「サーバーと周期」をクリックし
ます。

■ 時刻の手動設定は、次の手順で行います。

時間と分を 24 時間制で設定します。

「月」、「日」、「年」を設定します。

3. 「了解」をクリックします。
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アレイの IP アドレスの設定

ローカル管理ホストとアレイコントローラ間で帯域外の Ethernet 接続を行うには、
管理ホストとアレイコントローラに、有効な IP アドレスを設定する必要がありま
す。IP アドレスを追加する方法には、次の 3 つがあります。

■ DHCP (Dynamic Host Configuration Protocol)

■ シリアルポートを経由

■ 静的 IP アドレスの使用

DHCP およびシリアルポートの使用については、使用しているアレイのインストー
ルマニュアルを参照してください。

デフォルトの内部 IP アドレスの代わりに静的 IP アドレスを割り当てるには、『Sun 
Storage Common Array Manager ソフトウェアインストールおよび設定マニュア
ル』を参照してください。

注: アレイの管理に使用する Web ブラウザは、アレイの IP アドレスの変更に影響さ
れます。つまりアドレスを手動で変更したか、またはシステムが新しいアドレスを割
り当てたためにアドレスが変わった場合、ブラウザはアレイとの接続を失います。ア
レイの監視および管理を継続するには、アレイに再接続する必要があります。

1. ナビゲーション区画で、IP アドレスを設定するアレイを展開します。

2. 「物理デバイス」を展開し、「コントローラ」を選択します。

3. 「Ethernet ポート 1」フィールドで、「DHCP/BOOTP を有効」または「ネット
ワーク構成の指定」を選択します。「ネットワーク構成の指定」を選択した場合
は、Ethernet ポート 1 を使用しているコントローラの IP アドレス、ゲートウェイ
アドレス、ネットマスクを入力する必要があります。

4. (StorageTek 6140 アレイの場合のみ) 「Ethernet ポート 2」フィールドで、
「DHCP/BOOTP を有効」または「ネットワーク構成を指定」を選択します。
「ネットワーク構成を指定」を選択した場合は、Ethernet ポート 2 を使用してい
るコントローラの IP アドレスおよびネットマスクを入力する必要があります。

5. 「了解」をクリックします。

ライセンスの管理
この節では、ライセンスの管理について説明します。項目は、次のとおりです。

■ 43 ページの「ライセンス機能について」

■ 43 ページの「ライセンス情報の表示」

■ 43 ページの「ライセンスの追加」
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■ 44 ページの「ライセンスを無効にする」

■ 44 ページの「ライセンスを再度有効にする」

ライセンス機能について

オプションの上級機能を使用するには、ライセンスを購入してください。ライセンス
を注文すると、ライセンスと一緒に、次を含む機能を起動する方法についての手順が
送付されます。

■ データ暗号化サービス

■ データ複製

■ スナップショット

■ ストレージドメイン

■ ボリュームコピー

■ 2500-M2 アレイのパフォーマンスエンハンサー

ライセンス情報の表示

上級サービスを購入したときに発行されるライセンス証明書には、組織が購入した上
級機能を起動する方法に関する情報が記述されています。

1. ナビゲーション区画で、ライセンス情報を表示するアレイを展開します。

2. 「管理」を展開し、「ライセンス」を選択します。

3. 「ライセンス利用可能な機能の概要」ページで機能をクリックすると、その機能
の詳細なライセンス情報が表示されます。

ライセンスの追加

上級サービスを購入したときに、ライセンス証明書が発行されます。この証明書にラ
イセンス情報を取得する方法が記述されています。

注: ライセンスを追加する前に、アレイに名前を付けるようにします。そうしない
と、アレイのストレージ構成のリセットを選択したときに、「ライセンス」概要ペー
ジに名前が表示されない可能性があります。

1. ナビゲーション区画で、ライセンス情報を表示するアレイを展開します。
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2. 「管理」を展開し、「ライセンス」を選択します。

3. 「ライセンス利用可能な機能の概要」ページで、「ライセンスを追加」をクリッ
クします。

4. 「ライセンスを追加」ページで「参照」をクリックし、追加する上級機能のライ
センスファイルを選択します。

注: ライセンスファイルは電子メールで送付されます。保存されたファイルの場所
に移動します。

5. 「有効」をクリックします。

ライセンスを無効にする

1. ナビゲーション区画で、ライセンス情報を表示するアレイを展開します。

2. 「管理」を展開し、「ライセンス」を選択します。

3. 無効にするライセンスの左にあるチェックボックスをクリックします。

4. 「無効」をクリックします。

注: ボリュームコピーのライセンスが無効化または削除されるか、あるいはアレイが
「準拠していない」状態になると、特定の操作が失敗する、または正しく機能しなく
なる可能性があります。

■ ボリュームコピーのライセンスの無効化

ライセンスを再度有効にする

ライセンスを再度有効にするには、License Center に連絡してください。

http://www.oracle.com/us/support/licensecodes/sun/fixline-dseries-premium-
274781.html

次の情報を用意しておいてください。

■ ライセンスを受ける製品の名前

■ 機能のシリアル番号 (ライセンス証明書で確認可能)

■ コントローラトレイのシリアル番号 (コントローラトレイの背面および「ライセン
ス利用可能な機能の概要」ページで確認可能)
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2500-M2 アレイのパフォーマンスエン
ハンサー
Sun Storage のパフォーマンスエンハンサーは、Sun Storage 2500-M2 アレイの上級
ライセンス機能です。ライセンスキーを追加すると、パフォーマンスエンハンサー
は、ディスクのワークロードとスループットに関する 1 秒あたりの入出力 (IOPS) を
向上させます。この機能は、帯域幅を消費するアプリケーションや負荷の高いワーク
ロードに推奨されます。

■ ライセンス機能について

■ ライセンスの管理

■ 「ライセンス利用可能な機能の概要」ページ

■ 「パフォーマンス監視」ページ

データ暗号化サービス
この節では、データ暗号化サービスについて説明します。項目は、次のとおりです。

■ 45 ページの「データ暗号化サービスについて」

■ 46 ページの「データ暗号化サービスの仕組み」

■ 46 ページの「アレイのロックキーについて」

■ 46 ページの「セキュリティー保護可能なドライブについて」

データ暗号化サービスについて

Sun Storage のデータ暗号化サービスはライセンスに従って使用できる上級機能で、
ディスクドライブに格納されたデータを暗号化して、損失や盗用から保護します。
この機能は 6000 シリーズのすべてのアレイと FLX380 アレイでサポートされていま
す。ドライブタイプはセキュリティー保護可能、つまり、FDE (Full Disk 
Encryption) 対応である必要があります。
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データ暗号化サービスの仕組み

データ暗号化サービス機能は、セキュリティー保護可能なディスクドライブ上のすべ
てのデータを暗号化します。データの暗号化と暗号化解除はすべてドライブによって
処理され、アレイでは意識されず、個別の暗号化 / 暗号化解除キーを使用します。
ドライブのセキュリティーが有効な場合にドライブの電源を切ってすぐに入れ直す
と、「ロック」状態になります。この場合、アレイによって適切なアレイのロック
キーがドライブに渡されるまで、ドライブに対する読み取り動作と書き込み動作がで
きなくなります。このとき、ドライブは正常なディスクドライブとして動作している
ように表示されます。

アレイのロックキーはアレイコントローラによって維持されます。セキュリティー保
護された仮想ディスクとセキュリティー保護されていない仮想ディスクはアレイコン
トローラ間で移行されるため、この機能には、アレイのロックキーをアレイ間で安全
に移動するために使用される方法の説明も含まれています。

アレイのロックキーについて

アレイのロックキーはアレイコントローラに格納されています。アレイのロックキー
の作成後またはインポート後は、ロックキーが一致した場合にのみ、セキュリティー
が有効化されたドライブが認識されます。セキュリティーが有効化されたドライブの
ロックキーと、コントローラのキーとが一致しない場合、ドライブはロックされたま
まです。アレイのロックキーは、ドライブのロックを解除して入出力動作でドライブ
を使用できるようにするため、ドライブとアレイコントローラの両方で使用されま
す。

すべてのコントローラが動作可能で、セキュリティー保護されたボリュームが良好な
状態である場合は、アレイのロックキーをいつでも変更できます。セキュリティーに
敏感なユーザーは、一定の間隔でアレイのロックキーを変更することができます。

セキュリティー保護可能なドライブについて

セキュリティー保護可能なドライブは、FDE (Full Disk Encryption) をサポートする
ドライブです。セキュリティー保護可能なドライブのセキュリティー機能は、有効ま
たは無効にできます。セキュリティー機能を無効にすると、ドライブは通常の、セ
キュリティー保護されていないディスクドライブとまったく同じように機能します。
セキュリティー機能を有効にすると、ドライブはロックまたはロック解除のいずれか
の状態になります。ロックされたドライブは、通常の読み取りまたは書き込み動作を
受け付けません。ドライブのロックを解除すると、ドライブのデータを入出力動作で
使用できるようになります。
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セキュリティーが有効化されたドライブは電源を入れるとロック状態になり、入出力
動作を受け入れるときにロック解除を要求します。ドライブのロックを解除するに
は、アレイコントローラがドライブにアレイのロックキーを示し、ロック解除操作を
実行します。セキュリティーが有効化されたドライブのロックキーと、コントローラ
のキーとが一致しない場合、ドライブはロックされたままです。

ドライブがロックされている間は、セキュリティー保護されているドライブのドライ
ブファームウェアをアップグレードできません。

アレイ上にセキュリティー保護された仮想ディスクがあり、上級ライセンスが無効に
なっている場合、アラームが発生します。仮想ディスクの削除を選択してアラームを
解除した場合、ドライブのセキュリティーは有効のままです。セキュリティー保護さ
れたドライブにアクセスするには、上級ライセンスを再度有効にするか、セキュリ
ティー保護されたドライブを消去する必要があります。

アレイのロックキーの作成

前提条件: 

■ FDE ディスクドライブの取り付けとファームウェア要件の確認

■ データ暗号化サービス上級機能のライセンスの有効化 

1. 使用するアレイを選択します。

2. 「管理」>「アレイのロックキー」を選択します。

3. キーの名前を入力します。

ロックキーの ID は、ハイフン (-) と下線 (_) を含む 1 - 189 文字の英数字を使用で
きます。それ以外の特殊文字は使用できません。

4. パスフレーズを入力します。

パスフレーズは、8 - 32 文字の英数字または特殊文字を使用できます。

5. 入力の確認のため、同じフレーズを入力します。

6. 「作成」をクリックします。

セキュリティー保護された仮想ディスクの作成

前提条件: 

■ FDE ディスクドライブの取り付けとファームウェア要件の確認

■ データ暗号化サービス上級機能のライセンスの有効化 

■ アレイのロックキーの作成
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セキュリティー保護された仮想ディスクの作成は、次の手順で行います。

1. 使用するアレイを選択します。

2. 「仮想ディスク」>「新規」を選択します。

3. 新規仮想ディスクの名前を指定します。

4. 標準構成またはカスタム構成を選択します。

■ 標準構成では、RAID レベルを指定すると、その RAID レベルの要件に合う仮
想ディスク構成の候補が Sun Storage Common Array Manager によって表示さ
れます。セキュリティー列に、ディスクドライブのセキュリティーステータス 
(「なし」、「有効」、「無効」) が表示されます。

■ カスタム構成では、RAID レベル、セグメントサイズの先読み設定、ディスク
のセキュリティーの有効化を含む仮想ディスクの設定をすべて指定し、仮想
ディスクの一部になるディスクドライブを特定します。

5. 選択に基づいて構成ウィザードを完了し、「完了」をクリックして、セキュリ
ティー保護された仮想ディスクを作成します。

別のアレイへのセキュリティー保護されたドライ
ブの移動

「ポータブル仮想ディスク」機能を使用すると、セキュリティー保護可能なドライブ
をアレイ間で移動できます。セキュリティー保護されたドライブを別のアレイに移動
するには、アレイのロックキーを移動する必要があります。

手順については、サービスアドバイザの「ポータブル仮想ディスクのエクスポート」
と「ポータブル仮想ディスクのインポート」の手順を参照してください。

アレイのロックキーのパスフレーズの変更

1. 使用するアレイを選択します。

2. 「管理」>「アレイのロックキー」を選択します。

3. パスフレーズを変更します。

8 - 32 文字の英数字または特殊文字を使用します。

4. 入力の確認のため、同じフレーズを入力します。

5. 「変更」をクリックします。
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セキュリティー保護されたドライブの消去

1. 消去するセキュリティー保護されたディスクドライブがあるアレイを選択しま
す。

2. 「物理デバイス」>「ディスク」を選択します。

3. 消去するセキュリティー保護されたディスクドライブを選択します。

注: ディスクが仮想ディスクの一部である場合は、「セキュリティー保護消去」ボタ
ンは使用できません。仮想ディスクに割り当てられているセキュリティー保護された
ドライブは消去できません。

4. 「セキュリティー保護消去」をクリックします。

5. 消去操作を続行する場合は、「了解」をクリックします。

消去操作が完了した場合、または何らかの理由で操作に失敗した場合は、メッ
セージが表示されます。

アレイパフォーマンスの監視 
1. ナビゲーション区画で、パフォーマンス統計を表示するアレイを展開します。

2. 「管理」を展開し、「パフォーマンス監視」を選択します。

3. 「パフォーマンス監視」ページで、「パフォーマンス監視有効」チェックボック
スをクリックします。

4. ポーリング間隔と保存期間を選択します。

5. 現在の統計情報を表示するには、ページの「パフォーマンス統計」セクションを
表示します。

ジョブの管理
ジョブについての詳細は、次のリンクをクリックしてください。

■ 50 ページの「ジョブについて」

■ 50 ページの「現在のジョブと過去のジョブの情報の表示」

■ 50 ページの「ジョブの取り消し」
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ジョブについて

1 つのオブジェクトに対する操作を要求すると、管理ソフトウェアは、その操作をた
だちに処理します。たとえば、1 つのボリュームを削除することを選択すると、その
ボリュームはただちに削除されます。しかし、複数のオブジェクトに対する操作はパ
フォーマンスに影響を与えることがあるため、複数のオブジェクトに対する操作を要
求すると、その操作を実行しながら、ほかに選択された操作を実行するジョブが作成
されます。ジョブの進行状況は、「ジョブの概要」ページで追跡でき、進行中のジョ
ブの詳細は「ジョブの詳細」ページに表示できます。

管理ソフトウェアは、処理が完了したジョブを追跡し、それらを「過去のジョブの概
要」ページに一覧表示します。処理済みの選択されたジョブに関する詳細を、「過去
のジョブの詳細」ページに表示できます。

管理ソフトェアは、アレイベースのジョブと管理ホストベースのジョブの両方を管理
します。管理ホストベースのジョブが管理ホスト上で実行中、アレイベースのジョブ
は、アレイ自体で実行します。たとえば、管理ホストベースのジョブは、ボリューム
の削除、イニシエータの削除などを含みます。

管理ホストベースのジョブは、ジョブを開始した管理ホストから表示した場合にの
み、「現在のジョブの概要」ページおよび「過去のジョブの概要」ページに表示され
ます。実行中のアレイベースのジョブは、どの管理ホストで開始したかに関係なく、
管理ホストの「現在のジョブの概要」ページに表示されます。

完了したアレイベースのジョブは、以前に管理ホストの「現在のジョブの概要」ペー
ジに表示された場合に限り、管理ホストの「過去のジョブの概要」ページに一覧表示
されます。

現在のジョブと過去のジョブの情報の表示

1. ナビゲーション区画で、ジョブのステータスを表示するアレイを展開します。

2. ジョブを展開します。

3. 「現在のジョブ」または「過去のジョブ」をクリックします。

4. ジョブの識別子 (ID) をクリックすると、そのジョブの詳細が表示されます。

ジョブの取り消し

次のタイプのジョブは実行中に取り消すか、実行開始前に取り消して、ジョブの
キューから削除できます。

■ ボリュームコピージョブ

■ ボリューム削除ジョブ
50 Sun Storage Common Array Manager 管理ガイド • 2011 年 12 月



■ イニシエータ削除ジョブ

次のタイプのジョブは実行開始前に取り消して、ジョブのキューから削除できます。
タイプは次のとおりです。

■ 仮想ディスク拡張ジョブ

■ 仮想ディスクの断片化の解消ジョブ

■ アレイ構成の消去ジョブ

■ ボリューム再配分ジョブ

ジョブの取り消しは、次の手順で行います。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で、ジョブの情報を表示するアレイを展開します。

そのアレイのナビゲーションツリーが展開されます。

3. 「ジョブ」を選択します。

「ジョブの概要」ページが表示されます。

4. 取り消しを行うジョブを選択し、「ジョブの取消し」をクリックします。

注: すべてのジョブは、実行開始前に取り消してキューから削除できます。ただし、
実行中のジョブを選択した場合、ボリュームコピー、ボリューム削除、およびイニシ
エータ削除などの実行開始後に取り消せるジョブに対してのみ、「取り消し」ボタン
が有効になります。仮想ディスク拡張、仮想ディスクの断片化の解消、アレイ構成の
消去、およびボリューム再配分など、その他のタイプの実行中のジョブを選択した場
合、それらのジョブはキューから削除できるのが実行開始前のみのため、「取り消
し」ボタンは有効になりません。

アレイの健全性の監視
1. ナビゲーション区画で、ストレージシステムをクリックします。

「ストレージシステムの概要」ページに、各アレイの健全性が一覧表示されま
す。表示される値には、次のものがあります。

■ 「正常」 - ストレージアレイのすべてのコンポーネントが良好な状態です。

■ 「機能縮退」 - 管理ホストがストレージアレイと通信することはできますが、
そのアレイに介入が必要な問題があります。たとえば、アレイの優先入出力コ
ントローラパス上にないボリュームを、アレイが持っている場合などです。
 RAID アレイの管理 51



一般に、マルチパスドライバは、ホストとストレージアレイ間のデータパス上
の問題が生じた場合、その優先所有コントローラからボリュームを移動しま
す。ボリュームの再配分を行うと、ボリュームはその優先コントローラに戻り
ます。

アプリケーションが、ボリュームの再配分によって影響を受けるボリュームを
使用しているときにボリュームの再配分を行うと、データホストにマルチパス
ドライバがインストールされている場合を除き、入出力エラーが発生します。
したがって、ボリュームの再配分を行う前には、ボリュームが使用中でないこ
と、または影響を受けるボリュームを使用しているすべてのホストにマルチパ
スドライバがインストールされていることを確認してください。

■ 「エラー」 - 管理ホストが、そのネットワーク管理接続を通じて、ストレージ
アレイのコントローラと通信できません。

2. 「健全性」列が「機能縮退」または「エラー」の場合、アレイを展開して「ア
ラーム」をクリックし、アラームの詳細と回復用オプションを確認します。

ページおよびフィールドの説明
「RAID アレイの管理」セクションに関連するブラウザインタフェースのページおよ
びフィールドについては、次の項で説明します。

■ 53 ページの「「ライセンスの追加」ページ」

■ 53 ページの「「管理」ページ」

■ 55 ページの「「現在のジョブの詳細」ページ」

■ 57 ページの「「現在のジョブの概要」ページ」

■ 58 ページの「「過去のジョブの詳細」ページ」

■ 59 ページの「「過去のジョブの概要」ページ」

■ 60 ページの「「ライセンス利用可能な機能の詳細 - 複製セッ ト」ページ」

■ 61 ページの「「ライセンス利用可能な機能の詳細 - スナップ ショット」ページ」

■ 61 ページの「「ライセンス利用可能な機能の詳細 - ストレージドメイン」ページ
」

■ 62 ページの「「ライセンス利用可能な機能の詳細 - ボリュームのコピーペア」ペ
ージ」

■ 63 ページの「「ライセンス利用可能な機能の詳細 - データ暗号化サービス」ペー
ジ」

■ 64 ページの「「ライセンス利用可能な機能の詳細 - パフォーマンスエンハンサー
」ページ」

■ 64 ページの「「ライセンス利用可能な機能の概要」ページ」

■ 65 ページの「「パスワードの管理」ページ」
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■ 65 ページの「「パフォーマンス監視」ページ」

■ 67 ページの「「構成のリセット」ページ」

「ライセンスの追加」ページ

このページで、データ複製やボリュームコピー、スナップショット、ストレージドメ
インを含む上級機能のライセンスを取得できます。

表 2-3 では、「ライセンスの追加」ページのフィールドについて説明します。

「管理」ページ 
全般的なアレイ属性を表示または定義するには、このページの「詳細」セクションを
使用します。

表 2-4 では、「管理」ページのボタンとフィールドについて説明します。

表 2-3 「ライセンスの追加」ページ

フィールド 説明

ライセンスファイル
の選択

追加するライセンスのタイプ。「データ暗号化サービス」、「複製
セット」、「スナップショット」、「ストレージドメイン」、「ボ
リュームのコピーペア」、「データ暗号化サービス」、または「パ
フォーマンスエンハンサー」です。

有効 「有効」をクリックして、選択した上級ライセンス機能をストレー
ジシステムに追加します。

表 2-4 「管理」ページ

フィールド 説明

パスワードの管理 クリックすると、アレイ登録データベース内に保存されたアレイパ
スワードの更新、またはパスワードの変更を行います。

ボリュームの再配分 クリックすると、ボリュームをその優先コントローラの所有に戻し
ます。優先コントローラによって所有されているボリュームの再配
分を行う場合 (またはアレイにボリュームが存在しない場合)、次の
メッセージが表示されます。「ボリュームの再配分の操作を正常に
開始しました。ジョブ 2011.04.11.16.12.18.nnn を開始しました。」

構成のリセット クリックすると、現在のアレイの構成がリセットされます。
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ファームウェアの
ベースラインをイン
ストール 

クリックすると、「アレイのファームウェアのベースラインの解析
とインストール」ウィザードが起動します。このウィザードは、選
択されたストレージシステム上のファームウェアを解析し、現在の
ベースラインにないストレージシステムを特定します。

詳細

名前 アレイの名前です。

タイプ アレイのモデル番号です。

ネットワークアドレ
ス

アレイのコントローラ A のネットワークアドレスです。

デバイス ID アレイのデバイス ID です。

シリアル番号 アレイのシリアル番号です。

アレイの WWN アレイの WWN (World Wide Name) です。

ノードの WWN 管理ホストの WWN (World Wide Name) です。

アレイホットスペア 障害が発生したドライブと置き換えるホットスペアに指定されてい
るディスクです。「変更先」フィールドで、現在割り当てられてい
る数よりも大きな数を選択すると、追加のホットスペアが割り当て
られ、小さな数を選択するとホットスペアが割り当て解除されま
す。管理ソフトウェアによって、指定された数のホットスペアの割
り当てまたは割り当て解除が実行され、アレイ内でトレイ間のスペ
ア要求の均衡が保たれます。

健全性 アレイの健全性の状態。正常またはエラーの状況を示します。

ファームウェアの
バージョン

アレイにインストールされているファームウェアのバージョンで
す。

デフォルトのホスト
タイプ

ホストのオペレーティングシステムです。

キャッシュのブロッ
クサイズ

キャッシュに使用するブロックのサイズです。

キャッシュ開始 % キャッシュフラッシュを開始する値。キャッシュ内の書き込まれて
いないデータの割合 (%) です。「キャッシュ開始 %」には「キャッ
シュ停止 %」より大きい値を指定する必要があります。

キャッシュ停止 % 現在進行しているキャッシュフラッシュを停止する値。キャッシュ
内の書き込まれていないデータの割合 (%) です。「キャッシュ停止 
%」には「キャッシュ開始 %」より小さい値を指定する必要があり
ます。

表 2-4 「管理」ページ (続き)

フィールド 説明
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「現在のジョブの詳細」ページ

このページには、選択したジョブに関する詳細が表示されます。

ディスクスクラブ有
効

デフォルトでは有効でありません。「バックグラウンドでのディス
クスクラブを有効にする」を選択すると、アレイ上のディスクのメ
ディアの一貫性を検査します。スキャンの頻度 (または期間) を指定
するには、日数を指定します (1 ～ 30 日)。個別のボリューム用に追
加のディスクスクラブオプションがあります。これらのオプション
については「ボリュームの詳細」ページを参照してください。

フェイルオーバー警
告の遅延 (分単位)

管理ソフトウェアが、警告が発生してからフェイルオーバー手順を
実行するまで待機する時間 (分) です。

バッテリーの次の学
習サイクル

いつ次回のバッテリーの学習サイクルが発生するかを制御できま
す。学習サイクルの間、バッテリは放電されて再充電されるため、
コントローラは現在のバッテリ容量を判定できます。StorageTek 
2500 シリーズアレイのデフォルトの学習サイクルは 13 週間です。
Sun Storage 2500-M2、6180/6580/6780 アレイのデフォルトの学習
サイクルは 8 週間です。
注: 完全な学習サイクル (放電と再充電) には 8 時間から 26 時間かか
ります。これは、アレイモデルによって異なります。この間、2500 
シリーズアレイでは書き込みキャッシュは無効になります。2500-M2 
アレイ、6180/6580/6780 アレイでは、書き込みキャッシュは無効に
ならず、学習サイクルの間もキャッシュはアクティブなままです。

総容量 アレイの総容量です。

使用可能な容量 アレイの未使用の容量です。

システム時刻

サーバーと同期 クリックすると、時刻がサーバーの時刻設定と同期化されます。

システム時刻 現在の時間と分を 24 時間制で選択します。

月 現在の月を選択します。

日 現在の日付を選択します。

年 現在の年を選択します。

表 2-4 「管理」ページ (続き)

フィールド 説明
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表 2-5 では、「現在のジョブの詳細」ページのフィールドについて説明します。

表 2-5 「現在のジョブの詳細」ページ

フィールド 内容

ジョブ ID ジョブが開始したときの日付で始まり、一意の文字セットで終わる、一
意のジョブの識別子です。

ジョブタイプ 実行中のジョブの名前です。ジョブのタイプには、「ファームウェアの
アップグレード」、「ボリュームコピー」、「ボリュームのフォーマッ
ト」、「スナップショットのロールバック」などがあります。

場所 ジョブが開始された場所です。管理ホストかアレイのいずれかです。

優先順位 「最低」、「低」、「中」、「高」、「最高」のいずれかです。ジョブ
の優先順位は、ボリュームの再構築ジョブにのみ適用され、ボリューム
の作成ジョブには適用されません。

所有ジョブ要素 ジョブに関連付けられたオブジェクトの名前です。

状態 各項目のジョブの現在の状態

• 「保留中」- まだ進行中のジョブです。

• 「完了」 - 完了したジョブです。

• 「エラー」 - 実行が開始されたものの、完了できなかったジョブで
す。

• 「実行中」- 開始されたジョブです。

仮想ディスク作成のジョブでは、次の追加の状態情報が報告されます。

• 「休止中」 - 実行を待機しているジョブです。

• 「エラー」 - 実行が開始されたものの、完了できなかったジョブで
す。

ジョブは、各項目のステータスをレポートします。たとえば、一連の項
目を別の項目に割り当てるマッピング操作では、ジョブは、それぞれの
項目がマッピングされるときにその項目の進行状況をレポートします。

開始時刻 ジョブが開始された日時です。

経過時間 ジョブが開始されてから経過した、時、分、秒単位の時間です。

完了 % 完了したジョブの割合が数値で、また進行バーでグラフィカルに表示さ
れます。

見積り所要時間 ジョブが完了するまでの時、分、および秒です。
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「現在のジョブの概要」ページ

このページには、すべてのアクティブなジョブに関する情報が表示されます。ジョブ 
ID フィールドの識別子をクリックして、ジョブの詳細を表示します。

表 2-6 では、「現在のジョブの概要」ページのボタンとフィールドについて説明しま
す。

ステータス ジョブ ID のあとにその現在の状態が表示されます。

• 「保留中」- まだ進行中のジョブです。

• 「完了」 - 完了したジョブです。

• 「エラー」 - 実行が開始されたものの、完了できなかったジョブで
す。

• 「実行中」- 開始されたジョブです。

仮想ディスク作成のジョブでは、次の状態情報も報告されることがあり
ます。

• 「休止中」 - 実行を待機しているジョブです。

• 「エラー」 - 実行が開始されたものの、完了できなかったジョブで
す。

ジョブは、各項目のステータスをレポートします。たとえば、一連の項
目を別の項目に割り当てるマッピング操作では、ジョブは、それぞれの
項目がマッピングされるときにその項目の進行状況をレポートします。

表 2-6 「現在のジョブの概要」ページ

フィールド 内容

ジョブの取消し クリックすると、選択されたジョブが取り消されます。

ジョブ ID ジョブの開始時刻のタイムスタンプに基づいたジョブの識別子です。

ジョブタイプ ジョブの名前です。ジョブのタイプには、「ファームウェアのアップグ
レード」、「ボリュームコピー」、「ボリュームのフォーマット」、
「スナップショットのロールバック」などがあります。

場所 ジョブが開始された場所です。管理ホストかアレイのいずれかです。

優先順位 「最低」、「低」、「中」、「高」、「最高」のいずれかです。ジョブ
の優先順位は、ボリュームの再構築ジョブにのみ適用され、ボリューム
の作成ジョブには適用されません。

表 2-5 「現在のジョブの詳細」ページ (続き)

フィールド 内容
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「過去のジョブの詳細」ページ

表 2-7 では、「過去のジョブの詳細」ページの使用可能なフィールドについて説明し
ます。

ステータス 各項目のジョブの現在の状態

• 「保留中」- まだ進行中のジョブです。

• 「完了」 - 完了したジョブです。

• 「エラー」 - 実行が開始されたものの、完了できなかったジョブで
す。

• 「実行中」- 開始されたジョブです。

仮想ディスク作成のジョブでは、次の追加の状態情報が報告されます。

• 「休止中」 - 実行を待機しているジョブです。

• 「エラー」 - 実行が開始されたものの、完了できなかったジョブで
す。

ジョブは、各項目のステータスをレポートします。たとえば、一連の項
目を別の項目に割り当てるマッピング操作では、ジョブは、それぞれの
項目がマッピングされるときにその項目の進行状況をレポートします。

完了 % 完了した割合が数値で、また進行バーでグラフィカルに表示されます。

見積り所要時間 ジョブが完了するまでに要する時間 (時 : 分 : 秒の形式) です。

表 2-7 「過去のジョブの詳細」ページ

フィールド 内容

ジョブ ID ジョブが開始したときの日付で始まり、一意の文字セットで終わる、一
意のジョブの識別子です。

ジョブタイプ ジョブの名前です。ジョブのタイプには、「ファームウェアのアップグ
レード」、「ボリュームコピー」、「ボリュームのフォーマット」、
「スナップショットのロールバック」などがあります。

場所 ジョブが開始された場所です。管理ホストかアレイのいずれかです。

所有ジョブ要素 ジョブに関連付けられたオブジェクトの名前です。

表 2-6 「現在のジョブの概要」ページ (続き)

フィールド 内容
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「過去のジョブの概要」ページ

表 2-8 では、「過去のジョブの概要」ページのフィールドについて説明します。

状態 各項目のジョブの現在の状態

• 「保留中」- まだ進行中のジョブです。

• 「完了」 - 完了したジョブです。

• 「エラー」 - 実行が開始されたものの、完了できなかったジョブで
す。

仮想ディスク作成のジョブでは、次の追加の状態情報が報告されます。

• 「休止中」 - 実行を待機しているジョブです。

• 「エラー」 - 実行が開始されたものの、完了できなかったジョブで
す。

ジョブは、各項目のステータスをレポートします。たとえば、一連の項
目を別の項目に割り当てるマッピング操作では、ジョブは、それぞれの
項目がマッピングされるときにその項目の進行状況をレポートします。

開始時刻 ジョブが開始された日時です。

終了時刻 ジョブの実行が完了した日時です。

持続時間 時 : 分 : 秒の形式で表示される、開始から完了までの時、分、秒単位の
経過時間です。

ステータス ジョブが完了するまでの時、分、および秒です。

表 2-8 「過去のジョブの概要」ページ

フィールド 内容

削除 クリックすると、選択したジョブがジョブの履歴の一覧から削除されま
す。

ジョブ ID このジョブを識別する一意の英数文字列です。

ジョブタイプ ジョブの名前です。ジョブのタイプには、「ファームウェアのアップグ
レード」、「ボリュームコピー」、「ボリュームのフォーマット」、
「スナップショットのロールバック」などがあります。

終了時刻 ジョブが完了した日時です。

表 2-7 「過去のジョブの詳細」ページ (続き)

フィールド 内容
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「ライセンス利用可能な機能の詳細 - 複製セッ
ト」ページ 
このページには、ライセンスに基づく使用が許可されている複製セットに関する情報
が示されます。

表 2-9 では、「ライセンス利用可能な機能の詳細 - 複製セット」ページのフィールド
について説明します。

ステータス 各項目のジョブの現在の状態

• 「保留中」- まだ進行中のジョブです。

• 「完了」 - 完了したジョブです。

• 「エラー」 - 実行が開始されたものの、完了できなかったジョブで
す。

仮想ディスク作成のジョブでは、次の追加の状態情報が報告されます。

• 「休止中」 - 実行を待機しているジョブです。

• 「エラー」 - 実行が開始されたものの、完了できなかったジョブで
す。

ジョブは、各項目のステータスをレポートします。たとえば、一連の項
目を別の項目に割り当てるマッピング操作では、ジョブは、それぞれの
項目がマッピングされるときにその項目の進行状況をレポートします。

表 2-9 「ライセンス利用可能な機能の詳細 - 複製セット」ページ

フィールド 説明

起動または停止 クリックすると、「ライセンスの起動」ウィザードが起
動し、このアレイのみでの Sun Storage Data Replicator 
ソフトウェア上級機能を起動または停止できます。

詳細

有効 表示されている上級機能が現在有効かどうかを示しま
す。「真」か「偽」のいずれかです。

ライセンスされた数量 この上級機能について、使用可能なライセンス数です。

使用中の数量 この上級機能について、現在使用されているライセンス
数です。

リポジトリボリュームの概要

名前 複製リポジトリボリュームの名前です。複製リポジトリ 
#1 はコントローラ A、複製リポジトリ #2 はコントロー
ラ B に対応しています。

表 2-8 「過去のジョブの概要」ページ (続き)

フィールド 内容
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「ライセンス利用可能な機能の詳細 - スナップ
ショット」ページ 
このページには、ライセンスに基づく使用が許可されているスナップショットに関す
る情報が示されます。

表 2-10 では、「ライセンス利用可能な機能の詳細 - スナップショット」ページの
フィールドについて説明します。

「ライセンス利用可能な機能の詳細 - ストレージ
ドメイン」ページ 
このページには、ライセンスに基づく使用が許可されているストレージドメインに関
する情報が示されます。

仮想ディスク 複製リポジトリボリュームが存在する仮想ディスクの名
前です。

容量 複製リポジトリボリュームの構成済みの容量です。

表 2-10 「ライセンス利用可能な機能の詳細 - スナップショット」ページ

フィールド 説明

詳細

有効 表示されている機能が現在有効かどうかを示します。「真」か
「偽」のいずれかです。

ライセンスされた数
量

この機能について、使用可能なライセンス数です。

使用中の数量 この機能について、現在使用されているライセンス数です。

スナップショットの概要

基本ボリューム スナップショットがとられたボリュームの名前です。

スナップショット スナップショットの名前です。

作成日 スナップショットが作成された日付です。

表 2-9 「ライセンス利用可能な機能の詳細 - 複製セット」ページ (続き)

フィールド 説明
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表 2-11 では、「ライセンス利用可能な機能の詳細 - ストレージドメイン」ページの
フィールドについて説明します。

「ライセンス利用可能な機能の詳細 - ボリューム
のコピーペア」ページ 
このページには、ライセンスに基づく使用が許可されているボリュームコピーに関す
る情報が示されます。

表 2-12 では、「ライセンス利用可能な機能の詳細 - ボリュームのコピーペア」ペー
ジのフィールドについて説明します。

表 2-11 「ライセンス利用可能な機能の詳細 - ストレージドメイン」ページ

フィールド 説明

詳細

有効 表示されている機能が現在有効かどうかを示します。「真」か
「偽」のいずれかです。

ライセンスされた数
量

この機能について、使用可能なライセンス数です。

使用中の数量 この機能について、現在使用されているライセンス数です。

ストレージドメイン

ホストまたはホスト
グループ名

ストレージドメインに参加するホストまたはホストグループの名前
です。

タイプ ストレージドメインに参加するように指定されたホストまたはホス
トグループのタイプ。ホストまたはホストグループです。

表 2-12 「ライセンス利用可能な機能の詳細 - ボリュームのコピーペア」ページ

フィールド 説明

詳細

有効 表示されている機能が現在有効かどうかを示します。「真」か
「偽」のいずれかです。

ライセンスされた数
量

この機能について、使用可能なライセンス数です。

使用中の数量 この機能について、現在使用されているライセンス数です。

ボリュームのコピーペア

ソース ボリュームコピーのソースボリュームです。
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「ライセンス利用可能な機能の詳細 -  データ暗号
化サービス」ページ 
このページには、ライセンスに基づく使用が許可されているデータ暗号化サービスに
関する情報が示されます。

表 2-13 では、「ライセンス利用可能な機能の詳細 - データ暗号化サービス」ページ
のボタンとフィールドについて説明します。

ターゲット ボリュームコピーのターゲットボリュームです。

ステータス ボリュームコピーのステータスです。

作成日 ボリュームコピーが作成された日付です。

表 2-13 「ライセンス利用可能な機能の詳細 -  データ暗号化サービス 」ページ

フィールド 説明

詳細

有効 機能が現在有効かどうかを示します。「真」か「偽」のいずれかで
す。

アレイのロックキー
が作成されました

キーが作成されたことを示します。値は「真」か「偽」です。

アレイのロックキー
の ID

ドライブの完全なセキュリティーキー。ユーザーによって付けられ
たアレイのロックキーの識別子、ストレージアレイの識別子、およ
びコントローラによって生成された識別子が含まれます。ドライブ
の完全なセキュリティーキーは次の場所の管理ホストに格納されて
います。

• Solaris
/var/opt/SUNWsefms/lockKeys/<devicekey>.alk 
• Linux
/opt/sun/cam/private/fms/var/lockKeys/<devicekey>.alk
• Windows

<システムドライブ>/Program Files/Sun/Common Array 
Manager/Component/fms/var/lockKeys<devicekey>.alk 

表 2-12 「ライセンス利用可能な機能の詳細 - ボリュームのコピーペア」ページ (続き)

フィールド 説明
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「ライセンス利用可能な機能の詳細 - パフォーマ
ンスエンハンサー」ページ 
表 2-14 では、「ライセンス利用可能な機能の詳細 - パフォーマンスエンハンサー」
ページのボタンとフィールドについて説明します。

■ ライセンスの管理

■ 2500-M2 アレイのパフォーマンスエンハンサー

「ライセンス利用可能な機能の概要」ページ

このページは、ライセンスに従って追加できるアレイ機能の概要情報を提供します。
機能の名前をクリックすると、その機能の詳細が表示されます。

表 2-15 では、「ライセンス利用可能な機能の概要」ページのボタンとフィールドに
ついて説明します。

表 2-14 「ライセンス利用可能な機能の詳細 - パフォーマンスエンハンサー」ページ

フィールド 説明

詳細

有効 機能が現在有効かどうかを示します。「真」か「偽」のいずれかで
す。

表 2-15 「ライセンス利用可能な機能の概要」ページ

フィールド 説明

詳細

アレイ アレイの名前です。

アレイの WWN アレイの WWN (World Wide Name) です。

シャーシのシリアル
番号

アレイのコントローラトレイのシリアル番号です。

機能有効化識別子 ライセンスに従って使用できる機能の識別番号です。

利用可能な機能

ライセンスの追加 クリックすると、ライセンス済みのアレイの機能からライセンスを
追加します。

無効 ライセンス済みのアレイの機能を無効にします。
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「パスワードの管理」ページ

このページでは、アレイ登録データベースに保存されているアレイパスワードを更新
したり、アレイパスワードを変更したりできます。

表 2-16 では、「パスワードの管理」ページのボタンとフィールドについて説明しま
す。

「パフォーマンス監視」ページ

このページで、パフォーマンス監視オプションの設定およびアレイのパフォーマンス
統計情報の表示ができます。

機能 現在ライセンスに基づく使用が許可されていて、このアレイから利
用できる機能です。

有効 表示されている機能が現在有効かどうかを示します。「真」か
「偽」のいずれかです。

ライセンスされた数
量

この機能について、使用可能なライセンス数です。

使用中の数量 この機能について、現在使用されているライセンス数です。

表 2-16 「パスワードの管理」ページ

フィールド 説明

アレイのパスワード
の変更

アレイパスワードを変更するときに選択します。

旧パスワード パスワードを変更するアレイの、現在のパスワードを入力します。

新しいパスワード 新しいパスワードを指定します。

新しいパスワードの
確認

新しいパスワードを再入力します。

アレイ登録データ
ベース内のアレイパ
スワードの更新

選択すると、アレイ登録データベースに保存されているアレイパス
ワードの値が、アレイ上に設定されている値と同期されます。

新しいパスワード 新しいパスワードを指定します。

新しいパスワードの
確認

新しいパスワードを再入力します。

表 2-15 「ライセンス利用可能な機能の概要」ページ (続き)

フィールド 説明
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注: このページの内容を再表示するには、マストヘッドにある「再表示」ボタンをク
リックします。

表 2-17 では、「パフォーマンス監視」ページのボタンとフィールドについて説明し
ます。

表 2-17 「パフォーマンス監視」ページ

フィールド 説明

ベースラインの設定 クリックして iSCSI 統計用のパフォーマンス監視のベースラインを
設定します。ベースラインを設定すると、論理統計のカウンタがリ
セットされゼロになります。ベースライン統計は、「ベースライン
の設定」ボタンをクリックしたときからデルタで提供されます。

パフォーマンス設定

パフォーマンス監視
有効

選択すると、パフォーマンスの監視がオンに設定されます。

ポーリング間隔 (分) 管理ソフトウェアがパフォーマンス統計情報を取得するためにアレ
イをポーリングする頻度を選択します。間隔は、1 分、5 分、15 分を
選択できます。

データ保存期間 アレイがデータを保持する時間です。有効なオプションは次のとお
りです。

• 1 時間

• 2 時間

• 4 時間

• 1 日
• 永久

パフォーマンス統計

タイムスタンプ 表示されたパフォーマンス統計情報が収集された時刻です。

合計 IOPS 1 秒あたりの入出力 (IOPS) 回数の合計です。

平均 IOPS 1 秒あたりの入出力 (IOPS) 回数の平均です。

読み取り率 着信データの読み取り率です。

書き込み率 発信データの送信率です。

総転送済みデータ 1 秒あたりのキロバイト単位で、処理されたデータの合計量を示しま
す。

読み取り 1 秒あたりのキロバイト単位で、読み取られた着信データの量を示し
ます。

平均読み取り 1 秒あたりのキロバイト単位で、読み取られた着信データの平均量を
示します。

ピーク読み取り 1 秒あたりのキロバイト単位で、読み取られた着信データのピーク量
を示します。
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「構成のリセット」ページ

このページから、1 つのアレイについて、アレイの構成をリセットするか、ボリュー
ムの構成をリセットするかを選択できます。

表 2-18 では、「ストレージシステムの概要」ページのボタンとフィールドについて
説明します。

書き込み 1 秒あたりのキロバイト単位で、送信された発信データの量を示しま
す。

平均書き込み 1 秒あたりのキロバイト単位で、送信された発信データの平均量を示
します。

ピーク書き込み 1 秒あたりのキロバイト単位で、送信された発信データのピーク量を
示します。

平均読み取りサイズ バイト単位で、読み取られた着信データの平均量を示します。

平均書き込みサイズ バイト単位で、送信された発信データの平均量を示します。

キャッシュヒット率 パフォーマンス統計データの影響を受けているキャッシュ率です。

表 2-18 「構成のリセット」ページ

フィールド 説明 

アレイ構成のリセッ
ト

クリックすると、アレイの構成全体を削除します。アレイからデー
タをすべて削除して工場出荷時の設定に戻します。

ボリューム構成のリ
セット 

クリックすると、アレイからすべてのボリュームおよび仮想ディス
クを削除します。関連するストレージプールとストレージプロファ
イルも削除されます。

表 2-17 「パフォーマンス監視」ページ (続き)

フィールド 説明
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第 3 章

JBOD アレイの概要および管理

この章では、Oracle の Sun Storage J4000、F5100、および B6000 アレイファミリの
概要と管理について説明します。項目は、次のとおりです。

■ 70 ページの「JBOD アレイのソフトウェア概要」

■ 72 ページの「JBOD アレイの接続作業」

■ 74 ページの「JBOD アレイの管理」

■ 76 ページの「SAS ドメインアクセスの構成」



JBOD アレイのソフトウェア概要
Oracle の J4000、F5100、および B6000 アレイファミリ用ソフトウェアは、管理、監
視、および保守機能を備えた Sun Storage Common Array Manager ソフトウェア群
です。ソフトウェアには、ブラウザインタフェースとコマンド行インタフェース 
(CLI) の両方があります。

■ 70 ページの「管理ソフトウェア (フルインストール)」

■ 70 ページの「コマンド行インタフェース」

管理ソフトウェア (フルインストール) 
管理ソフトウェアは管理ワークステーションにフルインストールされます。管理ソフ
トウェアは、データホスト上にインストールされるプロキシエージェント経由で 
J4000、F5100、および B6000 アレイと通信します。これには次の機能が備えられてい
ます。

■ ブラウザインタフェース 

■ 複数のアレイ管理

リモートプロキシ

リモートプロキシエージェントを使用すると、完全管理のホストからアレイに対し、
帯域外 IP ネットワークを経由して、帯域内管理と同等の通信が可能になります。

プロキシが有効の場合、Sun Storage Common Array Manager をフルインストール
すると J4000、F5100、および B6000 ファミリアレイのアレイを直接管理できます。
ブラウザインタフェースで J4000、F5100、および B6000 アレイファミリをリモート
管理するには、フルインストールの管理ホストの IP アドレスを指定してサインイン
し、Oracle Java Web Console からソフトウェアにサインインしてアレイを選択しま
す。インストールウィザードまたはインストールスクリプトを実行している間は、リ
モートプロキシを有効にしておく必要があります。

コマンド行インタフェース
Sun Storage Common Array Manager ソフトウェアのコマンド行インタフェースに
は Web ブラウザと同等の制御機能と監視機能が備わっており、頻繁に実行するタス
クについてはスクリプトを作成できます。
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CLI コマンドについての詳細は、次のマニュアルを参照してください。

■ sscs マニュアルページ

■ Sun Storage Common Array Manager CLI Guide
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JBOD アレイの接続作業
この節では、Oracle の J4000、F5100、および B6000 アレイファミリのネットワーク
接続の設定とその他の管理作業について説明します。次の項目があります。

■ 72 ページの「アレイの管理」

■ 73 ページの「管理ホスト (リモート) CLI クライアントのインストール」

アレイの管理
管理ソフトウェアで、Sun Storage J4000、F5100、および B6000 アレイファミリを帯
域内ネットワーク経由で直接管理します。J4000、F5100、または B6000 アレイファミ
リのアレイをデータホストおよび管理ホストに接続する手順については、アレイに付
属の『ハードウェア設置マニュアル』を参照してください。

アレイの帯域内管理

帯域内管理では、データホストで実行されるプロキシエージェントを使用して、管理
対象のアレイとの通信が行われます。Sun Storage Common Array Manager ソフト
ウェアによってプロキシエージェントがサブネット上で検出され、ソフトウェアに登
録されているアレイに対してクエリーが実行されます。プロキシエージェントは、
Ethernet を経由してクエリーを受け取り、データホストとアレイ間のデータパスを経
由してアレイに渡します。

新しいアレイは、登録ウィザードを使用してソフトウェアに登録できます。ウィザー
ドを使用すると、プロキシ経由でアレイおよびすべての SAS ドメインを自動的に検
出できます。

LAN から分離されたアレイの管理
サイトのセキュリティー上の理由から、アレイを外部のローカルエリアネットワーク 
(LAN) から分離する必要がある場合は、次の手順で行います。

■ 管理ホストを使ってアレイを設定、構成します。

■ アレイの構成が完了したら、管理ホストを切り離します。

アレイの再構成が必要になったときには、管理ホストを再接続します。
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システムをセキュリティー保護するもう 1 つの方法は、アレイの管理ホストと外部 
LAN との間にファイアウォールを設置することです。

管理ホスト (リモート) CLI クライアント
のインストール
管理ホスト以外のホストから sscs コマンドを使用してアレイを構成する必要がある
場合は、インストールソフトウェアに含まれているリモートコマンド行インタフェー
ス (CLI) を使用します。このインタフェースを使用して、ブラウザインタフェースが
サポートするすべての作業を実施できます。コマンドは、作成したスクリプト内で使
用したり、端末ウィンドウのコマンド行に直接入力したりできます。このクライアン
トは、次のホストで実行できます。

■ Windows 2000 Server および Windows 2000 Advanced Server

■ Windows Server 2003 Standard Edition、Windows Server 2003 Web Edition、お
よび Windows Server 2003 Enterprise Editions

■ Red Hat Linux

■ SuSE Linux

■ HP-UX

■ IBM AIX

■ Solaris 8 OS 4/01

■ Solaris 9 (SPARC システムのみ)

■ Solaris 10 (SPARC システムのみ)
■ Solaris 10x86

注: サポートされるホストの完全な一覧については、Sun Storage Common Array 
Manager の『リリースノート』を参照してください。

管理ホスト CLI クライアントをインストールするには、『Sun Storage Common 
Array Manager ソフトウェアインストールおよび設定マニュアル』を参照してくだ
さい。

管理サービス用のコマンドは sscs で、操作を指示するサブコマンドとともに使用し
ます。コマンドのリストは、sscs(1M) のマニュアルページまたは『Sun Storage 
Common Array Manager CLI Guide』を参照してください。
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JBOD アレイの管理
この節では、Oracle の J4000、F5100、および B6000 アレイファミリの管理作業につ
いて説明します。次の項目があります。

■ 74 ページの「アレイ情報の表示」

■ 74 ページの「アレイ名の変更」

■ 75 ページの「ページおよびフィールドの説明」

アレイ情報の表示
1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開します。

3. 「管理」を選択します。

選択したアレイの「管理」ページが表示されます。

アレイ名の変更
1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開します。

3. 「管理」を選択します。

「管理」ページが表示されます。

4. 「詳細」セクションを表示します。

5. アレイに新しい名前を指定します。

6. 「保存」をクリックして変更を適用します。
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ページおよびフィールドの説明
「JBOD アレイの管理」セクションに関連するブラウザインタフェースのページおよ
びフィールドについては、次の項で説明します。

「管理」ページ

全般的なアレイ属性を表示または定義するには、このページの「詳細」セクションを
使用します。

表 3-1 では、「管理」ページのボタンとフィールドについて説明します。

表 3-1 「管理」ページ

フィールド 説明

詳細

名前 アレイの名前です。

タイプ アレイのモデル番号。

ネットワークアドレ
ス

アレイのネットワークアドレス。

シリアル番号 このアレイのシリアル番号。

ファームウェアの
バージョン

アレイにインストールされているファームウェアのバージョンで
す。
 JBOD アレイの管理 75



SAS ドメインアクセスの構成
この節では、SAS ドメインアクセスの構成について説明します。次の項目がありま
す。

■ 76 ページの「SAS ドメインアクセスの構成について」

■ 78 ページの「SAS アクセス構成の設定」

■ 82 ページの「SAS ドメインの管理」

■ 83 ページの「SAS ドメインの検出と登録」

■ 83 ページの「SAS ドメイン概要情報の表示」

■ 83 ページの「テンプレートを使用した SAS アクセスの構成」

■ 85 ページの「既存の SAS アクセス構成の変更」

■ 86 ページの「SAS ドメインの名前の変更」

■ 86 ページの「SAS ドメイン詳細情報の表示」

■ 86 ページの「SAS アクセス構成パスワードの管理」

■ 88 ページの「ページおよびフィールドの説明」

SAS ドメインアクセスの構成について
Serial attached SCSI (SAS) ドメインアクセス構成により、指定したストレージデバイ
スグループにアクセスするようデータホストを構成できます。Sun Storage Common 
Array Manager SAS アクセス構成は、トラフィックの分離、リソースの柔軟性、制
御されたリソース共有、保護、およびトポロジ制御など、SAS ベースのシステムで求
められる機能を提供します。

注: デフォルトではアクセス構成は無効です。したがって、すべてのホストはすべて
のディスクにアクセスできます。アクセス構成の機能を使用するには、「アクセス構
成の概要」ページの「有効」をクリックする必要があります。

SAS エクスパンダには、アクセス構成を有効または無効にするブール型のプロパ
ティーがあります。アクセス構成が無効な場合、イニシエータはすべてのディスクを
参照できます。アクセス構成が有効な場合、グループの割り当てとアクセス権が有効
になり、イニシエータは指定したディスクを検出できます。

Sun Storage Common Array Manager は、次を対象としたアクセス構成管理を提供
します。

■ Sun Storage J4200、J4400、および J4500 アレイ

■ Sun Storage F5100 フラッシュアレイ

■ Sun Blade 6000 ディスクモジュール
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■ Sun Blade 6000 Multi-Fabric Network Express Module (NEM)

SAS アクセス構成を構成する前に、表 3-2 に示す概念をよく理解しておいてくださ
い。

表 3-2 SAS アクセス構成の用語

概念 説明

SAS ドメイン SAS ドメインは、物理的に接続された SAS エクスパンダデバイスと
エンドデバイスの集合です。

エクスパンダが接続されると、それらは 1 つの SAS ドメインを形成
します。

F5100 フラッシュアレイでは、複数のエクスパンダは一緒に接続され
ず、各エクスパンダは独自のドメインを持ちます。複数のエクスパ
ンダを一緒に接続して 1 ～ 3 個の大きいドメインを形成できます。

エクスパンダデバイ
ス

エクスパンダは、デバイスを接続するポートを備えた物理デバイス
です。

SAS アクセス構成は、1 つ以上のアレイのエクスパンダデバイスに
実装されます。

エクスパンダデバイスは、どの物理接続 (PHY) をエンドデバイス間
で確立するかを制御します。エクスパンダどうしをエクスパンダ間
リンクを介して互いに接続し、カスケードまたはデイジーチェーン
を形成する場合もあります。

エンドデバイス エンドデバイスは、エクスパンダに対して端に位置します。これら
はいずれもイニシエータデバイス (サーバー上のホストイニシエー
タ) であり、ディスクやフラッシュドライブなどのストレージデバイ
スです。

ポートおよび PHY PHY は単一の SAS 物理接続です。サポートされているアレイには、
4 つの PHY を必要とする x4 SAS ポートがあります。

1 つのポート内のすべての PHY には、同じ PHY 情報が含まれてい
ます。

アクセス構成 イニシエータグループに接続されたポートを、ディスクグループに
接続することによって、SAS ドメインを複数のアクセス構成に分割
します。イニシエータではなくポートを構成することにより、イニ
シエータ HBA が接続される前に管理ソフトウェアの SAS を構成で
きます。

ディスクはエクスパンダ PHY に内部的に接続されます。また、ディ
スクには変更可能な名前があり、番号付けの枠組みがあります。

アクセス構成は手動で構成するか、またはウィザードでテンプレー
トを使用して構成できます。
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SAS アクセス構成の設定
アクセス構成の機能を使用して、ホストごとに専用のストレージリソースを割り当
て、分離とトポロジ制御により効率を最大にできます。アクセス構成は、ホストの 
SAS ポートごと、またはハードディスクごとに行います。

重要な注意

■ サーバーは、一度に 1 つずつ構成することを推奨します。

■ SAS アクセス構成機能には、サポートされている LSI ベースの HBA (SG-
XPCIE8SAS-E-Z または SG-PCIE8SAS-EB-Z) が必要です。これは、J4x00 アレイに
直接接続されている、アレイ管理ソフトウェアの管理またはデータホストに最小
限必要なファームウェアがインストールされている必要があります。詳細は、SAS 
ドメインアクセスの構成を参照してください。

■ 個別の SAS ファブリックを使用した J4x00 アレイへのマルチパス接続は、各ホス
トがディスクへの別個のパスを使用するため、SATA アフィリエーション問題の原
因にはなりません。

注: フェイルオーバー (マルチパスまたはクラスタ) 構成では、複数のホストに、異な
るコントローラ経由での同一ディスクへのアクセス権が付与されるため、データが失
われる可能性があります。Sun Storage Common Array Manager テンプレートを使
用して、構成の互換性を確認できます。

SAS アクセス構成の計画

1. SAS ストレージを 1 つのアレイ、またはカスケード接続した複数のアレイのどち
らで構成するかを決定します。

注: カスケード接続のアレイの構成に関する情報は、『Sun Storage Common 
Array Manager ソフトウェアインストールおよび設定マニュアル』の手順を参照
してください。

2. ストレージシステムの SAS ドメイン数を決定します。規模の大きいドメインを形
成する場合、SAS エクスパンダ同士を接続します。

■ 各 J4200/J4400 アレイには、接続して 1 つのドメインを形成するエクスパンダ
があります。

■ J4500 には 2 つの内部ドメインがあります。

■ F5100 フラッシュアレイは、エクスパンダごとに別個のドメインがあります。

3. ターゲットデバイスとして使用可能なディスクまたは FMod を書き留めます。
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4. ストレージの割り当て方法を決定します。

a. テンプレートを選択し、SAS ポートをターゲットに割り当てます。

b. SAS ポートをターゲットに手動でマップし、どの SAS ポートをどのターゲット
にマップするかを決定します。

c. ストレージデバイスを、共有ストレージのターゲットグループにグループ化す
る場合は、どの SAS ポートをどのターゲットグループにリンクするかを決定し
ます。

5. 1 台のホストのアクセス構成が完了したら、計画に従って、残りの SAS ポートを
ホストに接続します。

アレイの登録

「アレイの登録」ウィザードを使用して、ソフトウェアにアレイを自動検出させる
か、または手動でアレイを登録するかを選択できます。Sun Storage Common Array 
Manager ソフトウェアは、データホストで動作するプロキシエージェント経由でサ
ブネット上のアレイを検出します。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. 「登録」をクリックします。

管理ソフトウェアによって「アレイの登録」ウィザードが起動します。

3. ウィザードの指示に従います。

アレイが登録されると、「SAS ドメインの概要」ページに新しいアレイが表示さ
れます。

SAS ドメインと詳細の表示

1. 左側のナビゲーション区画から、構成するホストまたはアレイの下にある目的の
「SAS ドメイン」ページを選択します。

「SAS ドメインの概要」ページが開き、検出されたドメインが表示されます。

2. 「SAS ドメインの概要」ページで、ドメイン名をクリックします。

「SAS ドメインの詳細」ページが表示されます。
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3. ナビゲーション区画でドメイン名を展開します。

「アクセス構成」と「管理」の各メニュー項目が表示されます。

4. 表 3-3 のいずれかのリンクをクリックします。

SAS ドメインの命名

SAS ドメインのデフォルト名を特定が容易な名前に変更する場合は、次の手順に従い
ます。

1. SAS ドメイン名を選択し、「SAS ドメインの詳細」ページを開きます。

「SAS ドメインの詳細」ページで、ドメイン名を変更できます。次の情報を確認する
こともできます。

■ SAS ドメイン ID

■ SAS ドメインに関連付けられたエクスパンダの数

■ イニシエータ数と関連付けられている SAS アドレス

■ ディスクの数と各ディスクの詳細

2. 「名前」フィールドをダブルクリックして、この SAS ドメインに一意で分かりや
すい名前を入力します。

3. 「保存」をクリックします。

SAS ポートからターゲットへのアクセスの手動構
成 
注意: この手順では、新しいアレイを構成すると想定します。アレイにデータが存在
する場合は、予防対策として完全バックアップを実施してください。

表 3-3 SAS ドメイン

リンク 用途

アクセス構成 SAS ポートと、指定したターゲット (ディスクまたは FMod) の
間のアクセスを設定します。アクセス設定は手動で行うこと
も、定義済みのテンプレートを使用して行うこともできます。

管理 選択したドメイン名の変更、選択したドメインのアクセス構成
状態の変更、またはアクセス構成パスワードの管理ができま
す。
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1. 左側のナビゲーション区画から、構成する SAS ドメインの「アクセス構成」をク
リックします。

「アクセス構成の概要」が表示され、既存のアクセス構成が示されます。

2. 「構成」ボタンをクリックして、SAS ポートとターゲット間のアクセスを構成し
ます。

3. 構成する SAS ポートを選択します。

4. 選択した SAS ポートからアクセスするターゲットを選択します。

5. 「追加/変更」をクリックします。

選択した SAS ポートとターゲットの構成が表示されます。

6. この構成を保存する場合は、「保存」をクリックします。

Sun Storage Common Array Manager が構成を保存し、指定した SAS ポートと
ターゲット間のアクセス制御が可能になります。

7. 構成をテンプレートに保存するには、「エクスポート」をクリックします (SAS ア
クセス構成テンプレートの作成を参照)。

アクセス構成のインポート

ウィザードを使用して、定義済みのアクセス構成テンプレートを適用することができ
ます。

1. 左側のナビゲーション区画から、構成する SAS ドメインの「アクセス構成」をク
リックします。

「アクセス構成の概要」ページが表示され、既存のアクセス構成が示されます。

2. 「構成」をクリックします。

「ポートとターゲット間のアクセス構成」ページが表示されます。

3. 「インポート」をクリックします。

「アクセス構成のインポート」ウィザードが表示されます。

4. 構成に適したテンプレートを選択します。

テンプレートは、一般的な構成の一部分を表すものです。たとえば、「Simple 
Zone Split」では、すべての SAS ポートにわたって使用可能なターゲットすべて
を分割します。カスタム構成を作成してテンプレートにエクスポートすることも
できます (SAS アクセス構成テンプレートの作成を参照)。

5. 多くの情報を必要とするテンプレートを選択すると、ウィザードによって次のよ
うなページが表示されます。構成するターゲットをドロップダウンメニューから
選択し、「次へ」をクリックします。
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6. 選択した構成を確認し、次のいずれかを選択します。

■ 構成を保存する場合は、「完了」をクリックする。

■ 追加の変更を行う場合は、「インポートしたアクセス構成の編集」をクリック
し、「完了」をクリックする。

7. 「インポートしたアクセス構成の編集」を選択した場合、「ポートとターゲット
間のアクセス構成」ページが表示されます。テンプレートに追加の変更を加え、
「保存」をクリックします。

SAS アクセス構成テンプレートの作成

「エクスポート」機能を使用して、カスタム構成を作成し、テンプレートとして保存
することができます。

1. 左側のナビゲーション区画から、構成する SAS ドメインの「アクセス構成」をク
リックします。

「アクセス構成の概要」に、既存のアクセス構成が表示されます。

2. 「構成」をクリックします。

「ポートとターゲット間のアクセス構成」ページが表示されます。

3. このイニシエータがアクセス可能な SAS ポートとターゲットを選択します (詳細
は、SAS ポートからターゲットへのアクセスの手動構成を参照)。

選択した SAS ポートとターゲットの構成が表示されます。

4. 「エクスポート」をクリックします。

「SAS ドメインのエクスポート」ページが表示されます。

5. 新しいテンプレートの名前と説明 (オプション) を入力し、「保存」をクリックし
ます。

これで、保存したテンプレートを「アクセス構成のインポート」ウィザードのテ
ンプレートの 1 つとして利用できます。

SAS ドメインの管理
■ 83 ページの「SAS ドメインの検出と登録」

■ 83 ページの「SAS ドメイン概要情報の表示」

■ 83 ページの「テンプレートを使用した SAS アクセスの構成」

■ 85 ページの「SAS アクセス構成状態の変更」
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■ 86 ページの「SAS ドメインの名前の変更」

■ 86 ページの「SAS ドメイン詳細情報の表示」

SAS ドメインの検出と登録
SAS ドメインは、登録ウィザードを使用して Sun Storage Common Array Manager 
で検出し、登録できます。このウィザードでは、プロキシを使用してアレイを自動検
出するか、プロキシエージェントの IP アドレスを指定できます。

ローカルネットワークのスキャンを選択すると、ウィザードには見つかった各 SAS 
ドメインの SAS アドレスが表示されます。ウィザードの指示に従い、すべてまたは
選択した SAS ドメインを登録します。

SAS ドメインが、各 SAS ドメインに関連するアクセス構成と管理の選択内容ととも
にナビゲーション区画に一覧表示されます。

SAS ドメイン概要情報の表示
アレイの検出と登録の結果、使用可能となった SAS ドメインを表示するには、次の
手順で行います。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. 左のナビゲーション区画で、「SAS ドメイン」をクリックします。

「SAS ドメインの概要」ページが表示されます。

テンプレートを使用した SAS アクセス
の構成
アクセス構成は、定義済みのテンプレートを使用するか、またはインポートおよびエ
クスポート機能を使用してカスタム構成を作成することによって構成できます。
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既存の SAS 構成をインポートするには、次の手順
に従います。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. 左のナビゲーション区画で、操作するアレイを展開します。

そのアレイのナビゲーションツリーが展開されます。

3. 「SAS ドメイン」を展開し、操作する SAS ドメインを展開します。

4. 「アクセス構成」をクリックして、「構成」ボタンをクリックします。

5. 「インポート」をクリックして「Import Template」ウィザードを起動します。

6. 定義済みの構成または以前にエクスポートした構成を 1 つ選択して、「次へ」を
クリックします。

7. 該当する JBOD をメニューから選択し、「次へ」をクリックします。

8. 選択内容の概要が表示されます。

9. 構成の設定を見直し、「完了」をクリックします。

SAS 構成をエクスポートするには、次の手順に従
います。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. 左のナビゲーション区画で、操作するアレイを展開します。

そのアレイのナビゲーションツリーが展開されます。

3. 「SAS ドメイン」を展開し、操作する SAS ドメインを展開します。

4. 「アクセス構成」をクリックして、「構成」ボタンをクリックします。

5. 「エクスポート」をクリックして、現在の構成をファイルにエクスポートしま
す。

6. 名前と省略可能な説明を、適切なフィールドに入力します。
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既存の SAS アクセス構成の変更
1. 「アクセス構成の概要」ページで、「構成」をクリックします。

2. 「アクセス構成」表で、変更する構成を選択します。

3. 変更を行い、「追加/変更」をクリックします。

「アクセス構成」表に、変更した構成が表示されます。

4. 「保存」をクリックして変更した構成を保存します。

SAS アクセス構成状態の変更
一時的にドメイン共通の SAS アクセス構成を無効にするには、次の手順に従いま
す。

1. 左のナビゲーション区画で、「ストレージシステム」>「アレイ」>「SAS ドメイ
ン」>「domain_ID」>「管理」を選択します。

2. 「無効」をクリックします。

SAS ドメインアクセス構成がすべての SAS ポートから削除されます。ただし、構
成はそのまま維持されます。

3. アクセス構成状態を再度有効化するには、SAS ドメインの「domain_ID」ページの
「管理」で「有効」をクリックします。

SAS アクセス構成を完全に削除するには、次の手順に従います。

1. 左のナビゲーション区画で、「ストレージシステム」>「アレイ」>「SAS ドメイ
ン」>「domain_ID」>「管理」を選択します。

2. 「デフォルトにリセット」をクリックします。

既存のアクセス構成が消去され、状態が無効になります。

■ 「SAS ドメインの管理」ページ
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SAS ドメインの名前の変更
SAS ドメインの初期名は、SAS ドメイン内でもっとも小さい SAS アドレスです。

注: SAS ドメインに新しいエクスパンダを追加すると、SAS ドメイン名が以前のエク
スパンダに割り当てられていた SAS アドレスに変更されます。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. 左のナビゲーション区画の「SAS ドメイン」の下で、操作する SAS ドメインを展
開します。

注: SAS ドメインの名前は、「SAS ドメインの詳細」ページまたは「SAS ドメイン
の管理」ページから変更できます。

そのアレイのナビゲーションツリーが展開されます。

3. 名前のフィールドに、この SAS ドメインに付ける、一意で意味のある名前を指定
します。

SAS ドメイン詳細情報の表示
1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. 左のナビゲーション区画で、操作するアレイを展開します。

そのアレイのナビゲーションツリーが展開されます。

3. 「SAS ドメイン」を展開し、詳細を表示する SAS ドメイン名をクリックします。

SAS アクセス構成パスワードの管理
■ 87 ページの「SAS アクセス構成パスワードについて」

■ 87 ページの「SAS アクセス構成パスワードの消去」

■ 88 ページの「SAS アクセス構成パスワードの変更」
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■ 88 ページの「アクセス構成パスワードの更新」

SAS アクセス構成パスワードについて

SAS アクセス構成パスワードを設定して、SAS ドメインに対する不正な変更を防ぐ
ことができます。アクセス構成パスワードは、ソフトウェアと各 JBOD SAS エクス
パンダの両方に保存されます。

SAS エクスパンダに設定した SAS アクセス構成パスワードは、Sun Storage 
Common Array Manager アレイ登録データベース内のパスワードと一致する必要が
あります。

アクセス構成パスワードを入力すると、それはエクスパンダの非揮発性メモリー内の
テーブルに置かれます。テーブルは、接続元の物理コネクタから接続先の物理コネク
タへのデータの流れを制御します。アクセス構成のメンバーシップは、エクスパンダ
側の物理コネクタに残ります。したがって、エンドデバイス FRU を置き換えても、
アクセス構成のメンバーシップは保持できます。

注: SAS ドメイン内のすべてのアクセス構成には、同じパスワードを使用してくださ
い。

JBOD パスワードが変更されると、アクセス構成パスワードも Sun Storage Common 
Array Manager で変更する必要があります。

SAS アクセス構成パスワードの消去

JBOD SAS エクスパンダ用のゾーン管理パスワードをリセットした場合は、アレイ登
録データベース内のアクセス構成パスワードを消去またはリセットする必要がありま
す。

1. 左側のナビゲーション区画から、管理するドメインの「SAS ドメイン」>
「domain_ID」>「管理」をクリックします。

2. 「アクセス構成パスワードの管理」までスクロールします。

3. 「パスワードの変更」チェックボックスをクリックします。

4. 「アレイ登録データベースのパスワードの消去」をクリックします。

Sun Storage Common Array Manager によって、パスワードがデフォルト設定 (空
の文字列) にリセットされます。

5. 「保存」をクリックします。
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SAS アクセス構成パスワードの変更

このオプションは、JBOD SAS エクスパンダとアレイ登録データベースの両方のパス
ワードを変更するのに使用します。

1. 左側のナビゲーション区画から、管理するドメインの「SAS ドメイン」>
「domain_ID」>「管理」をクリックします。

2. 「アクセス構成パスワードの管理」までスクロールします。

3. 「パスワードの変更」チェックボックスをクリックします。

4. 「アレイ登録データベースのパスワードの変更」をクリックします。

5. 変更するパスワードの名前を入力します。パスワードがデフォルト値に設定され
ると、古いパスワードのフィールドが埋まります。

6. 新しいパスワードを、最大 32 文字の英数字で入力します。

7. 新しいパスワードを再入力して確認します。

8. 「保存」をクリックします。

アクセス構成パスワードの更新

JBOD SAS エクスパンダのアクセス構成パスワードを変更した場合は、アレイ登録
データベース内のアクセス構成パスワードも更新する必要があります。

1. 左側のナビゲーション区画から、管理するドメインの「SAS ドメイン」>
「domain_ID」>「管理」をクリックします。

2. 「アクセス構成パスワードの管理」までスクロールします。

3. 「パスワードの変更」チェックボックスをクリックします。

4. 「アレイ登録データベース内のパスワードの更新」をクリックします。

5. 新しいパスワードを、最大 32 文字の英数字で入力します。

6. 新しいパスワードを再入力して確認します。

ページおよびフィールドの説明
「SAS ドメインアクセスの構成」セクションに関連するブラウザインタフェースの
ページおよびフィールドについては、次の項で説明します。
88 Sun Storage Common Array Manager 管理ガイド • 2011 年 12 月



■ 89 ページの「「SAS ドメインの管理」ページ」

■ 91 ページの「「ポートとターゲット間のアクセス構成」ページ」

■ 92 ページの「「SAS ドメインのアクセス構成の概要」ページ」

■ 93 ページの「「ホストの詳細」ページ」

■ 94 ページの「「ホストの概要」ページ」

■ 95 ページの「「ポートとターゲット間のアクセス変更」ページ」

■ 96 ページの「「SAS ドメインの詳細」ページ」

■ 97 ページの「「SAS ドメインの概要」ページ」

「SAS ドメインの管理」ページ

このページは、選択した SAS ドメインの「管理」を選択したときに表示されます。

表 3-4 では、「SAS ドメインの管理」ページのボタンとフィールドについて説明しま
す。

表 3-4 「SAS ドメインの管理」ページ

フィールド 説明

詳細

名前 変更する SAS ドメインの名前。

ID この SAS ドメインの一意の識別子。

アクセス構成の状態の変更

デフォルトにリセッ
ト

クリックすると、選択した SAS ドメインのアクセス構成が消去さ
れ、デフォルト設定に戻ります。注意: デフォルト値にリセットする
とアクセス構成が無効になり、再構成せずにアクセス構成が有効に
されると、ドメイン内のすべてのイニシエータとすべてのディスク
との間のアクセスが開かれます。

有効 クリックすると、現在のアクセス構成に対してアクセス構成の状態
が有効に変更されます。

無効 クリックすると、アクセス構成の状態が無効に変更され、現在のア
クセス構成を消去せずにアクセス構成が無効にされます。このオプ
ションは、新しい JBOD を追加する場合など、一時的にアクセスを
無効にするのに使用します。

アクセス構成の状態 現在のアクセス構成の状態は、「有効」、「無効」、または「不
明」です。

ストレージのカスケード構成
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■ アクセス構成パスワードの更新

■ SAS アクセス構成状態の変更

ストレージを準備 クリックすると、選択したアレイに対する、SAS ドメインの以前の
アクセス構成が消去されます。

注: カスケード接続のアレイの構成に関する情報は、『Sun Storage 
Common Array Manager ソフトウェアインストールおよび設定マ
ニュアル』の手順を参照してください。

カスケードの同期 クリックすると、マージされた SAS ドメインの同期がとられます。
このアクションは、ゾーン化の権限を同期し、アレイ間の接続を初
期化します。

ホストに接続されて
いる最初のエクスパ
ンダ

ホストに接続されているエクスパンダの SAS アドレスです。

アクセス構成パスワードの管理

パスワードの変更:

アレイ登録データ
ベースのパスワード
の消去

アクセス構成パスワードを消去する場合に選択します。ストレージ
デバイス上の物理プレゼンススイッチパスワードがリセットされた
場合は、このパスワードを消去する必要があります。

アレイ登録データ
ベースのパスワード
の変更

アレイ登録データベースおよび JBOD SAS エクスパンダのパスワー
ドを変更する場合に選択します。注: 「アレイ登録データベースのパ
スワードの変更」は、パスワードが更新されるまで動作しません。
予防策として、Sun Storage Common Array Manager は登録データ
ベースのパスワード (エクスパンダのパスワードではない) と古いパ
スワードをチェックします。

旧パスワード 変更する現在のパスワードを指定します。

新しいパスワード 新しいパスワードを指定します。

新しいパスワードの
再入力

新しいパスワードをもう一度入力します。

アレイ登録データ
ベースのパスワード
の更新

アレイ登録データベースのパスワードを更新する場合に、このオプ
ションを選択します。アレイをカスケード構成にする前に 1 次 JBOD 
にゾーンパスワードがある場合、集約済み SAS ドメインのアレイ登
録データベース内のパスワードを更新します。

新しいパスワード 新しいパスワードを入力します。

新しいパスワードの
再入力

新しいパスワードをもう一度入力します。

表 3-4 「SAS ドメインの管理」ページ (続き)

フィールド 説明
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「ポートとターゲット間のアクセス構成」ページ

ホストポートとターゲットの間のアクセスを構成するには、このページのフィールド
を使用します。構成の変更を開始すると、ページの下部に「編集モード...」が表示さ
れます。これは「保存」または「取消し」をクリックするまで続きます。

表 3-5 では、「ポートとターゲット間のアクセス構成」のボタンとフィールドについ
て説明します。

表 3-5 「ポートとターゲット間のアクセス構成」ページ

フィールド 説明

デフォルトにリセッ
ト

クリックすると、選択した SAS ドメインのアクセス構成が消去さ
れ、デフォルト設定に戻ります。注意: デフォルト値にリセットする
とアクセス構成が無効になり、再構成せずにアクセス構成が有効に
されると、ドメイン内のすべてのイニシエータとすべてのディスク
との間のアクセスが開かれます。

エクスポート クリックすると、現在の構成が管理ホスト上のファイルにエクス
ポートされます。テンプレート名と省略可能な説明の入力を求めら
れます。

インポート クリックすると、「アクセス構成のインポート」ウィザードが起動
します。このウィザードには、構成処理を簡素化するための定義済
みのテンプレートが用意されています。

現在のアクセス構成
の状態

現在のアクセス構成の状態は、「有効」、「無効」、または「不
明」です。

アクセス構成の状態
の変更

クリックすると、現在のアクセス構成に対してアクセス構成の状態
が変更されます。「無効」をクリックすると、現在のアクセス構成
を消去せずにアクセス構成を無効にします。このオプションは、新
しい JBOD を追加する場合など、一時的にアクセスを無効にするの
に使用します。アクセス構成状態を再度有効化するには、「有効」
をクリックします。

ポート (X)

ポート名 選択したディスクにマッピングするポートを選択します。

接続先 ポートの接続先のホストです。

SAS アドレス 「接続先」の下に一覧表示された、ホスト上の HBA ポートの SAS 
アドレス。

ディスク (X)

名前 選択したイニシエータがアクセスできる、1 つまたは複数のディスク
を選択します。

ストレージシステム
名

一覧表示されたディスクに関連付けられたストレージデバイス 
(JBOD) の名前。
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「SAS ドメインのアクセス構成の概要」ページ

このページには、選択した SAS ドメインに関する、ポートとターゲットの間のアク
セス構成の設定が示されます。

表 3-6 では、「SAS ドメインのアクセス構成の概要」ページのボタンとフィールドに
ついて説明します。

ストレージシステム
のタイプ

J4200 や J4400 などのアレイの種類。

容量 指定したディスクの容量。

アクセス構成 (X) ストレージシステムの観点から、ポート名とターゲットの選択を一
覧表示します。

ポート名 指定したディスクにマッピングされたポートの名前です。

ターゲット 指定したポートにマッピングされたディスクの名前です。

追加/変更 >> ポートとディスクを選択したら、このボタンをクリックして、構成
を「アクセス構成」の一覧に追加します。既存の構成を変更するに
は、一覧内の構成をクリックして、変更を加えてからこのボタンを
クリックして構成を更新します。

<< 削除 クリックして、構成を「アクセス構成」の一覧から削除します。

表 3-6 「SAS ドメインのアクセス構成の概要」ページ

フィールド 説明

構成 クリックすると、ポートとディスクの間のアクセスを構成できま
す。

デフォルトにリセッ
ト

クリックすると、選択した SAS ドメインのアクセス構成が消去さ
れ、デフォルト設定に戻ります。注意: デフォルト値にリセットする
とアクセス構成が無効になり、再構成せずにアクセス構成が有効に
されると、ドメイン内のすべてのイニシエータとすべてのディスク
との間のアクセスが開かれます。

有効 クリックすると、ディスクのアクセス構成が有効になります。

無効 クリックすると、ディスクのアクセス構成が無効になります。

ポート名 指定されたディスクへのアクセス権を持つポート。

接続先 JBOD ポートの接続先のホストです。

ターゲット 各ポートがアクセスできるターゲット (ディスクまたは FMod)。

表 3-5 「ポートとターゲット間のアクセス構成」ページ (続き)

フィールド 説明
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注: SAS エクスパンダには、アクセス構成を有効または無効にするブール型のプロパ
ティーがあります。アクセス構成が無効な場合、イニシエータはすべてのディスクを
参照できます。アクセス構成が有効な場合、グループの割り当てとアクセス権が有効
になり、イニシエータは指定したディスクを検出できます。

「ホストの詳細」ページ

このページには、すべての登録済みのアレイ、SAS ドメイン、および HBA の一覧が
示されます。

表 3-7 では、「ホストの詳細」ページのボタンとフィールドについて説明します。

表 3-7 「ホストの詳細」ページ

フィールド 説明

詳細

名前 プロキシエージェントを実行するデータホストの名前。

IP アドレス データホストの IP アドレス。

ID データホスト固有の ID 番号。

OS のタイプ データホスト上で実行されているオペレーティングシステムの種
類。

OS のバージョン データホスト上で実行されているオペレーティングシステムのバー
ジョン。

CAM のバージョン Sun Storage Common Array Manager ソフトウェアのバージョン。

登録済みストレージシステム

名前 アレイの名前。WWN のデフォルト名か、置き換えた名前です。

健全性 「正常」や「機能縮退」など、ストレージシステムの現在のステー
タス。

タイプ J4200 や J4400 などのアレイの種類。

ファームウェアの
バージョン

ストレージシステムで実行されているファームウェアのバージョ
ン。

総容量 ストレージシステムの総容量。

使用可能な容量 ストレージシステムの未使用の容量。

SAS ドメイン (X)
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「ホストの概要」ページ

このページには、登録済みのすべてのプロキシエージェントが一覧表示されます。

名前 SAS ドメインに関連付けられた名前。初期の SAS ドメイン検出で見
つかったもっとも小さい SAS アドレスです。SAS ドメイン名は、
「SAS ドメインの詳細」ページで英数字の文字列に変更できます。

注: 新規エクスパンダをそれぞれ追加すると、SAS ドメイン名が以前
のエクスパンダの SAS アドレスに変わります。

SAS ドメイン ID デフォルトでは、SAS ドメインの初期名と初期 ID は同じです。ただ
し、新しいアレイが追加されたときに新たに小さい SAS アドレスが
ドメインに追加されると、ドメイン ID はそれに伴って変更されます
が、SAS ドメイン名は変更されません。新しい SAS ドメイン ID 
は、「SAS ドメインの詳細」ページが更新されると表示されます。

エクスパンダ数 SAS ドメインに関連付けられたエクスパンダの数。

エンドデバイス数 エンドデバイスの数。SAS ドメインに関連付けられたイニシエータ
やディスクなどです。

使用中の HBA ポート (X)

HBA この SAS ドメインに関連付けられた HBA の名前。

ポート番号 この SAS ドメインに関連付けられた HBA ポートの数。

ポート SAS アドレス この HBA ポート番号に関連付けられた SAS アドレス。

接続されている SAS 
ドメイン

SAS ドメインに関連付けられた名前。

ディスク (X)

名前 ディスクの名前。

ストレージシステム ディスクを含む、登録されたストレージシステムの名前。

パス ディスクの場所 (パス)。

総容量 ディスクの総ストレージ容量。

表 3-7 「ホストの詳細」ページ (続き)

フィールド 説明
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表 3-8 では、「ホストの概要」ページのボタンとフィールドについて説明します。

「ポートとターゲット間のアクセス変更」ページ

このページでは、ホストのイニシエータとディスクの間のアクセスを変更できます。
構成の変更を開始すると、「編集モード...」が表示されます。これは「保存」または
「取消し」をクリックするまで続きます。

表 3-9 では、「ポートとターゲット間のアクセス変更」のボタンとフィールドについ
て説明します。

表 3-8 「ホストの概要」ページ

フィールド 説明

名前 プロキシエージェントを実行するデータホストの名前。

OS のタイプ データホスト上で実行されているオペレーティングシステムの種
類。

OS のバージョン データホスト上で実行されているオペレーティングシステムのバー
ジョン。

CAM のバージョン Sun Storage Common Array Manager ソフトウェアのバージョン。

表 3-9 「ポートとターゲット間のアクセス変更」ページ

フィールド 説明

エクスポート クリックすると、SAS ドメインの構成がファイルにエクスポートさ
れます。

インポート クリックすると、「SAS domain configuration」ウィザードが起動
し、SAS ドメイン構成テンプレートがインポートされます。

ポート (X)

ポート名 SAS ポートの名前。例: F5100_P2_MB[Chassis.Expander.00.Port 2]

接続先 アレイの接続先のホスト名。

SAS アドレス ホストの SAS アドレス。

ディスク (X)

名前 物理ディスクドライブの名前。

ストレージシステム
名

アレイの名前。
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「SAS ドメインの詳細」ページ

このページには、選択した SAS ドメインの詳細が示されます。

表 3-10 では、「SAS ドメインの詳細」ページのボタンとフィールドについて説明し
ます。

ストレージシステム
のタイプ

J4200 や J4400 などのアレイの種類。

容量 ディスクの現在の容量。

追加 / 変更 選択した構成を変更します。

削除 選択した構成を削除します。

アクセス構成 (X)

ポート名 SAS ポートの名前。

ターゲット ポートがアクセスできる FMod またはディスクの名前。

表 3-10 「SAS ドメインの詳細」ページ

フィールド 説明

詳細

名前 SAS ドメインを識別するための一意の名前を入力します。最
初は、ドメイン名はエクスパンダの SAS アドレスです。

注: 新規エクスパンダをそれぞれ追加すると、SAS ドメイン名
が以前のエクスパンダの SAS アドレスに変わります。

ID 選択したドメイン内でもっとも小さい SAS アドレス。新しい 
JBOD が検出されると、より小さいドメイン ID が割り当てら
れます。新しい SAS ドメイン ID は、「SAS ドメインの詳
細」ページが更新されると表示されます。

エクスパンダ数 この SAS ドメインに関連付けられたエクスパンダの数。

エンドデバイス数 この SAS ドメインに関連付けられたイニシエータとディスク
の合計数。

エクスパンダ

SAS アドレス 各エクスパンダに関連付けられた SAS アドレス。

表 3-9 「ポートとターゲット間のアクセス変更」ページ (続き)

フィールド 説明
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「SAS ドメインの概要」ページ

このページには、現在登録されている SAS ドメインに関する情報が示されます。

表 3-11 では、「SAS ドメインの概要」ページのボタンとフィールドについて説明し
ます。

エンドデバイス - イニシエータ

SAS アドレス 各イニシエータに関連付けられた SAS アドレス。

エンドデバイス - ディスク

名前 アレイ内の各ディスクの名前。

ストレージシステム名 SAS ドメインに関連付けられたアレイの名前。

ストレージシステムのタ
イプ

アレイのモデル番号。J4400、J4500 など。

容量 ディスクの容量。

SAS アドレス 各ディスクに関連付けられた SAS アドレス。

表 3-11 「SAS ドメインの概要」ページ

フィールド 説明

名前 選択した SAS ドメインのドメイン名。名前のリンクをクリックし
て、選択したドメインの詳細を表示し、ドメイン名を変更します。

ID 選択したドメインのドメイン ID。新しい JBOD を登録すると、新し
いドメイン ID が割り当てられます。

注: 新しい JBOD を確実に登録するため、必須のパスワードを登録時
に入力してください。

ストレージシステム
名

SAS ドメインに関連付けられたアレイの名前。

エクスパンダ数 SAS ドメインに関連付けられたエクスパンダの数。

エンドデバイス数 エンドデバイスの数。SAS ドメインに関連付けられたイニシエータ
やディスクなどです。

表 3-10 「SAS ドメインの詳細」ページ (続き)

フィールド 説明
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第 4 章

RAID アレイの構成作業

この章には、Oracle の Sun Storage および StorageTek 6000 シリーズアレイ、
StorageTek 2500 シリーズアレイ、および FlexLine アレイのストレージ構成作業に関
する情報が示されます。次の節で構成されています。

■ 100 ページの「ストレージプロファイルの構成」

■ 111 ページの「ストレージプールの構成」

■ 117 ページの「ストレージボリュームの構成」

■ 137 ページの「仮想ディスクの構成」

■ 150 ページの「ホストグループとホストの構成」

■ 167 ページの「ストレージドメインの構成」

■ 174 ページの「トレイとディスクドライブの管理」

■ 200 ページの「イニシエータの構成」

■ 205 ページの「iSCSI の使用によるストレージへのアクセス」

■ 222 ページの「ボリュームコピーの構成」

■ 232 ページの「ボリュームスナップショットの構成」

■ 254 ページの「データ複製の設定」



ストレージプロファイルの構成 
この節では、ストレージプロファイルの構成について説明します。項目は、次のとお
りです。

■ 100 ページの「ストレージプロファイルについて」

■ 101 ページの「標準ストレージプロファイル」

■ 103 ページの「プロファイル情報の表示」

■ 103 ページの「ストレージプロファイルの作成」

■ 104 ページの「ストレージプロファイルの変更」

■ 104 ページの「ストレージプロファイルのコピー」

■ 105 ページの「ストレージプロファイルの削除」

■ 105 ページの「ページおよびフィールドの説明」

ストレージプロファイルについて
ストレージプロファイルは、ストレージの割り当てに際してストレージプールに適用
する属性を 1 つにまとめたものです。ストレージプロファイルを利用することによっ
て、それぞれの属性を個別に設定する必要がなくなります。システムには、ストレー
ジプロファイルの定義済みセットが用意されています。アレイには、さまざまな要件
に適合する、事前構成済みのストレージプロファイルがいくつも付属しています。ス
トレージを利用するアプリケーションに適したプロファイルを選択したり、カスタム
プロファイルを作成できます。

アレイには、RAID-5 ストレージ特性を持つデフォルトのストレージプロファイルが
あり、多くのストレージアプリケーションに適しています。デフォルトのプールは、
デフォルトのプロファイルを使用します。

注: RAID レベルについての詳細は、137 ページの「RAID レベル」を参照してくださ
い。

各ストレージプロファイルには、表 4-1 に示す属性があります。

表 4-1 ストレージプロファイル設定

パラメータ 値または変数の型 説明

名前 A - Z、a - z、0 - 9、ハイフン 
(-)、および下線 (_) を含む最大 
32 文字。空白は使用できませ
ん。

ストレージプロファイルの一意の識別子
です。
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標準ストレージプロファイル
アレイには、表 4-2 に示すストレージプロファイルが含まれています。

RAID レベル 0、1、3、5、6 仮想ディスク内の全ディスクに対して設
定する RAID レベルです。

注: RAID-6 を利用できるのは、Sun 
Storage 2530-M2、2540-M2、6180、
6580、6780、および StorageTek 6140、
2510、2530、2540 アレイです。

セグメントサ
イズ

16K バイト、32K バイト、64K 
バイト、
128K バイト、256K バイト、
512K バイト

このプロファイルのセグメントサイズで
す。

先読み 有効または無効 アレイの先読みモードです。先読みを使
用すると、ホストから要求されたデータ
ブロックをコントローラがディスクから
キャッシュへ読み取りおよびコピーして
いる間に、コントローラが追加データブ
ロックをキャッシュにコピーできます。

ディスクタイ
プ

「任意」、「FC」、
「SATA」、「SAS」、または
「SSD」のいずれか

ディスクのタイプです。

ディスク数 • すべての RAID レベルで「可
変」

• RAID 3、5、6 の場合は 1 か
ら 30 個

• RAID 0 または 1 の場合は 1 
から 224 個

• 448 個のドライブをサポート
するライセンスが有効になっ
ている場合は 1 から 448 個 
(Sun Storage 6580 アレイと 
6780 アレイでのみ利用可
能)。

仮想ディスクでグループにまとめるディ
スク数です。たとえば、ディスク数パラ
メータがある数に設定されたプロファイ
ルを持つストレージプールを作成する場
合、そのストレージプールに属するすべ
ての仮想ディスクは同じディスク数を持
つ必要があります。ディスク数パラメー
タを「変数」値に設定した場合は、スト
レージをプールに追加するときに、ディ
スク数の入力を要求されます。

表 4-1 ストレージプロファイル設定 (続き)

パラメータ 値または変数の型 説明
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注: SSD ドライブタイプに特有の標準ストレージプロファイルはありません。SSD ド
ライブの場合は、「任意」のディスクタイプを持つ既存のプロファイルを選択する
か、「SSD」ディスクタイプを使用する新しいプロファイルを作成します。

表 4-2 標準ストレージプロファイル

名前 RAID レベル
セグメント

サイズ
先読み
モード

ディスク
タイプ ディスク数

Default RAID-5 512K バイト 有効 任意 可変

High_Capacity_Computing RAID-5 512K バイト 有効 SATA 可変

High_Performance_Computing RAID-5 512K バイト 有効 FC 可変

Mail_Spooling RAID-1 512K バイト 有効 FC 可変

Microsoft_Exchange RAID-5 32K バイト 有効 FC 4

Microsoft_NTFS RAID-5 64K バイト 有効 任意 4

Microsoft_NTFS_HA RAID-1 64K バイト 有効 FC 可変

NFS_Mirroring RAID-1 512K バイト 有効 FC 可変

NFS_Striping RAID-5 512K バイト 有効 FC 可変

Oracle_10_ASM_XvFS_HA RAID-5 256K バイト 有効 FC 5

Oracle_8_VxFS RAID-5 128K バイト 有効 FC 4

Oracle_9_VxFS RAID-5 128K バイト 有効 FC 4

Oracle_9_VxFS_HA RAID-1 128K バイト 有効 FC 可変

Oracle_DSS RAID-5 512K バイト 有効 FC 可変

Oracle_OLTP RAID-5 512K バイト 有効 FC 可変

Oracle_OLTP_HA RAID-1 512K バイト 有効 FC 可変

Random_1 RAID-1 512K バイト 有効 FC 可変

Sequential RAID-5 512K バイト 有効 FC 可変

Sun_SAM-FS
注: このプロファイルは Sun 
Storage Archive Manager および 
Sun QFS (SAM/QFS) 用です。

RAID-5 128K バイト 有効 任意 4

Sun_ZFS RAID-5 128K バイト 有効 任意 4

Sybase_DSS RAID-5 512K バイト 有効 FC 可変

Sybase_OLTP RAID-5 512K バイト 有効 FC 可変

Sybase_OLTP_HA RAID-1 512K バイト 有効 FC 可変

VxFS RAID-5 128K バイト 有効 任意 4
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プロファイル情報の表示
既存のストレージプロファイルに関する概要および詳細な情報を表示できます。それ
ぞれのストレージプロファイルに関連付けられたプールおよびボリュームに関する概
要情報も表示できます。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開し、「プロファイル」を選択しま
す。

「ストレージプロファイルの概要」ページが表示されます。

3. プロファイル名をクリックして、そのプロファイルに関する詳細情報を表示しま
す。

そのプロファイルの「ストレージプロファイルの詳細」ページが表示されます。

4. 「関連情報」を表示し、項目をクリックすると、選択したプロファイルに関する
追加情報が表示されます。

選択した項目の「概要」ページが表示されます。

ストレージプロファイルの作成
1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開し、「プロファイル」を選択しま
す。

「ストレージプロファイルの概要」ページが表示されます。

3. 「新規」をクリックします。

「新規ストレージプロファイル」ページが表示されます。

4. A - Z、a - z、0 - 9、ハイフン (-)、および下線 (_) を含む最大 32 文字を使用して、
新しいプロファイルの名前を指定します。空白は使用できません。

5. 最大 256 文字を使用して、新しいプロファイルの説明を指定します。
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6. 残りのプロファイル属性を指定します。

7. 新しいストレージプロファイルに指定した情報を確認します。正しければ「了
解」をクリックします。

ストレージプロファイルの変更
デフォルトの工場出荷時プロファイルは変更できません。プロファイルの状態が「使
用中」の場合は、プロファイルの名前と説明のみを変更できます。プロファイルがス
トレージプールと関連付けられている場合、プロファイルは「使用中」状態になりま
す。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. 操作するアレイを展開し、「プロファイル」を選択します。

「ストレージプロファイルの概要」ページが表示されます。

3. 変更するストレージプロファイルをクリックします。

選択したプロファイルの「ストレージプロファイルの詳細」ページが表示されま
す。

4. 適切な変更を行なってから「了解」をクリックします。

ストレージプロファイルのコピー
プロファイルは別のアレイにコピーできます。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開し、「プロファイル」を選択しま
す。

「ストレージプロファイルの概要」ページが表示されます。

3. コピーするストレージプロファイルの左のチェックボックスを選択します。

「コピー」ボタンが使用可能になります。
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4. 「コピー」をクリックします。

「ストレージプロファイルのコピー」ページが表示されます。

5. このプロファイルをコピーするアレイを選択して、「了解」をクリックします。

ストレージプロファイルの削除
デフォルトの工場出荷時プロファイルは削除できません。また、「使用中」状態 (ス
トレージプールに関連付けられている) プロファイルも削除できません。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開し、「プロファイル」を選択しま
す。

「ストレージプロファイルの概要」ページが表示されます。

3. 削除するストレージプロファイルの左のチェックボックスを選択します。

「削除」ボタンが使用可能になります。

4. 「削除」をクリックします。

選択したストレージプロファイルが「ストレージプロファイル」表から削除され
ます。

ページおよびフィールドの説明
「ストレージプロファイルの構成」セクションに関連するブラウザインタフェースの
ページおよびフィールドについては、次の項で説明します。

■ 106 ページの「「ストレージプロファイルのコピー」ページ」

■ 106 ページの「「新規ストレージプロファイルの作成」ページ」

■ 107 ページの「「ストレージプロファイルの詳細」ページ」

■ 109 ページの「「ストレージプロファイルの概要」ページ」
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「ストレージプロファイルのコピー」ページ

このページでは、選択したストレージアレイにプロファイルをコピーできます。

表 4-3 では、「ストレージプロファイルのコピー」ページのフィールドについて説明
します。

「新規ストレージプロファイルの作成」ページ

このページでは、新しいストレージプロファイルを作成できます。

表 4-4 では、「新規ストレージプロファイルの作成」ページのフィールドについて説
明します。

表 4-3 「ストレージプロファイルのコピー」ページ

フィールド 内容

名前 このプロファイルのコピー先として使用可能なストレージアレイ
の名前です。

表 4-4 「新規ストレージプロファイルの作成」ページ

フィールド 内容

名前 プロファイル名。最大 32 文字で、A - Z、a - z、0 - 9、ハイフン 
(-)、および下線 (_) を使用できます。空白は使用できません。

説明 新規プロファイルの説明です。

RAID レベル 仮想ディスクの RAID (Redundant Array of Independent Disks) レ
ベルです。

RAID-0
RAID-1
RAID-3
RAID-5
RAID-6

注: RAID-6 を利用できるのは、Sun Storage 2530-M2、2540-M2、
6180、6580、6780、および StorageTek 6140、2510、2530、2540 アレ
イです。

セグメントサイズ 関連付けられたセグメントサイズ (キロバイト): 16K バイト、32K 
バイト、64K バイト、128K バイト、256K バイト、512K バイ
ト。セグメントサイズ属性は、アレイの各ボリューム別に設定で
きます。
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「ストレージプロファイルの詳細」ページ

このページには、プロファイルがストレージに割り当てた特定の特性など、選択した
プロファイルに関する詳細情報が表示されます。

表 4-5 では、「ストレージプロファイルの詳細」ページのフィールドについて説明し
ます。

先読み有効 先読み属性が「有効」か「無効」かを示します。先読み属性は、ア
レイの各ボリューム別に設定できます。

ディスク数 このプロファイルに関連付けられたディスクの数です。このプロ
ファイルを使用するプール内の仮想ディスクの構成に使用される
ディスクドライブの数です。

使用できるディスクの数は、選択する RAID レベルによって異なり
ます。

• RAID 0 または 1 の場合、1 から 224 個のディスクを指定できま
す。448 個のドライブをサポートするライセンスが有効になってい
る場合は 1 から 448 個のドライブを指定できます (Sun Storage 
6580 アレイと 6780 アレイでのみ利用可能)。

• RAID 3、5、6 の場合、1 から 30 個のディスクを指定できます。

• すべての RAID レベルで「可変」を選択できます。

ディスクタイプ ディスクのタイプです。「任意」、「FC」、「SATA」、「SAS」、
または「SSD」のいずれかです。

表 4-5 「ストレージプロファイルの詳細」 ページ

フィールド 内容

詳細

名前 プロファイルの名前です。

説明 プロファイルの説明です。

状態 プロファイルの状態です。

• 「使用中」- このプロファイルを使用するプールが存在します。

• 「未使用」- このプロファイルを使用するプールが存在しません。

使用中のプロファイルは、変更または削除できません。

タイプ プロファイルのタイプです。

• 「ユーザー」- ユーザーが作成したプロファイルです。

• 「工場出荷時」- システムソフトウェアに付属しているプロファイ
ルです。

表 4-4 「新規ストレージプロファイルの作成」ページ (続き)

フィールド 内容
 ストレージプロファイルの構成 107



 RAID レベル 仮想ディスクの RAID (Redundant Array of Independent Disks) レ
ベルです。

RAID-0
RAID-1
RAID-3
RAID-5
RAID-6

注: RAID-6 を利用できるのは、Sun Storage 2530-M2、2540-M2、
6180、6580、6780、および StorageTek 6140、2510、2530、2540 アレ
イです。

注: 2 つ以上の物理ディスクを持つアレイで、3 つ以上のドライブを
持つ仮想ディスクに RAID-1 を割り当てると、ファームウェアに
よって自動的に RAID-1+0 が仮想ディスクに割り当てられます。

セグメントサイズ 関連付けられたセグメントサイズ (キロバイト): 16K バイト、32K 
バイト、64K バイト、128K バイト、256K バイト、512K バイ
ト。

セグメントサイズ属性は、アレイの各ボリューム別に設定できま
す。

先読み有効 先読み属性が「有効」か「無効」かを示します。先読み属性は、ア
レイの各ボリューム別に設定できます。

ディスク数 このプロファイルに関連付けられたディスクの数です。このプロ
ファイルを使用するプール内の仮想ディスクの構成に使用される
ディスクドライブの数です。

使用できるディスクの数は、選択する RAID レベルによって異なり
ます。

• RAID 0 または 1 の場合、1 から 224 個のディスクを指定できま
す。448 個のドライブをサポートするライセンスが有効になってい
る場合は 1 から 448 個のドライブを指定できます (Sun Storage 
6580 アレイと 6780 アレイでのみ利用可能)。

• RAID 3、5、6 の場合、1 から 30 個のディスクを指定できます。

• すべての RAID レベルで「可変」を選択できます。

ディスクタイプ ディスクのタイプです。「任意」、「FC」、「SATA」、「SAS」、
または「SSD」のいずれかです。

関連情報

ストレージプール プロファイルが使用されているストレージプールの数です。

ボリューム プロファイルが使用されているボリュームの数です。

表 4-5 「ストレージプロファイルの詳細」 ページ (続き)

フィールド 内容
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「ストレージプロファイルの概要」ページ

このページには、すべての既存プロファイルに関する情報が表示されます。プロファ
イル名をクリックすると、プロファイルの詳細を表示できます。

表 4-6 では、「ストレージプロファイルの概要」ページのボタンとフィールドについ
て説明します。

表 4-6 「ストレージプロファイルの概要」ページ

フィールド 内容

新規 クリックすると、新しいストレージプロファイルが作成されます。

削除 クリックすると、選択されたストレージプロファイルが削除されま
す。工場出荷時に提供されているプロファイルは削除できません。

コピー クリックすると、ストレージプロファイルがコピーされます。工場
出荷時に提供されているプロファイルはコピーできません。

名前 プロファイルの名前です。

状態 プロファイルの状態です。

• 「使用中」- このプロファイルを使用するプールが存在します。

• 「未使用」- このプロファイルを使用するプールが存在しません。

使用中のプロファイルは、変更または削除できません。

RAID レベル 仮想ディスクの RAID (Redundant Array of Independent Disks) レ
ベルです。

RAID-0
RAID-1
RAID-3
RAID-5
RAID-6 

注: RAID-6 を利用できるのは、Sun Storage 2530-M2、2540-M2、
6180、6580、6780、および StorageTek 6140、2510、2530、2540 アレ
イです。

注: 2 つ以上の物理ディスクを持つアレイで、3 つ以上のディスクド
ライブを持つ仮想ディスクに RAID-1 を割り当てると、ファーム
ウェアによって自動的に RAID-1+0 が仮想ディスクに割り当てられ
ます。

セグメントサイズ 関連付けられたセグメントサイズ (キロバイト): 16K バイト、
32K バイト、64K バイト、128K バイト、256K バイト、512K バ
イト。

セグメントサイズ属性は、アレイの各ボリューム別に設定できま
す。

先読み 先読み属性が「有効」か「無効」かを示します。先読み属性は、ア
レイの各ボリューム別に設定できます。
 ストレージプロファイルの構成 109



ディスクタイプ ディスクのタイプです。「任意」、「FC」、「SATA」、「SAS」、
または「SSD」のいずれかです。

ディスク数 このプロファイルに関連付けられたディスクの数です。このプロ
ファイルを使用するプール内の仮想ディスクの構成に使用される
ディスクドライブの数です。

使用できるディスクの数は、選択する RAID レベルによって異なり
ます。

• RAID 0 または 1 の場合、1 から 224 個のディスクを指定できま
す。448 個のドライブをサポートするライセンスが有効になってい
る場合は 1 から 448 個のドライブを指定できます。

• RAID 3、5、6 の場合、1 から 30 個のディスクを指定できます。

• すべての RAID レベルで「可変」を選択できます。

表 4-6 「ストレージプロファイルの概要」ページ (続き)

フィールド 内容
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ストレージプールの構成
この節では、ストレージプールの構成について説明します。項目は、次のとおりで
す。

■ 111 ページの「ストレージプールについて」

■ 112 ページの「プール情報の表示」

■ 112 ページの「ストレージプールの作成」

■ 113 ページの「ストレージプールの変更」

■ 113 ページの「ストレージプールの削除」

■ 113 ページの「ページおよびフィールドの説明」

ストレージプールについて
ストレージ環境はストレージプールに分割することができます。各プールはプロファ
イルと関連付けられ、ストレージプールが特定の入出力 (I/O) 要件を満たすようにす
ることができます。各アレイにはデフォルトプールがあり、RAID-5 ストレージ特性
を実装するデフォルトプロファイルを使用します。

デフォルトプールは、一般的なほとんどのストレージ要件を満たしています。アレイ
にはストレージプロファイルのセットも用意され、それぞれの対象となるアプリケー
ションタイプに適した特定の入出力要件を満たします。ファクトリプロファイルで実
際のニーズに合うものがない場合は、独自のストレージプロファイルを作成できま
す。新しいストレージプールの作成では、そのプールにプロファイルを割り当てま
す。

現在のストレージプールを確認するには、112 ページの「プール情報の表示」で説明
している「ストレージプールの概要」ページを参照してください。

注: ストレージプールを削除すると、プールに格納されたすべてのデータが破壊さ
れ、そのプールのメンバーだったすべてのボリュームが削除されます。新しいスト
レージプールを追加したあとでバックアップからデータを復元できますが、この作業
を回避する方がより簡単です。ただし、デフォルトのストレージプールは削除できま
せん。
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プール情報の表示
既存のストレージプールに関する概要および詳細な情報を表示できます。各プールに
関連付けられた仮想ディスク、およびボリュームに関する概要情報も表示できます。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開し、「プール」を選択します。

「ストレージプールの概要」ページが表示されます。

3. プール名をクリックして、そのプールに関する詳細情報を表示します。

選択したプールの「ストレージプールの詳細」ページが表示されます。

4. 「関連情報」を表示し、任意の項目をクリックすると、選択したボリュームに関
する追加情報が表示されます。

選択した項目の「概要」ページが表示されます。

ストレージプールの作成
1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開し、「プール」を選択します。

「プールの概要」ページが表示されます。

3. 「新規」をクリックします。

「新規ストレージプール」ページが表示されます。

4. A - Z、a - z、0 - 9、ハイフン (-)、および下線 (_) を含む最大 32 文字を使用して、
新しいプールの名前を指定します。空白は使用できません。

5. 新しいストレージプールの説明を入力します。

6. このプールのストレージプロファイルを選択し、「了解」をクリックします。
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ストレージプールの変更
1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開し、「プール」を選択します。

「ストレージプールの概要」ページが表示されます。

3. 変更するストレージプールをクリックします。

そのプールの「ストレージプールの詳細」ページが表示されます。

4. 適切な変更を行なってから「了解」をクリックします。

ストレージプールの削除
工場出荷時のデフォルトのストレージプールは削除できません。ストレージプールが
使用中の場合、そのストレージプールを削除すると、プールに関連付けられたすべて
のボリュームも削除されます。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開し、「プール」を選択します。

3. 削除するストレージプールのチェックボックスをクリックします。

「削除」ボタンが使用可能になります。

4. 「削除」をクリックします。

選択したストレージプールが「ストレージプール」表に表示されなくなります。

ページおよびフィールドの説明
「ストレージプールの構成」セクションに関連するブラウザインタフェースのページ
およびフィールドについては、次の項で説明します。
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■ 114 ページの「「新規ストレージプールの作成」ページ」

■ 114 ページの「「ストレージプールの詳細」ページ」

■ 115 ページの「「ストレージプールの概要」ページ」

「新規ストレージプールの作成」ページ

このページでは、新しいストレージプールを作成できます。

表 4-7 では、「新規ストレージプールの作成」ページのフィールドについて説明しま
す。

「ストレージプールの詳細」ページ

このページには、選択されたプールのストレージの詳細が表示されます。

表 4-8 では、「ストレージプールの詳細」ページのフィールドについて説明します。

表 4-7 「新規ストレージプールの作成」ページ

フィールド 説明

名前 ストレージプール名。最大 32 文字で、A - Z、a - z、0 - 9、ハイフン 
(-)、および下線 (_) を使用できます。空白は使用できません。

説明 ストレージプールの説明です。

ストレージプロファ
イル

このプールに関連付けられているストレージプロファイルです。

表 4-8 「ストレージプールの詳細」ページ

フィールド 説明

ストレージプールの
使用量

ストレージプールの、構成済み容量および使用可能な容量をグラフ 
(円グラフ) で表示します。

ストレージプール内
のボリューム

ストレージプール内のボリュームをグラフ (棒グラフ) で表示しま
す。ストレージプール内の個々のボリュームを、それぞれ色別に棒
グラフに示します。

詳細

名前 ストレージプール名です。

説明 ストレージプールの説明です。
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「ストレージプールの概要」ページ

このページには、次の内容のいずれかが表示されます。表示される内容は、このペー
ジを表示した経路によって異なります。

■ ナビゲーション区画で「プール」を選択した場合は、すべてのプールの構成情報
がアレイに表示され、プールを作成または削除できます。

■ 「ストレージプールの詳細」ページの「関連情報」にある「ストレージプール」
をクリックした場合は、選択されたストレージプロファイルに関連付けられたス
トレージプールの一覧が表示されます。

プール名をクリックすると、そのプールの詳細と関連情報が表示されます。

表 4-9 では、「ストレージプールの概要」ページのボタンとフィールドについて説明
します。

ストレージプロファ
イル

このプールに関連付けられているストレージプロファイルです。

状態 ストレージプールの現在の状態を示します。

総容量 プールの設定を満たす、既存のすべての仮想ディスクの総容量を示
します。

構成済み容量 このプールのすべてのボリュームのストレージ容量を示します。

使用可能な容量 プールの設定を満たす、すべての既存の仮想ディスクの未使用容量
と、プールの設定に基づいた次の新しい仮想ディスクとなるシステ
ムの総容量の合計を示します。この値は、「ストレージプールの詳
細」ページが呼び出される特定の時点での値で、ボリュームおよび
仮想ディスクが作成されると変動することもあります。ウィザード
が呼び出された時点で、新規ボリュームの作成時に作成できる新規
仮想ディスクが 1 つだけという制限がある場合に、この値は、ユー
ザーがボリューム作成に使用可能なストレージの正確な容量を提供
します。

注: 空き容量を計算する場合、CAM はページに表示されたあまり正
確でない値ではなく、各ディスクの空き領域を正確に合計します。

関連情報

ボリューム このプールのボリュームの数

表 4-9 「ストレージプールの概要」ページ

フィールド 内容

新規 クリックすると、ストレージプールが作成されます。

表 4-8 「ストレージプールの詳細」ページ (続き)

フィールド 説明
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削除 クリックすると、選択されたストレージプールが削除されます。

名前 ストレージプール名です。

ストレージプロファ
イル

このプールに関連付けられているストレージプロファイルです。

状態 ストレージプールの現在の状態を示します。

使用率 棒グラフと対応する数値の両方で表される、現在構成済みの総容量
率です。

総容量 プールの設定を満たす、既存のすべての仮想ディスクの総容量を示
します。

構成済み容量 このプールのすべてのボリュームのストレージ容量を示します。

使用可能な容量 プールの設定を満たす、すべての既存の仮想ディスクの未使用容量
と、プールの設定に基づいた次の新しい仮想ディスクとなるシステ
ムの総容量の合計を示します。この値は、「ストレージプールの詳
細」ページが呼び出される特定の時点での値で、ボリュームおよび
仮想ディスクが作成されると変動することもあります。ウィザード
が呼び出された時点で、新規ボリュームの作成時に作成できる新規
仮想ディスクが 1 つだけという制限がある場合に、この値は、ユー
ザーがボリューム作成に使用可能なストレージの正確な容量を提供
します。

注: 空き容量を計算する場合、CAM はページに表示されたあまり正
確でない値ではなく、各ディスクの空き領域を正確に合計します。

表 4-9 「ストレージプールの概要」ページ (続き)

フィールド 内容
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ストレージボリュームの構成
この説では、ストレージボリュームの構成について説明します。項目は、次のとおり
です。

■ 117 ページの「ボリュームについて」

■ 119 ページの「ボリュームの計画」

■ 120 ページの「ボリュームの管理」

■ 126 ページの「ページおよびフィールドの説明」

ボリュームについて
ボリュームを作成するためのストレージ領域のプールとして、物理ディスクを管理し
ます。ボリュームとは、アプリケーション、データベース、およびファイルシステム
がデータを書き込むことができる「コンテナ」です。ボリュームは、仮想ディスクに
関連付けられたストレージプールの特性に基づいて、それらの仮想ディスクから作成
されます。指定によって、アレイは仮想ディスクにストレージを自動的に割り当てま
す。

作成可能なボリュームの種類の詳細情報については、117 ページの「ボリュームのタ
イプ」を参照してください。

ボリュームのタイプ
■ 標準ボリューム – データホストからアクセスする代表的なボリュームです。標準

ボリュームは、データ格納用としてストレージアレイに最初に作成される論理構
造です。標準ボリュームの作成中、または作成後に、ホストまたはホストグルー
プをボリュームにマッピングすると、そのホストまたはホストグループにそのボ
リュームの読み取り/書き込み権限を与えられます。ホストまたはホストグループ
をボリュームへマッピングするには、ホストグループのメンバーとなっているす
べてのホストも含めて、ホストが 1 つ以上のイニシエータに割り当てられている
必要があります。

■ ソースボリューム - 標準ボリュームが、ターゲットボリュームにコピーするデー
タのソースになる場合は、ソースボリュームになります。ソースおよびターゲッ
トボリュームは、コピーペアを介してその関連付けを維持します。コピーペアが
削除されると、標準ボリュームに戻ります。

■ ターゲットボリューム - 標準ボリュームが、ソースボリュームからデータを受け
取るボリュームになる場合は、ターゲットボリュームになります。ソースおよび
ターゲットボリュームは、コピーペアを介してその関連付けを維持します。コ
ピーペアが削除されると、標準ボリュームに戻ります。
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■ 複製作成済みボリューム - 複製セットに加わるボリュームです。複製セットは、2 
つのボリュームで構成されます。これらは、それぞれ別のアレイ上にあります。
複製セットの作成後は、ソフトウェアによって、複製作成済みボリュームが実行
中の元のボリュームと同じデータを含むことが保証されます。

■ スナップショットボリューム - 標準ボリュームの特定時点のイメージです。ス
ナップショット機能を使用して作成されます。スナップショットの元になってい
る標準ボリュームは、基本ボリュームまたは 1 次ボリュームとも呼ばれます。

■ 予約ボリューム - スナップショットを作成すると自動的に作成され、スナップ
ショットが作成されてから変更のあったデータに関する情報を格納します。ス
ナップショットボリュームを削除すると、それに関連付けられている予約ボ
リュームも削除されます。

■ アクセスボリューム - このボリュームは、SAN 環境で帯域内管理ソフトウェアと
ストレージアレイ間の通信のために使用されます。これは自動的に作成され、
LUN 31 を使用し (Sun StorEdge 6130 アレイを除く)、20M バイトを消費します。
このストレージ領域はアプリケーション用のデータストレージには使用できませ
ん。アクセスボリュームは、「マッピングの概要」ページに表示されます。

ボリューム関連の作業

ボリュームを作成すると、ボリュームタイプに基づいて、表 4-10 に示す作業を実行
できます。

表 4-10 ボリューム関連の作業

ボリュームタイプ

標準 ソース ターゲット 予約 アクセス

ホストまたはホストグループ
へのボリュームのマッピング

○ ○ ○ - ○

ホストまたはホストグループ
からのボリュームのマッピン
グ解除

○ ○ ○ - ○

ボリュームスナップショット
の作成

○ ○ - -

ボリュームコピーの再コピー - - ○ -

ボリュームのコピー ○ ○ ○ -

コピーペアの削除 - - ○ -

パフォーマンス統計の表示 ○ ○ ○ -

ボリュームの削除 ○ ○ ○ -
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ボリュームの計画
各仮想ディスクには最大 256 のボリュームを作成できます。ボリュームの作成では、
ストレージ構成のさまざまな要素についていくつかの作業と決定を行う必要がありま
す。このため、「新規ボリューム」ウィザードを実行して新しいボリュームを作成す
る前に、ストレージ構成の計画を立てる必要があります。

ボリュームの必要情報

ボリュームを作成するときは、次の情報を用意しておきます。

■ ボリューム名

ボリュームを識別する一意の名前を付けます。

■ ボリュームの容量

ボリュームの容量をメガバイト、ギガバイト、またはテラバイトで指定します。

■ このボリュームのストレージプール

デフォルトでは、管理ソフトウェアがデフォルトのストレージプールを指定しま
す。このプールはデフォルトのストレージプロファイルを使用し、ほとんどの一
般的なストレージ環境で使用可能な RAID-5 ストレージ特性を実装します。ほか
のプールも構成できます。「新規ボリューム」ウィザードを実行する前に、構成
済みプールの一覧を調べ、必要なストレージ特性を持ったプールかどうかを確認
してください。適したプールが存在しない場合は、「新規ボリューム」ウィザー
ドの実行前に、既存または新規のストレージプロファイルを使用して新しいプー
ルを作成します。

■ 仮想ディスクの選択方法

仮想ディスクの RAID レベル、ディスク数、およびディスクタイプ (アレイモデル
により、FC、SATA、または SAS のいずれか) がボリュームのプールに関連付け
られたストレージプロファイルと一致していると、ボリュームを仮想ディスク上
に作成できます。仮想ディスクには、ボリューム用の十分な容量も必要です。ボ
リュームの作成にどの仮想ディスクを使用するかの決定方法を選択する必要があ
ります。次のオプションを使用できます。

■ 自動 - 管理ソフトウェアは自動的に、必要条件に適合する仮想ディスクを検索
および選択します。使用可能なものがない場合は、十分な容量があれば新しい
仮想ディスクを作成します。

■ 既存の仮想ディスクにボリュームを作成 - 使用可能な仮想ディスクの一覧か
ら、ボリュームを作成する仮想ディスクを手動で選択します。選択したディス
クに、ボリューム用の十分な容量があることを確認してください。
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■ 「新しい仮想ディスクにボリュームを作成」- ボリュームの作成場所として、新
しい仮想ディスクを作成します。選択したディスク数に、ボリューム用の十分
な容量があることを確認してください。

■ ボリュームのマッピングを今すぐ行うのか、あとで行うのか

ボリュームは、デフォルトのストレージドメインなどの既存のストレージドメイ
ンに追加することも、ボリュームをホストまたはホストグループにマッピングす
ることで、新しく作成することもできます。ストレージドメインはストレージの
分割に使用する論理エンティティーで、ホストまたはホストグループがボリュー
ムへ読み取りと書き込みアクセスをできるようにします。明示的にマッピングさ
れていないすべてのボリュームへの共有アクセスを明示的にマッピングしたり、
有効にしなくても、デフォルトのストレージドメインにはすべてのホストとホス
トグループが入っています。ボリュームをあとでマッピングする場合は、それが
管理ソフトウェアによって自動的にデフォルトのストレージドメインに入れられ
ます。

ボリュームの管理
ここでは、ボリュームの管理について説明します。項目は、次のとおりです。

■ 120 ページの「ボリューム情報の表示」

■ 121 ページの「ボリュームパフォーマンス統計の表示」

■ 121 ページの「ボリュームの作成」

■ 122 ページの「ボリュームの変更」

■ 122 ページの「ボリューム情報のコピー」

■ 122 ページの「ホストまたはホストグループへのボリュームの マッピング」

■ 123 ページの「ボリューム容量の拡張」

■ 124 ページの「ホストまたはホストグループからのボリュームのマッピング解除」

■ 124 ページの「ボリュームの所有コントローラの変更」

■ 125 ページの「ボリュームの削除」

ボリューム情報の表示

既存のストレージボリュームに関する概要および詳細な情報を表示できます。同様
に、各ボリュームに関連付けられたマッピング済みホスト、マッピング済みホストグ
ループ、およびスナップショットに関する情報も表示できます。

1. ナビゲーション区画でアレイを展開し、「ボリューム」を選択します。
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2. 「ボリュームの概要」ページでボリュームの名前をクリックすると、詳細情報が
表示されます。

3. 「ボリュームの詳細」ページで「関連情報」を表示し、任意の項目をクリックす
ると、選択したボリュームに関する追加情報が表示されます。

選択した項目の「概要」ページが表示されます。

ボリュームパフォーマンス統計の表示

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画でボリュームパフォーマンス統計を表示するアレイを展開
し、「ボリューム」を選択します。

そのアレイの「ボリュームの概要」ページが表示されます。

3. 「パフォーマンス統計の表示」をクリックします。

「パフォーマンス統計の概要 - ボリューム」ページが表示されます。

ボリュームの作成

ボリュームを作成する前に、119 ページの「ボリュームの計画」を参照してボリュー
ム作成の要素と決定事項について確認してください。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画でボリュームを作成するアレイを展開し、「ボリューム」を
選択します。

そのアレイの「ボリュームの概要」ページが表示されます。

3. 「新規」をクリックします。

「新規ボリューム」ウィザードが表示されます。

4. ウィザードの手順に従います。詳細については、ウィザードの「ヘルプ」タブを
クリックしてください。
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ボリュームの変更

1. 「ストレージシステムの概要」ページでアレイを展開し、「ボリューム」を選択
します。

2. 「ボリュームの概要」ページでボリュームを選択します。

3. 「ボリュームの詳細」ページでボリュームを変更します。

4. 「保存」をクリックして変更を保存するか、「取消し」をクリックして既存の設
定に戻します。

ボリューム情報のコピー

既存のボリュームを別の既存の標準ボリュームにコピーできます。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画でボリューム情報をコピーするアレイを展開し、「ボリュー
ム」を選択します。

そのアレイの「ボリュームの概要」ページが表示されます。

3. ボリューム名をクリックして、そのボリュームに関する詳細情報を表示します。

選択したボリュームの「ボリュームの詳細」ページが表示されます。

4. 「コピー」ボタンをクリックします。

「ボリュームのコピー」ページが表示されます。

5. コピーの優先順位を選択します。

6. コピー先のターゲットボリュームを選択し、「了解」をクリックします。

ホストまたはホストグループへのボリュームの
マッピング

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開し、「ボリューム」を選択します。
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そのアレイの「ボリュームの概要」ページが表示されます。

3. ホストまたはホストグループをマッピングするボリュームの左横にあるチェック
ボックスをクリックします。

「マッピング」ボタンが使用可能になります。

4. 「マッピング」をクリックします。

「ボリュームのマッピング」ページに、使用可能なホストとホストグループの一
覧が表示されます。フィルタを使用して、ホストまたはホストグループのみの表
示に絞り込むことができます。

5. このボリュームをマッピングするホストまたはホストグループを選択し、「了
解」をクリックします。

選択したボリュームが正常にマッピングされたことを示すメッセージが表示され
ます。

ボリューム容量の拡張

関連付けられたスナップショットがある基本ボリュームの容量を拡張できます。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開し、「ボリューム」を選択します。

そのアレイの「ボリュームの概要」ページが表示されます。

3. 容量を拡張するボリュームをクリックします。

「ボリュームの詳細」ページが表示されます。

4. 「拡張」をクリックします。

ボリュームの拡張に関する情報を示すメッセージが表示されます。

5. 「了解」をクリックします。

「拡張ボリューム」ページに現在の容量が表示されます。

6. 追加する容量を指定し、「了解」をクリックします。

動的ボリューム拡張を実行中であることを示すメッセージが表示されます。
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ホストまたはホストグループからのボリュームの
マッピング解除

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開し、「ボリューム」を選択します。

そのアレイの「ボリュームの概要」ページが表示されます。

3. マッピング解除するボリュームをクリックします。

「ボリュームの詳細」ページが表示されます。

4. 「削除」をクリックします。

マッピング解除処理が完了すると、確認メッセージが表示されます。

ボリュームの所有コントローラの変更

ボリュームのコントローラの所有権は、変更できます。これを行う前に、次の節を確
認してください。

ボリュームの所有権の自動変更

ボリュームの優先所有コントローラは、ボリュームが作成されたときに、コントロー
ラによって初期設定されます。一定の状況の下で、ボリュームの所有権は、別のコン
トローラが現在の所有者になるように自動的に変えられます。たとえば、優先所有コ
ントローラであるコントローラトレイが、交換されたりファームウェアダウンロード
されている場合、ボリュームの所有権は自動的に別のコントローラトレイに移り、そ
のコントローラが現在のボリュームの所有者となります。入出力パスのエラーのため
に優先コントローラから別のコントローラへ強制的にフェイルオーバーされたときに
も起こります。

ボリュームの所有権の手動変更

また、パフォーマンスを改善するためにボリュームの現在の所有者を手動で変更する
ことができます。たとえば、あるコントローラの作業負荷が高いまたは増加してい
て、別のコントローラの作業負荷が低いまたは安定している場合のように、コント
ローラの IOPS (Input/Output per second: 1 秒ごとの入出力操作数) の合計数に差異
があるときには、1 つ以上のボリュームのコントローラの所有権を変更することも可
能です。
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注: 標準ボリュームまたはスナップショット予約ボリュームの所有コントローラを変
更することができます。スナップショットボリュームについては、関連付けられた基
本ボリュームの所有コントローラを継承しているため、その所有権を手動で変更する
ことはできません。

ボリュームの再配分

「ボリュームの再配分」ボタンを使用すると、すべてのボリュームがその優先所有コ
ントローラに戻ります。

ボリュームのコントローラの所有権の変更

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開し、「ボリューム」を選択します。

そのアレイの「ボリュームの概要」ページが表示されます。

3. コントローラの所有権を変更するボリュームをクリックします。

「ボリュームの詳細」ページが表示されます。

4. 「所有コントローラ」フィールドで A または B を選択します。

5. 「保存」をクリックします。

ボリュームの削除

ボリュームは簡単に削除できます。ボリュームを削除する前に、次の節を注意深く読
んでください。

ボリューム削除に関連するアクション

■ ホストまたはホストグループにマッピングされているボリュームを削除すると、
そのマッピングも削除されます。

■ スナップショットがあるボリュームを削除すると、そのスナップショットも削除
されます。

■ 複製セットの一部であるボリュームを削除すると、その複製セットも削除されま
す。ただし、リモートボリュームはそのまま維持されます。
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■ 仮想ディスクの最後のボリュームを削除する場合、その仮想ディスクは保持さ
れ、あとで仮想ディスクを手動で削除するように求められます。仮想ディスク内
にほかのボリュームがある場合、削除したボリュームが使用していたストレージ
領域は、ボリュームの作成に使用可能な未使用エクステントに変換されます。

ボリュームの削除

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開し、「ボリューム」を選択します。

そのアレイの「ボリュームの概要」ページが表示されます。

3. 削除するボリュームのチェックボックスを選択します。

「削除」ボタンが使用可能になります。

4. 「削除」をクリックします。

5. 「ボリュームの概要」表からボリュームが削除されます。

ページおよびフィールドの説明
「ストレージボリュームの構成」セクションに関連するブラウザインタフェースの
ページおよびフィールドについては、次の項で説明します。

■ 127 ページの「「ボリュームのコピー」ページ」

■ 127 ページの「「拡張ボリューム」ページ」

■ 128 ページの「「マッピング済みイニシエータ」ページ」

■ 129 ページの「「ボリュームのマッピング」ページ」

■ 129 ページの「「パフォーマンス統計 - ボリュームの詳細」ページ」

■ 130 ページの「「パフォーマンス統計の概要 - ボリューム」ページ」

■ 131 ページの「「ボリュームの詳細」ページ」

■ 135 ページの「「ボリュームの概要」ページ」
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「ボリュームのコピー」ページ

このページでは、既存のボリュームをターゲットボリュームにコピーし、それにコ
ピーの優先順位を割り当てられます。

表 4-11 では、「ボリュームのコピー」ページのボタンとフィールドについて説明し
ます。

「拡張ボリューム」ページ

このページでは、ボリュームの容量を拡張できます。

表 4-11 「ボリュームのコピー」ページ

フィールド 内容

コピーの優先順位の
選択

このボリュームコピーの優先順位です。「最高」、「高」、
「中」、「低」、「最低」のいずれかです。優先順位が高いほど割
り当てられるリソースが増え、ストレージアレイのパフォーマンス
が低下します。

ターゲットボリュー
ムの候補

名前 このボリュームの名前です。

状態 ボリュームの現在の状態です。「マッピング済み」または「未使
用」です。

コンディション ボリュームが良好な状態かエラー状態かを示します。

タイプ ボリュームのタイプです。ターゲットボリュームとして機能するの
は次のタイプです。

• 「標準」- 標準ボリューム 
• 「複製作成済み」- 複製セットに加えられている 1 次ボリューム

プール このボリュームに関連付けられているストレージプールです。

セキュリティー このボリュームのセキュリティーステータス。

• 有効: このボリュームのセキュリティーは有効化されています。

• 無効: このボリュームのセキュリティーは有効化されていません。

• なし: このボリュームはデータ暗号化サービスをサポートしていな
いディスク上にあります。

容量 このボリュームに現在割り当てられているストレージ容量を示しま
す。この容量は、データのために使用できるボリュームのサイズで
す。
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表 4-12 では、「拡張ボリューム」ページのフィールドについて説明します。

「マッピング済みイニシエータ」ページ

このページには、ボリュームとストレージドメインのメンバーとの間のマッピング
と、各イニシエータのレベルが表示されます。

表 4-12 「拡張ボリューム」ページ

フィールド 内容

ボリューム容量の変更

現在の容量 このボリュームに現在割り当てられているストレージ容量を示しま
す。

この容量は、データのために使用できるボリュームのサイズです。ス
ナップショット予約ボリュームのために追加の容量が必要になること
があります。

追加する容量 このボリュームに割り当てる追加のストレージ容量を示します。基本
ボリュームの割合 (%)、K バイト (デフォルト)、M バイト、G バイ
ト、T バイト、ブロックのいずれかです。

仮想ディスク

名前 この仮想ディスクの名前です。

使用可能な容量 この仮想ディスクで使用可能なストレージ容量を示します。

構成済み容量 この仮想ディスクに現在構成済みのストレージ容量を示します。

総容量 この仮想ディスクに割り当てられている総ストレージ容量です。

状態 ボリュームの現在の状態です。初期化中、良好などがあります。

RAID レベル 0、1、3、5、または 6 になります。

注: RAID-6 を利用できるのは、Sun Storage 2530-M2、2540-M2、
6180、6580、6780、および StorageTek 6140、2510、2530、2540 アレ
イです。

ディスクタイプ このボリュームのディスクのタイプです。「任意」、「ファイバ
チャネル」、「SATA (Serial Advanced Technology Attachment)」、
「SAS (Serial Attached SCSI)」のいずれかです。
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表 4-13 では、「マッピング済みイニシエータ」ページのフィールドについて説明し
ます。

「ボリュームのマッピング」ページ

このページでは、ボリュームをホストまたはホストグループにマッピングできます。
このボリュームにマッピングするホストまたはホストグループを選択します。

表 4-14 では、「ボリュームのマッピング」ページのフィールドについて説明しま
す。

「パフォーマンス統計 - ボリュームの詳細」ペー
ジ

このページでは、選択したボリュームのパフォーマンス統計を表示できます。表示さ
れたパフォーマンス統計が収集された時刻を示すタイムスタンプに加えて、次の統計
情報が表示されます。

表 4-13  「マッピング済みイニシエータ」ページ

フィールド 内容

イニシエータ マッピングされたイニシエータの名前です。

イニシエータの 
WWN

イニシエータの WWN (World Wide Name) です。

ホスト このボリュームのマッピング先のホストです。

ホストグループ このボリュームのマッピング先のホスト集合です。

表 4-14 「ボリュームのマッピング」ページ

フィールド 内容

名前 このボリュームにマッピングするホストまたはホストグループの名
前です。

タイプ この名前のホストまたはホストグループのタイプです。
「ホスト」、「ホストグループ」、「デフォルトのストレージドメ
イン」のいずれかです。

LUN このマッピングに割り当てられている論理ユニット番号 (LUN) で
す。
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次の表では、「パフォーマンス統計 - ボリュームの詳細」ページのフィールドについ
て説明します。

「パフォーマンス統計の概要 - ボリューム」ペー
ジ

このページでは、すべてのボリュームのパフォーマンス統計を表示できます。各ボ
リューム名の横には、次の統計情報が表示されます。

表 4-15 「パフォーマンス統計 - ボリュームの詳細」ページ

フィールド 説明

合計 IOPS 1 秒あたりの入出力 (IOPS) 回数の合計です。

平均 IOPS 1 秒あたりの入出力 (IOPS) 回数の平均です。

読み取り率 着信データの読み取り率です。

書き込み率 発信データの送信率です。

総転送済みデータ 1 秒あたりのキロバイト単位で、処理されたデータの合計量を示しま
す。

読み取り 1 秒あたりのキロバイト単位で、読み取られた着信データの量を示し
ます。

平均読み取り 1 秒あたりのキロバイト単位で、読み取られた着信データの平均量を
示します。

ピーク読み取り 1 秒あたりのキロバイト単位で、読み取られた着信データのピーク量
を示します。

書き込み 1 秒あたりのキロバイト単位で、送信された発信データの量を示しま
す。

平均書き込み 1 秒あたりのキロバイト単位で、送信された発信データの平均量を示
します。

ピーク書き込み 1 秒あたりのキロバイト単位で、送信された発信データのピーク量を
示します。

平均読み取りサイズ バイト単位で、読み取られた着信データの平均量を示します。

平均書き込みサイズ バイト単位で、送信された発信データの平均量を示します。

キャッシュヒット率 パフォーマンス統計データの影響を受けているキャッシュ率です。
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次の表では、「パフォーマンス統計の概要 - ボリューム」ページのフィールドについ
て説明します。

「ボリュームの詳細」ページ

このページには、選択したボリュームに関する詳細が表示されます。

表 4-16 「パフォーマンス統計 - ボリュームの詳細」ページ
「パフォーマンス統計の概要 - ボリューム」ページ
「パフォーマンス統計 - コントローラの詳細」ページ
「パフォーマンス統計の概要 - コントローラ」ページ

フィールド 説明

合計 IOPS 1 秒あたりの入出力 (IOPS) 回数の合計です。

平均 IOPS 1 秒あたりの入出力 (IOPS) 回数の平均です。

読み取り率 着信データの読み取り率です。

書き込み率 発信データの送信率です。

総転送済みデータ 1 秒あたりのキロバイト単位で、処理されたデータの合計量を示しま
す。

読み取り 1 秒あたりのキロバイト単位で、読み取られた着信データの量を示し
ます。

平均読み取り 1 秒あたりのキロバイト単位で、読み取られた着信データの平均量を
示します。

ピーク読み取り 1 秒あたりのキロバイト単位で、読み取られた着信データのピーク量
を示します。

書き込み 1 秒あたりのキロバイト単位で、送信された発信データの量を示しま
す。

平均書き込み 1 秒あたりのキロバイト単位で、送信された発信データの平均量を示
します。

ピーク書き込み 1 秒あたりのキロバイト単位で、送信された発信データのピーク量を
示します。

平均読み取りサイズ バイト単位で、読み取られた着信データの平均量を示します。

平均書き込みサイズ バイト単位で、送信された発信データの平均量を示します。

キャッシュヒット率 パフォーマンス統計データの影響を受けているキャッシュ率です。
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表 4-17 では、「ボリュームの詳細」ページのフィールドについて説明します。

表 4-17 「ボリュームの詳細」ページ

フィールド 内容

複製 クリックすると、選択したボリュームを含む複製セットが作成され
ます。
注: このボタンは、使用しているアレイがデータ複製上級機能がサ
ポートされているタイプである場合に限り有効です。

マッピング/マッピ
ング解除

クリックすると、ボリュームがホストまたはホストグループから、
マッピングまたはマッピング解除されます。

スナップショット クリックするとボリュームのスナップショットが作成されます。
注: このボタンはターゲットボリュームには表示されません。

コピー クリックすると、ボリュームのコピーが作成されます。
注: このボタンは、使用しているアレイがボリュームコピー上級機能
がサポートされているタイプである場合に限り有効です。

再コピー クリックすると、ボリュームのコピーが再作成されます。
注: このボタンは、選択されたボリュームがボリュームのコピーペア
のターゲットボリュームである場合にのみ表示されます。このボタ
ンは、使用しているアレイがボリュームコピー上級機能がサポート
されているタイプである場合に限り有効です。

拡張 クリックするとボリュームの容量が拡張されます。

パフォーマンス統計
の表示

クリックするとパフォーマンス統計が表示されます。

コピーペアの削除 ソースボリュームとターゲットボリュームの関連付けが削除されま
す。詳細は、ボリュームコピーの構成を参照してください。
注: このボタンは、選択されたボリュームがボリュームのコピーペア
のターゲットボリュームである場合にのみ表示されます。

削除 クリックするとボリュームが削除されます。

詳細

名前 このボリュームの名前です。

World Wide Name このボリュームの World Wide Name です。

ソース名 ターゲットボリュームの場合に、関連付けられたソースボリューム
の名前が表示されます。
注: このフィールドは、使用しているアレイがボリュームコピー上級
機能をサポートしているタイプである場合に限り有効です。

タイプ ボリュームのタイプです。標準、ソース、ターゲット、スナップ
ショット、予約のいずれかになります。
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容量 このボリュームに割り当てられている記憶容量を示します。単位
は、K バイト、M バイト、G バイト (デフォルト)、T バイト、
ブロックのいずれかです。

この容量は、データのために使用できるボリュームのサイズです。
スナップショット予約ボリュームのために追加の容量が必要になる
ことがあります。

仮想ディスク このボリュームの仮想ディスクの数です。

プール このボリュームに関連付けられているストレージプールです。

RAID レベル ボリュームの RAID レベルです。0、1、3、5、または 6 になりま
す。

注: RAID-6 を利用できるのは、Sun Storage 2530-M2、2540-M2、
6180、6580、6780、および StorageTek 6140、2510、2530、2540 アレ
イです。

セグメントサイズ コントローラは、このデータ量 (キロバイト) をボリューム内の単一
の物理ディスクに書き込んでから、次の物理ディスクにデータを書
き込みます。

先読み有効 先読み属性が有効かどうかを示します。「真」か「偽」のいずれか
です。

書き込みキャッシュ
有効

書き込みキャッシュが有効かどうかを示します。「真」か「偽」の
いずれかです。

複製あり書き込み
キャッシュ有効

書き込みキャッシュのコントローラ間でのミラー化が有効かどうか
を示します。

バッテリーなし書き
込みキャッシュ有効

バッテリーを持たない書き込みキャッシュが有効かどうかを示しま
す。

書き込みキャッシュ
アクティブ

書き込みキャッシュがアクティブかどうかを示します。

後にキャッシュ
フラッシュ

未処理データ (キャッシュされているが、まだボリュームの物理スト
レージに書き込まれていないデータ) を、物理ストレージにフラッ
シュするまでキャッシュに保持しておける最大時間です。

ディスクスクラブ有
効

デフォルトでは、メディアの一貫性を検査するディスクスクラブは
このボリューム用に有効になっています。ただし、アレイのディス
クスクラブは、事前に「管理」ページで有効にしておく必要があり
ます。ナビゲーション区画で「ストレージシステムの概要」を展開
し、アレイのディスクスクラブを有効または無効にするアレイを選
択します。ディスクスクラブの詳細は、ディスクスクラブの有効化
を参照してください。

表 4-17 「ボリュームの詳細」ページ (続き)

フィールド 内容
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冗長ディスクスクラ
ブ有効

このボリュームのメディアの一貫性を検査するために冗長ディスク
スクラブを有効にします。アレイのディスクスクラブは、事前に
「管理」ページで有効にしておく必要があります。ナビゲーション
区画で「ストレージシステムの概要」を展開し、アレイのディスク
スクラブを有効または無効にするアレイを選択します。ディスクス
クラブの詳細は、ディスクスクラブの有効化を参照してください。

状態 ボリュームの現在の状態です。初期化中、準備完了などがありま
す。

コンディション ボリュームが良好な状態であるかどうかを示します。

ステータス ボリュームがオンラインまたはオフラインのどちらであるかを示し
ます。

アクション ボリュームの準備ができているかどうかを示します。

優先コントローラ 標準ボリュームの場合に、両方のコントローラが動作可能なときに
優先するコントローラを示します。

所有コントローラ このアレイのコントローラです。A または B のいずれかです。

変更の優先順位 ボリュームの変更に応じた優先順位です。入出力 (I/O) 動作に影響
します。「最高」、「高」、「中」、「低」、「最低」のいずれか
です。

読み取り専用 ターゲットボリュームが読み取り専用かどうかを示します。詳細
は、ボリュームコピーの構成を参照してください。
注: このオプションは、選択されたボリュームがボリュームのコピー
ペアのターゲットボリュームである場合にのみ表示されます。

コピーの優先順位 ボリュームコピーのコピーの優先順位を示します。「最高」では、
入出力動作が低下してもボリュームコピーを実行します。「最低」
では、ボリュームコピー速度が低下しても入出力動作を実行しま
す。詳細は、ボリュームコピーの構成を参照してください。
注: このオプションは、選択されたボリュームがボリュームのコピー
ペアのターゲットボリュームである場合にのみ表示されます。

セキュリティー このボリュームのセキュリティーステータス。

• 有効: このボリュームのセキュリティーは有効化されています。

• 無効: このボリュームのセキュリティーは有効化されていません。

• なし: このボリュームはデータ暗号化サービスをサポートしていな
いディスク上にあります。

先読み冗長検査 先読み冗長検査は読み取り動作で使用され、要求されたブロックを
戻す前に、ボリューム内の冗長 RAID データの整合性を確認しま
す。冗長データが読み取り不能な場合や整合性がない場合、エラー
が返されます。追加の動作が実行されるため、この機能を使用する
と、ボリュームに対する読み取りパフォーマンス全体が低下する可
能性があります。

関連情報

表 4-17 「ボリュームの詳細」ページ (続き)

フィールド 内容
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「ボリュームの概要」ページ

このページには、次の内容のいずれかが表示されます。表示される内容は、このペー
ジを表示した経路によって異なります。

■ ナビゲーション区画で、「ボリューム」を選択した場合は、このページにはすべ
てのストレージボリュームの情報が表示されます。

■ コンポーネントの「詳細」ページの「関連情報」にある「ボリューム」をクリッ
クした場合は、そのコンポーネントに関連付けられたボリュームの一覧が表示さ
れます。

「ボリューム概要」ページからは、次のことを行えます。

■ 新しいボリュームの作成

■ ホストまたはホストグループへのボリュームのマッピング

■ ボリュームの削除

■ アレイの各ボリュームのパフォーマンス統計の表示

個々のボリューム名をクリックすると、ボリュームの詳細を表示できます。

ボリュームの一覧をプールでフィルタし、そのプールと関連付けられたボリュームの
みを表示することもできます。

表 4-18 では、「ボリュームの概要」ページのボタンと、フィールドについて説明し
ます。

マッピング済みイニ
シエータ

このボリュームにマッピングされたイニシエータの数です。

複製セット このボリュームの複製セットの数です。

スナップショット このボリュームのスナップショットの数です。

ターゲット ボリュームに関連付けられたターゲットの数です。

表 4-18 「ボリュームの概要」ページ

フィールド 内容

新規 クリックすると「新規ボリューム」ウィザードが起動します。

マッピング クリックすると、選択したボリュームがホストまたはホストグルー
プにマッピングされます。

表 4-17 「ボリュームの詳細」ページ (続き)

フィールド 内容
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削除 クリックすると、選択したボリュームが削除されます。

パフォーマンス統計
の表示

クリックするとアレイの各ボリュームのパフォーマンス統計が表示
されます。

名前 ボリューム名です。

状態 ボリュームの現在の状態です。「マッピング済み」または「未使
用」です。ボリュームの状態がマッピング済みの場合は、「ボ
リュームの詳細」>「関連情報」でマッピングを確認できます。マッ
ピング済みイニシエータ、スナップショット、複製セット、または
ターゲットを確認するには、いずれかのリンクをクリックします。

コンディション ボリュームが良好な状態かエラー状態かを示します。

タイプ ボリュームのタイプです。次のタイプがあります。

• 「標準」- 標準ボリューム 
• 「ソース」- コピーペアのソースボリュームです。

• 「ターゲット」- コピーペアのターゲットボリュームです。

• 「ソース」、「ターゲット」- あるコピーペアでソースボリューム
となり、別のコピーペアではターゲットボリュームとなるボ
リュームです。

• 「複製作成済み」- 複製セットに加えられているボリュームです。

セキュリティー このボリュームのセキュリティーステータス。

• 有効: このボリュームのセキュリティーは有効化されています。

• 無効: このボリュームのセキュリティーは有効化されていません。

• なし: このボリュームはデータ暗号化サービスをサポートしていな
いディスク上にあります。

仮想ディスク このボリュームに関連付けられている仮想ディスクです。

プール このボリュームに関連付けられているストレージプールです。

容量 このボリュームに割り当てられている記憶容量を示します。

この容量は、データのために使用できるボリュームのサイズです。
スナップショット予約ボリュームのために追加の容量が必要になる
ことがあります。

WWN ボリュームに関連付けられている World Wide Name です。

表 4-18 「ボリュームの概要」ページ (続き)

フィールド 内容
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仮想ディスクの構成
この節では、仮想ディスクの構成について説明します。項目は、次のとおりです。

■ 137 ページの「仮想ディスクについて」

■ 137 ページの「RAID レベル」

■ 139 ページの「セキュリティー保護された仮想ディスク」

■ 139 ページの「仮想ディスク情報の表示」

■ 140 ページの「仮想ディスクの拡張のルール」

■ 140 ページの「仮想ディスクの拡張」

■ 141 ページの「仮想ディスクの断片化の解消」

■ 141 ページの「アレイ間での仮想ディスクの移動」

■ 142 ページの「仮想ディスクの削除」

■ 142 ページの「ページおよびフィールドの説明」

仮想ディスクについて
仮想ディスクは、特定の RAID (Redundant Array of Independent Disks) レベルに
よって定義された論理ディスクのグループです。それらは直接作成および削除できま
すが、一般的には、ボリュームのストレージプロファイルに従って、ボリュームまた
はスナップショットを作成または削除するプロセスで間接的に作成および削除されま
す。

注: 仮想ディスクを構成するディスクドライブはすべて同じタイプである必要があ
り、SATA (Serial Advanced Technology Attachment)、ファイバチャネル (FC)、SAS 
(Serial Attached SCSI)、または SSD (Solid State Drive) のいずれかを使用します。

RAID レベル
RAID (Redundant Array of Independent Disks) システムは、多くのディスク上にあ
るデータをファイルサーバー、ホスト、またはネットワークでシングルアレイとして
使用できるようにし、耐障害性とパフォーマンス向上のために 2 つ以上のドライブを
組み合わせて使用します。アレイトレイ内のディスクドライブは、レベルに応じて 
RAID セット (仮想ディスク) にグループ化されます。RAID レベルは、データがどの
ように格納されるかを決定することによって、データスループットおよび可用性に影
響します。
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表 4-19 は、サポートされている RAID レベルの詳細です。

表 4-19 RAID レベルの説明

RAID レベル 説明 長所と短所

RAID-0 複数のディスクにわたるデータストラ
イピングを提供しますが、冗長性は提
供しません。

パフォーマンスは向上しますが、
耐障害性は得られません。

RAID-1 ディスクをミラー化し、すべてのデー
タが別のディスクにコピーされるよう
にします。

高い冗長性を提供しますが、パ
フォーマンスは高くありません。

RAID-1+0 ディスクのミラー化 (RAID-1) とディス
クストライピング (RAID-0) の組み合わ
せです。

注: 4 つ以上のドライブを使用して 
RAID-1 を構成すると、RAID-1+0 の仮
想ディスクが自動的に作成されます。
Sun Storage Common Array Manager 
は、RAID-1+0 仮想ディスクを RAID-1 
として報告します。

高いパフォーマンスと高いレベル
の冗長性を実現します。

RAID-3 パリティディスクにストライプパリ
ティを書き込みながら、複数のディス
クにまたがり、バイトレベルでデータ
をストライピングします。データの読
み取り時にパリティチェックが行われ
ます。

ストリーム化された 1 つのファイ
ルに対して高いスループットが実
現されます。

RAID-5 ブロックレベルでデータをストライピ
ングし、ストライプのエラー訂正 (パリ
ティチェック) 情報を提供します。パリ
ティチェックでは、冗長情報 (パリティ
ビット) を複数のディスクにまたがって
書き込むように指定します。

注: 最小ドライブ数は 3 台です。

優れたパフォーマンスと良好な耐
障害性が得られます。ディスクに
障害が発生すると、失われた情報
がパリティビットによって再作成
されます。パリティ情報は複数の
ディスクに分散しているため、使
用可能な記憶容量の効率が向上し
ます。

RAID-6 ブロックレベルでデータをストライピ
ングし、ストライプのエラー訂正 (パリ
ティチェック) 情報を提供します。ただ
し、追加のパリティブロックを使用し
ます。メンバーであるすべてのディス
クにわたって 2 つのパリティブロック
が分配されます。

注: 最小ドライブ数は 5 台です。

RAID 5 の信頼性は向上します
が、パフォーマンスへの影響がわ
ずかに発生します。
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セキュリティー保護された仮想ディスク
Sun Storage のデータ暗号化サービス機能により、セキュリティー保護された仮想
ディスクを作成できます。これらは暗号化されたドライブのみで構成されます。デー
タの暗号化はドライブコントローラによって行われます。セキュリティー保護された
仮想ディスクを作成する前に、アレイのロックキーを設定する必要があります。

セキュリティー保護可能な仮想ディスク内のドライブはすべてセキュリティー保護で
きますが、セキュリティーは有効になりません。仮想ディスクのこの属性は、あとで
仮想ディスクの変換を安全に行うときにセキュリティー保護する仮想ディスクで使用
する、ドライブグループおよびスペアドライブを作成するためのドライブ候補の定義
に使用されます。

仮想ディスク情報の表示
既存の仮想ディスクに関する概要、仮想ディスクの使用状況、および詳細な情報を表
示できます。それぞれの仮想ディスクに関連付けられたディスクドライブおよびボ
リュームに関する、概要情報も表示できます。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で仮想ディスクの情報を表示するアレイを展開し、「仮想
ディスク」を選択します。

「仮想ディスクの概要」ページが表示されます。

3. 仮想ディスク名をクリックして、その仮想ディスクに関する詳細情報を表示しま
す。

選択した仮想ディスクの「仮想ディスクの詳細」ページが表示されます。

4. 「関連情報」を表示し、任意の項目をクリックすると、選択した仮想ディスクに
関する追加情報が表示されます。

選択した項目の「概要」ページが表示されます。
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仮想ディスクの拡張のルール
■ RAID-0 - 06 レベルファームウェアがある 30 個までのディスクドライブと、07 レ

ベルファームウェアがある 224 個までのディスクドライブをサポートできます。
仮想ディスクの拡張には、1 つ以上のディスクドライブが必要です。

■ RAID-1 - 06 レベルファームウェアがある 30 個までのディスクドライブと、07 レ
ベルファームウェアがある 224 個までのディスクドライブをサポートできます。
仮想ディスクの拡張には、2 つ以上のディスクドライブが必要です。

■ RAID-3、RAID-5、および RAID-6 - 30 個までのディスク。仮想ディスクの拡張に
は、1 つ以上のディスクドライブが必要です。

■ すべての RAID レベル - 仮想ディスクの拡張には、一度に 2 つまでのディスクド
ライブを使用できます。

仮想ディスクを拡張する場合、そのディスクドライブはサイズが同じである必要があ
ります。同様に、ディスクドライブは同じタイプである必要があります。ディスクド
ライブのタイプには次のものがあります。

■ Serial Advanced Technology Attachment (SATA)

■ ファイバチャネル (FC)
■ Serial Attached SCSI (SAS)

■ Solid State Drive (SSD)

仮想ディスクの拡張
十分な未割り当てディスクがあり、仮想ディスクが「オンライン」で「準備完了」の
場合は、仮想ディスクのサイズを拡張できます。

1. 「ストレージシステムの概要」ページでアレイを展開し、「仮想ディスク」を選
択します。

2. 「仮想ディスクの概要」ページで、仮想ディスクを選択します。

3. 「仮想ディスクの詳細」ページで「拡張」をクリックして、仮想ディスクの拡張
に使用可能なディスクを表示します。

4. 「仮想ディスクの拡張」ページで、仮想ディスクの拡張に含めるディスクを選択
します。

5. 「了解」をクリックします。
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「仮想ディスクの詳細」ページが更新されて、仮想ディスクの拡張を確認する
メッセージが表示されます。

仮想ディスクの断片化の解消
1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開し、「仮想ディスク」を選択しま
す。

「仮想ディスクの概要」ページが表示されます。

3. 断片化の解消を行う仮想ディスク名をクリックします。

その仮想ディスクの「仮想ディスクの詳細」ページが表示されます。

4. 「断片化の解消」をクリックします。

「仮想ディスクの詳細」ページが更新されて、断片化の解消プロセスが正常に開始さ
れたことを確認するメッセージが表示されます。

アレイ間での仮想ディスクの移動
Sun Storage 6180 アレイ、6580 アレイ、6780 アレイ、および StorageTek 6140 アレ
イ、6540 アレイ、FLX380 アレイに限り、Sun Storage Common Array Manager は、
次のタスクを実行することによってストレージアレイ間で仮想ディスクを移動すると
いうストレージ管理機能を提供しています。

1. ソースのストレージアレイから仮想ディスクを論理的にエクスポートする。

2. 仮想ディスクを構成するディスクドライブを、ソースのストレージアレイから物
理的に取り外し、移動先のストレージアレイにそれらのディスクを取り付ける。

3. 移動先のストレージアレイに仮想ディスクを論理的にインポートする。

仮想ディスクを構成するディスクドライブを移動して仮想ディスクを移動先のアレイ
にインポートする前に、まず仮想ディスクをエクスポートしておくことをお勧めしま
す。この推奨手順に従わない場合、仮想ディスクおよびそれを構成するボリュームに
アクセスできない状態になる場合があります。
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アレイから別のアレイへ仮想ディスクを移植する手順の詳細は、サービスアドバイザ
を参照してください。

仮想ディスクの削除
1. ナビゲーション区画でアレイを展開し、「仮想ディスク」を選択します。

2. 「仮想ディスクの概要」ページで、削除する仮想ディスクの名前の横にある
チェックボックスを選択して、「削除」をクリックします。

ページおよびフィールドの説明
「仮想ディスクの構成」セクションに関連するブラウザインタフェースのページおよ
びフィールドについては、次の項で説明します。

■ 142 ページの「「ディスク一覧」ページ」

■ 144 ページの「「仮想ディスクの拡張」ページ」

■ 145 ページの「「仮想ディスクの詳細」ページ」

■ 147 ページの「「仮想ディスクの概要」ページ」

「ディスク一覧」ページ

このページには、この仮想ディスク内のディスクドライブの概要が表示されます。

次の表では、「ディスク一覧」ページのフィールドについて説明します。

表 4-20 「ディスク一覧」ページ
「仮想ディスクの拡張」ページ

フィールド 内容

名前 ディスクの名前です。

トレイ このディスクに関連付けられているトレイです。
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役割 ディスクの役割です。 
• アレイスペア

• データディスク

• 未割り当て

仮想ディスク このディスクに関連付けられている仮想ディスクです。

状態 ディスクの状態です。

• 未使用

• 使用中

ステータス ディスクのステータスです。 
• 不明

• その他

• 正常

• 機能縮退

• オフライン

• オンライン

• 未初期化

セキュリティー この仮想ディスクのセキュリティーステータス。

• 注: 仮想ディスクでデータ暗号化サービスがサポートされていませ
ん。

• 有効: この仮想ディスクのセキュリティーは有効化されています。

• 無効: この仮想ディスクのセキュリティーは有効化されていませ
ん。

• ロック: ディスクはロックされています。ロックを解除するにはパ
スフレーズが必要です。

PI • 可能: 仮想ディスクで保護情報がサポートされています。

• なし: 仮想ディスクで保護情報がサポートされていません。 
拡張する仮想ディスクが保護されている場合、PI 対応ディスクだけ
が表示されます。 

容量 このディスクの総容量です。

タイプ ディスクのタイプです。「All」、「SCSI」、「ファイバチャネ
ル」、「SATA」、または「SSD」のいずれかです。

ファームウェア このディスクドライブのファームウェアバージョンです。

表 4-20 「ディスク一覧」ページ
「仮想ディスクの拡張」ページ (続き)

フィールド 内容
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「仮想ディスクの拡張」ページ

このページには、この仮想ディスクの拡張に使用可能なディスクの概要が表示されま
す。

次の表では、「仮想ディスクの拡張」ページのフィールドについて説明します。

表 4-21 「ディスク一覧」ページ
「仮想ディスクの拡張」ページ

フィールド 内容

名前 ディスクの名前です。

トレイ このディスクに関連付けられているトレイです。

役割 ディスクの役割です。 
• アレイスペア

• データディスク

• 未割り当て

仮想ディスク このディスクに関連付けられている仮想ディスクです。

状態 ディスクの状態です。

• 未使用

• 使用中

ステータス ディスクのステータスです。 
• 不明

• その他

• 正常

• 機能縮退

• オフライン

• オンライン

• 未初期化

セキュリティー この仮想ディスクのセキュリティーステータス。

• 注: 仮想ディスクでデータ暗号化サービスがサポートされていませ
ん。

• 有効: この仮想ディスクのセキュリティーは有効化されています。

• 無効: この仮想ディスクのセキュリティーは有効化されていませ
ん。

• ロック: ディスクはロックされています。ロックを解除するにはパ
スフレーズが必要です。

PI • 可能: 仮想ディスクで保護情報がサポートされています。

• なし: 仮想ディスクで保護情報がサポートされていません。 
拡張する仮想ディスクが保護されている場合、PI 対応ディスクだけ
が表示されます。 
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「仮想ディスクの詳細」ページ

このページには、選択した仮想ディスクに関する詳細が表示されます。

表 4-22 では、「仮想ディスクの詳細」ページのボタンとフィールドについて説明し
ます。

容量 このディスクの総容量です。

タイプ ディスクのタイプです。「All」、「SCSI」、「ファイバチャネ
ル」、「SATA」、または「SSD」のいずれかです。

ファームウェア このディスクドライブのファームウェアバージョンです。

表 4-22 「仮想ディスクの詳細」 ページ

フィールド 内容

拡張 クリックすると、この仮想ディスクの容量が拡張されます。

断片化の解消 クリックすると、この仮想ディスクの断片化の解消を行います。

再活性化 仮想ディスクを再活性化します。仮想ディスクの 1 つ以上のディス
クドライブが「不良」状態の場合、仮想ディスクを再活性化させる
ことで、障害から回復できます。仮想ディスクを再活性化すると、
仮想ディスクで障害の発生したディスクドライブが自動的に再活性
化されます。

注意: 再活性化の手順を行う前に、My Oracle Support 
(https://support.oracle.com/) にお問い合わせください。
ディスクの再活性化はデータを消失する可能性がある操作であるた
め、サポート担当者の指揮の下で行うようにしてください。

注: ファームウェア version 7.x を使用するアレイには、再活性化オ
プションはありません。

オフライン 仮想ディスクをオフラインにします。仮想ディスクをオフラインに
すると、仮想ディスクが無効になります。

注: ファームウェア version 7.x を使用するアレイには、オフライン
オプションはありません。

削除 クリックすると、この仮想ディスクが削除されます。

仮想ディスクの使用
状況

使用済みおよび使用可能な仮想ディスクの容量をグラフ (円グラフ) 
で表示します。

表 4-21 「ディスク一覧」ページ
「仮想ディスクの拡張」ページ (続き)

フィールド 内容
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仮想ディスク上のボ
リューム

仮想ディスクに構成されたボリュームの名前と容量をグラフ (棒グラ
フ) で表示します。

詳細

名前 この仮想ディスクに割り当てられている名前。

ステータス 仮想ディスクのステータスです。値は、ファームウェアのバージョ
ンによって異なります。バージョン 07.xx.xx.xx より前のファーム
ウェアが動作しているアレイの場合、次の値があります。

• 不良

• 機能不良

• オンライン

• 機能縮退

• 未初期化

• 良好

• オフライン

バージョン 07.xx.xx.xx および以降のファームウェアが動作している
アレイの場合、次の値があります。

• 良好

• 機能縮退

• エクスポート済み

• 強制実行

• 不良

• なし

状態 デバイスが準備完了しているかどうかを示します。

ディスクタイプ ディスクのタイプです。「FC」、「SATA」、または「SAS」のいず
れかです。

セキュリティーの状
態

この仮想ディスクのセキュリティーステータス。

• 有効: この仮想ディスクのセキュリティーは有効化されています。

• 無効: この仮想ディスクのセキュリティーは有効化されていませ
ん。

• なし: この仮想ディスクはデータ暗号化サービスをサポートしてい
ないディスク上にあります。

セキュリティー有効 このチェックボックスをクリックしてこの仮想ディスクのセキュリ
ティーを有効にし、「保存」ボタンをクリックします。

ホットスペア
カバレージ

• はい: 障害の発生したディスクのための適切なホットスペアディス
クがあります。

• いいえ: ホットスペアプールに、障害の発生したディスクの代わり
として使用する適切なディスクがありません。

アレイのホットスペアに指定されているディスクタイプを判断する
には、アレイの「管理の詳細」ページを参照してください。

表 4-22 「仮想ディスクの詳細」 ページ (続き)

フィールド 内容
146 Sun Storage Common Array Manager 管理ガイド • 2011 年 12 月



「仮想ディスクの概要」ページ

このページには、現在の仮想ディスクに関する情報が表示されます。名前をクリック
すると、その仮想ディスクの詳細が表示されます。

RAID レベル 仮想ディスクの RAID (Redundant Array of Independent Disks) レ
ベルです。

• RAID-0
• RAID-1
• RAID-3
• RAID-5
• RAID-6

注: RAID-6 を利用できるのは、Sun Storage 2530-M2、2540-M2、
6180、6580、6780 アレイ、および StorageTek 6140、2510、2530、
2540 アレイです。

注: Sun Storage Common Array Manager は、RAID-1+0 仮想ディス
クを RAID-1 として報告します。詳細は、137 ページの「RAID レベ
ル」を参照してください。

総容量 この仮想ディスクの総容量を示します。

構成済み容量 この仮想ディスクに構成済みの容量を示します。

使用可能な容量 この仮想ディスクの使用可能な残り容量を示します。

最大ボリュームサイ
ズ

この仮想ディスクから作成することができるボリュームの最大容量
です。

関連情報

ディスク この仮想ディスク内のディスクドライブの数です。

ボリューム この仮想ディスク内のボリュームの数です。

スナップショット予
約ボリューム

この仮想ディスクのスナップショット予約ボリュームの数です。

複製セットのリポジ
トリボリューム

この仮想ディスクに関連付けられた複製リポジトリボリュームの数
です。複製リポジトリボリュームは、まだ完成していない複製セッ
ト内のコピー先ボリュームへの書き込み操作に関する情報などの複
製情報を保存します。コントローラのリセットあるいはアレイの故
障があった場合、コントローラは、この情報を利用し、それらの問
題が発生してから変更のあったブロックのみコピーすることによっ
て回復を図ります。

表 4-22 「仮想ディスクの詳細」 ページ (続き)

フィールド 内容
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表 4-23 では、「仮想ディスクの概要」ページのボタンとフィールドについて説明し
ます。

表 4-23 「仮想ディスクの概要」ページ

フィールド 内容

新規 クリックすると、新しい仮想ディスクが作成されます。

削除 クリックすると、選択した仮想ディスクが削除されます。

名前 仮想ディスクの名前です。

ステータス 仮想ディスクのステータスです。値は、ファームウェアのバージョ
ンによって異なります。バージョン 07.xx.xx.xx より前のファーム
ウェアが動作しているアレイの場合、次の値があります。

• 不良

• 機能不良

• オンライン

• 機能縮退

• 未初期化

• 良好

• オフライン

バージョン 07.xx.xx.xx および以降のファームウェアが動作している
アレイの場合、次の値があります。

• 良好

• 機能縮退

• エクスポート済み

• 強制実行

• 不良

• なし

状態 仮想ディスクの状態です。

• ホットスペアをコピーバック中

• 初期化中

• データを再初期化中

• 動的に容量拡張中

• 動的に RAID 移行中

• 動的に RAID 移行し、容量拡張中

• 動的にセグメントサイズ変更中

• 動的にボリューム拡張中

• 動的にボリューム容量拡張中

• 容量拡張のための内部移動中

• 断片化の解消中

• フォーマット中

• ボリュームの同期中

• 準備完了
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ディスクタイプ ディスクのタイプです。「FC」、「SATA」、または「SAS」のいず
れかです。

RAID レベル 仮想ディスクの RAID (Redundant Array of Independent Disks) レ
ベルです。

• RAID-0
• RAID-1
• RAID-3
• RAID-5
• RAID-6

注: RAID-6 を利用できるのは、Sun Storage 2530-M2、2540-M2、
6180、6580、6780、および StorageTek 6140、2510、2530、2540 アレ
イです。

注: Sun Storage Common Array Manager は、RAID-1+0 仮想ディス
クを RAID-1 として報告します。詳細は、137 ページの「RAID レベ
ル」を参照してください。

使用率 仮想ディスクの総容量に対する百分率で表された、仮想ディスクに
構成済みの容量をグラフ (棒グラフ) で表示します。

総容量 この仮想ディスクの使用可能な総容量を示します。

構成済み容量 この仮想ディスクに構成済みの容量を示します。

最大ボリュームサイ
ズ

この仮想ディスクから作成することができるボリュームの最大容量
です。

セキュリティー この仮想ディスクのセキュリティーステータス。

• 有効: この仮想ディスクのセキュリティーは有効化されています。

• 無効: この仮想ディスクのセキュリティーは有効化されていませ
ん。

• なし: この仮想ディスクはデータ暗号化サービスをサポートしてい
ないディスク上にあります。

ホットスペア
カバレージ

• はい: 障害の発生したディスクのための適切なスペアがあります。

• いいえ: ホットスペアプールに、障害の発生したディスクの代わり
として使用する適切なディスクがありません。

アレイのホットスペアに指定されているディスクタイプを判断する
には、アレイの「管理の詳細」ページを参照してください。

表 4-23 「仮想ディスクの概要」ページ (続き)

フィールド 内容
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ホストグループとホストの構成
この節では、ホストグループとホストの構成について説明します。項目は、次のとお
りです。

■ 150 ページの「ホストグループについて」

■ 151 ページの「ホストグループの管理」

■ 156 ページの「ホストについて」

■ 157 ページの「ホストの管理」

■ 160 ページの「ページおよびフィールドの説明」

ホストグループについて
ホストグループは、1 つ以上のデータホストの集合です。ホストグループ内のホスト
は、ホストグループおよび指定されたボリュームが、ストレージドメインに含まれて
いると、ストレージアレイボリュームにアクセスします。ストレージドメインとは、
ストレージをパーティションに分割するために使用される論理エンティティーです。

ホストグループを作成すると、それが管理ソフトウェアによって自動的にデフォルト
のストレージドメインに入れられます。ボリューム作成時のデフォルトの論理ユニッ
ト番号 (LUN) マッピングに割り当てたボリュームへの共有アクセスを明示的にマッ
ピングしたり、有効にしたりしなくても、デフォルトのストレージドメインにはすべ
てのホストとホストグループが入っています。

ホストグループを明示的に特定のボリュームと LUN にマッピングすると、そのホス
トグループとボリュームはデフォルトのストレージドメインから削除されて別のスト
レージドメインが作成され、そのグループ内のホストだけが指定したボリュームに共
有アクセスできるようになります。

1 つのホストグループは、最大 256 のボリュームまたはスナップショットにマッピン
グできます。

ホストは 1 つのホストグループのメンバーにすることができます。そのホストは、ホ
ストに直接マップされているすべてのボリュームだけでなく、グループのメンバーと
して、ホストグループにマップされているすべてのボリュームにアクセスできます。
例として、「ホスト 1」がボリューム 1、ボリューム 2、およびボリューム 3 にマッ
プされ、「ホストグループ A」がボリューム 4 およびボリューム 5 にマップされてい
ると仮定します。「ホスト 1」を「ホストグループ A」に追加した場合、「ホスト 
1」はボリューム 1、ボリューム 2、ボリューム 3、ボリューム 4、およびボリューム 
5 にアクセスできます。
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サーバークラスタでは、すべてのサーバーが同じボリュームへのアクセスを共有でき
るように、ホストグループを使用する必要があります。ホストグループ内のサーバー
は、クラスタソフトウェアを実行する必要はありません。ただし、ファイル共有また
はクラスタソフトウェア使用しないと、ホストグループ内のすべてのサーバーが同じ
ボリュームにアクセスできるため、データ整合性の問題、マルチパスの問題、および
アレイの不安定性を引き起こす可能性があることに注意してください。Oracle で
は、同じボリュームへアクセスできるホストグループ内のすべてのサーバーで、ファ
イル共有またはクラスタソフトウェアを使用することを推奨しています。

ホストグループの管理
次の項では、ホストグループの管理について説明します。

■ 151 ページの「ホストグループ情報の表示」

■ 152 ページの「ホストグループの作成」

■ 152 ページの「ホストグループメンバーの追加と削除」

■ 154 ページの「ホストグループの削除」

■ 154 ページの「ボリュームへのホストグループのマッピング」

■ 155 ページの「ボリュームからのホストグループのマッピング解除」

ホストグループ情報の表示

既存のホストグループに関する概要および詳細な情報を表示できます。各ホストグ
ループに関連付けられたホストおよびボリュームに関する概要情報も表示できます。

ホストグループに関する情報の表示は、次の手順で行います。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開します。

3. 「物理デバイス」を展開し、「ホストグループ」を選択します。

「ホストグループの概要」ページが表示されます。

4. ホストグループ名をクリックして、そのホストグループに関する詳細情報を表示
します。

選択したホストグループの「ホストグループの詳細」ページが表示されます。
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5. 「関連情報」を表示し、任意の項目をクリックすると、選択したホストグループ
に関連付けられた追加情報が表示されます。

選択した項目の「概要」ページが表示されます。

ホストグループの作成

ホストグループを作成すると、それが自動的にデフォルトのストレージドメインに入
れられます。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開します。

3. 「物理デバイス」を展開し、「ホストグループ」を選択します。

「ホストグループの概要」ページが表示されます。

4. 「ホストグループの概要」ページで「新規」をクリックします。

「新規ホストグループ」ページが表示されます。

5. 「新規ホストグループ」ページで、A - Z、a - z および下線 (_) を含む最大 30 文字
を使用して、新しいホストの名前を指定します。ホストグループの名前に、空白
は使用できません。

6. グループに追加するホストを指定します。ホストの名前をダブルクリックし、
「すべて追加」をクリックすると、ストレージアレイに定義されているすべての
ホストがホストグループに追加されます。

注: 1 つのホストが一度に入ることのできるホストグループは最大 1 つです。ホス
トがすでにあるホストグループに入っている場合、そのホストを別のホストグ
ループに追加すると、ホストはそのグループに移動されます。

7. 「了解」をクリックします。

「ホストグループの概要」ページが表示されて、新しいホストグループが表示さ
れます。

注: 「新規イニシエータの作成」ウィザードでホストグループを作成することもでき
ます。

ホストグループメンバーの追加と削除

ホストは最大 1 つのホストグループのメンバーにすることができます。ホストを、あ
るホストグループから別のホストグループへ移動するには、そのホストを別のホスト
グループに追加する前に現在のホストグループから削除する必要があります。
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あるホストが 1 つ以上のボリュームにマッピングされていて、そのホストを 1 つのホ
ストグループから別のホストグループに移動する場合は、そのホストだけに対する
マッピングは維持されますが、ホストの移動元のホストグループに関連付けられた
マッピングは維持されません。代わって、移動先のホストグループに関連付けられて
いるマッピングは、すべて移動したホストに継承されます。

マッピングのないホストグループ、および固有のマッピングを持たないホストメン
バーを持つホストグループからホストを移動する場合は、そのホストグループとホス
トはデフォルトのストレージドメインに移動されます。

例として、あるアレイに、「ホストグループ 1」、「ホストグループ 2」という 2 つ
のホストグループが作成されると仮定します。「ホストグループ 1」のメンバーは、
「ホスト 1」、「ホスト 2」、「ホスト 3」です。「ホストグループ 1」はマッピング
を持たず、「ホスト 1」だけがマッピングを持つホストであるとします。「ホストグ
ループ 2」のメンバーは、「ホスト 4」、「ホスト 5」です。「ホストグループ 2」
は、1 つのボリュームにマッピングされていて、「ホスト 4」、「ホスト 5」は、固
有のマッピングを持っていません。

このとき、「ホスト 1」を「ホストグループ 1」から「ホストグループ 2」に移動す
ると、次のようになります。

■ 「ホスト 1」はその固有のマッピングを維持し、かつ「ホストグループ 2」に関連
付けられたマッピングを受け継ぎます。

■ 「ホストグループ 1」、「ホスト 2」、「ホスト 3」は、固有のマッピングを持た
ないためデフォルトのストレージドメインの一部になります。

■ 「ホスト 4」、「ホスト 5」は、固有のマッピングを持たないため何の影響も受け
ません。

ホストグループへのホストの追加または削除は、次の手順で行います。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開します。

3. 「物理デバイス」を展開し、「ホストグループ」を選択します。

「ホストグループの概要」ページが表示されます。

4. 変更するホストグループ名をクリックします。

「ホストグループの詳細」ページが表示されます。

5. 「メンバーの追加/削除」をクリックします。

「ホストグループメンバーの追加/削除」ページが表示されます。
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6. グループに追加または削除するホストを指定します。ホストを個別に移動するに
は、そのホスト名をダブルクリックします。使用可能なすべてのホストをホスト
グループに追加するには、「すべて追加」をクリックします。選択したすべての
ホストをホストグループから削除するには、「すべて削除」をクリックします。

7. 「了解」をクリックします。

「ホストグループの概要」ページが最新情報で表示されます。

ホストグループの削除

ホストグループを削除すると、関連付けられているすべてのホストとすべてのイニシ
エータが削除されます。また、関連付けられているすべてのボリュームとスナップ
ショットのマッピングが削除されます。

ホストグループの削除は、次の手順で行います。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開します。

3. 「物理デバイス」を展開し、「ホストグループ」を選択します。

「ホストグループの概要」ページが表示されます。

4. 削除するホストグループの名前の横のチェックボックスを選択します。

「削除」ボタンが使用可能になります。

5. 「削除」をクリックします。

「ホストグループの概要」ページが最新情報で表示されます。

ボリュームへのホストグループのマッピング

ホストグループを 1 つまたは複数のボリュームにマッピングするには、その前にホス
トグループに最低 1 つのイニシエータに関連付けられたホストが最低 1 つ必要です。

ホストグループをボリュームへ明示的にマッピングすると、管理ソフトウェアがホス
トグループおよび指定されたボリュームをデフォルトのストレージドメインから削除
し、別のストレージドメインを作成します。

1 つ以上のボリュームへのホストグループのマッピングは、次の手順で行います。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。
154 Sun Storage Common Array Manager 管理ガイド • 2011 年 12 月



ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開します。

3. 「物理デバイス」を展開し、「ホストグループ」を選択します。

「ホストグループの概要」ページが表示されます。

4. マッピングするホストグループ名をクリックします。

「ホストグループの詳細」ページが表示されます。

5. 「マッピング」をクリックします。

「ホストグループのマッピング」ページが表示されます。

注: 選択されたホストグループに 256 のボリュームが割り当てられている場合は、
「マッピング」ボタンは使用できません。

6. このホストグループにマッピングする 1 つまたは複数のボリュームの名前の横の
チェックボックスを選択します。

7. ドロップダウンメニューから、このホストグループにマッピングする各ボリュー
ムの論理ユニット番号 (LUN) を選択します。サポートされる LUN 数は、アレイ
タイプとオペレーティングシステムによって異なります。

8. 「了解」をクリックします。

管理ソフトウェアがボリュームをホストグループへマッピングし、「ホストグ
ループの詳細」ページを最新情報で表示します。

ボリュームからのホストグループのマッピング解
除

ボリュームからホストグループをマッピング解除すると、ボリュームとホストグルー
プ (ホストグループのすべてのメンバーを含む) 間のマッピングが削除されます。ボ
リュームはマッピング解除状態に移行します。このマッピングがホストグループに
とっての最後のマッピングで、ホストグループ内のホストにほかのボリュームマッピ
ングがない場合、このホストグループとすべてのメンバーはデフォルトのストレージ
ドメインに入ります。

ボリュームからのホストグループのマッピング解除は、次の手順で行います。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開します。
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3. 「物理デバイス」を展開し、「ホストグループ」を選択します。

「ホストグループの概要」ページが表示されます。

4. マッピング解除するホストグループ名をクリックします。

「ホストグループの詳細」ページが表示されます。

5. 「マッピング解除」をクリックします。

「マッピング済みボリュームとスナップショット」ページが表示されます。

6. このホストグループからマッピング解除するボリュームの横のチェックボックス
を選択します。

7. 「了解」をクリックします。

ホストについて
ホストとはデータホストを表します。データホストは、ストレージアレイに接続され
ていて、ストレージアレイに保存されるデータを生成するサーバーです。データホス
トは、ファイバチャネル (FC) 接続を使用してデータをストレージアレイに送信しま
す。ボリュームをホストへマッピングするには、ホストに 1 つ以上のイニシエータが
関連付けられている必要があります。

ホストは、そのホストとボリュームの両方がストレージドメインに含まれていると、
ストレージアレイボリュームにアクセスできます。ストレージドメインとは、スト
レージをパーティションに分割するために使用される論理エンティティーです。

ホストを作成すると、それが管理ソフトウェアによって自動的にデフォルトのスト
レージドメインに入れられます。ボリューム作成時のデフォルトの論理ユニット番号 
(LUN) マッピングに割り当てたボリュームへの共有アクセスを明示的にマッピング
したり、有効にしたりしなくても、デフォルトのストレージドメインにはすべてのホ
ストとホストグループが入っています。ホストを明示的に特定のボリュームと LUN 
にマッピングすると、そのホストとボリュームはデフォルトのストレージドメインか
ら削除されて別のストレージドメインが作成され、そのホストだけが指定されたボ
リュームにアクセスできるようになります。

各ホストを個別に、1 つのボリュームへ明示的にマッピングできます。ホストは 1 つ
のホストグループのメンバーにすることもできます。そのホストは、ホストに直接
マップされているすべてのボリュームだけでなく、グループのメンバーとして、ホス
トグループにマップされているすべてのボリュームにアクセスできます。例として、
「ホスト 1」がボリューム 1、ボリューム 2、およびボリューム 3 にマップされ、
「ホストグループ A」がボリューム 4 およびボリューム 5 にマップされていると仮定
します。「ホスト 1」を「ホストグループ A」に追加した場合、「ホスト 1」はボ
リューム 1、ボリューム 2、ボリューム 3、ボリューム 4、およびボリューム 5 にアク
セスできます。
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ホストの管理
次の項では、ホストの管理について説明します。

■ 157 ページの「ホスト情報の表示」

■ 157 ページの「ホストの作成」

■ 158 ページの「ホストの削除」

■ 159 ページの「ボリュームへのホストのマッピング」

■ 159 ページの「ボリュームからのホストのマッピング解除」

ホスト情報の表示

既存のホストに関する概要および詳細な情報を表示できます。各ホストに関連付けら
れたイニシエータおよびボリュームに関する概要情報も表示できます。

ホストに関する情報の表示は、次の手順で行います。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開します。

3. 「物理デバイス」を展開し、「ホスト」を選択します。

「ホストの概要」ページが表示されます。

4. ホスト名をクリックして、そのホストに関する詳細情報を表示します。

選択したホストの「ホストの詳細」ページが表示されます。

5. 「関連情報」を表示し、任意の項目をクリックすると、選択したホストに関する
追加情報が表示されます。

選択した項目の「概要」ページが表示されます。

ホストの作成

ホストを作成するときは、データホストの識別に使用するホスト名をアレイに関連付
けます。ネットワーク上にホストを作成するわけではありません。デフォルトでは、
新しいホストがデフォルトのストレージドメインに含まれます。

新しいホストの作成は、次の手順で行います。
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1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開します。

3. 「物理デバイス」を展開し、「ホスト」を選択します。

「ホストの概要」ページが表示されます。

4. 「新規」をクリックします。

「新規ホストの作成」ページが表示されます。

5. A - Z、a - z および下線 (_) を含む最大 30 文字を使用して、新しいホストの名前を
指定します。ストレージプロファイルの名前に、空白は使用できません。

6. 新しいホストが、ボリュームをグループ内のほかのホストと共有アクセスできる
ようにする場合は、新しいホストのホストグループを選択することもできます。

7. 「了解」をクリックします。

ホストが作成されて、「ホストの概要」ページに新しいホストが表示されます。

注: 「新規イニシエータの作成」ウィザードでホストを作成することもできます。

ホストの削除

ホストを削除すると、関連するすべてのイニシエータが削除され、そのホストに関連
するボリュームとスナップショットへのすべてのマッピングが削除されます。

ホストの削除は、次の手順で行います。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開します。

3. 「物理デバイス」を展開し、「ホスト」を選択します。

「ホストの概要」ページが表示されます。

4. 削除するホストの名前の横のチェックボックスを選択します。

「削除」ボタンが有効になります。

5. 「削除」をクリックします。
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ボリュームへのホストのマッピング

最大 256 のボリュームを明示的に各ホストへマッピングできます。同じホストを 1 つ
または複数のホストグループに入れて、それを別のボリュームへマッピングすること
もできます。

ホストをボリュームへマッピングする前に、そのボリュームがイニシエータと関連付
けられていることを確認してください。

ボリュームへのホストのマッピングは、次の手順で行います。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開します。

3. 「物理デバイス」を展開し、「ホスト」を選択します。

「ホストの概要」ページが表示されます。

4. マッピングするホスト名をクリックします。

「ホストの詳細」ページが表示されます。

5. 「マッピング」をクリックします。

「ホストのマッピング」ページが表示されます。

注: 選択されたホストにボリュームの最大数が割り当てられている場合は、「マッ
ピング」ボタンは使用できません。

6. ホストへマッピングするボリュームの名前をクリックします。

7. ドロップダウンメニューから、ホストにマッピングするこのボリュームの論理ユ
ニット番号 (LUN) を選択します。サポートされる LUN 数は、アレイタイプとオ
ペレーティングシステムによって異なります。

8. 「了解」をクリックします。

確認のメッセージが表示されます。

ボリュームからのホストのマッピング解除

ホストをボリュームからマッピング解除すると、ホストとボリューム間のマッピング
が削除されます。ボリュームはマッピング解除状態に移行します。

このマッピングがホストにとっての最後のマッピングで、ホストグループのメンバー
になっていない場合、このホストはデフォルトのストレージドメインに入ります。
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このマッピングがホストにとっての最後のマッピングで、そのホストがホストグルー
プのメンバーになっていて、そのホストグループまたはホストグループ内のほかのホ
ストへの明示的なマッピングがほかにない場合、このホストグループとすべてのメン
バーがデフォルトのストレージドメインに入ります。

ボリュームからのホストのマッピング解除は、次の手順で行います。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開します。

3. 「物理デバイス」を展開し、「ホスト」を選択します。

「ホストの概要」ページが表示されます。

4. マッピング解除するホスト名をクリックします。

「ホストの詳細」ページが表示されます。

5. 「マッピング解除」をクリックします。

「マッピング済みボリュームとスナップショット」ページが表示されます。

6. このホストからマッピング解除するボリュームをクリックします。

7. 「了解」をクリックします。

確認のメッセージが表示されます。

ページおよびフィールドの説明
「ホストグループとホストの構成」セクションに関連するブラウザインタフェースの
ページおよびフィールドについては、次の項で説明します。

■ 161 ページの「「ホストグループメンバーの追加と削除」ページ」

■ 161 ページの「「新規ホストの作成」ページ」

■ 161 ページの「「ホストの詳細」ページ」

■ 162 ページの「「ホストグループの詳細」ページ」

■ 163 ページの「「ホストグループの概要」ページ」

■ 163 ページの「「ホストの概要」ページ」

■ 164 ページの「「ホストのマッピング」 ページ」

■ 164 ページの「「ホストグループのマッピング」ページ」

■ 165 ページの「「マッピング済みボリュームとスナップショッ ト」ページ」
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■ 165 ページの「「新規ホストグループ」ページ」

「ホストグループメンバーの追加と削除」ページ

このページでは、ホストグループメンバーを追加または削除できます。

表 4-24 では、「ホストグループメンバーの追加と削除」ページについて説明しま
す。

「新規ホストの作成」ページ

このページでは、新しいホストを指定できます。

表 4-25 では、「新規ホストの作成」ページのフィールドについて説明します。

「ホストの詳細」ページ

このページでは、選択したホストのマッピングまたはマッピング解除、およびそのホ
ストの詳細を表示できます。

表 4-24 「ホストグループメンバーの追加と削除」ページ

フィールド 説明

ホスト ホストグループに追加または削除するホストの名前をダブルクリッ
クします。「すべて追加」をクリックすると、ストレージアレイに
定義されているすべてのホストがホストグループに追加されます。

表 4-25 「新規ホストの作成」ページ

フィールド 説明

名前 ホスト名。最大 30 文字で、A - Z、a - z および下線 (_) を使用できま
す。空白は使用できません。

ホストグループ このホストに関連付けるホストグループです。
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表 4-26 では、「ホストの詳細」ページのボタンとフィールドについて説明します。

「ホストグループの詳細」ページ

このページでは、選択したホストグループのマッピングまたはマッピング解除、およ
びそのホストグループの詳細を表示できます。

表 4-27 では、「ホストグループの詳細」ページのボタンとフィールドについて説明
します。

表 4-26 「ホストの詳細」ページ

フィールド 内容

マッピング クリックすると、ホストがボリュームにマッピングされます。選択
されたホストに 256 のボリュームが割り当てられている場合は、
「マッピング」ボタンは使用できません。

マッピング解除 クリックすると、ボリュームからホストがマッピング解除されま
す。

詳細

名前 ホスト名です。

ホストグループ このホストに関連付けられているホストグループです。

関連情報

イニシエータ このホストに関連付けられているイニシエータの数です。

マッピング済み
ボリュームと
スナップショット

このイニシエータにマッピングされているボリュームおよびスナッ
プショットの数です。

表 4-27 「ホストグループの詳細」ページ

フィールド 説明

メンバーの追加/削
除

クリックすると、ホストグループにホストが追加または削除されま
す。

マッピング クリックすると、ホストグループがボリュームにマッピングされま
す。選択されたホストグループに 256 のボリュームが割り当てられ
ている場合は、「マッピング」ボタンは使用できません。

マッピング解除 クリックすると、ホストグループがボリュームからマッピング解除
されます。

詳細

名前 ホストグループ名です。
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「ホストグループの概要」ページ

このページには、すべてのホストグループに関する情報が示されます。ホストグルー
プ名をクリックすると、そのホストグループの詳細が表示されます。

表 4-28 では、「ホストグループの概要」ページのボタンとフィールドについて説明
します。

「ホストの概要」ページ

このページには、すべてのホストに関する情報が示されます。ホスト名をクリックす
ると、そのホストの詳細が表示されます。

表 4-29 では、「ホストの概要」ページのボタンとフィールドについて説明します。

関連情報

ホスト ホストグループに含まれているホストの数です。

マッピング済み
ボリュームとスナッ
プショット

このホストグループにマッピングされているボリュームとスナップ
ショットの数です。

表 4-28 「ホストグループの概要」ページ

フィールド 説明

新規 クリックすると、新しいホストグループが作成されます。

削除 クリックすると、選択したホストグループが削除されます。

名前 ホストグループ名です。

マッピング方法 ホストグループのマッピング方法です。デフォルトのストレージド
メインまたはライセンスされたストレージドメインになります。

表 4-29 「ホストの概要」ページ

フィールド 内容

新規 クリックすると、新しいホストが作成されます。

削除 クリックすると、ホストが削除されます。

表 4-27 「ホストグループの詳細」ページ (続き)

フィールド 説明
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「ホストのマッピング」 ページ

このページでは、ホストのマッピング先となる 1 つまたは複数のボリュームを選択で
きます。

表 4-30 では、「ホストのマッピング」ページのフィールドについて説明します。

「ホストグループのマッピング」ページ

このページでは、ホストグループのマッピング先となる 1 つまたは複数のボリューム
を選択できます。

表 4-31 では、「ホストグループのマッピング」ページのフィールドについて説明し
ます。

名前 ホスト名です。

ホストグループ このホストに関連付けられているホストグループです。

表 4-30 「ホストのマッピング」 ページ

フィールド 説明

名前 ホストのマッピング先となるボリュームの名前です。

タイプ ホストのマッピング先となるボリュームのタイプです。ボリューム
またはスナップショットになります。

LUN ドロップダウンメニューからこのボリュームを関連付ける論理
ユニット番号 (LUN) を選択します。サポートされる LUN 数は、
アレイタイプとオペレーティングシステムによって異なります。

表 4-31 「ホストグループのマッピング」 ページ

フィールド 説明

名前 ホストグループのマッピング先となるボリュームまたはスナップ
ショットの名前です。

タイプ ホストグループのマッピング先となるボリュームのタイプです。
ボリュームまたはスナップショットになります。

表 4-29 「ホストの概要」ページ (続き)

フィールド 内容
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「マッピング済みボリュームとスナップショッ
ト」ページ

このページには、選択したホストまたはホストグループにマッピングされているボ
リュームとスナップショットが表示されます。

表 4-32 では、「マッピング済みボリュームとスナップショット」ページのフィール
ドについて説明します。

「新規ホストグループ」ページ

このページでは、新しいホストグループを作成できます。

表 4-33 では、「新規ホストグループ」ページのボタンとフィールドについて説明し
ます。

LUN ドロップダウンメニューからこのボリュームを関連付ける論理
ユニット番号 (LUN) を選択します。サポートされる LUN 数は、
アレイタイプとオペレーティングシステムによって異なります。

表 4-32 「マッピング済みボリュームとスナップショット」ページ

フィールド 内容

名前 ボリューム名です。

タイプ ボリュームのタイプです。ボリュームまたはスナップショットにな
ります。

LUN このボリュームに関連付けられている論理ユニット番号 (LUN) で
す。

マッピング方法 ホストグループのマッピング方法です。デフォルトのストレージド
メインまたはライセンスされたストレージドメインになります。

表 4-33 「新規ホストグループ」ページ

フィールド 説明

新規ホストグループ

表 4-31 「ホストグループのマッピング」 ページ (続き)

フィールド 説明
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名前 新しいホストグループ名を指定します。最大 30 文字で、A - Z、a - z 
および下線 (_) を使用できます。空白は使用できません。

メンバーホストの選
択

ホスト 新しいホストグループに含まれる、使用可能なホストの名前をダブ
ルクリックします。「すべて追加」をクリックすると、ストレージ
アレイに定義されているすべてのホストがホストグループに追加さ
れます。

表 4-33 「新規ホストグループ」ページ (続き)

フィールド 説明
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ストレージドメインの構成
この節では、ストレージドメインの構成について説明します。項目は、次のとおりで
す。

■ 167 ページの「ストレージドメインについて」

■ 168 ページの「ストレージドメインの作成準備」

■ 169 ページの「ストレージドメインの作成方法の決定」

■ 170 ページの「ストレージドメイン機能の設定 (有効)」

■ 171 ページの「マッピング機能について」

■ 172 ページの「ページおよびフィールドの説明」

ストレージドメインについて
ストレージパーティションと呼ばれることもあるストレージドメインは、ストレージ
の分割に使用される論理エンティティーです。ボリュームの作成後にストレージドメ
インを作成するには、ストレージアレイにアクセスする 1 つのホストまたはホストの
集合 (ホストグループ) を定義する必要があります。次に、ボリュームと論理ユニッ
ト番号 (LUN) のマッピングを定義する必要があります。このマッピングによって、
ストレージアレイ内の特定のボリュームにアクセスするホストまたはホストグループ
を指定できます。ストレージドメインは、選択したホストまたはホストグループだけ
が、割り当てられた LUN で特定のボリュームにアクセスできることを指定します。

ストレージドメインがホストグループにマッピングされたボリュームから構成されて
いる場合、異なるオペレーティングシステムのホスト (異機種ホスト) がストレージ
ボリュームに共有アクセスできます。ホストグループ内のホストは、別のボリューム
へ個別にマッピングできます。

ストレージドメインは最大 256 のボリュームを含むことができます。ボリュームは 1 
つのストレージドメインだけに属すことができ、0 - 255 の各 LUN は 1 つのストレー
ジドメインで 1 つだけ使用できます。

注: すべてのオペレーティングシステムが最大 256 の LUN ID をサポートしているわ
けではありません。詳細は、使用しているオペレーティングシステムのマニュアルを
参照してください。

デフォルトのストレージドメインには、次のものが含まれます。

■ 明示的にボリュームへマッピングされていないすべてのホストグループとホスト 

■ デフォルトのボリュームと LUN のマッピングが割り当てられているすべてのボ
リューム 

■ 自動的に検出されたすべてのイニシエータ
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デフォルトのストレージドメイン内のすべてのボリュームは、そのストレージドメイ
ン内のすべてのホストおよびホストグループからアクセスできます。

デフォルトストレージドメイン内のホストまたはホストグループとボリュームに、明
示的なボリュームと LUN のマッピングを作成すると、管理ソフトウェアが指定され
たホストまたはホストグループとボリュームをデフォルトのストレージドメインから
削除し、新しく別のストレージドメインを作成します。

表 4-34 に、サポートされている各アレイモデルにデフォルトで用意されているドメ
インの数を示します。

追加のストレージドメインをサポートするためのライセンスを購入できます。

ストレージドメインの作成準備
ストレージドメインは、ボリュームまたはスナップショットをホストまたはホストグ
ループに明示的にマッピングして作成します。ストレージドメインを作成するには、
その前に次の作業を実行する必要があります。

1. 1 つまたは複数のホストを作成します。

2. 各ホスト用に 1 つまたは複数のイニシエータを作成します。

表 4-34 ドメインのサポート

アレイのモデル デフォルトで用意されているドメイン

Sun Storage 6180 アレイ デフォルトのドメイン 1 つ

Sun Storage 6580 アレイ デフォルトのドメイン 1 つ

Sun Storage 6780 アレイ デフォルトのドメイン 1 つ

Sun Storage 2530-M2 および 2540-
M2 アレイ

デフォルトのドメイン 1 つとストレージドメイン 2 つ

Sun StorEdge 6130 アレイ デフォルトのドメイン 1 つとストレージドメイン 8 つ

StorageTek 6140 アレイ デフォルトのドメイン 1 つ

StorageTek 6540 アレイ デフォルトのドメイン 1 つ

StorageTek 2510、2530、2540 アレ
イ

デフォルトのドメイン 1 つとストレージドメイン 2 つ

StorageTek FLX240 アレイ デフォルトのドメイン 1 つ

StorageTek FLX280 アレイ デフォルトのドメイン 1 つ

StorageTek FLX380 アレイ デフォルトのドメイン 1 つ
168 Sun Storage Common Array Manager 管理ガイド • 2011 年 12 月



ストレージドメインに含まれるホストは、個別のホストでも、ホストグループの
メンバーでも、1 つ以上のイニシエータに関連付けられていればストレージボ
リュームにアクセスできます。

3. 必要に応じてホストグループを作成し、1 つ以上のホストを追加します。

4. 1 つまたは複数のボリュームを作成します。

ストレージドメインの作成方法の決定
ストレージドメインを作成する方法はいくつかあります。

■ 標準のボリュームまたはスナップショットの作成過程で作成 

ボリュームまたはスナップショットを作成するときに、ウィザードは、ボリュー
ムのマッピングをすぐに行うかあとで行うかを問い合わせます。

ボリュームをデフォルトのストレージドメイン、あるいはホストまたは作成済み
のホストにマッピングすることで、このときにストレージドメインを作成してく
ださい。

■ ストレージアレイ全体をボリュームに構成したあとに作成 

■ 「マッピングの概要」ページから、「新しいマッピングを作成」ウィザードを
起動します。

既存のボリュームまたはスナップショットにマッピングする場合は、ウィザー
ドを使用してストレージドメインを作成し、論理ユニット番号 (LUN) を割り当
て、ボリュームまたはスナップショットをマッピングする既存のホストまたは
ホストグループを選択します。

■ 「ボリュームの概要」ページまたは「ボリュームの詳細」ページで、「マッピ
ング」をクリックすることによって、既存のホストまたはホストグループにそ
のボリュームをマッピングできます。

既存の標準ボリュームを既存のホストまたはホストグループにマッピングする
場合は、「ボリュームの概要」ページでストレージドメインを作成します。ボ
リュームの詳細の確認後にボリュームをマッピングまたは再マッピングするに
は、「ボリュームの詳細」ページを使用します。

■ 「ホストの詳細」または「ホストグループの詳細」ページで「マッピング」を
クリックすると、ホストまたはホストグループを既存のボリュームにマッピン
グできます。

いくつかの標準ボリュームまたはスナップショットボリュームを 1 つのホスト
またはホストグループにマッピングする場合は、「ホストの詳細」ページまた
は「ホストグループの詳細」ページを使用します。
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■ 「スナップショットの概要」ページまたは「スナップショットの詳細」ページ
で、「マッピング」をクリックすることによって、既存のホストまたはホスト
グループにスナップショットをマッピングできます。

既存のスナップショットボリュームを既存のホストまたはホストグループに
マッピングするには、「スナップショットの概要」ページまたは「スナップ
ショットの詳細」ページでストレージドメインを作成します。スナップショッ
トボリュームの詳細の確認後にスナップショットボリュームをマッピングまた
は再マッピングするには、「スナップショットの詳細」ページを使用します。

ストレージドメイン機能の設定 (有効)
Sun ストレージドメインは、上級機能です。アレイによってライセンスの数が異なり
ます。適切なライセンスを取得することにより、構成可能なストレージドメインの数
を決定できます。ドメインまたはその他の上級機能のライセンスについては、セール
ススタッフにお問い合わせください。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画から、追加のストレージドメインを有効にするアレイを展開
します。

3. 「管理」を展開し、「ライセンス」を選択します。

「ライセンス利用可能な機能の概要」ページが表示されます。

4. 「ライセンスを追加」をクリックします。

「ライセンスの追加」ページが表示されます。

5. 「ライセンスのタイプ」メニューで、購入したストレージドメインライセンスの
タイプを選択します。

6. バージョン番号とキーダイジェストを入力して、「了解」をクリックします。

処理が正常に行われたことを示すメッセージが表示され、「ライセンス利用可能
な機能の概要」ページが最新情報で表示されます。
170 Sun Storage Common Array Manager 管理ガイド • 2011 年 12 月



マッピング機能について
管理ソフトウェアを使用して、「マッピングの概要」ページでマッピングを管理でき
ます。一方で、ほかの場所からも特定のマッピング機能を実行したり、マッピングを
表示したりできます。

表 4-35 は、マッピング操作を実行できる場所を示しています。

アレイのすべてのマッピングの表示

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画ですべてのマッピングを表示するアレイを展開し、「マッピ
ング」を選択します。

「マッピングの概要」ページに選択したアレイのすべてのマッピングが一覧表示
されます。

表 4-35 マッピングのマトリックス

マッピングまたは
マッピング解除
オブジェクト

マッピングまたは
マッピング解除の起点 マッピングを行う場所

ボリューム ホストまたは
ホストグループ

「ボリュームのマッピング」ページ

「マッピングの概要」ページ

スナップショット ホストまたは
ホストグループ

「スナップショットのマッピング」ページ

「マッピングの概要」ページ

ホスト ボリュームまたは
スナップショット

「ホストのマッピング」ページ

「マッピングの概要」ページ

ホストグループ ボリュームまたは
スナップショット

「ホストグループのマッピング」ページ

「マッピングの概要」ページ
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マッピングの作成

管理ソフトウェアを使用して、「マッピングの概要」ページで、ボリュームまたはス
ナップショットをホストまたはホストグループにマッピングできます。また、次の場
所から特定のマッピングを実行できます。

■ 「ボリュームの概要」ページ

■ 「スナップショットの概要」 ページ

■ 「ホストグループの概要」ページ

■ 「ホストの概要」ページ

ボリュームまたはスナップショットのホストまたはホストグループへのマッピングの
過程で、ストレージドメインが作成されます。

ボリュームまたはスナップショットのホストまたはホストグループへのマッピング
は、次の手順で行います。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画でマッピングを作成するアレイを展開し、「マッピング」を
選択します。

「マッピングの概要」ページに選択したアレイのすべてのマッピングが一覧表示
されます。

3. 「新規」をクリックします。

「新しいマッピングを作成」ウィザードが表示されます。

4. ウィザードの手順に従います。

詳細については、ウィザードの「ヘルプ」タブをクリックしてください。

ページおよびフィールドの説明
「ストレージドメインの構成」セクションに関連するブラウザインタフェースのペー
ジおよびフィールドについては、次の項で説明します。

「マッピングの概要」ページ

このページでは、アレイのすべてのマッピングを表示できます。
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アクセスボリュームは LUN 31 にマッピングされ、「マッピングの概要」ページにの
み表示されます。これは、帯域内管理ソフトウェアとストレージアレイ間の通信のた
め、Sun Storage 6180/6580/6780 アレイ、Sun Storage 2530-M2/2540-M2 アレイ、
および StorageTek 6140/6540/2510/2530/2540 アレイ上に作成されます。

表 4-36 では、「マッピングの概要」ページのフィールドについて説明します。

表 4-36 「マッピングの概要」のフィールド

フィールド 説明

新規 / 削除 「新規」をクリックすると「新しいマッピングを作成」ウィザード
が起動し、ホストまたはホストグループからボリュームまたはス
ナップショットをマッピングできます。「削除」をクリックする
と、マッピングを解除できます。

ボリューム名 ボリュームまたはスナップショットの名前です。

優先コントローラ マッピング用の優先コントローラ。

LUN ボリュームまたはスナップショットに割り当てられた論理ユニット
番号 (LUN) です。

マッピング先 ボリュームまたはスナップショットのマッピング先となるホストま
たはホストグループの名前です。

タイプ ボリュームのマッピング先のオブジェクトのタイプです。有効な値
は次のとおりです。

• ホスト 
• ホストグループ

• デフォルトのストレージドメイン

アクセス権 指定されたボリュームに割り当てられたアクセス権です。有効な値
は次のとおりです。

• 読み取り

• 読み取り、書き込み

• 不明 (ボリュームコピーの実行中に表示される)
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トレイとディスクドライブの管理
この節では、ストレージトレイとディスクドライブの管理について説明します。項目
は、次のとおりです。

■ 174 ページの「トレイとディスクドライブについて」

■ 177 ページの「ドライブタイプ別にストレージの使用状況を表示する」

■ 178 ページの「コントローラの一般情報の表示」

■ 178 ページの「コントローラのパフォーマンス統計の表示」

■ 178 ページの「コントローラの通信テスト」

■ 179 ページの「ポート情報の表示」

■ 179 ページの「トレイ情報の表示」

■ 180 ページの「ディスク情報の表示」

■ 181 ページの「ホットスペアドライブの管理」

■ 183 ページの「ページおよびフィールドの説明」

トレイとディスクドライブについて
ストレージトレイは、RAID (Redundant Array of Independent Disks) コントローラ
があるかどうかに従って区別されます。

■ コントローラトレイには 2 つの RAID (Redundant Array of Independent Disks) 
コントローラが搭載され、独立して動作し、データおよび管理パスのフェイル
オーバー機能を提供します。コントローラトレイは、RAID 機能性とキャッシング
を提供します。Sun Storage 6180、6580、6780 アレイ、Sun Storage 2500-M2 およ
び 2540-M2 アレイ、StorageTek 6140、FLX240、FLX280、2510、2530、2540 アレ
イ、および StorEdge 6130 アレイの各コントローラトレイは、ディスクストレー
ジも提供します。StorageTek 6540 アレイと FLX380 アレイのディスクストレージ
は、拡張トレイによってのみ提供されます。

■ 拡張トレイは、ディスクのみを備え、コントローラは装備していないストレージ
トレイです。拡張トレイは、コントローラトレイに直接接続され、独立して動作
することはできません。
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表 4-37 は、1 つのアレイに対してサポートされているディスクドライブの数を示し
ています。

表 4-37 サポートされているディスクドライブの数

アレイ 

ディスクド
ライブ (また
は FMod) の
最小数

ディスクドラ
イブ (または 
FMod) の最大
数

キャビネットあ
たりのトレイの
最大数

キャビネットあ
たりのディスク
ドライブの最大
数

Sun Storage 2540-M2 
および 2530-M2 アレ
イ

5 12 4 (コントローラ
トレイ 1 台と拡
張トレイ 3 台)

48

Sun Storage 6180 アレ
イ

5 16 7 112

Sun Storage F5100 フ
ラッシュアレイ

20 (FMod) 80 (FMod) 構成の詳細については、Sun 
Storage F5100 フラッシュアレイの
インストールマニュアルを参照し
てください。

StorageTek 6140 アレ
イ

5 16 7 112

Sun StorEdge 6130 ア
レイ

5 14 8 112

StorageTek 6540 アレ
イ

5 16 14 224

Sun Storage 6580 アレ
イ

5 16 14 224

Sun Storage 6780 アレ
イ

5 16 14 224

StorageTek 2510、
2530、2540 アレイ

5 12 4 48

StorageTek FLX240 ア
レイ

3 14 8 112

StorageTek FLX280 ア
レイ

6 14 8 (出荷時にキャ
ビネットに設置
できる最大数)
12 (キャビネッ
トに設置できる
最大数)

224 (コントロー
ラあたり)
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ドライブを取り付けると、ドライブとドライブスロット名が自動的に設定されます。
ディスクドライブは左から右へ 1 から順に番号が付けられます。

StorageTek 6140 アレイおよび StorageTek FLX380 アレイの場合、4G バイトまたは 
2G バイトファイバチャネル (FC)、または SATA (Serial Advanced Technology 
Attachment) のどちらの方式のディスクドライブでも使用できます。同じトレイに異
なるドライブタイプを混在させることもできますが、最適なパフォーマンスのために
は、トレイ内のすべてのディスクドライブを同じタイプにすることをお勧めします。

StorageTek FLX240 アレイおよび StorageTek FLX280 アレイの場合、1G バイトまた
は 2G バイトファイバチャネル (FC)、または SATA (Serial Advanced Technology 
Attachment) のどちらの方式のディスクドライブでも使用できます。同じトレイに異
なるドライブタイプを混在させることもできますが、最適なパフォーマンスのために
は、トレイ内のすべてのディスクドライブを同じタイプにすることをお勧めします。

Sun StorEdge 6130、StorageTek 6540、Sun Storage 6580、6780 の各アレイの場合、
2G バイトファイバチャネル (FC) または SATA (Serial Advanced Technology 
Attachment) 方式のディスクドライブを使用できます。ただし、同じトレイ内のすべ
てのディスクドライブは同じタイプである必要があります。

StorageTek 2510、2530、2540 アレイでは、SAS (Serial Attached SCSI) ディスクドラ
イブが使用できます。

Sun Storage 6580 アレイおよび 6780 アレイは、73G バイトおよび 300G バイト容量
の両方で、上級機能として SSD (solid state drive) をサポートしています。SSD は、
FC ドライブや SATA ドライブと同じトレイに、アレイ 1 つあたり最大 20 個まで取
り付けできます。仮想ディスクを構成する場合、仮想ディスクにはすべてのハード
ディスクまたはすべての SSD を含める必要があるため、ハードディスクと SSD を混
在させることはできません。

注: サポートされるドライブタイプの完全な一覧については、使用しているアレイの
『ご使用にあたって』を参照してください。

StorageTek FLX380 ア
レイ

6 14 8 (出荷時にキャ
ビネットに設置
できる最大数)
12 (キャビネッ
トに設置できる
最大数)

224 (コントロー
ラあたり)

表 4-37 サポートされているディスクドライブの数 (続き)

アレイ 

ディスクド
ライブ (また
は FMod) の
最小数

ディスクドラ
イブ (または 
FMod) の最大
数

キャビネットあ
たりのトレイの
最大数

キャビネットあ
たりのディスク
ドライブの最大
数
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ディスクドライブのそのほかの特性を、表 4-38 に示します。

ドライブタイプ別にストレージの使用状
況を表示する
ディスクドライブのタイプ別にストレージの使用状況を表示するには、次の手順を行
います。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で、ストレージの使用状況を表示するアレイを選択します。

「ストレージの使用状況」ページが表示されます。

表 4-38 ディスクドライブの特徴

機能 説明

混合ドライブサイズ 可能ですが推奨しません。1 つのストレージトレイ内にサイズ
が異なるドライブが混在する場合は、ボリュームで使用される
すべてのドライブが最小サイズのドライブとして扱われます。
たとえば、36G バイトと 146G バイトのドライブのあるボ
リュームでは、第 2 ドライブの 36G バイトのみが使用されま
す。ドライブのサイズが混在した状態でシステムが動作してい
る場合、ホットスペアは、トレイ内の最大サイズのドライブの
サイズにする必要があります。

アレイホットスペア アレイ構成内のすべてのトレイのすべての仮想ディスクのスペ
アとして使用可能です。
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コントローラの一般情報の表示
コントローラの一般情報の表示は、次の手順で行います。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開します。

3. 「物理デバイス」を展開し、「コントローラ」を選択します。

「コントローラの概要」ページが表示されます。

コントローラのパフォーマンス統計の表
示
コントローラのパフォーマンス統計の表示は、次の手順で行います。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開します。

3. 「物理デバイス」を展開し、「コントローラ」を選択します。

「コントローラの概要」ページが表示されます。

4. 「パフォーマンス統計の表示」をクリックします。

「パフォーマンス統計の概要 - コントローラ」ページが表示されます。

コントローラの通信テスト
管理ホストがアレイ上の特定のコントローラに直接 Ethernet 接続しているかどうか
を確認できます。

管理ホストとアレイコントローラ間の通信テストは、次の手順で行います。
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1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開します。

3. 「物理デバイス」を展開し、「コントローラ」を選択します。

「コントローラの概要」ページが表示されます。

4. 「通信テスト」をクリックします。

コントローラ、Ethernet ポート、IP アドレス、およびアレイでの通信テストの成
功、または失敗を示す情報メッセージが表示されます。

ポート情報の表示
ポートに関する概要や詳細な情報を表示できます。

ポートに関する情報の表示は、次の手順で行います。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開します。

3. 「物理デバイス」を展開し、「ポート」を選択します。

「ポートの概要」ページが表示されます。

4. ポート名をクリックして、そのポートに関する詳細情報を表示します。

選択したポートの「ポートの詳細」ページが表示されます。

トレイ情報の表示
既存のストレージトレイに関する概要および詳細な情報を表示できます。各トレイに
関連付けられたディスクに関する概要情報も表示できます。

トレイに関する情報の表示は、次の手順で行います。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。
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ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開します。

3. 「物理デバイス」を展開し、「トレイ」を選択します。

「トレイの概要」ページが表示されます。

4. トレイ名をクリックして、そのトレイに関する詳細情報を表示します。

選択したトレイの「トレイの詳細」ページが表示されます。

5. 「関連情報」を表示し、任意の項目をクリックすると、選択したトレイに関連付
けられた追加情報が表示されます。

選択した項目の「概要」ページが表示されます。

ディスク情報の表示
既存のディスクに関する概要および詳細な情報を表示できます。

ディスクに関する情報の表示は、次の手順で行います。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開します。

3. 「物理デバイス」を展開し、「ディスク」を選択します。

「ディスクの概要」ページが表示されます。

4. ディスク名をクリックして、そのディスクに関する詳細情報を表示します。

選択したディスクの「ディスクの概要」ページが表示されます。

5. 「関連情報」を表示し、任意の項目をクリックすると、選択したディスクに関す
る追加情報が表示されます。

選択した項目の「概要」ページが表示されます。
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ホットスペアドライブの管理
この節では、ホットスペアドライブの管理について説明します。次の項目がありま
す。

■ 181 ページの「ホットスペアドライブについて」

■ 182 ページの「ホットスペアの計画」

■ 182 ページの「手動でのホットスペアの割り当て、割り当て解除」

■ 183 ページの「自動でのホットスペアの割り当て、割り当て解除」

ホットスペアドライブについて

ホットスペアはデータを含まないディスクドライブで、RAID-1、RAID-3、RAID-5 
のボリュームでドライブに障害が起きた場合に備えてストレージアレイで待機する役
割を持っています。ホットスペアは、ストレージアレイに別の冗長性レベルを加えま
す。サポートされているホットスペアの数は、ファームウェアバージョンおよびアレ
イモデルによって異なります。

■ ファームウェア version 07.10.nn.nn 以前を実行している 6130 の場合は 15 です。

■ ファームウェア version 07.10.nn.nn 以前または 07.15.nn.nn 以降を実行している 
6140 および 6540 の場合は 15 です。

■ ファームウェア version 07.10.nn.nn 以前または 07.35.nn.nn 以降を実行している 
2500 シリーズアレイの場合は 15 です。

■ 6180、6580、および 6780 アレイの場合、制限はありません。

ディスクドライブに障害が生じたときにホットスペアが利用可能である場合、ホット
スペアは介入なく障害の生じたディスクドライブと自動的に置き換えられます。コン
トローラは、障害があるドライブからホットスペア上にデータを再構築するために冗
長データを使用します。障害のあるディスクドライブを物理的に交換した場合、ホッ
トスペアのデータは交換後のドライブにコピーされます。このことをコピーバックと
いいます。

ホットスペアがない場合も、ストレージアレイの操作中に障害のあるディスクドライ
ブを交換することができます。ディスクドライブが、RAID-1、RAID-3、RAID-5 ボ
リュームグループの一部である場合は、コントローラは、障害があるドライブから交
換後のディスクドライブ上にデータを再構築するために冗長データを使用します。こ
のことを再構築といいます。
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ホットスペアの計画

ディスクドライブが次の基準を満たしている場合のみホットスペアに割り当てること
ができます。

■ ホットスペアはストレージアレイ上の最大容量のディスクに等しいかそれ以上の
容量を持っている。ホットスペアの容量が障害のある物理ディスクライブよりも
小さい場合、ホットスペアは障害のある物理ディスクドライブからデータを再構
築できません。

■ ホットスペアは、障害がある物理ディスクドライブと同じ物理ディスクドライブ
のタイプである。たとえば、SATA のホットスペアは、ファイバチャネル物理
ディスクドライブに置き換えることはできません。

■ ディスクドライブに役割が割り当てられておらず、「状態」が「有効」、「ス
テータス」が「良好」である。

個々のディスクドライブの情報は、「ディスクの概要」ページで参照することができ
ます。

手動でのホットスペアの割り当て、割り当て解除

手動でのホットスペアの割り当て、割り当て解除は、次の手順で行います。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開します。

3. 「物理デバイス」を展開し、「ディスク」を選択します。

「ディスクの概要」ページが表示されます。

4. ホットスペアドライブとして割り当て、または割り当て解除するディスクドライ
ブを選択します。

5. 次のいずれかを行います。

■ ホットスペアとして選択したディスクを割り当てるには、「ホットスペアの割
り当て」をクリックします。

■ ホットスペアとして選択したディスクの割り当てを解除するには、「ホットス
ペアの割り当て解除」をクリックします。

「ディスクの概要」ページが最新情報で表示されます。
182 Sun Storage Common Array Manager 管理ガイド • 2011 年 12 月



自動でのホットスペアの割り当て、割り当て解除

管理ソフトウェアによってホットスペアを割り当てる場合は、アレイ内でのすべての
トレイにわたってスペア要求を均衡させ、ホットスペアドライブが同じトレイ内のほ
かのディスクと同じタイプであることが確認されます。また、ディスクドライブへの
割り当てがないこと、有効であること、良好な状態であることが確認されます。

管理ソフトウェアによるホットスペアの割り当て、割り当て解除は、次の手順で行い
ます。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で、ホットスペアを割り当てるアレイを展開します。

3. 「管理」を選択します。

「管理」ページが表示されます。

4. 「ホットスペア」フィールドで、該当のアレイに割り当てるホットスペアの数 (0 
から 15 の範囲) を選択します。

5. 「了解」をクリックします。

管理ソフトウェアによって、指定された数のホットスペアの割り当てまたは割り
当て解除が実行され、アレイ内でトレイ間のスペア要求の均衡が保たれます。

ページおよびフィールドの説明
「トレイとディスクドライブの管理」セクションに関連するブラウザインタフェース
のページおよびフィールドについては、次の項で説明します。

■ 184 ページの「「コントローラの概要」ページ」

■ 186 ページの「「ディスクの詳細」ページ」

■ 189 ページの「「ディスクの概要」ページ」

■ 191 ページの「「パフォーマンス統計 - コントローラの詳細」 ページ」

■ 192 ページの「「パフォーマンス統計の概要 - コントローラ」 ページ」

■ 192 ページの「「ポートの詳細」ページ」

■ 195 ページの「「ポートの概要」ページ」

■ 195 ページの「「ストレージの使用状況」ページ」

■ 197 ページの「「トレイの詳細」ページ」

■ 198 ページの「「トレイの概要」ページ」
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「コントローラの概要」ページ

このページには、現在のコントローラ構成に関する情報が表示されます。

表 4-39 では、「コントローラの概要」ページのフィールドについて説明します。

表 4-39 「コントローラの概要」ページ

フィールド 内容

パフォーマンス統計
の表示

クリックすると、選択されたコントローラのパフォーマンス統計が
表示されます。

コントローラの
リセット

クリックすると、コントローラがリセットされます。

通信テスト クリックすると、管理ホストとアレイ間の通信がテストされます。

名前 コントローラの名前です。

ID コントローラを識別する英数文字列です。たとえば、
Tray.85.Controller.A のようになります。

モード コントローラの現在のモード。アクティブか非アクティブです。

休止中 コントローラが休止中かどうかを示します。省電力のために動作速
度を落とすか、使用可能ではあるものの、そのリソースの 1 つを非
アクティブにします。

ステータス コントローラの現在のステータスです。

ドライブのインタ
フェース

アレイドライブのインタフェースタイプです。FC (Fibre Channel)、
SATA (Serial Advanced Technology Attachment)、または SAS 
(Serial Attached SCSI)。

キャッシュメモリー 
(M バイト)

メガバイト単位でキャッシュメモリーの現在のサイズを示します。

メーカー コントローラのメーカーを示します。

シリアル番号 コントローラのシリアル番号を示します。

ホストボードのタイ
プ

このコントローラがある場所のボードのタイプを示します。

注: このフィールドは、バージョン 06.16.xx.xx より前のファーム
ウェアが動作している場合は表示されません。

ホストボードの
ステータス

ホストボードのステータスです。
注: このフィールドは、バージョン 06.16.xx.xx より前のファーム
ウェアが動作している場合は表示されません。

Ethernet ポート X Ethernet ポートの構成です。個別のオプションは次で説明します。
注: 次の Ethernet ポートオプションの一部は、使用しているアレイ
モデルに該当しないことがあります。
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DHCP/BOOTP を有
効

DHCP/BOOTP を有効にしてネットワークでのポート指定を行う場
合は、このラジオボタンをクリックします。ポートを手動で指定す
る場合は、「ネットワーク構成の指定」ラジオボタンをクリックし
ます。

ネットワーク構成の
指定

このポートを手動で指定する場合は、このラジオボタンをクリック
して、次の値をドット形式の 10 進表記で入力します。

• アレイの IP アドレス

• ゲートウェイアドレス

• ネットマスク

ゲートウェイアドレスは Ethernet ポート 1 と Ethernet ポート 2 の両
方に適用されます。

IPv4 サポートを有効
にする

チェックボックスをチェックして IPv4 サポートを有効にします。
IPv4 または IPv6 のいずれかを有効にする必要があります。両方を同
時に有効にすることもできますが、同時に無効にすることはできま
せん。

IPv4 を有効にしたあと、DHCP/BOOTP を有効にしてネットワーク
でのポート指定を行う場合は、「DHCP/BOOTP を有効」ラジオボ
タンをクリックします。ポートを手動で指定する場合は、「ネット
ワーク構成の指定」ラジオボタンをクリックします。

「ネットワーク構成の指定」を選択した場合は、次の情報をドット
形式の 10 進表記で入力します。

• アレイの IP アドレス

• ゲートウェイアドレス

• ネットマスク

ゲートウェイアドレスは Ethernet ポート 1 と Ethernet ポート 2 の両
方に適用されます。

表 4-39 「コントローラの概要」ページ (続き)

フィールド 内容
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「ディスクの詳細」ページ

このページには、選択されたディスクの詳細が表示されます。

表 4-40 では、「ディスクの詳細」ページのボタンとフィールドについて説明しま
す。

IPv6 サポートを有効
にする

チェックボックスをチェックして IPv6 サポートを有効にします。
IPv4 または IPv6 のいずれかを有効にする必要があります。両方を同
時に有効にすることもできますが、同時に無効にすることはできま
せん。

IPv6 を有効にしたあと、ソフトウェアを有効にしてポート指定を行
う場合は、「構成の自動取得」ラジオボタンをクリックします。
ポートを手動で指定する場合は、「ネットワーク構成の指定」ラジ
オボタンをクリックします。

「ネットワーク構成の指定」を選択した場合は、次の情報を IPv6 表
記で入力します。

• IP アドレス - ローカル IP アドレス 
• ルータブル IP アドレス - ネットワークの一意のアドレス。

• ルーター IP アドレス - 使用しているホストが物理的に接続されて
いるルーターの IP アドレス。ルーターの IP アドレスにより、異
なるネットワークにあるホストとの通信が可能になります。

注: IPv6 表記で値を入力するとき、各ブロックの先頭のゼロは省略で
きます。たとえば、fe80:0000:0000:0000:020c:29ff:fe78:9644 と 
fe80:0000:0000:0000:20c:29ff:fe78:9644 は同じアドレスです。連続す
る 4 つのゼロはダブルコロンに置き換えることができます。たとえ
ば、fe80::020c:29ff:fe78:9644 と fe80::20c:29ff:fe78:9644 は同じアドレ
スです。

仮想 LAN サポート チェックボックスをチェックして仮想 LAN (VLAN) サポートを有効
にします。VLAN サポートを有効にすると、論理ネットワークは、
同一のスイッチまたはルータ、あるいはその両方によってサポート
されているほかの物理 LAN や仮想 LAN に対して物理的に別のネッ
トワークであるかのように動作します。

VLAN ID を 1 から 4096 の範囲で指定します。

Ethernet の優先順位 チェックボックスをチェックして、Ethernet の優先順位を有効にし
ます。かつ、0 から 7 の範囲で値を入力します。

ポート速度/二重モー
ド: 自動ネゴシエー
ション

Sun Storage Common Array Manager を有効にしてポートの速度を
設定する場合は、「自動ネゴシエーションの有効化」をクリックし
ます。ポート速度と二重モードをドロップダウンメニューから手動
で選択する場合は、「ポート速度と二重モードの指定」をクリック
します。

表 4-39 「コントローラの概要」ページ (続き)

フィールド 内容
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注: 使用しているアレイモデルには該当しないフィールドもあります。

表 4-40 「ディスクの詳細」ページ

フィールド 内容

ホットスペアの割り
当て/割り当て解除

クリックすると、このディスクにホットスペアが割り当てられる、
または割り当て解除されます。

再活性化 クリックすると、ディスクの再活性化を行います。

注意: このオプションを選択する前に、My Oracle Support 
(https://support.oracle.com/) にお問い合わせください。
ディスクの再活性化はデータを消失する可能性がある操作であるた
め、サポート担当者の指揮の下で行うようにしてください。

仮想ディスクに関連付けられているボリュームで入出力操作が続い
ている間に不良ドライブの再活性化を行うと、データの妥当性検査
エラーが発生する可能性があります。

再構築 クリックすると、ディスクドライブを再構築できます。

注意: この作業は、サポート担当者の指揮の下でのみ実行してくださ
い。

初期化 クリックすると、ディスクドライブを初期化できます。

注意: この作業は、サポート担当者の指揮の下でのみ実行してくださ
い。

セキュリティー保護
消去

クリックすると、セキュリティー保護されたディスクドライブ
からデータが完全に消去されます。ディスクドライブが仮想ディス
クの一部である場合は、「セキュリティー保護消去」ボタンは使用
できません。

不良 クリックすると、ディスクドライブを不良状態にできます。

注意: この作業は、Oracle のカスタマサポートおよび技術サポート担
当者の指揮の下でのみ実行してください。

詳細

名前 ディスクの名前です。

ID コントローラを識別する英数文字列です。たとえば、
Tray.85.Controller.A のようになります。

アレイ このディスクに関連付けられているアレイです。

アレイタイプ アレイのモデル番号。

トレイ このディスクに関連付けられているトレイです。

スロット番号 ディスクドライブが取り付けられているトレイのスロットです。

役割 ディスクの役割です。

• アレイスペア

• データディスク

• 未割り当て
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ミラーディスク このディスクに関連付けられているミラーディスクです。

仮想ディスク このディスクに関連付けられている仮想ディスクです。

状態 ディスクの状態です。

• 有効

• 無効

• 代用

• なし

ステータス ディスクのステータスです。

• 不明

• 良好

• 不良

• 交換済み

• バイパス中

• 応答なし

• 取り外し済み

• 互換性なし

• 予測障害あり

容量 このディスクの総容量です。

タイプ ディスクのタイプです。「FC」、「SATA」、「SAS」、「SSD」、
または「任意」のいずれかです。

平均消去数 最大消去数の率です。平均消去率が 80 - 90 % の間に到達すると、ド
ライブを交換する必要があります。

残りのスペアブロッ
ク

SSD スペアブロックの残存率です。

速度 (RPM) ディスクの 1 分間の回転数 (RPM) です。

ファームウェア ディスクドライブのファームウェアバージョンです。

シリアル番号 このディスクのシリアル番号です。

ディスクの World 
Wide Name

このディスクの WWN (World Wide Name) です。

セキュリティー このディスクのセキュリティーステータス。

• なし: ディスクでデータ暗号化サービスがサポートされていませ
ん。

• 有効: このディスクではセキュリティーが有効化されています。

• 無効: このディスクではセキュリティーが有効化されていません。

• ロック: ディスクはロックされています。ロックを解除するにはパ
スフレーズが必要です。

表 4-40 「ディスクの詳細」ページ (続き)

フィールド 内容
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「ディスクの概要」ページ

このページには、すべてのディスクに関する情報が表示されます。ディスクをクリッ
クするとその詳細が表示されます。

表 4-41 では、「ディスクの概要」ページのフィールドについて説明します。

アレイのロックキー
の ID

ドライブの完全なセキュリティーキー。完全なキーには、ユーザー
によって付けられたアレイのロックキーの識別子、ストレージアレ
イの識別子、およびコントローラによって生成された識別子が含ま
れます。ドライブの完全なセキュリティーキーは次の場所の管理ホ
ストに格納されています。

• Solaris
/var/opt/SUNWsefms/lockKeys/<devicekey>.alk 
• Linux
/opt/sun/cam/private/fms/var/lockKeys/<devicekey>.alk
• Windows

<システムドライブ>/Program Files/Sun/Common Array 
Manager/Component/fms/var/lockKeys<devicekey>.alk 

ロックされたディス
ク

このドライブは、データ暗号化サービス対応で、セキュリティー保
護可能なドライブです。「真」は、このディスクがロックされ、読
み取りまたは書き込み動作を受け付けないことを示します。「偽」
は、ディスクがロックされていないことを示します。この機能の詳
細については、「データ暗号化サービスについて」を参照してくだ
さい。

関連情報 

ボリューム このディスクに関連付けられたボリュームの数です。

ディスクの健全性の
詳細

このディスクの健全性の詳細です。

表 4-41 「ディスクの概要」ページ

フィールド 内容

名前 ディスクの名前。

トレイ このディスクに関連付けられているトレイです。

表 4-40 「ディスクの詳細」ページ (続き)

フィールド 内容
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役割 ディスクの役割です。

• アレイスペア

• データディスク

• 未割り当て

状態 ディスクの状態です。

• 有効

• 無効

• 代用

• なし

ステータス ディスクのステータスです。

• 不明

• 良好

• 不良

• 交換済み

• バイパス中

• 応答なし

• 取り外し済み

• 互換性なし

• 予測障害あり

セキュリティー このディスクのセキュリティーステータス。

• なし: ディスクでデータ暗号化サービスがサポートされていませ
ん。

• 有効: このディスクではセキュリティーが有効化されています。

• 無効: このディスクではセキュリティーが有効化されていません。

• ロック: ディスクはロックされています。ロックを解除するにはパ
スフレーズが必要です。

容量 このディスクの総容量です。

タイプ ディスクのタイプです。「All」、「SCSI」、「FC」、「SAS」、
「SATA」、「SSD」です。

ファームウェア このディスクドライブのファームウェアバージョンです。

表 4-41 「ディスクの概要」ページ (続き)

フィールド 内容
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「パフォーマンス統計 - コントローラの詳細」
ページ

このページでは、選択したコントローラのパフォーマンス統計を表示できます。表示
されたパフォーマンス統計が収集された時刻を示すタイムスタンプに加えて、詳細な
統計情報が表示されます。

次の表では、「パフォーマンス統計 - コントローラの詳細」ページのフィールドにつ
いて説明します。

表 4-42 「パフォーマンス統計 - コントローラの詳細」ページ

フィールド 説明

合計 IOPS 1 秒あたりの入出力 (IOPS) 回数の合計です。

平均 IOPS 1 秒あたりの入出力 (IOPS) 回数の平均です。

読み取り率 着信データの読み取り率です。

書き込み率 発信データの送信率です。

総転送済みデータ 1 秒あたりのキロバイト単位で、処理されたデータの合計量を示しま
す。

読み取り 1 秒あたりのキロバイト単位で、読み取られた着信データの量を示し
ます。

平均読み取り 1 秒あたりのキロバイト単位で、読み取られた着信データの平均量を
示します。

ピーク読み取り 1 秒あたりのキロバイト単位で、読み取られた着信データのピーク量
を示します。

書き込み 1 秒あたりのキロバイト単位で、送信された発信データの量を示しま
す。

平均書き込み 1 秒あたりのキロバイト単位で、送信された発信データの平均量を示
します。

ピーク書き込み 1 秒あたりのキロバイト単位で、送信された発信データのピーク量を
示します。

平均読み取りサイズ バイト単位で、読み取られた着信データの平均量を示します。

平均書き込みサイズ バイト単位で、送信された発信データの平均量を示します。

キャッシュヒット率 パフォーマンス統計データの影響を受けているキャッシュ率です。
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「パフォーマンス統計の概要 - コントローラ」
ページ

このページでは、アレイコントローラのパフォーマンス統計を表示できます。

次の表では、「パフォーマンス統計の概要 - コントローラ」ページのフィールドにつ
いて説明します。

「ポートの詳細」ページ

このページには、選択したポートに関する詳細が表示されます。

表 4-43 「パフォーマンス統計の概要 - コントローラ」ページ

フィールド 説明

合計 IOPS 1 秒あたりの入出力 (IOPS) 回数の合計です。

平均 IOPS 1 秒あたりの入出力 (IOPS) 回数の平均です。

読み取り率 着信データの読み取り率です。

書き込み率 発信データの送信率です。

総転送済みデータ 1 秒あたりのキロバイト単位で、処理されたデータの合計量を示しま
す。

読み取り 1 秒あたりのキロバイト単位で、読み取られた着信データの量を示し
ます。

平均読み取り 1 秒あたりのキロバイト単位で、読み取られた着信データの平均量を
示します。

ピーク読み取り 1 秒あたりのキロバイト単位で、読み取られた着信データのピーク量
を示します。

書き込み 1 秒あたりのキロバイト単位で、送信された発信データの量を示しま
す。

平均書き込み 1 秒あたりのキロバイト単位で、送信された発信データの平均量を示
します。

ピーク書き込み 1 秒あたりのキロバイト単位で、送信された発信データのピーク量を
示します。

平均読み取りサイズ バイト単位で、読み取られた着信データの平均量を示します。

平均書き込みサイズ バイト単位で、送信された発信データの平均量を示します。

キャッシュヒット率 パフォーマンス統計データの影響を受けているキャッシュ率です。
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表 4-44 では、「ポートの詳細」ページのフィールドについて説明します。

注: アレイモデルによっては利用できないフィールドもあります。

表 4-44 「ポートの詳細」ページ

フィールド 内容

名前 ポートの名前です。

コントローラ このポートが存在するコントローラの名前です。

ポートの WWN コントローラポートの WWN (World Wide Name) です。

ノードの WWN コントローラノードの WWN (World Wide Name) です。

FC トポロジ FC のトポロジを示します。

• 不明

• ポイントツーポイント

• ファブリック 
• 調停ループ

• ファブリックループ

タイプ ポートのタイプです。「FC」、「SAS」、または「iSCSI」のいずれ
かです。

速度 1 秒あたりのギガバイト数でポートの速度を示します。

最大速度 1 秒あたりのギガバイト数で最大速度を示します。

現在のループ ID 現在のループの識別子を示します。

優先ループ ID 優先ループの識別子を示します。0 以上 125 以下、「該当なし」、ま
たは「任意」のいずれかです。

チャネル番号 現在のチャネル番号です。

別チャネルとの結合
チャネル

チャネルが別のチャネルと結合されているかどうかを示します。

リンクのステータス ポートが使用可能または使用不可のどちらの状態であるかを示しま
す。

待機中のポート コントローラが iSCSI イニシエータからの iSCSI ログインを待機す
るために使用する TCP ポート番号です。デフォルトのポート番号は 
3260 です。あるいは、49152 から 65535 の範囲で指定します。

MTU (Maximum 
Transmission Unit)

一度に送信されるフレームごとの最大バイト数です。デフォルトの
ポート番号は 1500 です。あるいは、1501 から 9000 の範囲で指定し
ます。これによってジャンボフレームサポートを有効にできます。

IPv4 構成 (iSCSI のみ)
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IPv4 サポートを有効
にする

チェックボックスをチェックして IPv4 サポートを有効にします。
IPv4 または IPv6 のいずれかを有効にする必要があります。両方を同
時に有効にすることもできますが、同時に無効にすることはできま
せん。

IP アドレス DHCP を有効にしてネットワークでのポート指定を行う場合は、
「DHCP を使用」ラジオボタンをクリックします。DHCP を使用し
ない場合は、「手動で構成」ラジオボタンをクリックし、ポートの 
IP アドレス、サブネットマスク、およびゲートウェイの値をドット
形式の 10 進表記で入力します。

仮想 LAN サポート チェックボックスをチェックして仮想 LAN (VLAN) サポートを有効
にします。VLAN サポートを有効にすると、論理ネットワークは、
同一のスイッチまたはルータ、あるいはその両方によってサポート
されているほかの物理 LAN や仮想 LAN に対して物理的に別のネッ
トワークであるかのように動作します。

VLAN ID を 1 から 4096 の範囲で指定します。

Ethernet の優先順位 チェックボックスをチェックして、Ethernet の優先順位を有効にし
ます。かつ、0 から 7 の範囲で値を入力します。

IPv6 構成 (Sun Storage 6180、6580、6780 アレイ、StorageTek 6140、6540、FLX380、
2510、2530、2540 アレイのみ)

IPv6 サポートを有効
にする

チェックボックスをチェックして IPv6 サポートを有効にします。
IPv4 または IPv6 のいずれかを有効にする必要があります。両方を同
時に有効にすることもできますが、同時に無効にすることはできま
せん。

IP アドレス ドット形式の 10 進表記のポートの IP アドレスです。ソフトウェア
を有効にしてネットワークでのポート指定を行う場合は、「自動的
に取得」ラジオボタンをクリックします。CAM を使用しない場合
は、「手動で構成」をクリックし、IPv6 のコロン表記で値を入力し
ます。

• IP アドレス

• ルータブル IP アドレス #1
• ルータブル IP アドレス #2
• ルーター IP アドレス

仮想 LAN サポート チェックボックスをチェックして仮想 LAN (VLAN) サポートを有効
にします。VLAN サポートを有効にすると、論理ネットワークは、
同一のスイッチまたはルータ、あるいはその両方によってサポート
されているほかの物理 LAN や仮想 LAN に対して物理的に別のネッ
トワークであるかのように動作します。

VLAN ID を 1 から 4096 の範囲で指定します。

Ethernet の優先順位 チェックボックスをチェックして、Ethernet の優先順位を有効にし
ます。かつ、0 から 7 の範囲で値を入力します。

表 4-44 「ポートの詳細」ページ (続き)

フィールド 内容
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「ポートの概要」ページ

このページには、すべてのポートに関する情報が表示されます。

表 4-45 では、「ポートの概要」ページのフィールドについて説明します。

「ストレージの使用状況」ページ

このページには、このアレイで使用されているストレージの概要が、円グラフおよび
表形式の両方で表示されます。

円グラフには、ストレージの使用容量がディスクドライブのタイプ別に表示されま
す。「FC」、「SATA」、「SAS」、「FMod」、「未割り当て」(ゾーン外のディス
ク) のいずれかです。

表 4-46 では、「ストレージの使用状況」ページのボタンとフィールドについて説明
します。

表 4-45 「ポートの概要」ページ

フィールド 内容

名前 ポートの名前です。

コントローラ このポートが存在するコントローラの名前です。

リンクのステータス ポートが使用可能または使用不可のどちらの状態であるかを示しま
す。「動作中」は使用可能、「停止」は使用不可です。

タイプ ポートのタイプです。「FC」または「SAS」。

速度 1 秒あたりのギガバイト数でポートの速度を示します。

一意の識別子 ポートの MAC アドレスです。

IP アドレス ドット形式の 10 進表記のポートの IP アドレスです。

表 4-46 「ストレージの使用状況」ページ

フィールド 説明

キー 円グラフに表示される、ディスクドライブのタイプに対応する色分
けのキー。

タイプ ディスクドライブのタイプを示します。「FC」、「SATA」、
「SAS」、「SSD」、「FMod」、「未割り当て」(ゾーン外のディス
ク)、「無効」のいずれかです。

ドライブ 指定したタイプのディスクドライブの数を示します。
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総容量 ステータスが正常でないスペアやディスクを含む、すべてのディス
ク上で検出された総容量を示します。

空き容量 ボリューム作成に使用可能なストレージ領域を示します。ストレー
ジシステムの空き容量を計算する場合、Sun Storage Common Array 
Manager は、ページに表示されたあまり正確でない値ではなく、各
ディスクの空き領域を正確に合計します。この計算による値は空き
領域の合計を正確に表示したものなので、表示されている値の合計
とは若干異なる場合があります。

注: 空き容量を計算する場合、CAM はページに表示されたあまり正
確でない値ではなく、各ディスクの空き領域を正確に合計します。

使用済みの容量 使用中のストレージ領域の容量を示します。この値は、「総容量」
と「空き容量」の差で、データディスクとして構成されたディス
ク、およびステータスが正常でないスペアやディスクを含みます。

使用率 総容量に対する百分率で使用済みの容量をグラフ (棒グラフ) で表示
します。

ホットスペア 構成済みのホットスペアの数を示します。

異常あり 次のいずれかの状態のディスクドライブの数を示します。

• 不明

• 不良

• 交換済み

• バイパス中

• 応答なし

• 取り外し済み

• 予測障害あり

表 4-46 「ストレージの使用状況」ページ (続き)

フィールド 説明
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「トレイの詳細」ページ

このページには、選択されたストレージトレイに関する詳細が表示されます。

表 4-47 では、「トレイの詳細」ページのフィールドについて説明します。

表 4-47 「トレイの詳細」ページ

フィールド 内容

詳細

名前 アレイ内のトレイの名前です。Sun StorEdge 6130 アレイを除くすべ
てのアレイで、ドロップダウンメニューを使用してトレイ名を変更
できます。有効な値は 0-99 です。ハードウェア上のすべてのアレイ
に対して、トレイ名を手動で設定できます。使用しているアレイの
ハードウェアのマニュアルを参照してください。

ID トレイ xx (xx は数値) 形式のトレイの識別子です。

役割 このトレイが果たす役割です。次の役割があります。

• コントローラのモジュール

• ドライブのモジュール

コントローラがフェイルオーバーすると、バックアップコントロー
ラトレイがコントローラトレイのホスト名と IP アドレスを取得し
て、アレイの動作の制御を引き継ぎます。

状態 トレイがコントローラを搭載しているかどうか、コントローラを搭
載している場合はコントローラが有効かどうかというトレイの状態
です。次の状態があります。

• 有効 - トレイには有効なコントローラがあり、ストレージ動作に
使用できます。

• 無効 - トレイは無効で、ストレージ動作に使用できません。

ステータス トレイの現在のステータスです。

• 正常 - トレイはオンラインであり、ストレージ動作に使用できま
す。

• ID の不一致

• ID の衝突

• ESM ファームウェアの不一致

• ESM の結線不良

• ミニハブ速度の不一致

• サポートなし

ディスクタイプ 物理ディスクのタイプ: 「不明」、「SCSI」、「ファイバチャネ
ル」、「SAS」、「SATA」、または「混成」のいずれかです。

サポートされる最大
ディスク速度

このトレイ内のディスクの最大速度 (RPM) です。

関連情報
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「トレイの概要」ページ

このページには、すべてのストレージトレイに関する情報が表示されます。トレイの
名前をクリックすると、その詳細が表示されます。

表 4-48 では、「トレイの概要」ページのフィールドについて説明します。

ディスク このアレイにあるディスクの数です。

表 4-48 「トレイの概要」ページ

フィールド 内容

名前 アレイ内のトレイの名前です。

アレイ名 このトレイが構成されているアレイの名前です。

トレイタイプ このトレイが構成されているアレイのモデル名です。

役割 このトレイが果たす役割です。次の役割があります。

• コントローラのモジュール

• ドライブのモジュール

コントローラがフェイルオーバーすると、バックアップコントロー
ラトレイがコントローラトレイのホスト名と IP アドレスを取得し
て、アレイの動作の制御を引き継ぎます。

状態 トレイがコントローラを搭載しているかどうか、コントローラを搭
載している場合はコントローラが有効かどうかというトレイの状態
です。次の状態があります。

• 有効 - トレイには有効なコントローラがあり、ストレージ動作に
使用できます。

• 無効 - トレイは無効で、ストレージ動作に使用できません。

ステータス トレイの現在のステータスです。

• 正常 - トレイはオンラインであり、ストレージ動作に使用できま
す。

• ID の不一致

• ID の衝突

• ESM ファームウェアの不一致

• ESM の結線不良

• ミニハブ速度の不一致

• サポートなし

表 4-47 「トレイの詳細」ページ (続き)

フィールド 内容
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ディスクタイプ 物理ディスクのタイプ: 
• FC
• SAS
• SATA
• SCSI
• SSD

• 混成

• 該当なし (コントローラモジュール用)

表 4-48 「トレイの概要」ページ (続き)

フィールド 内容
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イニシエータの構成 
この節では、イニシエータの構成について説明します。項目は、次のとおりです。

■ 200 ページの「イニシエータについて」

■ 201 ページの「イニシエータ情報の表示」

■ 201 ページの「イニシエータの作成」

■ 202 ページの「イニシエータの削除」

■ 202 ページの「ページおよびフィールドの説明」

イニシエータについて
イニシエータは、アレイとの入出力の交換を開始するプロトコル固有の物理ポートで
す。ファイバチャネル (FC) ストレージエリアネットワーク (SAN) では、イニシエー
タはポートの WWN (World Wide Name) によって識別される FC ポートになりま
す。データホストが 2 つのホストバスアダプタ (HBA) によってアレイと接続されている

場合、アレイはホストを 2 つの異なるイニシエータとして扱います。ファイバチャネル
のアレイ LUN マスクおよびマッピングは、イニシエータのポート識別子を使ってス
トレージ顧客の認証を行います。

ストレージ環境に新しいイニシエータが接続され、アレイがそれを検出すると、管理
ソフトウェアによって「イニシエータの概要」ページにそのイニシエータが表示され
ます。イニシエータを構成するには、一覧からそのイニシエータを選択し、識別のた
めの説明を追加してホストのタイプを割り当ててから、ホストにそのイニシエータを
関連付けます。ホストまたはホストグループをボリュームへ関連付けると、ストレー
ジドメインが形成されます。

アレイのファームウェアは、作成または検出されたすべての WWN を、手動で削除
されるまで保持しています。サーバーの移動や再ゾーン化のために WWN を適用し
なくなった場合は、「イニシエータの概要」ページから影響を受ける WWN を持つ
イニシエータを削除してください。

現在のイニシエータを確認するには、201 ページの「イニシエータ情報の表示」で説
明している「イニシエータの概要」ページを参照してください。
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イニシエータ情報の表示
既存のイニシエータに関する概要および詳細な情報を表示できます。それぞれのイニ
シエータに関連付けられたマッピング済みのホストに関する、概要情報も表示できま
す。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開します。

3. 「物理デバイス」を展開し、「イニシエータ」を選択します。

「イニシエータの概要」ページが表示されます。

4. イニシエータ名をクリックして、そのイニシエータに関する詳細情報を表示しま
す。

選択したイニシエータの「イニシエータの詳細」ページが表示されます。

5. 「関連情報」を表示し、任意の項目をクリックすると、選択したイニシエータに
関する追加情報が表示されます。

選択した項目の「概要」ページが表示されます。

イニシエータの作成
「新規イニシエータの作成」ウィザードを使用してイニシエータを作成するときは、
イニシエータに名前を付け、そのイニシエータを特定のホストに関連付け、イニシ
エータのホストタイプを設定します。ホストタイプは、通常はデータホストのオペ
レーティングシステムです。適切なホストがない場合は、ホストを作成することもで
きます。また、既存のホストグループにホストを割り当てるか、新しいホストグルー
プを作成してそのグループにホストを割り当てることもできます。

ボリュームに関連付けるイニシエータの一意の識別子が必要になります。一意の識別
子は、FC イニシエータの場合は World Wide Name (WWN)、iSCSI イニシエータの
場合は iSCSI 名を使用できます。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。
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2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開します。

3. 「物理デバイス」を展開し、「イニシエータ」を選択します。

「イニシエータの概要」ページが表示されます。

4. 「新規」をクリックします。

「新規イニシエータの作成」ウィザードが起動します。

5. ウィザードの手順に従って新規イニシエータを作成します。

イニシエータの削除
1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開します。

3. 「物理デバイス」を展開し、「イニシエータ」を選択します。

「イニシエータの概要」ページが表示されます。

4. 削除するイニシエータを選択します。

「削除」ボタンが使用可能になります。

5. 「削除」をクリックします。

6. 削除してもよいことを確認します。

そのイニシエータが「イニシエータの概要」ページに表示されなくなります。

ページおよびフィールドの説明
「イニシエータの構成」セクションに関連するブラウザインタフェースのページおよ
びフィールドについては、次の項で説明します。

■ 203 ページの「「イニシエータの詳細」ページ」

■ 203 ページの「「イニシエータの概要」 ページ」
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「イニシエータの詳細」ページ

このページには、選択したイニシエータに関する詳細が表示されます。このページか
らはイニシエータ名、関連ホスト、WWN (World Wide Name) を変更できます。

表 4-49 では、「イニシエータの詳細」ページのフィールドについて説明します。

「イニシエータの概要」 ページ

このページには、次の内容のいずれかが表示されます。表示される内容は、このペー
ジを表示した経路によって異なります。

■ ナビゲーション区画で「物理デバイス」 >「イニシエータ」を選択した場合は、ア
レイに構成されているすべてのイニシエータの情報が表示され、イニシエータを
作成または削除できます。

■ 「ホストの詳細」ページの「関連情報」にある「イニシエータ」をクリックした
場合は、選択されたホストに関連付けられたイニシエータの一覧が表示されま
す。

イニシエータ名をクリックして、そのイニシエータに関する詳細を表示します。

「イニシエータの詳細」ページから複数のボリュームをイニシエータにマッピングで
きます。

表 4-50 では、「イニシエータの概要」ページのボタンとフィールドについて説明し
ます。

表 4-49 イニシエータの詳細

フィールド 内容

名前 イニシエータの名前です。

一意の識別子 イニシエータの一意の名前です。

ホスト このイニシエータが関連付けられているホストの名前です。

ホストタイプ 関連するデータホストのオペレーティングシステム (OS) です。

認証 iSCSI セッションのためだけに使用される認証方法です。有効なオプ
ションは、「なし」または「CHAP」です。「CHAP」を選択した場
合は、「CHAP シークレット」を指定してください。

表 4-50 「イニシエータの概要」 ページ

フィールド 内容

新規 クリックすると、新しいイニシエータが作成されます。
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削除 クリックすると、選択したイニシエータが削除されます。

名前 イニシエータの名前です。

ホスト このイニシエータが関連付けられているホストの名前です。

ホストタイプ イニシエータのホストタイプ。

一意の識別子 イニシエータの一意の名前です。

表 4-50 「イニシエータの概要」 ページ (続き)

フィールド 内容
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iSCSI の使用によるストレージへの
アクセス
この節には、iSCSI ターゲットに関する情報が示されます。項目は、次のとおりで
す。

■ 205 ページの「iSCSI ターゲットについて」

■ 205 ページの「iSCSI ターゲットの構成」

■ 209 ページの「iSCSI ポートについて」

■ 211 ページの「iSCSI パフォーマンス統計について」

■ 213 ページの「ページおよびフィールドの説明」

iSCSI ターゲットについて
iSCSI ターゲットとは、SCSI インフラストラクチャーを使用して、Ethernet 接続を
通じてアクセスするストレージデバイスのことです。アレイごとに 1 つの iSCSI ター
ゲットがサポートされています。

iSCSI セッションは、最大 4 までの iSCSI イニシエータと iSCSI ターゲット間の接続
からなります。iSCSI イニシエータおよびターゲットは、SCSI プロトコルを使用して
いるときに、Ethernet 接続を通じてデータの送受信を行います。セッション内のすべ
ての接続にわたって、イニシエータは 1 つのターゲットを参照します。複数のイニシ
エータを iSCSI ターゲットに接続してもかまいません。

イニシエータとターゲットアレイ間の通信は、CHAP 認証で保護できます。

iSCSI ターゲットの構成
iSCSI ターゲットを構成するには、まず、データホストを使用する手順を実行してか
ら、Sun Storage Common Array Manager を使用する手順を実行します。

1. 使用しているオペレーティングシステムに適合する iSCSI イニシエータをデータ
ホストにインストールします。手順については、ご使用のイニシエータのベン
ダーのマニュアルを参照してください。

2. iSCSI イニシエータの iSCSI 修飾名 (IQN) を確認し、記録します。

3. iSCSI ターゲットアレイの IP アドレスを確認し、記録します。
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4. ターゲットアレイ上の iSCSI ホストポートの IP アドレスを確認し、記録します。

5. Sun Storage Common Array Manager を使用して、ターゲットに iSCSI イニシ
エータを作成します。手順については、イニシエータの作成を参照してくださ
い。

6. iSCSI ポートを作成します。手順については、iSCSI ポートについてを参照してく
ださい。

7. iSCSI アレイにボリュームを作成し、それを iSCSI イニシエータにマッピングしま
す。手順については、ボリュームの作成を参照してください。

iSCSI セッションの相互認証の構成

相互認証は、双方向の認証で、クライアントがサーバーに対して自身の妥当性を検査
し、かつサーバーがクライアントに対して自身の妥当性を検査できるものです。
iSCSI セッションに相互認証を構成し、iSCSI イニシエータおよび iSCSI ターゲット
の両方が CHAP (Challenge Handshake Authentication Protocol) シークレットを使
用するように設定できます。

注 – セキュリティー上の目的のため、Oracle ではイニシエータと CHAP シークレッ
トは一意であることを推奨しています。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開します。

そのアレイのナビゲーションツリーが展開されます。

3. 「物理デバイス」を展開し、「イニシエータ」を選択します。

「イニシエータの概要」ページが表示されます。

4. 相互認証を構成するイニシエータを選択します。

「イニシエータの詳細」ページが表示されます。

5. 「認証」フィールドで、「CHAP」を選択し、CHAP シークレットを入力しま
す。

6. 確認用のフィールドにもう一度 CHAP シークレットを入力します。

7. 「保存」をクリックします。

8. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開します。

そのアレイのナビゲーションツリーが展開されます。
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9. 「物理デバイス」を展開し、「iSCSI ターゲット」を選択します。

「iSCSI ターゲットの詳細」ページが表示されます。

10. 「iSCSI ターゲット認証」セクションで、「CHAP」を選択し、CHAP シーク
レットを入力します。

11. 「保存」をクリックします。

名前なしの検出セッションの構成

名前なしの検出セッションは、iSCSI 検出用のセキュリティー機能を提供します。名
前なしの検出セッションを有効にすると、ターゲットは大域 iSCSI 要求に応答するこ
とはなく、ターゲットが明確に指定されている要求に応答します。

名前なしの検出セッションが無効の場合、iSCSI イニシエータは、特定のターゲット
を iSCSI 名 (複数も可) で問い合わせることしかできません。iSCSI イニシエータがす
べてのターゲットに問い合わせを行う場合、ターゲットは応答なしに要求を除外、つ
まりターゲット (ストレージシステム) はないものとします。

名前なしの検出セッションを有効または無効にする手順は、次のとおりです。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開します。

そのアレイのナビゲーションツリーが展開されます。

3. 「物理デバイス」を展開し、「iSCSI ターゲット」を選択します。

「iSCSI ターゲットの詳細」ページが表示されます。

4. 「iSCSI ターゲットの検出」セクションで「名前なしの検出」の横のチェックボッ
クスをチェックし、名前なしの検出を有効にします。名前なしの検出を無効にす
るには、チェックボックスのチェックを削除します。

5. 「保存」をクリックします。

iSNS (Internet Storage Name Service) の構成

iSNS (Internet Storage Name Service) は、IP (インターネットプロトコル) ネット
ワーク内のストレージデバイスのインテリジェント検出用のプロトコルまたは機構で
す。

iSNS を有効または無効にする手順は、次のとおりです。
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1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開します。

そのアレイのナビゲーションツリーが展開されます。

3. 「物理デバイス」を展開し、「iSCSI ターゲット」を選択します。

「iSCSI ターゲットの詳細」ページが表示されます。

4. 「iSCSI ターゲットの検出」セクションで「iSNS」の横のチェックボックスを
チェックし、iSNS を使用します。

5. IPv4 の場合は、iSCSI ターゲットの検出に DHCP を使用するか、IP アドレスを使
用するかを選択します。iSNS IP アドレスを選択した場合は、iSNS サーバーの IP 
アドレスおよび iSNS 待機中のポートのポート番号を入力します。

6. 「保存」をクリックします。

ICMP ping 応答の有効化と無効化

ICMP には、ICMP Echo 要求メッセージを送受信する ping ツールが含まれていま
す。これらの ICMP メッセージでは、ホストに到達可能かどうか、およびそのホス
トへまたはそのホストからのパケットの取得にかかる時間を判断できます。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開します。

そのアレイのナビゲーションツリーが展開されます。

3. 「物理デバイス」を展開し、「iSCSI ターゲット」を選択します。

「iSCSI ターゲットの詳細」ページが表示されます。

4. 「iSCSI ターゲットの検出」セクションで「ICMP ping 応答」の横のチェックボッ
クスをチェックし、ping 要求を有効にします。

5. 「保存」をクリックします。
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iSCSI セッションの終了

iSCSI セッションを終了すると、iSCSI イニシエータと iSCSI ターゲット間の接続が
解除されます。iSCSI セッションを終わらせる理由としては、次のような場合が考え
られます。

■ 認証されていないアクセス

認証方法が構成されておらず、認証されていないイニシエータが iSCSI ターゲッ
トにアクセスできた場合。

■ システムの停止 

何らかの理由でシステムを停止する必要があるが、イニシエータがまだ iSCSI 
ターゲットに接続されている場合。

iSCSI セッションを終了させる手順は、次のとおりです。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開します。

そのアレイのナビゲーションツリーが展開されます。

3. 「iSCSI セッション」をクリックします。

「iSCSI セッションの概要」ページが表示されます。

4. 終了させる iSCSI セッションを 1 つ以上選択し、「セッションを終了」をクリッ
クします。

注: iSCSI セッションを終了させるとデータの完全性に問題が発生する場合がありま
す。iSCSI セッションを終了させる前にイニシエータのベンダーのマニュアルを参照
してください。

iSCSI ポートについて
iSCSI ポートは、iSCSI イニシエータと iSCSI ターゲット間の通信に使用されます。
アレイは、コントローラごとに 2 つの iSCSI ポートをサポートしています。つまり、
アレイごとに全部で 4 つの iSCSI ポートをサポートしています。

各 iSCSI ポートでは、次の作業を実行できます。

■ iSCSI 待機中のポートを指定する
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iSCSI 待機中のポートは、コントローラがホストからの iSCSI ログインを待機する
ために使用する TCP ポート番号です。待機中のポートのデフォルト値は 3620 で
す。

■ MTU (Maximum Transmission Unit) を設定する

一度に送信されるフレームごとの最大バイト数です。デフォルト値は 1500 です。

■ IPv4 構成を有効にする

■ IP アドレスの検出方法を指定する

DHCP または手動による IP アドレスの検出のいずれかを有効にできます。

■ VLAN の識別を有効または無効にする

VLAN サポートを有効にすると、論理ネットワークは、同一のスイッチまたは
ルータ、あるいはその両方によってサポートされているほかの物理 LAN や仮
想 LAN に対して物理的に別のネットワークであるかのように動作します。

■ Ethernet の優先順位を有効または無効にする

Ethernet の優先順位では、ネットワークへのアクセスの優先順位を指定しま
す。チェックボックスをチェックして、Ethernet の優先順位を有効にします。
かつ、ドロップダウンから値を選択します。Ethernet の優先順位を設定しない
場合、ネットワークへのアクセスは原則として先着順となります。

iSCSI ポートを構成する手順は、次のとおりです。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開します。

そのアレイのナビゲーションツリーが展開されます。

3. 「物理デバイス」を展開し、「ポート」を選択します。

「ポートの概要」ページが表示されます。

4. 構成するポートを選択します。

「ポートの詳細」ページが表示されます。

5. 構成可能なフィールドに値を入力します。
210 Sun Storage Common Array Manager 管理ガイド • 2011 年 12 月



iSCSI パフォーマンス統計について
Sun Storage Common Array Manager では、iSCSI セッションの raw 統計および
ベースライン統計の両方が提供されます。raw 統計は、コントローラの起動以降に収
集されるすべての統計情報です。ベースライン統計は、ベースライン時間を設定して
から収集された時点での統計です。

iSCSI パフォーマンス統計監視ベースラインの設
定

iSCSI 統計用のパフォーマンス監視ベースラインを設定できます。これを行うと論理
統計カウンタはゼロにリセットされます。ベースライン統計は、ベースラインを設定
したときからデルタで提供されます。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開します。

そのアレイのナビゲーションツリーが展開されます。

3. 「管理」を展開し、「パフォーマンス監視」を選択します。

アレイの「パフォーマンス監視」ページが表示されます。

4. 「ベースラインの設定」をクリックします。

警告のダイアログが表示され、アレイのベースラインを変更しようとしているこ
とが通知されます。

5. 「了解」をクリックするとダイアログが閉じ、ベースラインが設定されます。

iSCSI Ethernet-MAC パフォーマンス統計の参照 
Ethernet-MAC 統計は、メディアアクセス制御 (MAC) プロトコルに関するパフォー
マンス情報を提供します。MAC はアドレッシング機構を提供するもので、物理アド
レスまたは MAC アドレスと呼ばれています。MAC アドレスは、各ネットワークア
ダプタに割り当てられた一意のアドレスです。MAC アドレスは、サブネットワーク
内の送信先へデータパケットを送るのに役立っています。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。
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ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開します。

3. 「iSCSI パフォーマンス」を展開し、「Ethernet-MAC」を選択します。

4. 「iSCSI Ethernet-MAC パフォーマンス統計」ページが表示されます。

iSCSI Ethernet-TCP/IP パフォーマンス統計の参照 
iSCSI Ethernet - TCP/IP 統計は、TCP/IP (伝送制御プロトコル / インターネットプ
ロトコル) に関するパフォーマンス情報を提供します。TCP (伝送制御プロトコル) を
使用すると、ネットワーク接続されているホスト上のアプリケーション同士が、お互
いにパケットを交換できるよう接続を行うことができます。インターネットプロトコ
ルは、パケット交換網全体にわたってデータを通信するために使用されるデータ指向
のプロトコルです。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開します。

3. 「iSCSI パフォーマンス」を展開し、「Ethernet-TCP/IP」を選択します。

4. 「iSCSI Ethernet-TCP/IP パフォーマンス統計」ページが表示されます。

iSCSI ターゲット - プロトコルパフォーマンス統
計の参照 
「ターゲット - プロトコルパフォーマンス」ページは、ストレージメディアへのブ
ロックレベルのアクセスを提供する iSCSI ターゲットの統計を提供します。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開します。

3. 「iSCSI パフォーマンス」を展開し、「ターゲット - プロトコル」を選択します。

4. 「iSCSI ターゲット - プロトコルパフォーマンス統計」ページが表示されます。
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ページおよびフィールドの説明
「iSCSI の使用によるストレージへのアクセス」セクションに関連するブラウザイン
タフェースのページおよびフィールドについては、次の項で説明します。

■ 213 ページの「「iSCSI Ethernet-MAC パフォーマンス」ページ」

■ 215 ページの「「iSCSI Ethernet-TCP/IP パフォーマンス」ページ」

■ 216 ページの「「iSCSI セッションの詳細」ページ」

■ 218 ページの「「iSCSI セッションの概要」ページ」

■ 219 ページの「「iSCSI ターゲットの詳細」ページ」

■ 220 ページの「「iSCSI ターゲット - プロトコルパフォーマン ス」ページ」

「iSCSI Ethernet-MAC パフォーマンス」ページ

Ethernet-MAC 統計では、メディアアクセス制御 (MAC) 統計を提供します。メディ
アアクセス制御 (MAC) は、サブネットワーク内の送信先へデータパケットを送るの
に役立つ MAC アドレスを提供します。

表 4-51 では、「iSCSI Ethernet-MAC パフォーマンス統計」ページのフィールドにつ
いて説明します。

表 4-51 「iSCSI Ethernet-MAC パフォーマンス」ページ

フィールド 内容

コントローラ A の起
動時間

コントローラ A が最後に起動された日付と時刻。

コントローラ B の起
動時間

コントローラ B が最後に起動された日付と時刻。

MAC 送信統計

ポート データの送受信に使用する iSCSI ポート。

F フレーム数。

B バイト数。

MF マルチキャストフレーム数。

BF ブロードキャストフレーム数。

PF ポーズフレーム数

CF コントロールフレーム数。
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FDF 遅延フレーム数。

FED 過剰遅延フレーム数。

FLC 遅延衝突フレーム数。

FA 中断フレーム数。

FSC 単一衝突フレーム数。

FMC 多重衝突フレーム数。

FC 衝突フレーム数。

FDR 欠落フレーム数。

JF ジャンボフレーム数。

MAC 受信統計

ポート データの送受信に使用する iSCSI ポート。

F フレーム数。

B バイト数。

MF マルチキャストフレーム数。

BF ブロードキャストフレーム数。

PF ポーズフレーム数。

CF コントロールフレーム数。

FLE フレーム長エラー数

FDR 欠落フレーム数。

FCRCE フレーム CRC エラー数

FEE フレームエンコーディングエラー数

LFE ラージフレームエラー数

SFE スモールフレームエラー数

J ジャバー数

UCC 不明のコントロールフレーム数

CSE Carrier Sense エラー数。

表 4-51 「iSCSI Ethernet-MAC パフォーマンス」ページ (続き)

フィールド 内容
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「iSCSI Ethernet-TCP/IP パフォーマンス」ページ

「iSCSI Ethernet-TCP/IP パフォーマンス統計」ページは、iSCSI デバイス用の伝送
制御プロトコルおよびインターネットプロトコルである TCP/IP の統計情報を提供し
ます。TCP を使用すると、ネットワーク接続されているホスト上のアプリケーショ
ン同士が、お互いにパケットを交換できるよう接続を行うことができます。インター
ネットプロトコルは、パケット交換網全体にわたってデータを通信するために使用さ
れるデータ指向のプロトコルです。

表 4-52 では、「iSCSI Ethernet-TCP/IP パフォーマンス統計」ページのフィールドに
ついて説明します。

表 4-52 「iSCSI Ethernet-TCP/IP パフォーマンス」ページ

フィールド 内容

コントローラ A の起
動時間

コントローラ A が最後に起動された日付と時刻。

コントローラ B の起
動時間

コントローラ B が最後に起動された日付と時刻。

TCP 統計 - コントローラ

ポート データの送受信に使用する iSCSI ポート。

TxP 送信パケット数。

TxB 送信バイト数。

RtxTE 再送信期限切れ数。

TxDACK 送信遅延 ACK 数

TxACK 送信 ACK 数。

RxACK 受信 ACK 数。

RxSEC 受信セグメントエラー数。

RxSOOC 受信セグメント順序外れ数

RxWP 受信ウィンドウプローブ数。

RxWU 受信ウィンドウアップデート数

IPv4 統計 - コントローラおよび IPv6 統計 - コントローラ

ポート データの送受信に使用する iSCSI ポート。

TxP 送信パケット数。

TxB 送信バイト数。

TxF 送信フラグメント数。

RxP 受信パケット数。
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「iSCSI セッションの詳細」ページ

このページには、iSCSI セッションに関する詳細情報が表示されます。

表 4-53 では、「イニシエータの詳細」ページのフィールドについて説明します。

RxB 受信バイト数。

RxF 受信フラグメント数。

RxPE 受信パケットエラー数。

DR データグラムリアセンブリ数。

DRE-OLFC データグラムリアセンブリエラー、オーバーラップフラグメント数

DR-OOFC データグラムリアセンブリエラー、順序外れフラグメント数。

DRE-TOC データグラムリアセンブリエラー、タイムアウト数

表 4-53 「iSCSI セッションの詳細」ページ

フィールド 内容

iSCSI セッションの識別

iSCSI ターゲット名 iSCSI ターゲットの iSCSI 修飾名 (IQN)。

iSCSI セッションの
識別子 (SSID) 

セッション ID によって定義される iSCSI イニシエータおよび iSCSI 
ターゲット間のセッション。これは、イニシエータ部分 (ISID) と
ターゲット部分 (ターゲットのポータルグループタグ) で構成される
データオブジェクトです。

イニシエータセッ
ションの識別子 
(ISID)

iSCSI セッションの識別子 (SSID) のイニシエータ部分。ISID は、ロ
グイン時にイニシエータによって明示的に指定されます。

ターゲットのポータ
ルグループタグ

16 ビットの数値で示される iSCSI ターゲットのポータルグループの
識別子。

イニシエータ iSCSI 
名

イニシエータの一意の識別名。

イニシエータ iSCSI 
ラベル

管理ソフトウェアで指定されたユーザーラベル。

表 4-52 「iSCSI Ethernet-TCP/IP パフォーマンス」ページ (続き)

フィールド 内容
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イニシエータ iSCSI 
の別名

iSCSI ノードに関連付けることもできる名前。iSCSI 名にユーザーに
分かりやすい文字列に関連付けて、別名として組織内で使用できま
す。ただし、別名は iSCSI 名に代わるものではありません。イニシ
エータ iSCSI の別名はホストにおいてのみ設定できるもので、Sun 
Storage Common Array Manager を通じて設定することはできませ
ん。

ホスト Sun Storage Common Array Manager 管理ソフトウェアを実行す
る、ストレージシステムに接続されているサーバー。ストレージシ
ステムの入出力を制御します。

iSCSI セッション接続 ID

接続 ID イニシエータとターゲット間のセッション内における接続用の一意
の ID。この ID は、イニシエータによって生成され、ログイン要求
時にターゲットに示されます。接続 ID は接続を終了するログアウト
時にも示されます。

Ethernet ポート コントローラおよび接続に関連付けられたポート。

イニシエータ IP ア
ドレス

イニシエータの IP アドレス。

ネゴシエーション済みのログインパラメータ

認証方法 iSCSI ネットワークにアクセスするユーザーの認証に使用する方法。
有効な値は、「CHAP」または「なし」です。

データダイジェスト
の方法

この iSCSI セッションで使用するデータ値を表示する方法。有効な
値は「なし」または「CRC32C」で、デフォルトは「なし」です。

ヘッダーダイジェス
トの方法

この iSCSI セッションで使用するデータ値を表示する方法。有効な
値は「なし」または「CRC32C」で、デフォルトは「なし」です。

最大接続数 この iSCSI セッションで許可する接続の最大数。有効な値は 1 - 4 で
す。デフォルトは 1 です。

ターゲットの別名 ターゲットに関連付けられているラベル。

イニシエータの別名 イニシエータに関連付けられているラベル。

ターゲット IP アド
レス

この iSCSI セッション用のターゲットの IP アドレス。

ターゲットのポータ
ルグループタグ

16 ビットの数値で示される iSCSI ターゲットのポータルグループの
識別子。

初期 R2T 送信準備のステータス。ステータスは「はい」または「いいえ」で
す。

最大バースト長 この iSCSI セッションの最大 SCSI ペイロード (バイト単位)。最大
バースト長は、512 から 262,144 (256K バイト) の範囲です。デフォ
ルト値は 262,144 (256K バイト) です。

表 4-53 「iSCSI セッションの詳細」ページ (続き)

フィールド 内容
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「iSCSI セッションの概要」ページ

このページには、iSCSI セッションに関する情報が表示されます。

表 4-54 では、「iSCSI セッションの概要」ページのボタンとフィールドについて説明
します。

最初のバースト長 この iSCSI セッションの非要請データの SCSI ペイロード (バイト単
位)。最初のバースト長は、512 から 131,072 (128K バイト) の範囲で
す。デフォルト値は 65,535 (64K バイト) です。

デフォルトの待ち時
間

接続を終了またはリセットしたあとに、接続を開始するまでの最短
の待ち時間 (秒単位)。有効な値は 0 秒から 3600 秒の範囲です。
デフォルトは 2 秒です。

デフォルトの保持時
間

接続を終了またはリセットしたあとに、接続が可能な状態を保持す
る最大の時間 (秒単位)。有効な値は 0 秒から 3600 秒の範囲です。デ
フォルトは 20 秒です。

最大の未処理 R2T この iSCSI セッションでの未処理の送信の最大数。有効な値は 1 - 16 
です。デフォルトは 1 です。

エラー回復レベル この iSCSI セッションのエラー回復レベル。エラー回復レベルは、
常に 1 に設定されています。

受信データの最大セ
グメント長

iSCSI イニシエータまたはターゲットのいずれかが、すべてのペイロ
ードデータユニット (PDU) でも受信できるデータの最大量。

表 4-54 「iSCSI セッションの概要」ページ

フィールド 内容

セッションを終了 クリックすると、ストレージシステムのイニシエータが強制的にオ
フになり、iSCSI セッションが終了します。

識別子 (SSID) セッション ID によって定義される iSCSI イニシエータおよび iSCSI 
ターゲット間のセッション。これは、イニシエータ部分 (ISID) と
ターゲット部分 (ターゲットのポータルグループタグ) で構成される
データオブジェクトです。

iSCSI ターゲット名 iSCSI ターゲットに関連付けられた一意の World Wide Name。この
名前の形式は .iqn です。

イニシエータ iSCSI ターゲットに関連付けられた iSCSI イニシエータ。

ホスト Sun Storage Common Array Manager 管理ソフトウェアを実行す
る、ストレージシステムに接続されているサーバー。ストレージシ
ステムの入出力を制御します。

表 4-53 「iSCSI セッションの詳細」ページ (続き)

フィールド 内容
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「iSCSI ターゲットの詳細」ページ

表 4-55 では、「iSCSI ターゲットの詳細」ページのフィールドについて説明します。

接続 ID - ポート イニシエータとターゲット間のセッション内における接続用の一意
の ID。この ID は、イニシエータによって生成され、ログイン要求
時にターゲットに示されます。接続 ID は接続を終了するログアウト
時にも示されます。

表 4-55 「iSCSI ターゲットの詳細」ページ

フィールド 内容

iSCSI ターゲットの識別

iSCSI ターゲット名 iSCSI ターゲットに関連付けられた一意の World Wide Name。この
名前は、.iqn の接頭辞で始まります。

iSCSI ターゲットの
別名

省略可能。iSCSI ターゲットを識別するための 30 文字以内の英数字
の文字列を指定します。

iSCSI ターゲットの認証

なし 認証を使用しない場合に指定します。

CHAP iSCSI イニシエータと iSCSI ターゲット間の認証に CHAP 認証を使
用する場合に指定します。

CHAP シークレット 12 から 57 の範囲の英数字の文字列からなる一意のパスワード。

iSCSI ターゲットの検出

名前なしの検出 チェックボックスをチェックして名前なしの検出を有効にします。

iSNS チェックボックスをチェックして iSNS 検出を有効にします。

IPV4 設定 iSNS を有効にした場合に、「DHCP」または「iSNS IP アドレス」
のいずれかを選択します。

ICMP ping 応答 ICMP には、ICMP Echo 要求メッセージを送信し、Echo 応答メッ
セージを受信する ping ツールが含まれています。これらの ICMP 
メッセージでは、ホストに到達可能かどうか、およびそのホストへ
またはそのホストからのパケットの取得にかかる時間を判断できま
す。

関連情報

イニシエータ この iSCSI ターゲットとともに使用できるイニシエータの数。

セッション iSCSI セッション数

表 4-54 「iSCSI セッションの概要」ページ (続き)

フィールド 内容
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「iSCSI ターゲット - プロトコルパフォーマン
ス」ページ

「ターゲット - プロトコルパフォーマンス」ページは、ストレージメディアへのブ
ロックレベルのアクセスを提供する iSCSI ターゲットの統計を提供します。

表 4-56 では、「iSCSI ターゲット - プロトコルパフォーマンス」ページのフィールド
について説明します。

表 4-56 「iSCSI ターゲット - プロトコルパフォーマンス」ページ

フィールド 内容

コントローラ A の起
動時間

コントローラ A が最後に起動された日付と時刻。

コントローラ B の起
動時間

コントローラ B が最後に起動された日付と時刻。

ターゲット統計 - ターゲット

コントローラ コントローラ A またはコントローラ B のいずれかを指定します。

ターゲット iSCSI ターゲットの iSCSI 修飾名。

SL 成功した iSCSI ログイン数。

UL 失敗した iSCSI ログイン数。

SA 成功した iSCSI 認証数 (認証が有効になっている場合)。

UA 失敗した iSCSI 認証数 (認証が有効になっている場合)。

PDU 正しく処理された iSCSI PDU 数。

HDE iSCSI PDU とヘッダーダイジェストエラー数。

DDE iSCSI PDU とデータダイジェストエラー数。

PE PDU と iSCSI プロトコルエラー数。

UST 予期しない終了 iSCSI セッション数。

UCT 予期しない終了 iSCSI 接続数。

IPv4 統計 - コントローラおよび IPv6 統計 - コントローラ

ポート iSCSI ポート。

TxP 送信パケット数。

TxB 送信バイト数。

TxF 送信フラグメント数。

RxP 受信パケット数。

RxB 受信バイト数。
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RxF 受信フラグメント数。

RxPE 受信パケットエラー数。

DR データグラムリアセンブリ数。

DRE-OLFC データグラムリアセンブリエラー、オーバーラップフラグメント数

DR-OOFC データグラムリアセンブリエラー、順序外れフラグメント数。

DRE-TOC データグラムリアセンブリエラー、タイムアウト数

表 4-56 「iSCSI ターゲット - プロトコルパフォーマンス」ページ (続き)

フィールド 内容
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ボリュームコピーの構成
この節では、ボリュームコピーの構成について説明します。項目は、次のとおりで
す。

■ 222 ページの「アレイのボリュームコピーのサポート」

■ 223 ページの「ボリュームコピーについて」

■ 224 ページの「ボリュームコピーの計画」

■ 226 ページの「ボリュームコピーの管理」

■ 231 ページの「ページおよびフィールドの説明」

アレイのボリュームコピーのサポート
表 4-57 に、アレイのボリュームコピーの上級機能のサポート状況を示します。

表 4-57 アレイタイプ別のボリュームコピー上級機能のサポート状況

ボリュームコピーをサポートするアレイ ボリュームコピーをサポートしないアレイ

Sun Storage 6180 アレイ Sun Storage J4200、J4400、および J4500 アレ
イ

Sun Storage 6580 アレイ Sun Blade 6000 ディスクモジュール

Sun Storage 6780 アレイ Sun Storage F5100 フラッシュアレイ

Sun Storage 2530-M2 および 2540-M2 アレ
イ (同時に最大 8 台)

StorageTek 2510、2530、2540 アレイ

Sun StorEdge 6130 アレイ

StorageTek 6140 アレイ

StorageTek 6540 アレイ

StorageTek FLX240 アレイ

StorageTek FLX280 アレイ

StorageTek FLX380 アレイ
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ボリュームコピーについて
ボリュームコピーとは、あるボリューム (ソースボリューム) のデータを、同じスト
レージアレイ内の別のボリューム (ターゲットボリューム) に書き込んだコピーのこ
とです。ボリュームコピーは、データのバックアップ、小容量のドライブを使用する
ボリュームから大容量のドライブを使用するボリュームへのデータのコピー、および
主ボリュームへのスナップショットデータの回復に使用できます。

ソースボリュームはホストの入出力 (I/O) を許可し、アプリケーションデータを格納
します。ターゲットボリュームは、ソースボリュームからのデータのコピーを保持し
ます。

ボリュームコピーを作成すると、管理ソフトウェアはソースボリュームとターゲット
ボリュームの関係を定義したコピーペアを作成します。あるボリュームコピーが不要
になった場合は、コピーペアを削除できます。コピーペアを削除すると、ソースボ
リュームがターゲットボリュームから分離され、ターゲットボリュームとソースボ
リュームが元のタイプ (標準ボリュームやボリュームスナップショットなど) に戻る
ため、そのボリュームを異なる役割で別のコピーペアに利用できるようになります。
コピーペアを削除しても、ターゲットボリューム上のデータは削除されません。

ボリュームコピーの作成プロセスは RAID (Redundant Array of Independent Disks) 
コントローラで制御され、ホストマシンとアプリケーションからは透過的に行われま
す。ボリュームコピープロセスが開始されると、ソースボリュームのコントローラは
ソースボリュームからデータを読み取り、それをターゲットボリュームに書き込みま
す。ボリュームコピーの完了まで、ボリュームコピーのステータスは「コピー中」に
なります。最大 8 つのボリュームコピーが、同時に「コピー中」ステータスになるこ
とができます。

ボリュームコピーのステータスが「コピー中」になっている間、同じコントローラは
ソースボリュームとターゲットボリュームの両方の所有者になる必要があります。ボ
リュームコピープロセスの開始前にソースボリュームとターゲットボリュームを所有
しているコントローラが異なる場合は、管理ソフトウェアが自動的にターゲットボ
リュームの所有権を、ソースボリュームを所有するコントローラへ移動します。ボ
リュームコピープロセスが完了するか停止すると、管理ソフトウェアはターゲットボ
リュームの所有権を元の所有コントローラに戻します。同様に、ボリュームコピー中
にソースボリュームの所有権が変化した場合、ターゲットボリュームの所有権も変化
します。
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ボリュームコピーのステータスは、表 4-58 に説明するいずれかになります。

ボリュームコピーの計画
ボリュームコピーを作成するときは、次の点を用意しておく必要があります。

■ 「ボリュームの概要」ページまたは「スナップショットの概要」ページでソース
ボリュームを選択します。

ソースボリュームは、次のどのタイプでもかまいません。

■ 標準ボリューム

■ スナップショット 

表 4-58 ボリュームコピーのステータス 

ボリュームコピー
のステータス 説明

完了 ボリュームコピープロセスが正常に終了しました。

• ソースボリュームは、読み取りと書き込みの両方の入出力動作に使
用できます。

• 「読み取り専用」属性が「いいえ」に設定されていなければ、ター
ゲットボリュームは読み取り入出力動作に使用できます。

コピー中 ソースボリュームからターゲットボリュームへ、データのコピー中で
す。最大 8 つのボリュームコピーを、同時に実行できます。

• ソースボリュームは、読み取り入出力動作のみに使用できます。

• ターゲットボリュームは、読み取りと書き込みの両方の入出力動作
に使用できません。

コピー保留中 ボリュームコピーの処理が待機中です。9 つ以上のボリュームコピー
を要求した場合、9 番目以降のボリュームコピーはいずれかのボ
リュームコピーのステータスが「コピー中」を終了するまで、ステー
タスは「コピー保留中」になります。

• ソースボリュームは、読み取り入出力動作のみに使用できます。

• ターゲットボリュームは、読み取りと書き込みの両方の入出力動作
に使用できません。

コピー失敗 ボリュームコピープロセスに失敗しました。

• ソースボリュームは、読み取り入出力動作のみに使用できます。

• ターゲットボリュームは、読み取りと書き込みの両方の入出力動作
に使用できません 。

コピー停止 ソースボリュームのすべてのデータをターゲットボリュームへコピー
する前に、ボリュームコピーが停止しました。
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■ スナップショットの基本ボリューム (スナップショットをとるボリューム)

■ ターゲットボリューム

1 つのソースボリュームを、複数の異なるターゲットボリュームへコピーできま
す。

■ ターゲットボリュームの候補の一覧からターゲットボリュームを選択します。

ターゲットボリュームは、ソースボリュームで使用可能な容量と同じか、それ以
上の容量を持っている必要があります。ターゲットボリュームは、次のいずれか
である必要があります。

■ 標準ボリューム

■ 「不良」または「無効」のスナップショットの基本ボリューム

注: ボリュームがターゲットボリュームとして使用されるには、スナップショッ
トが「不良」または「無効」である必要があります。

注意: ボリュームコピーでは、ターゲットボリューム上のすべてのデータが上書き
され、自動的にターゲットボリュームがホストから読み取り専用になります。ボ
リュームコピーを開始する前に、ターゲットボリューム上のデータが不要である
か、バックアップされていることを確認してください。ボリュームコピープロセ
スの終了後は、ターゲットボリュームの「読み取り専用」属性を「ボリュームの
詳細」ページで変更することで、ホストから書き込み可能にできます。

ターゲットボリュームに対するソースボリュームは 1 つだけであるため、1 つのコ
ピーペアでだけターゲットになれます。ただし、あるターゲットボリュームが別
のボリュームコピーのソースボリュームになることもでき、ボリュームコピーの
ボリュームコピーが可能です。さらに、あるソースボリュームが別のボリューム
コピーのターゲットボリュームになることもできます。

■ ボリュームコピーのコピーの優先順位を設定します。

ボリュームコピー中、ストレージアレイのリソースはボリュームコピーを完了す
るために入出力 (I/O) 動作から切り離されるため、ストレージアレイの全体的な
パフォーマンスに影響があります。

入出力動作、ボリュームの RAID (Redundant Array of Independent Disks) レベ
ル、ボリュームの構成 (ドライブ数とキャッシュパラメータ)、ボリュームタイプ 
(ボリュームスナップショットは標準ボリュームよりもコピーに時間を要す) な
ど、ストレージアレイのパフォーマンスに影響を与える要因はいくつかありま
す。

新しいボリュームコピーを作成するときは、コントローラの処理時間をどれだけ
ボリュームコピープロセスに割り当て、入出力動作から切り離すかを決める、コ
ピーの優先順位を定義します。

5 つの相対的な優先順位設定があります。「最高」では、入出力動作が低下しても
ボリュームコピーを実行します。「最低」では、ボリュームコピー速度が低下し
ても入出力動作を実行します。

コピーの優先順位は、コピープロセスの開始前、実行中、または終了後 (ボリュー
ムの再コピーの準備中) に指定できます。
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ボリュームコピーの管理
ボリュームコピー機能を使用するには、その機能を有効にする必要があります。

この節では、ボリュームコピーの管理について説明します。項目は、次のとおりで
す。

■ 226 ページの「ボリュームコピー機能の設定 (有効)」

■ 227 ページの「ボリュームコピー情報の表示」

■ 227 ページの「ボリュームコピーの作成」

■ 229 ページの「ボリュームコピーの再コピー」

■ 229 ページの「コピーの優先順位の変更」

■ 230 ページの「コピーペアの削除」

■ 230 ページの「ボリュームコピーのライセンスの無効化」

ボリュームコピー機能の設定 (有効)
1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開します。

そのアレイのナビゲーションツリーが展開されます。

3. 「管理」を展開し、「ライセンス」を選択します。

「ライセンス利用可能な機能の概要」ページが表示されます。

4. 「ライセンスを追加」をクリックします。

「ライセンスの追加」ページが表示されます。

5. 「ライセンスのタイプ」メニューから「StorageTek Data Volume Copy 
Software」を選択します。

6. バージョン番号とキーダイジェストを入力して、「了解」をクリックします。

注: ボリュームコピー機能を無効にしてもボリュームコピーペアが残っている場合
は、コピーペアを削除したり、既存のコピーペアを使用してコピーを開始したり、
ターゲットボリュームの読み取り専用属性の設定を変更できます。ただし、新しいボ
リュームコピーは作成できません。
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ボリュームコピー情報の表示

どのボリュームがボリュームコピーに使用されているかを調べるには、「ボリューム
の詳細」ページを参照してください。ソースボリュームでは、「関連情報」セクショ
ンに関連付けられたターゲットボリュームが示されます。ターゲットボリュームで
は、「ボリュームの詳細」ページに関連付けられたソースボリューム、コピーの優先
順位、およびターゲットボリュームの読み取り専用ステータスが示されます。

ソースボリュームに関する情報の表示は、次の手順で行います。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開し、「ボリューム」を選択します。

「ボリュームの概要」ページが表示されます。

3. ソースボリュームまたはターゲットボリュームをクリックして、そのボリューム
に関する詳細情報を表示します。

選択したボリュームの「ボリュームの詳細」ページが表示されます。

4. 「関連情報」を表示し、任意の項目をクリックすると、選択したボリュームに関
する追加情報が表示されます。

5. 「ターゲット」をクリックします。

「ボリュームコピーの概要」ページに、選択したボリュームに関連付けられた
ターゲットボリュームが表示されます。

6. ターゲットボリューム名をクリックすると、そのボリュームに関する情報が表示
されます。

選択したターゲットボリュームの「ボリュームの詳細」ページが表示されます。

ボリュームコピーの作成

ボリュームコピーを作成する前に、適切なターゲットボリュームがストレージアレイ
に存在することを確認するか、そのボリュームコピー専用の新しいターゲットボ
リュームを作成してください。ボリュームコピーの計画についての詳細は、224 ペー
ジの「ボリュームコピーの計画」を参照してください。

作成できるのは標準ボリューム、ターゲットボリューム、またはスナップショットボ
リュームです。スナップショットボリュームのコピーについての詳細は、243 ページ
の「ボリュームスナップショットのコピー」を参照してください。

標準ボリュームまたはターゲットボリュームのボリュームコピーの作成は、次の手順
で行います。
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1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開し、「ボリューム」を選択します。

「ボリュームの概要」ページが表示されます。

3. 内容を別のボリュームへコピーするボリュームの名前をクリックします。選択す
るボリュームは、標準ボリューム、スナップショットボリューム、またはター
ゲットボリュームです。

そのボリュームの「ボリュームの詳細」ページが表示されます。

4. 「コピー」をクリックします。

5. 続行するかどうかのメッセージが表示された場合は、「了解」をクリックしま
す。

「ボリュームのコピー」ページが表示されます。

6. コピーの優先順位を選択します。

高い優先順位を選択するほどボリュームコピー動作に割り当てられるリソースが
増えて、ストレージアレイのパフォーマンスが低下します。

7. 「ターゲットボリューム」一覧から、希望するターゲットボリュームを選択しま
す。

ソースボリュームで使用可能な容量に近い容量のターゲットボリュームを選択す
ると、ボリュームコピーの作成後に、ターゲットボリュームに未使用領域が残っ
てしまう可能性を減らせます。

8. ボリュームコピープロセスを開始する前に、次のことを行います。

a. ソースボリュームおよびターゲットボリュームへのすべての入出力 (I/O) 動作
を停止します。

b. 必要に応じて、ソースボリュームとターゲットボリュームのすべてのファイル
システムをマウント解除します。

9. 「ボリュームのコピー」ページに指定した情報を確認します。正しければ「了
解」をクリックして、ボリュームコピーを開始します。

ボリュームコピーが正常に開始されたことを示すメッセージが表示されます。

10. ボリュームコピープロセスの終了後は、次のことを行います。

a. 必要に応じて、ソースボリュームとターゲットボリュームのすべてのファイル
システムを再マウントします。

b. ソースボリュームとターゲットボリュームへのすべての入出力動作を有効にし
ます。
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ボリュームコピーの再コピー

既存のコピーペアのボリュームコピーは、再コピーすることができます。ターゲット
ボリュームの完全なバックアップをスケジュールして実行してから、サイト外スト
レージ用のテープドライブにコピーする場合、ボリュームコピーを再コピーすると便
利です。

注意: ボリュームコピーの再コピーでは、ターゲットボリューム上のすべてのデータ
が上書きされ、自動的にターゲットボリュームがホストから読み取り専用になりま
す。ボリュームコピーを再コピーする前に、ターゲットボリューム上のデータが不要
であるか、バックアップされていることを確認してください。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開し、「ボリューム」を選択します。

「ボリュームの概要」ページが表示されます。

3. 再コピーするターゲットボリューム名をクリックします。

そのボリュームの「ボリュームの詳細」ページが表示されます。

4. ソースボリュームおよびターゲットボリュームへのすべての入出力 (I/O) 動作を
停止します。

5. 必要に応じて、ソースボリュームとターゲットボリュームのすべてのファイルシ
ステムをマウント解除します。

6. 「再コピー」をクリックします。

管理ソフトウェアがソースボリュームをターゲットボリュームへ再コピーし、確
認メッセージを表示します。

7. 必要に応じて、ソースボリュームとターゲットボリュームのすべてのファイルシ
ステムを再マウントします。

8. ソースボリュームとターゲットボリュームへのすべての入出力動作を有効にしま
す。

コピーの優先順位の変更

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開し、「ボリューム」を選択します。
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「ボリュームの概要」ページが表示されます。

3. コピーの優先順位を変更するボリュームの名前をクリックします。

選択したボリュームの「ボリュームの詳細」ページが表示されます。

4. 「コピーの優先順位」フィールドで、コピーの優先順位を選択します。

高い優先順位を選択するほどボリュームコピー動作に割り当てられるリソースが
増えて、ストレージアレイのパフォーマンスが低下します。

5. 「了解」をクリックします。

正常に変更されたことを示す確認メッセージが表示されます。

コピーペアの削除

コピーペアを削除すると、ソースボリュームとターゲットボリュームの関連付けが削
除されるため、それぞれを異なる役割で別のボリュームコピーに利用できるようにな
ります。

ボリュームコピーの実行中は、そこで使用されているコピーペアを削除できません。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開し、「ボリューム」を選択します。

「ボリュームの概要」ページが表示されます。

3. 削除するコピーペアのターゲットボリュームの名前をクリックします。

そのボリュームの「ボリュームの詳細」ページが表示されます。

4. 「関連情報」をクリックして、選択したボリュームを使用するボリュームコピー
が実行中でないことを確認します。

5. 「詳細」ページの先頭に戻り、「コピーペアの削除」をクリックします。

ボリュームコピーのライセンスの無効化

ボリュームコピーのライセンスが無効化または削除されるか、あるいはアレイが「準
拠していない」状態になると、次の操作が失敗する、または正しく機能しなくなる可
能性があります。

■ 標準 RAID ボリュームの作成

■ 自動構成
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■ ストレージパーティションマッピングの作成

■ ホットスペアの割り当て

■ スナップショットボリュームの作成

■ リモートボリュームミラー (RVM) の有効化およびミラーペア確立ボリュームコ
ピー

■ 確立操作およびコピー開始操作

ストレージアレイで複数のパフォーマンス層がサポートされる場合は、この状況を解
決してアレイが準拠するようにしないかぎり、ストレージアレイを次に再起動したあ
とでパフォーマンスの問題が発生します。

ページおよびフィールドの説明
「ボリュームコピーの構成」セクションに関連するブラウザインタフェースのページ
およびフィールドについては、次の項で説明します。

■ ボリュームコピーの管理

■ ライセンスを無効にする

「ボリュームコピーの概要」ページ

このページには、選択したボリュームコピーに関連付けられたターゲットボリューム
が表示されます。

表 4-59 では、「ボリュームコピーの概要」ページのフィールドについて説明しま
す。

表 4-59 「ボリュームコピーの概要」ページ

フィールド 内容

ターゲットボリュー
ムの名前

ターゲットボリュームの名前です。

ステータス 現在のボリュームコピーのステータスです。

優先順位 コピーの優先順位です。
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ボリュームスナップショットの構成
この節では、ボリュームスナップショットの構成と管理について説明します。項目
は、次のとおりです。

■ 232 ページの「ボリュームスナップショットについて」

■ 234 ページの「ボリュームスナップショットの計画」

■ 236 ページの「予約ボリュームの容量の算出」

■ 238 ページの「スナップショットのロールバックについて」

■ 240 ページの「ボリュームスナップショットの管理」

■ 248 ページの「ページおよびフィールドの説明」

ボリュームスナップショットについて
スナップショットは、スナップショットを作成した時点でのボリューム上のデータの
コピーです。これは論理的には、完全な物理コピーに相当しますが、物理コピーより
もはるかに短時間に作成でき、必要なディスク空間も少なくてすみます。スナップ
ショットの作成では、アレイコントローラトレイは、予約ボリュームという物理ボ
リュームの作成中、基本ボリュームへの入出力 (I/O) を一時停止します。予約ボ
リュームは、スナップショットが作成されてから変更のあったデータに関する情報を
格納します。この予約ボリュームの容量は、基本ボリュームに対する割合 (%) で設定
できます。

スナップショットは、ライセンスの必要な上級機能です。スナップショット機能を使
用するには、スナップショットライセンスを有効にする必要があります。ライセンス
についての詳細は、ライセンスの管理を参照してください。

スナップショットは、ほかのボリュームと同じように取り扱えます (ただし、さらに
スナップショットをとることはできません)。各スナップショットは、独立してほか
のアプリケーションを使用してアクセスできます。別のサーバー上でマウントし、次
のように利用することができます。

■ バックアップ動作のための停止時間を短縮する代替バックアップ手段として使用
する。

オンラインのデータではなくスナップショットのバックアップを取り、重要なト
ランザクションのバックアッププロセス中の稼働を可能にします。バックアップ
サーバーにスナップショットをマウントし、スナップショットのデータをテープ
にバックアップします。

■ データを解析したり、実際の現在データを使用してアプリケーションのテストを
行う。
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実際に使用中のデータを使用したり、重要なトランザクションの妨げになること
を避けて、最新のスナップショットを解析やテストに使用します。

■ アプリケーションを再起動する。

アプリケーションの問題によって、主ボリュームに正しくないデータが書き込ま
れるような場合は、その問題が完全に解決されるまでの間、最新の正しいデータ
のスナップショットでアプリケーションを再起動します。

注: データのスナップショットは失敗の回復には適しません。ボリュームの完全な
バックアップコピーを作成する場合は、オフラインでのバックアップを使用して
ください。

アレイのスナップショットは、書き込み時コピーまたは依存コピーです。この種のス
ナップショットでは、1 次ボリュームへの書き込みで、予約ボリュームにもスナップ
ショットメタデータおよび書き込み時コピーデータがコピーされます。予約ボリュー
ムに物理的に格納されるブロックは、スナップショットが作成されてから変更のあっ
たブロックであるため、スナップショットが使用するディスク容量は完全な物理コ
ピーで使用される容量より少なくなります。

スナップショットが作成されてからデータに変更がない 1 次ボリュームのデータブ
ロックで書き込み操作を行うと、管理ソフトウェアは次のように動作します。

■ 古いデータを予約ボリュームにコピーします。

■ 新たなデータを主ボリュームに書き込みます。

■ 新しいデータの場所を示すスナップショットビットマップに記録を追加します。

データホストがスナップショットに読み取り要求を送ると、管理ソフトウェアは、1 
次ボリューム上で、スナップショットが作成されてから要求されたブロックに変更が
あったかどうかを検査します。変更されていた場合、スナップショット予約ボリュー
ムに保存されたデータから読み取りを行います。ブロックが変更されていない場合
は、1 次ボリュームから読み取りを行います。スナップショットには書き込み操作を
行うこともできます。スナップショットへの書き込み操作は、スナップショット予約
ボリュームに保存されます。

管理ソフトウェアは、予約ボリュームがしきい値に近づくと警告メッセージを表示し
ます。このしきい値は、スナップショット予約域の全容量に対する比率で構成できま
す (デフォルトは 50%)。予約ボリュームのしきい値に達した場合、仮想ディスクの未
使用容量を使用して、その容量を拡張できます。

スナップショットが有効であるかぎり、ストレージアレイのパフォーマンスは、関係
する予約ボリュームに対する書き込み時コピー活動の影響を受けます。スナップ
ショットが不要になった場合は、スナップショットを無効にするか削除して、書き込
み時コピー動作を停止します。

スナップショットを無効にしても、そのスナップショットおよび関連する予約ボ
リュームは残ります。同じ 1 次ボリュームの別の時点のイメージを作成する必要があ
る場合は、ボリュームのスナップを作り直すことで、無効にしたスナップショットと
それに関連付けられた予約ボリュームを再利用できます。この方が、新しいスナップ
ショットを作成するよりも、短時間でできます。
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スナップショットを再作成しない場合は、無効にする代わりに削除してもかまいませ
ん。スナップショットを削除すると、関連付けられている予約ボリュームも削除され
ます。

特定のボリュームの現在のスナップショットを確認するには、241 ページの「ボ
リュームスナップショット情報の表示」で説明しているように、そのボリュームの
「スナップショットの概要」ページの「関連情報」セクションを表示してください。

ボリュームスナップショットの計画
ボリュームスナップショットの作成には、さまざまな要素についていくつかの作業と
決定が含まれます。このため、「スナップショットボリュームの作成」ウィザードを
実行する前に、次の点からスナップショットの計画を立てることをお勧めします。

■ スナップショット予約ボリュームの名前

スナップショットの作成では、1 次ボリュームを簡単に特定するための一意のス
ナップショット名を指定する必要があります。

各スナップショットには、スナップショットが作成されてから変更のあったデー
タに関する情報を格納する予約ボリュームが関連付けられます。この予約ボ
リュームにも、対応するスナップショットを簡単に識別できるようにする一意の
名前を指定する必要があります。

■ 予約ボリュームの容量

適切な容量を決定するには、必要な管理オーバーヘッドと基本ボリュームで予想
される変更率の両方を算出する必要があります。詳細は、236 ページの「予約ボ
リュームの容量の算出」を参照してください。

■ 警告しきい値 

スナップショットボリュームの作成では、管理ソフトウェアが予約ボリュームの
残り容量レベルを示すメッセージを生成するしきい値を指定できます。デフォル
トでは、予約ボリュームの使用率が使用可能な容量の 50% に達したときに警告が
生成されます。この容量の使用率は、スナップショットの「スナップショットの
詳細」ページで監視できます。

■ スナップショットの障害の対処に使用する方法 

スナップショットボリュームの作成では、スナップショットの予約ボリュームが
いっぱいになったときの管理ソフトウェアの応答方法を指定できます。管理ソフ
トウェアは、次のいずれかを行うことができます。

■ スナップショットボリュームのエラー。この場合、スナップショットは無効に
なりますが、基本ボリュームは正常に動作し続けます。

■ 基本ボリュームのエラー。この場合、主ボリュームへの新しいデータの書き込
みは行えなくなります。スナップショットは引き続き元の基本ボリュームの有
効なコピーです。
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■ 仮想ディスクの選択方法 

仮想ディスクにスナップショット用の十分な容量があるかぎり、同じ仮想ディス
クにスナップショットを作成できます。

次のオプションを使用できます。

■ 「自動」- 管理ソフトウェアは自動的に、必要条件に適合する仮想ディスクを検
索および選択します。適合する仮想ディスクがない場合、十分な容量があれば
新しい仮想ディスクを作成します。

■ 「既存の仮想ディスクにボリュームを作成」- 使用可能な仮想ディスクの一覧か
ら、ボリュームを作成する仮想ディスクを手動で選択します。選択したディス
ク数に、ボリューム用の十分な容量があることを確認してください。

■ 「新しい仮想ディスクにボリュームを作成」- ボリュームの作成場所として、新
しい仮想ディスクを作成します。作成する仮想ディスクにボリューム用の十分
な容量があることを確認してください。

■ スナップショットのマッピングオプション

スナップショットは、デフォルトのストレージドメインなどの既存のドメインに
追加することができ、また、ホストまたはホストグループにマッピングして、新
しいストレージドメインを作成することもできます。ストレージドメインはスト
レージの分割に使用する論理エンティティーで、ホストまたはホストグループが
スナップショットへ読み取りと書き込みアクセスをできるようにします。明示的
にマッピングされていないすべてのスナップショットへの共有アクセスを明示的
にマッピングしたり、有効にしなくても、デフォルトのストレージドメインには
すべてのホストとホストグループが入っています。

スナップショットの作成中に、次のマッピングオプションのいずれかを選択でき
ます。

■ 「1 つのホストまたはホストグループにスナップショットをマッピング」- この
オプションでは、特定のホストまたはホストグループに明示的にスナップ
ショットをマッピングするか、デフォルトのストレージドメインにスナップ
ショットを追加することができます。

■ 「このスナップショットをマッピングしない」- このオプションを選択すると、
管理ソフトウェアはデフォルトのストレージドメインに自動的にスナップ
ショットを追加します。

注: イニシエータがそれぞれのホストおよびホストグループに含まれる各ホストに
関連付けられている場合にかぎり、ホストまたはホストグループをマッピングオ
プションとして使用可能です。
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予約ボリュームの容量の算出
スナップショットの作成では、スナップショットデータと、スナップショットが存在
している間に必要とされるほかのすべてのデータを格納するスナップショット予約ボ
リュームのサイズを指定します。スナップショット予約ボリュームのサイズの指定が
求められたら、基本ボリュームのサイズに対する割合 (%) を入力する必要があります 
(ただし、この割合 (%) が 8M バイト未満のサイズを示す値であってはいけません)。

スナップショット予約ボリュームに必要な容量は、基本ボリュームへの入出力書き込
みの頻度とサイズ、およびスナップショットボリュームを保持する必要のある期間に
よって異なります。一般に、スナップショットボリュームを長期間保持する場合や、
大量の入出力動作によってスナップショットボリュームの使用期間中に基本ボリュー
ムの大部分のデータブロックが変更される場合は、予約ボリュームの容量を大きくし
てください。データを監視するパフォーマンス履歴などのオペレーティングシステム
のユーティリティーを使用すると、基本ボリュームへの代表的な入出力動作の判定に
役立ちます。

スナップショット予約ボリュームが指定された容量しきい値に達すると、警告が発行
されます。このしきい値は、スナップショットボリュームの作成時に設定します。デ
フォルトのしきい値レベルは 50% です。

警告を受け取り、スナップショットボリュームを使用している間にスナップショット
予約ボリュームがいっぱいになる危険がある場合は、「スナップショットの詳細」
ページで「拡張」をクリックして容量を増やします。スナップショットの作成中にス
ナップショット予約ボリュームがいっぱいになった場合は、スナップショット障害処
理条件によって実行する動作が指定されます。

スナップショットボリュームの作成では、容量の許すかぎり大きなスナップショット
予約ボリュームを割り当てることができます。

次の情報を参考に、スナップショット予約ボリュームの適正なサイズを決定してくだ
さい。

■ スナップショット予約ボリュームは 8M バイト以上にする必要があります。

■ スナップショットボリューム作成後に行われる基本ボリュームへの書き込み動作
の量によって、スナップショット予約ボリュームに必要な大きさが決定します。
基本ボリュームへの書き込み動作量が増加すると、基本ボリュームからスナップ
ショット予約ボリュームにコピーすべき元のデータブロックの数も増加します。

■ スナップショットボリュームの予想される使用期間は、スナップショット予約ボ
リュームの適切な容量の決定に関係します。スナップショットボリュームが作成
され、長期間にわたって有効な場合は、スナップショット予約ボリュームが最大
容量に達する危険性が高くなります。
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■ スナップショット予約ボリュームにスナップショットボリュームデータを格納す
るための管理オーバーヘッドの量は、スナップショット予約ボリュームの適切な
容量の決定に関係します。実際に必要な管理オーバーヘッドの量は非常に小さ
く、このあとで説明する単純な式を使用して計算できます。

■ 基本ボリュームで変更されるデータブロックの数と、スナップショット予約ボ
リュームに格納されるデータ量とが、1 対 1 に対応しているとはかぎりません。パ
フォーマンス上の要因から、コピーする必要があるデータブロックの位置によっ
ては、1 つのブロックセットが変更されただけでも、コントローラが 32 のブロッ
クセットすべてをコピーすることがあります。スナップショット予約ボリューム
にコピー可能な基本ボリュームの容量の割合 (%) を判定するときは、このことを
考慮してください。

次の式を使用して、スナップショット予約ボリュームにスナップショットデータを格
納するために必要な管理オーバーヘッドの量を計算します。

192K バイト + (x/2000)

x は、バイト単位の基本ボリュームの容量です。

注: この公式は単なる目安です。スナップショット予約ボリュームの容量は、定期的
に見積もりし直す必要があります。

変換プロセスでは、バイトからキロバイトに換算してからメガバイトまたはギガバイ
トに換算します。たとえば 5G バイトの基本ボリュームの場合、予想スナップショッ
ト予約ボリュームの容量は次のようにして求められます。

1. 基本ボリュームの容量をバイト単位に換算します。

5G バイトを換算すると 5,368,709,120 バイトになります。

2. 基本ボリュームの容量 (バイト) を 2000 で割ります。

結果は 2,684,354.56 バイトです。

3. バイトをキロバイトに換算します。

結果は 2621.44K バイトです。

4. 手順 3 の結果に 192K バイトを加えます。

192 K バイト + 2621.44 K バイト = 2813.44 K バイト

5. 手順 4 の結果をメガバイト (M バイト) に換算します。

必要な管理オーバーヘッドの量は 2.75M バイト (または 0.002686G バイト) になり
ます。

この例をさらに進めて、基本ボリュームのデータブロックの 30% に変更が予想され
ると仮定します。スナップショット予約ボリュームの容量を正確に求めるには、管理
オーバーヘッドに加えてスナップショット予約ボリュームにも十分な容量を用意する
必要があります。
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スナップショット予約ボリュームを決定するには、基本ボリュームで予想される変更
率を求めます。

5G バイトの 30% = 1.5G バイト

スナップショット予約ボリュームの最終的な容量見積もりを得るには、前の手順で求
めた管理オーバーヘッド量にこの数字を加えます。

1.5G バイト + 0.002686G バイト = 1.502686G バイト

「スナップショットボリュームの作成」ウィザード: 「Reserve Capacity」ダイアロ
グで、基本ボリュームの割合 (%) を使用してスナップショット予約ボリューム容量の
見積もりを指定します。

スナップショットの作成では、このスナップショット予約ボリュームの容量を基本ボ
リュームに対する割合 (%) で指定します。スナップショット予約ボリュームの容量の
値が、算出した見積もり容量と一致するまで、割合 (%) を増減できます。切り上げが
必要になることがあります。

スナップショットのロールバックについ
て
スナップショットのロールバック機能を使用すると、基本ボリュームの内容を変更し
て、スナップショットボリュームに保存されている特定の時点のイメージと一致させ
ることができます。ホストは、ロールバック処理中も、引き続き基本ボリュームにア
クセスして入出力動作を行うことができます。

ロールバック処理中、スナップショットボリュームは読み取り専用に設定されます。
ロールバック処理が完了すると、スナップショットボリュームは書き込み可能になり
ます。ロールバック処理中にスナップショットボリュームを再起動、削除、および無
効化することはできません。関連付けられているスナップショット予約ボリュームに
は、ロールバック処理とホストからの書き込み処理を実行できるだけの十分な容量が
必要です。

注: スナップショットボリュームの作成後、ホストからの書き込み処理により、ス
ナップショットボリュームの内容は変更されている可能性があります。ロールバック
処理は、これらの変更も基本ボリュームにコピーします。

スナップショットのロールバックを行う前に

ロールバック処理を行う前に、次のガイドラインを覚えておいてください。
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■ スナップショットのロールバックを行う前に、ボリュームをマッピング解除しま
す。ロールバックの完了後、ボリュームをホストに再マッピングします。

■ ロールバック処理では、基本ボリュームに関連付けられているスナップショット
ボリュームの内容は変更されません。

■ ロールバック処理に関係している基本ボリュームに対して、新しいスナップ
ショットボリュームを作成することはできません。

■ 基本ボリュームに対して一度に実行可能なロールバック処理は 1 つだけです。

■ ストレージアレイで次のいずれかの処理が実行中の場合、ロールバック処理を開
始しないでください。

■ プールやボリュームの増量、RAID レベルの変更、ボリュームのセグメントサ
イズ変更など、スナップショットの基本ボリュームまたは予約ボリュームが再
構成されている場合。

■ スナップショットの基本ボリュームまたは予約ボリュームが、ボリュームコ
ピーに関係している場合。

■ スナップショットの基本ボリュームが、リモートミラーにあるセカンダリボ
リュームの場合。ただし、基本ボリュームがリモートミラーのプライマリボ
リュームである場合は、ロールバック処理を開始できます。また、プライマリ
ボリュームがロールバック処理に関係している場合、リモートミラーで役割の
逆転を実行することはできません。

■ 関連付けられているスナップショット予約ボリュームの使用済み容量に読み取り
不能セクターがある場合、ロールバック処理が失敗します。

■ ロールバック処理が失敗または取り消された場合に使用する基本ボリュームか
ら、新しいスナップショットボリュームを作成します。

注: 基本ボリュームに不正なアプリケーションデータが含まれていることが分かっ
ている場合、ロールバックの開始前に新しいスナップショットを作成することが
有益です。ロールバックに失敗した場合、またはロールバックの処理中に取り消
された場合、新しいスナップショットからのロールバックを実行して、基本ボ
リュームを既知の状態に復元できます。ただし、基本ボリュームに既知の不正な
アプリケーションデータがまだ含まれている場合、元のスナップショットイメー
ジからロールバックを行う、別の処理を実行します。

スナップショットのロールバックの進行状況の監
視

「スナップショットの詳細」ページでジョブの進行状況を追跡して、ロールバックの
ステータス、完了 %、および処理が完了するまでのおおよその時間を確認できます。
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ロールバック処理中にディスクまたはパスのエラーが発生すると、ロールバック処理
は一時停止します。「ロールバックを再開」をクリックすると、処理を再開できま
す。エラーが回復不可能で再開できない場合、処理を取り消すことができます。ロー
ルバック処理を取り消すと、スナップショットボリュームは無効になり、ボリューム
のデータは矛盾した状態のままになります。スナップショットのロールバック処理を
取り消す前に、そのデータが必要ないことを確認するか、データのバックアップを作
成してください。

前のバージョンのストレージ管理ソフトウェアか
らのスナップショットボリューム

スナップショットボリュームが、スナップショットのロールバック機能をサポートし
ていない古いバージョンのストレージ管理ソフトウェアで作成されていた場合、スト
レージ管理ソフトウェアのバージョンとコントローラファームウェアのバージョンを
アップグレードできます。アップグレードが完了すると、スナップショットボリュー
ムでロールバック機能がサポートされます。ただし、ロールバック処理後、古いバー
ジョンのストレージ管理ソフトウェアに戻すと、ストレージ管理ソフトウェアはその
スナップショットボリュームをサポートしなくなります。

ボリュームスナップショットの管理
この節では、ボリュームスナップショットの管理について説明します。項目は、次の
とおりです。

■ 241 ページの「ボリュームスナップショット機能の有効化」

■ 241 ページの「ボリュームスナップショット情報の表示」

■ 242 ページの「ボリュームスナップショットの作成」

■ 242 ページの「ボリュームのスナップショットのとり直し」

■ 243 ページの「ボリュームスナップショットのコピー」

■ 244 ページの「ホストまたはホストグループへのボリュームス ナップショットの
マッピング」

■ 245 ページの「スナップショット容量の拡張」

■ 247 ページの「ボリュームスナップショット機能を無効にする」

■ 248 ページの「ボリュームスナップショットの削除」
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ボリュームスナップショット機能の有効化

スナップショット機能を使用するには、この機能を有効にする必要があります。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開します。

そのアレイのナビゲーションツリーが展開されます。

3. 「管理」を展開し、「ライセンス」を選択します。

「ライセンス利用可能な機能の概要」ページが表示されます。

4. 「ライセンスを追加」をクリックします。

「ライセンスの追加」ページが表示されます。

5. 上級機能のライセンスキーのファイルを選択し、「有効」ボタンをクリックしま
す。

ボリュームスナップショット情報の表示

既存のスナップショットに関する概要および詳細な情報を表示できます。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開し、「スナップショット」を選択し
ます。

「スナップショットの概要」ページが表示されます。

3. スナップショット名をクリックして、そのスナップショットに関する詳細情報を
表示します。

選択したスナップショットの「スナップショットの詳細」ページが表示されま
す。
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ボリュームスナップショットの作成

スナップショットを作成する前に、多くの要素について検討し、多くの決定を行う必
要があります。スナップショットの計画についての詳細は、234 ページの「ボリュー
ムスナップショットの計画」を参照してください。

注: ターゲットボリュームのスナップショットは作成できません。

ボリュームスナップショットの作成は、次の手順で行います。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開します。

そのアレイのナビゲーションツリーが展開されます。

3. スナップショットを作成するボリュームをクリックします。

そのボリュームの「ボリュームの詳細」ページが表示されます。

4. 「スナップショット」をクリックします。

「スナップショットボリュームの作成」ウィザードが起動します。

5. ウィザードの手順に従います。詳細については、ウィザードの「ヘルプ」タブを
クリックしてください。

注: 操作するアレイを選択したあと、「スナップショットボリュームの作成」ウィ
ザードを起動することもできます。ナビゲーション区画で「スナップショット」を選
択し、「スナップショットの概要」ページで「新規」をクリックします。

ボリュームのスナップショットのとり直し

とり直しができるスナップショットは 1 つですが、StorageTek 6140、6540、および 
FLX380 アレイだけは、最大 64 のスナップショットのグループのとり直しが可能で
す。スナップショットのグループのとり直しの際は、アレイのジョブが作成されま
す。ジョブの進行状況は、「現在のジョブの概要」ページで参照できます。

スナップショットのグループのとり直し中に 1 つのスナップショットのとり直し操作
に失敗した場合は、スナップショットの取り直し操作全体が取り消されます。

1 つまたは複数のボリュームのスナップショットのとり直しは、次の手順で行いま
す。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。
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2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開し、「スナップショット」を選択し
ます。

「スナップショットの概要」ページが表示されます。

3. とり直しを行うスナップショットの左にあるチェックボックスをそれぞれクリッ
クします。

これによって「スナップショットのとり直し」ボタンが使用可能になります。

4. 「スナップショットのとり直し」をクリックします。

新しいスナップショットが完了すると、確認メッセージが表示されます。

ボリュームスナップショットのコピー 
スナップショットをコピーする前に、適切なターゲットボリュームがストレージアレ
イに存在することを確認するか、そのスナップショット専用の新しいターゲットボ
リュームを作成してください。

注意: ボリュームのコピーと同様に、スナップショットのボリュームコピーではター
ゲットボリューム上のすべてのデータが上書きされ、ターゲットボリュームは自動的
にデータホストから読み取り専用になります。ボリュームコピーを開始する前に、
ターゲットボリューム上のデータが不要であるか、バックアップされていることを確
認してください。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開し、「スナップショット」を選択し
ます。

「スナップショットの概要」ページが表示されます。

3. コピーするスナップショット名をクリックします。

「スナップショットの詳細」ページが表示されます。

4. 「コピー」をクリックします。

「スナップショットのコピー」ページが表示されます。

5. コピーの優先順位を選択します。

有効な値は「最高」、「高」、「中」、「低」、および「最低」です。優先順位
が高いほど割り当てられるリソースが増え、ストレージアレイのパフォーマンス
が低下します。

6. 「ターゲットボリューム」一覧からターゲットボリュームを選択します。
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容量が元のスナップショットの容量と同じか大きい、有効なターゲットボリュー
ムだけが表示されます。

注: 元のスナップショットに近い容量のターゲットボリュームを選択すると、ボ
リュームコピーの作成後にターゲットボリュームに未使用領域が残ってしまう可
能性を減らせます。

7. スナップショットおよびターゲットボリュームへのすべての入出力動作を停止し
ます。

8. 必要に応じて、ソースボリュームとターゲットボリュームのすべてのファイルシ
ステムをマウント解除します。

9. 指定した情報を確認します。正しければ「了解」をクリックします。

10. 必要に応じて、ソースボリュームとターゲットボリュームのすべてのファイルシ
ステムを再マウントします。

11. スナップショットボリュームとターゲットボリュームへのすべての入出力動作を
有効にします。

ホストまたはホストグループへのボリュームス
ナップショットのマッピング

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開し、「スナップショット」を選択し
ます。

「スナップショットの概要」ページが表示されます。

3. ホストまたはホストグループをマッピングするスナップショットをクリックしま
す。

「マッピング」ボタンが使用可能になります。

4. 「マッピング」をクリックします。

「ボリュームのマッピング」ページに、使用可能なホストとホストグループの一
覧が表示されます。フィルタを使用して、ホストとホストグループのみの表示に
絞り込むことができます。

5. このボリュームにマッピングするホストまたはホストグループを選択し、「了
解」をクリックします。

スナップショットが正常にマッピングされたことを示すメッセージが表示されま
す。
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スナップショット容量の拡張

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開し、「スナップショット」を選択し
ます。

「スナップショットの概要」ページが表示されます。

3. 容量を拡張するスナップショットをクリックします。

「スナップショットの詳細」ページが表示されます。

4. ページの「予約の詳細」セクションで、「拡張」ボタンをクリックします。

「拡張ボリューム」ページに現在の容量が表示されます。

5. 希望するボリューム容量を指定し、「了解」をクリックします。

動的ボリューム拡張を実行中であることを示すメッセージが表示されます。

スナップショットのロールバックの作成

前提条件: スナップショットのロールバックを行う前に、ボリュームのマッピングを
解除します。

1. 「ストレージシステム」>「アレイ」>「マッピング」に移動します。

2. 「マッピングの概要」ページで、ボリュームを選択して「削除」をクリックしま
す。

3. ナビゲーションページで「スナップショット」をクリックします。

4. 「スナップショットの概要」ページで、ロールバックを行うスナップショットを
クリックします。

5. 「スナップショットの詳細」ページで、「ロールバックを開始」をクリックしま
す。

6. 「了解」をクリックしてロールバック処理を確認します。

7. ロールバックが完了したらボリュームをホストに再マッピングし、ボリュームが
ロールバックされたことを確認します。

■ スナップショットのロールバックを行う前に

■ スナップショットのロールバックの取り消し

■ スナップショットのロールバックについて
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スナップショットのロールバック処理の再開

ロールバック処理中の特定の状態に対して、スナップショットのロールバックのス
テータスには「一時停止中」が表示されます。

1. ロールバックを要求したスナップショットの「スナップショットの詳細」ページ
に移動します。

2. 「ロールバックのステータス」フィールドに「一時停止中」と表示されている場
合、「ロールバックを再開」をクリックします。

3. 「ロールバックの完了 %」フィールドを監視し、ロールバックの完了を確認しま
す。

■ スナップショットのロールバックを行う前に

■ スナップショットのロールバックについて

スナップショットのロールバックの取り消し

注意: スナップショットのロールバック処理を取り消すと、基本ボリュームは無効に
なり、ボリュームのデータは矛盾した状態のままになります。処理を取り消す前に、
そのデータが必要ないことを確認するか、データのバックアップを作成してくださ
い。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開し、「スナップショット」を選択し
ます。

3. 「スナップショットの概要」ページから、取り消しするスナップショットのロー
ルバックをクリックします。

4. 「スナップショットの詳細」ページで、「ロールバックを取り消し」をクリック
します。

処理を続行するかどうかの確認が求められます。

ボリュームスナップショットのマッピング解除

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。
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ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開し、「スナップショット」を選択し
ます。

「スナップショットの概要」ページが表示されます。

3. マッピング解除するスナップショットを選択します。

「スナップショットの詳細」ページが表示されます。

4. 「マッピング解除」をクリックします。

マッピング解除してもよいか、確認が求められます。

5. 「了解」をクリックします。

マッピング解除が完了すると、確認メッセージが表示されます。

ボリュームスナップショット機能を無効にする

1 つのスナップショットを無効にすることも (すべてのアレイ)、スナップショットの
グループを同時に無効にすることもできます (Sun Storage 6180、6580、6780 アレ
イ、StorageTek 6140、6540、FLX380 アレイ)。ボリュームスナップショットを無効
にしても、ボリュームスナップショットやそれに関連付けられた予約ボリュームは削
除されません。

ボリュームスナップショットを無効にすると、次のようになります。

■ 「スナップショットの概要」ページでスナップショットを選択し、「スナップ
ショットのとり直し」ボタンをクリックすると、スナップショットを再度有効に
できます。

■ 指定したスナップショットのみ無効になります。その他のすべてのスナップ
ショットは引き続き機能します。

1 つまたは複数のボリュームのスナップショットを無効にするには、次の手順を行い
ます。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で無効にするスナップショットのアレイを展開し、「スナッ
プショット」を選択します。

「スナップショットの概要」ページが表示されます。

3. 無効にするスナップショットの左にあるチェックボックスをそれぞれクリックし
ます。
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これによって「無効」ボタンが使用可能になります。

4. 「無効」をクリックします。

スナップショットボリュームを無効にしてよいか、確認を求められます。

5. 「了解」をクリックします。

選択したスナップショットが無効になると、確認メッセージが表示されます。

ボリュームスナップショットの削除

ボリュームスナップショットを削除すると、対応する予約ボリュームも削除されるた
め、予約ボリュームに割り当てられていた容量が開放されます。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開し、「スナップショット」を選択し
ます。

「スナップショットの概要」ページが表示されます。

3. 削除するスナップショットを選択します。

「削除」ボタンが使用可能になります。

4. 「削除」をクリックします。

削除してもよいか、確認が求められます。

5. 「了解」をクリックします。

選択したスナップショットが削除されると、確認メッセージが表示されます。

ページおよびフィールドの説明
「ボリュームスナップショットの構成」セクションに関連するブラウザインタフェー
スのページおよびフィールドについては、次の項で説明します。

「スナップショットのコピー」ページ

このページでは、既存のスナップショットをコピーできます。
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表 4-60 では、「スナップショットのコピー」ページのボタンとフィールドについて

説明します。

「スナップショットの詳細」ページ

このページには、選択されたスナップショットの詳細が表示されます。

表 4-61 では、「スナップショットの詳細」ページのボタンとフィールドについて説
明します。

表 4-60 「スナップショットのコピー」ページ

フィールド 内容

コピーの優先順位の
選択

コントローラの処理時間をどれだけボリュームコピープロセスに割
り当て、入出力動作から切り離すかを決める、コピーの優先順位を
選択します。

5 つの相対的な優先順位設定があります。「最高」、「高 (デフォル
ト)」、「中」、「低」、「最低」のいずれかです。「最高」では、
入出力動作が低下してもボリュームコピーを実行します。「最低」
では、ボリュームコピー速度が低下しても入出力動作を実行しま
す。

ターゲットボリュームの選択

名前 スナップショットのコピー名です。

プール このスナップショットに関連付けられているプールです。

容量 スナップショットのコピー容量です。

表 4-61 「スナップショットの詳細」ページ

フィールド 内容

マッピング/マッピ
ング解除

クリックすると、ボリュームスナップショットがホストまたはホス
トグループから、マップまたはマッピング解除されます。

スナップショットの
とり直し

クリックすると、ボリュームスナップショットをとり直します。

コピー クリックすると、ボリュームスナップショットがコピーされます。

無効 クリックすると、ボリュームスナップショットが無効になります。

削除 クリックすると、ボリュームスナップショットおよび対応する予約
ボリュームも削除されます。
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ロールバックを開始 クリックすると、スナップショットのロールバックが開始します。
了解または取り消しの確認が求められます。「了解」をクリックし
てロールバックを開始します。ボタンが「ロールバックを取り消
し」に変わります。

ロールバックを取り
消し

スナップショットのロールバックを開始すると表示されます。
「ロールバックを取り消し」をクリックすると、スナップショット
は無効になり、警告が表示されます。

ロールバックを再開 クリックすると、一時停止中のスナップショットのロールバックが
再開します。このボタンは、スナップショットのロールバック処理
が一時停止状態の場合のみ有効です。

スナップショットの詳細

名前 スナップショット名です。

World Wide Name スナップショットの World Wide Name です。

作成日 このスナップショットが作成された日付です。

状態 スナップショットボリュームの現在の状態です。「マッピング済
み」か「未使用」のいずれかです。

スナップショットの
ステータス

スナップショットボリュームのステータスです。「有効」または
「無効」になります。

基本ボリューム名 このスナップショットに関連付けられている基本ボリュームです。

使用率 (%) スナップショット予約ボリュームの使用率

障害ポリシー リザーブボリュームのスナップショットが一杯になったときに、管
理ソフトウェアが実行する動作です。「スナップショットボリュー
ムのエラー」が「基本ボリュームのエラー」になります。

警告しきい値 警告メッセージのトリガーとなる、使用済みの予約ボリューム容量
の比率です。

ロールバックの
ステータス

スナップショットのロールバックの、現在のステータスを示しま
す。値は、「なし」、「処理中」、「一時停止中」、「保留中」、
のいずれかです。

ロールバックの完了 
%

スナップショットのロールバックが完了した割合を示します。

ロールバックの所要
時間

スナップショットのロールバックを完了するまでの見積り所要時間
です。

スナップショット予約域の詳細

拡張 クリックすると、スナップショット予約ボリュームの容量が拡張さ
れます。

名前 スナップショット予約ボリュームの名前です。

表 4-61 「スナップショットの詳細」ページ (続き)

フィールド 内容
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仮想ディスク このボリュームの仮想ディスクです。

容量 この予約ボリュームの容量です。このボリュームに割り当てられた
記憶容量になります。単位は、K バイト、M バイト、G バイト (デ
フォルト)、T バイト、ブロックのいずれかです。

この容量は、データのために使用できるボリュームのサイズです。
スナップショット予約ボリュームのために追加の容量が必要になる
ことがあります。

RAID レベル 指定した RAID レベル。

セグメントサイズ コントローラは、このデータ量 (キロバイト) をボリューム内の単一
の物理ディスクに書き込んでから、次の物理ディスクにデータを書
き込みます。

書き込みキャッシュ
有効

書き込みキャッシュが有効かどうかを示します。「真」か「偽」の
いずれかです。

複製あり書き込み
キャッシュ有効

データ複製がある書き込みキャッシュが有効かどうかを示します。

バッテリーなし書き
込みキャッシュ有効

バッテリーを持たない書き込みキャッシュが有効かどうかを示しま
す。

あとに書き込み
キャッシュフラッ
シュ

未処理データ (キャッシュされているが、まだボリュームの物理スト
レージに書き込まれていないデータ) を、物理ストレージにフラッ
シュするまでキャッシュに保持しておける最大時間です。

ディスクスクラブ有
効

ディスクスクラブが有効かどうかを示します。

冗長ディスクスクラ
ブ有効

冗長性のあるディスクスクラブが有効かどうかを示します。

コンディション スナップショットが良好な状態であるかどうかを示します。

ステータス スナップショットの現在のステータスを示します。有効な値は次の
とおりです。

• オンライン

• 不良

• 無効

• オフライン

アクション 現在のアクション (準備完了など)。

優先コントローラ 両方のコントローラが動作可能なときに優先するコントローラを示
します。

所有コントローラ このアレイのコントローラです。A または B のいずれかです。

変更の優先順位 このボリュームの変更に応じた優先順位です。入出力 (I/O) 動作に
影響します。「最高」、「高」、「中」、「低」、「最低」のいず
れかです。

表 4-61 「スナップショットの詳細」ページ (続き)

フィールド 内容
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「スナップショットの概要」 ページ

このページには、すべてのスナップショットに関する情報が表示されます。スナップ
ショット名をクリックすると、そのスナップショットの詳細と関連情報が表示されま
す。

表 4-62 では、「スナップショットの概要」ページのボタンとフィールドについて説

明します。

関連情報

マッピング済みイニ
シエータ

このスナップショットに関連付けられたイニシエータの数です。

ターゲット スナップショットに関連付けられたターゲットボリュームの数で
す。

表 4-62 「スナップショットの概要」ページ

フィールド 内容

新規 クリックすると「スナップショットボリュームの作成」ウィザード
が起動します。

マッピング クリックすると、ボリュームスナップショットがホストまたはホス
トグループにマッピングされます。

スナップショットの
とり直し

クリックすると、ボリュームスナップショットをとり直します。

無効 クリックすると、ボリュームスナップショットが無効になります。

削除 クリックすると、ボリュームスナップショットおよび対応する予約
ボリュームも削除されます。

名前 スナップショット名です。

基本ボリューム このスナップショットに関連付けられている基本ボリュームです。

予約ボリューム このスナップショットに関連付けられている予約ボリュームです。

作成日 このスナップショットが作成された日付です。

使用率 (%) 予約ボリュームの使用率です。

状態 スナップショットボリュームの現在の状態です。「マッピング済
み」か「未使用」のいずれかです。

表 4-61 「スナップショットの詳細」ページ (続き)

フィールド 内容
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ステータス スナップショットの現在のステータスを示します。有効な値は次の
とおりです。

• オンライン

• 不良

• 無効

• オフライン

コンディション スナップショットが良好な状態であるかどうかを示します。

タイプ スナップショットのタイプです。標準、ソースのいずれかです。

ロールバックの進行
状況

スナップショットのロールバック処理の進行状況またはステータス
を示します。ロールバックが処理中の場合、進捗バーには完了 % が
表示されます。あるいは、「なし」、「保留中」、「一時停止中」
のステータスが表示されます。

WWN スナップショットの World Wide Name です。

表 4-62 「スナップショットの概要」ページ (続き)

フィールド 内容
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データ複製の設定
この節では、データ複製の設定について説明します。項目は、次のとおりです。

■ 254 ページの「アレイのデータ複製のサポート」

■ 254 ページの「データ複製について」

■ 264 ページの「データ複製の計画」

■ 267 ページの「データ複製の管理」

■ 276 ページの「ページおよびフィールドの説明」

アレイのデータ複製のサポート
表 4-63 に、アレイのデータ複製上級機能のサポート状況を示します。

データ複製について
この節では、データ複製の概念について説明します。項目は、次のとおりです。

■ 255 ページの「複製処理について」

■ 256 ページの「複製セットについて」

表 4-63 データ複製上級機能のサポート状況

データ複製をサポートするアレイ データ複製をサポートしていないアレイ

Sun Storage 6180 アレイ Sun Storage 2530-M2 および 2540-M2 アレイ

Sun Storage 6580 アレイ StorageTek 2510、2530、2540 アレイ

Sun Storage 6780 アレイ Sun Storage J4200、J4400、および J4500 アレイ

Sun StorEdge 6130 アレイ Sun Blade 6000 ディスクモジュール

StorageTek 6140 アレイ

StorageTek 6540 アレイ

StorageTek FLX240 アレイ

StorageTek FLX280 アレイ

StorageTek FLX380 アレイ
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■ 258 ページの「整合性グループについて」

■ 259 ページの「複製リンクについて」

■ 259 ページの「複製セットのプロパティーについて」

■ 260 ページの「1 次および 2 次の役割の逆転について」

■ 261 ページの「複製モードについて」

■ 262 ページの「同期複製モードと非同期複製モード」

■ 263 ページの「データ複製操作について」

複製処理について

データ複製ソフトウェアは、データを保護するボリュームレベルの複製ツールです。
このソフトウェアを使用すると、物理的に独立した 1 次および 2 次アレイ間で、リア
ルタイムでボリュームを複製できます。このソフトウェアはアプリケーションがボ
リュームにアクセスしている間有効になり、ボリューム間でデータを連続的に複製し
ます。

障害復旧およびビジネス継続計画の一環として、このソフトウェアによって、1 次ボ
リュームにある重要なデータの最新コピーを 2 次ボリュームに保持できます。また、
2 次ボリュームにデータをフェイルオーバーするデータ回復方式も試行できます。あ
とで、データに発生したあらゆる変更を 1 次ボリュームに書き込んで戻すことができ
ます。

このソフトウェアでは、データは 1 次ボリュームから 2 次ボリュームへ複製されま
す。1 次ボリュームと 2 次ボリュームの関連付けによって複製セットが構成されま
す。複製セット内のボリュームが初期同期されたあと、1 次ボリュームと 2 次ボ
リュームに同じデータが格納されていることが、継続的に保証されます。

注: 非同期の複製モードを使用している場合は例外があります。詳細は、261 ページ
の「複製モードについて」を参照してください。

注: 他社製アプリケーションでは、複製中も引き続き 1 次ボリュームに書き込むこと
ができますが、2 次ボリュームは読み取り専用になります。

2 つのアレイ間では、同期複製モードまたは非同期複製モードで専用のファイバチャ
ネル (FC) 接続を使用して、データが転送されます (4 ポート構成のアレイには FC 
ポート 4、2 ポート構成のアレイにはホストポート 2、8 ポート構成のアレイにはホス
トポート 8)。複製セットに関わっているボリュームを持つアレイはともに、Sun の管
理ソフトウェアに登録されていて、帯域外管理ネットワークから到達可能である必要
があります。

注: システムは、長距離複製リンク経由でデータセンターの外部で移動するデータに
対する組み込み認証または暗号化機能は提供していません。複数のアレイを使用して
データ複製方式を実施する場合は、セキュリティー保護された専用線を使用してデー
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タを複製するか、エッジデバイスを使用して、暗号化および認証機能を実現すること
が前提になります。適切なセキュリティー機能の設定でサポートが必要な場合は、
Oracle Advanced Customer Services にお問い合わせください。

http://www.oracle.com/support/advanced-customer-services/index.html

ネットワークが切断されるか、2 次ボリュームが使用できない場合、ソフトウェアは
自動的に中断モードに切り替わり、複製を中止して、複製リポジトリと呼ばれる独立
したボリュームに 1 次ボリュームに対する変更内容を追跡記録します。通信が復元さ
れると、複製リポジトリ内の情報を使用してボリュームの再同期が行われ、データの
複製が再開されます。

同期複製モードのデータの複製では、一定の順序で書き込みが行われます。つまり、
ソフトウェアによる 2 次ボリュームへの書き込み動作は、1 次ボリュームへの書き込
み動作と同じ順序で行われます。その結果、2 次ボリュームのデータと 1 次ボリュー
ムのデータは確実に整合性がとられるため、1 次ボリュームに障害が発生した場合に
データの回復を試みることができない、という事態を回避できます。

複数のボリューム上にデータベースを構築するアプリケーションなどで、複数のボ
リューム間で書き込み動作の順序の整合性が必要な場合は、複数の複製セットを整合
性グループに配置できます。各アレイは整合性グループを 1 つだけサポートし、整合
性グループ内の複製セットは、非同期複製モードを使用する必要があります。整合性
グループでは、複数の複製セットを 1 つのセットとして管理できます。整合性グルー
プを使用することで、グループ内のボリュームの書き込み順序が維持され、すべての 
2 次ボリューム上のデータが確実に、対応する 1 次ボリュームと整合性のあるコピー
になります。

1 次ボリュームと 2 次ボリュームの役割を逆にすることで、2 次ボリュームから 1 次
ボリュームへのデータの復元も可能です。役割の逆転はフェイルオーバー技術の 1 つ
で、1 次ボリュームの障害によって 2 次ボリュームが 1 次ボリュームの役割を担うよ
うになります。1 次ボリュームの障害が解消されるまで、アプリケーションソフト
ウェアは 2 次ボリュームに直接アクセスします。

複製セットについて

複製セットは次で構成されます。

■ アレイにあるボリューム、および物理的に別のアレイにあるボリュームへの参
照。一方のアレイに 1 次ボリュームが含まれてデータをコピーし、もう一方のア
レイに 2 次ボリュームが含まれてデータを受け取ります。

■ 両方のアレイ間の複製モード (同期または非同期)。

■ 複製セット内でボリュームが果たす役割 (1 次ボリュームまたは 2 次ボリューム)。

アレイ 1 つあたりの複製セットの最大数は、ファームウェアのリビジョンによって異
なります (詳細は、Sun Storage Common Array Manager の『リリースノート』を参
照)。どちらのアレイからも複製セットを作成し、構成できます。両方のアレイで複
製セットのプロパティーを設定する必要はありません。
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注: マルチホップおよび 1 対多のデータ複製はサポートされていません。

2 次ボリュームは、リアルタイムで同期させながら更新することも、ストアアンド
フォワード技術を使用して非同期に更新することもできます。複製セットをはじめて
作成すると、指定された 2 次ボリュームに 1 次ボリューム全体が最初にコピーされ
て、内容の一致が確立されます。アプリケーションが 1 次ボリュームに書き込みを行
うと、変更がデータ複製ソフトウェアによって 1 次ボリュームから 2 次ボリュームに
コピーされ、2 つのイメージの整合性が保たれます。

各アレイで Sun Storage Data Replicator ソフトウェア上級機能の使用を開始すると 
(269 ページの「データ複製の起動と停止」を参照)、コントローラに 1 つずつの計 2 
つの複製リポジトリボリュームが各アレイに作成されます。コントローラは、まだ完
成していない複製セット内のコピー先ボリュームへの書き込み操作に関する情報など
の複製情報を複製リポジトリボリュームに保存します。コントローラのリセットある
いはアレイの故障があった場合、コントローラは、この情報を利用し、それらの問題
が発生してから変更のあったブロックのみコピーすることによって回復を図ることが
できます。

複製セットの作成後に、そのプロパティーを変更することができます (詳細は、
259 ページの「複製セットのプロパティーについて」を参照)。また、次のようなボ
リューム操作を行うこともできます。

■ 先に 2 次ボリュームにストレージを追加してから、1 次ボリュームに追加すること
による、複製されたボリュームの拡張。

■ スナップショットの作成。

複製セット内の 1 次ボリュームまたは 2 次ボリュームのどちらのスナップショッ
トも任意の時点で作成できます。

■ ボリュームのコピーの作成。

複製セットの 1 次ボリュームは、ボリュームコピーでソースボリュームまたは
ターゲットボリュームのどちらにもなることができます。2 次ボリュームにボ
リュームコピーを行うことはできません。2 次ボリュームのコピーが必要な場合
は、役割を逆転して 2 次ボリュームを 1 次ボリュームに変更します。ボリューム
コピーの実行中に役割逆転を行うと、コピーが失敗し、再開できなくなります。
役割逆転の詳細は、260 ページの「1 次および 2 次の役割の逆転について」を参照
してください。

■ ボリュームマッピングの変更。

複製セットは削除することもできます。この削除では、1 次ボリュームと 2 次ボ
リューム間の関連付けが削除され、ボリュームが独立したボリュームに戻されます。

注: すでに複製セットにあるボリュームは複製できません。

1 次ボリュームが使用不可となった場合、2 次ボリュームが 1 次ボリュームの役割を
担います。この役割の逆転によって、アプリケーションは新たに指定された 1 次ボ
リュームを使用することで、その動作を継続できます。以前の 1 次ボリュームがふた
たび使用可能になった場合は、ほかのボリューム上の最新データで 1 次ボリュームを
同期化し、複製セットの機能を復元する必要があります。
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整合性グループについて

整合性グループは、同じ役割を持ち、非同期複製モードのみ使用する複製セットの集
合です。整合性グループの目的は、複数のボリュームにわたって書き込み順序の一貫
性を維持することにあります。整合性グループは、1 つのアレイで 1 つだけサポート
されます。

整合性グループに対する操作を実行すると、操作が整合性グループ内のすべての複製
セットに適用され、そのボリュームに一貫して適用されます。整合性グループに変更
を加えた場合、その変更は整合性グループ内のすべての複製セットで行われ、整合性
グループ内の 1 つの複製セットで操作に失敗した場合は、整合性グループ内のすべて
の複製セットで失敗します。

注: ボリュームスナップショット動作は例外です。複製セット内の各ボリュームのス
ナップショットは、個別に作成する必要があります。

整合性グループに複製セットを追加すると、複製セット内のボリューム間で書き込み
順序が維持されます。複製セットは 1 つの単位として制御できるため、データ複製操
作は整合性グループのすべてのメンバーに対して実行されます。2 次ボリュームへの
書き込み動作は、1 次ボリュームへの書き込み動作と同じ順序で行われます。グルー
プ内のボリューム間で書き込み順序が維持され、各 2 次ボリューム上のデータが確実
に、対応する 1 次ボリュームと整合性のあるコピーになります。

整合性グループに複製セットを追加するにあたっては、表 4-64 のガイドラインを考
慮してください。

最良の方法は、事前に整合性グループを検討し、複製セットの作成と同時に整合性グ
ループに複製セットを追加することです。このためには、「複製セットの作成」ウィ
ザードで複製のプロパティーを指定するときに、「書き込み整合性グループに追加」
チェックボックスを選択します。

非同期複製モードの既存の複製セットを整合性グループに追加するには、その複製
セットの「複製セットの詳細」ページで「整合性グループ」チェックボックスを選択
し、「了解」をクリックして保存します。

表 4-64 整合性グループに関するガイドライン

項目 注意事項

書き込み順
序

一群のボリュームに対して書き込み順序の一貫性を維持する必要がある場合は、それらのボ
リュームからなる複製セットを整合性グループに含めてください。整合性グループへの既存の
複製セットの追加は、複製セットの「複製セットの詳細」ページから行うことができます。

ボリューム 整合性グループ内のすべての 1 次ボリュームは、同じ 1 次アレイに存在する必要があります。
異なるアレイが元になっている 1 次ボリュームの書き込み順序は維持できません。

複製セット 整合性グループ内の複製セットはすべて非同期複製モードを使用する必要があります。整合性
グループは最大 32 個の複製セットをサポートします。
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複製リンクについて

複製リンクは、2 つのアレイ間の論理接続および物理接続で、データ複製を可能にす
るものです。複製リンクでは、1 次アレイと 2 次アレイの間でデータが転送されま
す。このリンクではデータだけでなく、複製制御コマンドも転送されます。

2 つのアレイ間で複製リンクを確立するには、2 ポート構成のアレイの場合はファイ
バチャネル (FC) ポート 2 を、4 ポート構成のアレイの場合は FC ポート 4 を、8 ポー
ト構成のアレイの場合は FC ポート 8 を使用する必要があります。また、使用するす
べて FC スイッチを、長距離運用用にアレイと接続し、ゾーン化を適用するように構
成する必要があります。データ複製用の構成とスイッチのゾーン化の詳細は、使用す
るアレイのマニュアルを参照してください。

注: システムは、長距離複製リンク経由でデータセンターの外部で移動するデータに
対する組み込み認証または暗号化機能は提供していません。複数のアレイを使用して
データ複製方式を実施する場合は、セキュリティー保護された専用線を使用してデー
タを複製するか、エッジデバイスを使用して、暗号化および認証機能を実現すること
が前提になります。適切なセキュリティー機能の設定でサポートが必要な場合は、
Oracle Advanced Customer Services にお問い合わせください。

http://www.oracle.com/support/advanced-customer-services/index.html

長距離での運用についての詳細は、FC スイッチの製造元のマニュアルを参照してく
ださい。

複製セットのプロパティーについて

複製セットまたは整合性グループの定義では、複製プロパティーを設定します。これ
らのプロパティーを設定する手順は、次のとおりです。

■ 2 次ボリュームの指定。複製セットを作成すると、デフォルトではローカルボ
リュームが 1 次の役割を担い、2 次ボリュームを選択するよう求められます。複製
セットを作成したあとは、複製を中断することなく、必要に応じて、「複製セッ
トの詳細」ページでボリュームの役割を変更することができます。詳細は、
272 ページの「役割の逆転」を参照してください。

■ 複製モードを、同期または非同期に設定します。詳細は、261 ページの「複製モー
ドについて」を参照してください。モードが非同期の場合は、整合性グループに
複製セットを追加するかどうかを指定することができます。詳細は、258 ページの
「整合性グループについて」を参照してください。

■ 入出力動作に対する同期レートの優先順位を、「最高」、「高」、「中」、
「低」、または「最低」に設定します。

■ 環境によっては、「複製セットの作成」ウィザードで再同期方法を「自動」に設
定します。
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自動再同期は手動同期に代わる方法です。手動で同期をとるには、「複製セット
の詳細」ページの「再開」ボタンをクリックします。自動再同期オプションで
は、複製セットと整合性グループの両方がサポートされています。このオプショ
ンを有効にすると、両方のアレイのボリュームの同期が取られて、可能なかぎり
速やかに複製が再開されます。

たとえば、ネットワークリンクに障害が発生して複製が中断された場合、リンク
が復元すると再同期が行われます。複製セットが整合性グループのメンバーで、
リンク障害などの問題で同期が失われると (複製の中断)、ローカルアレイに 1 次
ボリュームがある、整合性グループ内のすべての複製セットの同期が失われま
す。この問題が解決されると、自動的にすべての複製セットの再同期が取られま
す。

ただし、複製セット (複製セットが整合性グループのメンバーの場合はそのグルー
プのすべての複製セット) を手動で中断した場合、自動的な再同期は行われませ
ん。この場合、複製セットを再同期させるには、「再開」ボタンをクリックする
必要があります。

既存の複製セットに対する自動的な再同期は、「複製セットの詳細」ページの
「自動同期」チェックボックスを選択することによって行うことができます。こ
のチェックボックスは、ローカルボリュームが 1 次ボリュームの場合にのみ選択
できます。

1 次および 2 次の役割の逆転について

役割逆転では、複製セット内の 2 次ボリュームが 1 次ボリュームに昇格し、1 次ボ
リュームが 2 次ボリュームに降格します。

注: 整合性グループのメンバーになっている複製セット内のボリュームの役割を変更
した場合は、その複製セットは、昇格後の新しい 1 次ボリュームのホストになってい
るアレイ上の整合性グループのメンバーになります。

注意: 役割の逆転中に 1 次または 2 次ボリュームに対する入出力動作が行われた場
合、同期動作を開始するとデータが失われます。現在の 2 次ボリュームが現在の 1 次
ボリュームと同期され、2 次ボリュームに書き込まれたすべてのデータが失われま
す。

2 次から 1 次

1 次ボリュームがあるアレイで壊滅的な障害が発生した場合は、通常、複製セット内
の 2 次ボリュームを 1 次ボリュームに昇格させます。この場合は、1 次ボリュームに
マッピングされているホストアプリケーションが引き続きデータにアクセスし、業務
が継続できるように、2 次ボリュームを昇格させる必要があります。動作可能なリン
クで複製セットが正常に動作している場合、2 次ボリュームが 1 次ボリュームに昇格
すると、自動的に 1 次ボリュームが 2 次ボリュームに降格します。
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2 次ボリュームが 1 次ボリュームになると、ボリュームと LUN 間マッピングでボ
リュームにマッピングされているホストはどれも、そのボリュームに対する読み取り
あるいは書き込みが行えるようになります。2 次と 1 次サイトの間の通信上の問題で 
1 次ボリュームが降格されなかった場合は、エラーメッセージが表示されます。しか
し、このために 1 次ボリュームが 2 つになってしまうとしても、2 次ボリュームを昇
格にさせることができます。

2 次から 1 次へのボリュームの昇格については、272 ページの「役割の逆転」を参照
してください。

1 次から 2 次

通常の運用中に、1 次ボリュームを 2 次の役割に降格することできます。動作可能な
リンクで複製セットが正常に動作している場合、1 次ボリュームを 2 次ボリュームに
降格させると、自動的に 2 次ボリュームが 1 次ボリュームに昇格します。

2 次ボリュームが 1 次ボリュームになると、ボリュームと LUN 間マッピングで 1 次
ボリュームにアクセスするホストはどれも、そのボリュームに対する書き込みを行え
なくなります。1 次ボリュームが 2 次ボリュームになると、そのボリュームへの書き
込みは、1 次コントローラによって開始されたリモート書き込みによってのみ行われ
ます。1 次と 2 次サイトの間の通信上の問題で 2 次ボリュームを昇格できなかった場
合は、エラーメッセージが表示されます。しかし、このために 2 次ボリュームが 2 つ
になってしまうとしても、1 次ボリュームを降格させることができます。

1 次から 2 次へのボリュームの降格については、272 ページの「役割の逆転」を参照
してください。

注: 1 次ボリュームまたは 2 次ボリュームが 2 つになった状態を解消するには、いっ
たん複製セットを削除して、新しく作成し直す必要があります。

複製モードについて

複製モードは、複製セットの通信モードを定義する、ユーザーが選択可能なプロパ
ティーです。2 つのモードのデータ複製がサポートされています。

■ 同期モード - 同期モードの複製では、2 次ボリュームが更新されるまで、1 次ボ
リュームへの書き込み動作の完了が確認されません。同期複製では、2 次ボリュー
ムからのデータ受け取りの確認応答を 1 次ボリュームが受け取るまで、アプリ
ケーションに戻らずに強制的に待機します。ホストの入出力パフォーマンスが犠
牲になりますが、2 次ボリュームから完全なデータ回復を行える可能性がもっとも
高いのは、このモードです。

■ 非同期モード - 非同期モードの複製では、2 次ボリュームが更新される前に、1 次
ボリュームにデータが書き込まれ、その完了が確認されます。非同期複製では、1 
次ボリュームに対する書き込み動作が完了するとすぐに、データ複製ソフトウェ
アは 1 次ボリュームに戻ることができます。そのあとで、データが 2 次ボリュー
 データ複製の設定 261



ムにコピーされます。このモードは、より高い入出力パフォーマンスを提供しま
すが、次の書き込み要求を処理する前に 2 次ボリュームに対するコピーが完了し
ていることは保証しません。

複製モードは、複製セットがある間いつでも変更でき、モードの変更前に複製を中断
する必要はありません。

注: 定義では、整合性グループのメンバーの複製セットは、非同期複製モードを使用
する必要があります。この複製セットを同期複製モードに変更すると、整合性グルー
プのメンバーでなくなります。ただし、このことによって、グループのそのほかの複
製セットのプロパティー影響を受けることはありません。

同期複製モードと非同期複製モード

複製モードの選択では、表 4-65 で説明している同期複製と非同期複製の特徴を考慮
してください。

表 4-65 同期モードと非同期モードの比較

同期複製 非同期複製

ユーザーデータが 2 次ボリュームに書き込まれるま
で、1 次ボリュームへの書き込み動作が完了したとみ
なされません。

書き込み動作は、ユーザーデータが 1 次ボリュームに
書き込まれるとすぐに完了したとみなされます。その
あとで、データが 2 次ボリュームにコピーされます。

応答時間はネットワークに依存します。

書き込み動作ごとのネットワーク往復時間によって
アプリケーション応答時間が大きく影響されること
がないように、ネットワーク応答時間を短くする必
要があります。また、アプリケーションのピーク書
き込み時に生成される書き込みトラフィックの量を
処理することができるよう、ネットワークの帯域幅
が十分にある必要があります。ネットワークが書き
込みトラフィックを常時処理できない場合は、アプ
リケーションの応答時間が影響を受けます。

応答時間はネットワークに依存しません。

アプリケーションの平均書き込み時に生成される書き
込みトラフィックの量を処理できるだけの、ネット
ワークリンクの帯域幅が必要です。

広域ネットワーク (WAN) からの応答時間は長くなり
ますが、高いデータ可用性が得られます。

データのすべてのコピーの遅延同期と引き換えに、高
いパフォーマンスと可用性が得られます。

特に大規模なデータセットや長距離の複製で (データ
転送と確認応答を返すために時間がかかり、書き込
み動作の遅延が増すため)、書き込みの応答時間が増
加することがあります。

同期複製よりも応答時間が長くなることがあります。
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データ複製操作について

「複製セットの詳細」ページでは、次のいずれかのデータ複製操作を選択できます。

■ 中断 - この操作は、複製セット (または 1 次アレイに 1 次ボリュームがある、整合
性グループ内のすべての複製セット) の複製を一時的に停止します。中断モードで
は、1 次ボリュームに対するすべての変更が複製リポジトリボリュームに記録さ
れ、2 次ボリュームに対するすべての書き込みが阻止されます。複製は行われませ
ん。

中断操作を使用すると、リモート通信または接続のコストを節約できます。ただ
し、データが失われる可能性があります。複製が中断され、1 次ボリュームで問題
が発生した場合、1 次ボリュームに書き込まれたデータは 2 次ボリュームに書き込
まれせん。

■ 再開 - この操作は、複製セット (または 1 次アレイに 1 次ボリュームがある、整合
性グループ内のすべての複製セット) の複製を中断したあとでのみ行うことができ
ます。のちに、リンクが再確立されるか、問題が解決されると、複製リポジトリ
ボリューム内の情報を使用して、ボリュームの再同期が図られます。ボリューム
が再同期されると、複製が再開します。

複製の再開を選択する場合は、次のことを考慮してください。

■ 複製の再開は、ローカルボリュームが複製セットの 1 次ボリュームの場合のみ 
(または整合性グループのすべての複製セットの 1 次ボリュームがローカルアレ
イに存在する場合のみ)、行うことができます。

■ ボリュームの再同期がとられるため、複製リンクで大量の入出力が発生する可
能性があります。再同期操作は帯域幅に影響することがあります。

すべてのデータ変更が 2 次ボリュームにリアルタイ
ムで複製されるため、2 次ボリュームの書き込み順序
は 1 次ボリュームと整合性がとれたものになりま
す。

応答時間および書き込み回数に応じて、2 次ボリュー
ムは 1 次ボリュームよりも遅れたものになります。

ボリューム間の書き込み順序が、2 次アレイで維持さ
れます。

2 次アレイのボリュームにまたがって書き込み順序を
維持する必要がある場合は、1 次アレイのボリューム
に対して書き込み整合性を有効にする必要がありま
す。

このモードは、2 次アレイ側でボリュームのデータが
失われることが許されない環境での使用を意図して
います。

このモードは、2 次アレイ側でボリュームのデータが
失われてもある程度許容される環境での使用を意図し
ています。

表 4-65 同期モードと非同期モードの比較 (続き)

同期複製 非同期複製
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データ複製の計画
この節では、データ複製の計画について説明します。項目は、次のとおりです。

■ 264 ページの「計画についての一般的な考慮事項」

■ 265 ページの「複製セットの作成準備」

計画についての一般的な考慮事項

データの複製、および複製プロパティーの変更は、システムの構成に対する重大な変
更を必要とすることがあります。データ複製操作を実行するには、その前にそれに応
じた計画を立てる必要があります。次の点を考慮してください。

■ ビジネス上のニーズ - ビジネスデータを複製する場合は、最大の遅延を考慮してく
ださい。どれくらいの間、2 次ボリュームのデータが最新でない状態を許容できる
かを検討します。複製モードおよびデータのバックアップを取るべき頻度は、こ
のことで決まります。また、複製するアプリケーションでは、2 次ボリュームへの
書き込みを正しい順序で複製する必要があるかどうかを確認することが、非常に
重要です。

■ データ損失 - 同期動作中など、データ複製のどの段階でも障害が発生する可能性が
あります。データ複製は 1 次ボリュームのデータの整合性に影響しませんが、書
き込み順序が維持されなくなるため、2 次ボリュームのデータは同期中に影響を受
けやすくなります。このため、通常の動作中またはデータ回復中に、両方のボ
リュームで高いレベルのデータ整合性を確保するには、同期動作の実行前に両方
のボリュームのデータのバックアップを取り、データの整合性があるコピーを常
に用意するようにします。このバックアップは「既知の良好な」コピーであり、
障害が発生した場合に、このコピーからデータを回復できます。

■ アプリケーションの書き込み負荷 - 1 次と 2 次ボリュームの間に必要なネットワー
ク接続のタイプを決定するには、平均およびピーク時の書き込み負荷を知ること
が重要です。構成を決定するためには、次の情報を収集してください。

■ データ書き込み動作の平均のレートとサイズ

平均レートは、アプリケーションが代表的な負荷状態のときのデータ書き込み
動作の回数です。データ複製のプロビジョニングおよび計画する上で、アプリ
ケーションの読み取り動作は重要でありません。

■ データ書き込み動作のピーク時のレートとサイズ 

ピークレートは、ある時間内のアプリケーションによるデータ書き込みの最大
量です。

■ ピーク書き込みレートの持続時間と頻度

持続時間はピーク書き込みレートが継続される長さで、頻度はこの状態が発生
する頻度です。
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■ ネットワーク特性 - 考慮すべきもっとも重要なネットワークプロパティーは、1 次
ボリュームと 2 次ボリューム間のネットワーク帯域幅とネットワーク応答時間で
す。

複製セットの作成準備

2 次ボリュームにデータを複製するには、「複製セットの作成」ウィザードを使用し
て、複製セットを作成します。このウィザードを使用する前に、次のことを行う必要
があります。

■ 1 次および 2 次アレイに対するストレージドメインの定義は、互いに独立していま
す。ボリュームが 2 次の役割のときにそれらの定義が導入されると、そのボ
リュームを 1 次の役割に昇格する必要が生じた場合にサイト回復に関係する管理
作業が軽減されます。

■ 2 次ボリュームのサイズは、対応する 1 次ボリュームのサイズと同じか、それ
よりも大きい必要があります。

■ 複製の場合、1 次ボリュームと 2 次ボリュームが同じ RAID レベルである必要
はありません。

■ 同期プロセスでは、2 次ボリューム上のすべてのデータが上書きされ、読み取
り専用にされます。2 次ボリューム上のデータを保存する必要がある場合は、
どのようなデータでも、複製セットを作成する前に、そのデータのバックアッ
プを作成してください。

■ 複製されたボリュームやスナップショットボリュームを使用して、複製セット
を作成することはできません。

■ ボリュームが複製セットの 2 次ボリュームになると、そのボリュームにマッピ
ングされているすべてのホストはそれ以降、そのボリュームに書き込みアクセ
スできなくなります。このため、マッピングされたボリュームを 2 次ボリュー
ムとして使用するのは避けてください。ただし、定義済みのマッピングはすべ
て複製セットの作成後も残り、ボリュームが 1 次ボリュームに昇格されるか、
複製セットが削除された場合、マッピングされたすべてのホストはボリューム
への書き込みを再開できます。

■ ボリュームは、1 つの複製セットのみの 2 次ボリュームにできます。

■ 両方のアレイにデータ複製用のボリュームを構成していて、そのアレイ間に正し
く機能するファイバチャネル (FC) リンクが存在することを確認します。ほかのボ
リュームと同様に 1 次および 2 次両方のボリュームを構成します。2 次ボリューム
の容量は、1 次ボリュームのサイズと同じか、それよりも大きい必要があります。

■ 2 次アレイが既存の FC リンクでローカルの 1 次アレイに接続されていることを確
認してください。データ複製では専用の FC ポート (2 ポート構成のアレイでは FC 
ポート 2、4 ポート構成のアレイでは FC ポート 4、8 ポート構成のアレイでは FC 
ポート 8) が使用されます。
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■ アレイ間の接続を提供する FC スイッチを長距離運用用に構成します。長距離での
運用についての詳細は、FC スイッチの製造元のマニュアルを参照してください。
データ複製用の構成とスイッチのゾーン化の詳細は、使用するアレイのマニュア
ルを参照してください。

■ 複製セットに関わっているボリュームを持つアレイはともに、Sun の管理ソフト
ウェアに登録されていて、帯域外管理ネットワークから到達可能であることを確
認します。

■ 2 次アレイと 2 次ボリュームの名前を記録します。これらの名前は、2 次ボリュー
ムの「ボリューム」ページで調べられます。

■ 問題があった場合に簡単に復元できるよう、両方のボリュームのデータのバック
アップを取ります。

■ 268 ページの「データ複製を有効にする」および269 ページの「データ複製の起動
と停止」で説明しているように、データ複製に関わる両方のアレイで、Sun 
Storage Data Replicator ソフトウェア上級機能が有効で使用が開始されていること
を確認します。

■ 複製セットの特性を定義します。

■ 書き込み順序の整合性 - ボリューム間で書き込み順序の整合性を維持する必要
があるかどうか、または複数のボリュームを一つのグループとして管理する必
要があるかどうかを確認します。必要がある場合は、「書き込み整合性グルー
プに追加」チェックボックスを選択することによって整合性グループに複製
セットを追加します。整合性グループの詳細は、258 ページの「整合性グルー
プについて」を参照してください。

■ 役割 - 1 次の役割を持たせるアレイおよびボリュームを決定します。デフォル
トでは、「複製セットの作成」ウィザードを実行しているアレイおよびボ
リュームに 1 次の役割が割り当てられます。既存の複製セットの役割の変更に
ついての詳細は、260 ページの「1 次および 2 次の役割の逆転について」を参照
してください。

■ 複製モード - 同期と非同期のどちらのデータ複製モードが、使用しているアプ
リケーションのデータ通信方式に適しているかを判断します。ストレージエリ
アネットワーク (SAN) からデータ複製に使用するパスを選択するときは、ネッ
トワークの応答時間、帯域幅、およびセキュリティーを検討します。

注: 複製セットをはじめて作成するときに発生する完全同期は、もっとも時間の
かかるデータ複製操作です。このため、帯域幅が限られたリンクで新しい複製
セットを作成しないでください。

複製モードについての詳細は、261 ページの「複製モードについて」を参照し
てください。

■ 同期の優先順位 - システムが割り当てる入出力動作に対する同期レートの優先
順位を、高くするか低くするかを決定します。同期レートを高くすると入出力
パフォーマンスの低下につながる場合があります。したがって、低速の入出力
動作を維持できる環境であれば、高い同期レートを選択できます。逆に、低い
同期レートを選択すると、入出力動作を高速にできます。
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■ 同期方法 - 正常に機能するリンクがある場合は常に両方のアレイのボリューム
を自動的に同期するか、同期動作を手動で開始するかを決定します。再同期方
法オプションについての詳細は、263 ページの「データ複製操作について」お
よび 259 ページの「複製セットのプロパティーについて」を参照してくださ
い。

データ複製の管理 
この節では、データ複製作業について説明します。項目は、次のとおりです。

■ 267 ページの「データ複製のステータスについて」

■ 268 ページの「データ複製を有効にする」

■ 269 ページの「データ複製の起動と停止」

■ 270 ページの「データ複製を無効にする」

■ 271 ページの「複製セット情報の表示」

■ 271 ページの「複製セットの作成」

■ 272 ページの「複製セットの削除」

■ 272 ページの「役割の逆転」

■ 273 ページの「複製モードの変更」

■ 274 ページの「データ複製の中断と再開」

■ 274 ページの「複製セットのリンクのテスト」

■ 275 ページの「データ複製の障害追跡」

データ複製のステータスについて

データ複製のステータスは、1 次アレイおよび 2 次アレイとは別に管理されます。
表 4-66 に示すように、データ複製には 4 つのステータスがあります。

表 4-66 データ複製のステータス

ステータス 説明

Disabled/
Deactivated

データ複製機能はいっさい実行できません。有効にして起動するま
で、Sun Storage Data Replicator ソフトウェア上級機能は使用できま
せん。データ複製を有効にする方法については、268 ページの「デー
タ複製を有効にする」を参照してください。データ複製の起動につ
いては、269 ページの「データ複製の起動と停止」を参照してくださ
い。
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アレイに対してデータ複製が有効または無効のどちらであるかを確認するには、アレ
イを選択し、ナビゲーション区画で「管理」>「ライセンス」を選択して、「ライセ
ンス利用可能な機能の概要」ページを表示します。

Sun Storage Data Replicator ソフトウェアの使用が有効になっているかどうかを確認
するには、「ライセンス利用可能な機能の概要」ページの「使用可能な機能」セク
ションで「複製セット」をクリックし、「ライセンス利用可能な機能の詳細 - 複製
セット」ページを表示します。

データ複製を有効にする

Sun Storage Data Replicator ソフトウェア上級機能のライセンスをアレイにインス
トールすると、そのアレイについてのみデータ複製が有効になります。複製セットに
は 2 つのアレイが関わるため、複製セットに関わらせる両方のアレイにライセンスを
インストールする必要があります。

注: Sun Storage Data Replicator ソフトウェア上級機能専用として、2 ポート構成の
アレイでは各コントローラのファイバチャネル (FC) ポート 2 を、4 ポート構成では
各コントローラのホストポート 4 を、8 ポート構成では各コントローラのホストポー
ト 8 を確保します。アレイでデータ複製を有効にする前に、表 4-67 に示すように、
アレイ構成のポートが使用可能であることを確認します。

Disabled/Activated データ複製は無効で、新しい複製セットを作成することはできませ
ん。ただし、既存の複製セットは、Sun Storage Data Replicator ソフ
トウェア上級機能のすべての機能を使って管理できます。データ複
製を有効にする方法については、268 ページの「データ複製を有効に
する」を参照してください。

Enabled/
Deactivated

データ複製は有効ですが、起動されていません。データ複製が起動
されるまで、データ複製機能はいっさい使用できません。データ複
製の起動については、269 ページの「データ複製の起動と停止」を参
照してください。

Enabled/Activated データ複製は有効で、起動されています。データ複製が有効で起動
されているこのアレイおよびほかの任意のアレイ上のボリュームを
使って、複製セットを作成、管理できます。複製セットの作成と管
理については、267 ページの「データ複製の管理」を参照してくださ
い。

表 4-67 FC ポート番号、アレイ構成別

FC ポート番号 アレイ構成

2 2 ポート 

表 4-66 データ複製のステータス (続き)

ステータス 説明
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専用の FC ポートが使用されている場合、専用の FC ポートからアレイの使用可能な
ポートに、すべての接続を移動する必要があります。

アレイでデータ複製を有効にする手順は、次のとおりです。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で、有効にするデータ複製のアレイを展開します。

そのアレイのナビゲーションツリーが展開されます。

3. 「管理」を展開し、「ライセンス」を選択します。

「ライセンス利用可能な機能の概要」ページが表示されます。

4. 「ライセンスを追加」をクリックします。

「ライセンスの追加」ページが表示されます。

5. 上級機能のライセンスキーのファイルを選択し、「有効」ボタンをクリックしま
す。

データ複製の起動と停止

Sun Storage Data Replicator ソフトウェア上級機能を起動すると、アレイが複製セッ
トを作成、構成できる状態になります。データ複製が起動されると、アレイのコント
ローラそれぞれの 2 次ポートが予約され、データ複製専用に割り当てられます。ま
た、アレイのコントローラごとに自動的に複製リポジトリボリュームが 1 つ作成され
ます。

注: 複製リポジトリボリュームには、アレイに 256M バイトの使用可能な容量が必要
です。コントローラに 1 つずつ、合計 2 つの複製リポジトリボリュームがこの容量で
作成されます。データを保存するという重要な性質のため、複製リポジトリボリュー
ムの RAID レベルは RAID-0 (データストライピング) にはできません。

複製セットがなく、Sun Storage Data Replicator ソフトウェア上級機能が必要なく
なった場合、データ複製を停止して、両方のストレージアレイの専用ポートを通常の
用途に戻し、両方の複製リポジトリボリュームを削除することができます。

注: 上級機能を停止する前に、すべての複製セットを削除する必要があります。

4 4 ポート

8 8 ポート

表 4-67 FC ポート番号、アレイ構成別 (続き)

FC ポート番号 アレイ構成
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Sun Storage Data Replicator ソフトウェア上級機能の起動または停止は、次の手順で
行います。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開します。

そのアレイのナビゲーションツリーが展開されます。

3. 「管理」を展開し、「ライセンス」を選択します。

「ライセンス利用可能な機能の概要」ページが表示されます。

4. 「複製セット」をクリックします。

「ライセンス利用可能な機能の詳細 - 複製セット」ページが表示されます。

5. 「起動」または「停止」のいずれかをクリックします。

確認ダイアログに、操作の成功または失敗が示されます。

データ複製を無効にする

データ複製が「Disabled/Activated」状態の場合は、既存の複製セットを維持し、管
理できますが、新しい複製セットを作成することはできません。
「Disabled/Deactivated」状態の場合、データ複製活動を行うことはできません。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開します。

そのアレイのナビゲーションツリーが展開されます。

3. 「管理」を展開し、「ライセンス」を選択します。

「ライセンス利用可能な機能の概要」ページが表示されます。

4. 「複製セット」の左横にあるチェックボックスをクリックします。

これによって「無効」ボタンが使用可能になります。

5. 「無効」をクリックします。
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複製セット情報の表示 
アレイの複製セットに関する情報の表示は、次の手順で行います。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開し、「複製セット」を選択します。

「複製セットの概要」ページが表示されます。

3. 複製セットの名前をクリックします。

選択した複製セットの「複製セットの詳細」ページが表示されます。

複製セットの作成

複製セットを作成する前に、次の 3 つのことを行う必要があります。

■ 多くの要素について検討し、多くの決定を行う。複製セットの計画については、
264 ページの「データ複製の計画」を参照してください。

■ 2 次ボリュームに対するすべての入出力を停止し、すべてのファイルシステムをマ
ウント解除する。この作業は複製セットを作成する直前に行なってください。

■ storage ユーザー役割で、システムにログインする。

「複製セットの作成」ウィザードを使用して、独立した、または整合性グループのメ
ンバーのどちらの複製セットでも作成することができます。

複製セットの作成は、次の手順で行います。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開し、「ボリューム」を選択します。

「ボリュームの概要」ページが表示されます。

3. 2 次ボリュームに複製する 1 次ボリュームの名前をクリックします。

選択したボリュームの「ボリュームの詳細」ページが表示されます。

注: すでに複製セットにあるボリュームは複製できません。

4. 「複製」をクリックします。

「複製セットの作成」ウィザードが表示されます。
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5. ウィザードの手順に従います。また「複製セットの作成」ウィザードでは、必要
に応じて新しい複製セットを整合性グループに追加することもできます。

複製セットを作成すると、1 次ボリュームのすべてデータが 2 次ボリュームにコ
ピーされ、2 次ボリュームの既存のデータはすべて上書きされます。手動またはシ
ステムか通信の問題のために複製が中断され、そのあとで再開された場合、コ
ピーされるのは、ボリューム間で異なるデータの差分だけです。

注: 複製セットを作成するには、「複製セットの概要」ページに移動し「新規」ボタ
ンをクリックする方法もあります。この場合は、ウィザードの追加ステップで、現在
のアレイから 1 次ボリュームをフィルタし、選択するよう求められます。

複製セットの削除

複製セットを削除すると、1 次ボリュームから 2 次ボリュームへのデータ複製が停止
します。1 次ボリュームと 2 次ボリュームの関連付けが削除され、どちらも通常のボ
リュームに戻ります。ボリュームに格納されたデータは影響を受けず、ボリュームの
マッピングは維持できます。複数の複製セットを同時に削除できます。

ボリューム間の複製関係の削除は、次の手順で行います。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開し、「複製セット」を選択します。

「複製セットの概要」ページが表示されます。

3. 削除する複製セットを選択し、「削除」をクリックします。

確認のメッセージが表示されます。

4. 「了解」をクリックします。

複製セットが削除されます。

役割の逆転

複製セットの 1 次ボリュームに障害が発生した場合は、1 次と 2 次のボリュームの役
割を逆転させることができます。2 次ボリュームが 1 次ボリュームの役割を担い、1 
次ボリュームの障害が解決されるまでの間、アプリケーションソフトウェアは 2 次ボ
リュームに直接アクセスします。

役割の逆転は、複製セットのどちらのボリュームからも行うことができます。たとえ
ば 2 次ボリュームを 1 次の役割に昇格させると、システムが既存の 1 次ボリュームと
通信できない場合を除き、既存の 1 次ボリュームは自動的に 2 次の役割に降格されま
す。
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注: 整合性グループのメンバーになっている複製セット内のボリュームの役割を変更
した場合は、その複製セットは、昇格後の新しい 1 次ボリュームのホストになってい
るアレイ上の整合性グループのメンバーになります。

複製セット内のボリュームの役割の逆転は、次の手順で行います。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開し、「複製セット」を選択します。

「複製セットの概要」ページが表示されます。

3. ボリュームを含む複製セットの名前をクリックします。

「複製セットの詳細」ページが表示されます。

4. 「役割を 2 次へ」または「役割を 1 次へ」のいずれかをクリックします。

確認のメッセージが表示されます。

5. 「了解」をクリックします。

ボリュームの役割が逆転します。

複製モードの変更

複製セットの複製モードを変更する前に、多くの要素を検討し、多くの決定を行う必
要があります。複製モードの計画についての詳細は、261 ページの「複製モードにつ
いて」を参照してください。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開し、「複製セット」を選択します。

「複製セットの概要」ページが表示されます。

3. 複製モードを変更する複製セットの名前をクリックします。

「複製セットの詳細」ページが表示されます。

4. モードを選択するドロップダウンリストから「非同期」または「同期」のいずれ
かを選択します。

「非同期」を選択した場合、デフォルトでは書き込み順序の一貫性は無効になり
ます。非同期モードを使用するすべての複製セットに対して書き込み順序の一貫
性を有効にするには、「整合性グループ」チェックボックスを選択します。

5. 「了解」をクリックして変更を保存します。
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データ複製の中断と再開

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で操作するアレイを展開し、「複製セット」を選択します。

「複製セットの概要」ページが表示されます。

3. 複製を中断または再開する複製セットの名前をクリックします。

「複製セットの詳細」ページが表示されます。

4. 次のいずれかを行います。

■ ボリューム間の複製を中断して、変更を追跡記録する場合は、「中断」をク
リックします。

注: 複製セットがすでに「中断中」か「末同期」、「不良、中断中」状態の場合
は、「再開」ボタンのみ使用できます。

注: 複製セットを中断すると、1 次ボリュームと 2 次ボリューム間のデータの調
整が停止します。複製セットの中断中は、1 次ボリュームに対する書き込み
データはすべて追跡記録され、複製が再開されると自動的に 2 次ボリュームに
書き込まれます。完全同期は必要ありません。

■ 複製を再開して、ボリュームの全内容ではなく、データの変更のみコピーする
場合は、「再開」をクリックします。

注: 複製セットの中断中は、1 次ボリュームに対する書き込みデータはすべて追
跡記録され、複製が再開されると自動的に 2 次ボリュームに書き込まれます。
完全同期は必要ありません。

5. 選択した操作の確認を求められたら、「了解」をクリックします。

注: 整合性グループのメンバーである複製セットに対する複製を中断または再開する
と、1 次アレイに 1 次ボリュームがある、整合性グループ内のほかのすべての複製
セットも中断または再開されます。

複製セットのリンクのテスト

1. 「複製セットの詳細」ページで、「通信テスト」をクリックします。

1 次ボリュームと 2 次ボリュームの間に正常に機能するリンクが存在する場合は、
1 次ボリュームと 2 次ボリューム間の通信が正常であることを示すメッセージが表
示されます。

リンクに問題がある場合は、通信の問題に関する詳細情報を示すメッセージが表
示されます。
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2. 問題が解決できない場合、サポートサービス (https://support.oracle.com) 
に連絡してください。

データ複製の障害追跡

データ複製が行われない場合は、次のことを確認してください。

■ 1 次と 2 次両方のコントローラにファイバチャネル接続が機能していること (2 
ポート構成のアレイではポート 2、4 ポート構成のアレイではポート 4、8 ポート
構成のアレイではポート 8)。リンクの通信のテストについては、274 ページの「複
製セットのリンクのテスト」を参照してください。

■ 「複製セットの作成」ウィザードで適切な 2 次アレイおよび 2 次ボリューム名を
選択したこと。選択していない場合は、複製セットを削除し、適切な 2 次アレイ
および 2 次ボリューム名で新しいものを作成する必要があります。

表 4-68 では、データ複製を使用しているときに発生する可能性がある、そのほかの
いくつかの問題、考えられる原因、および解決方法を説明します。

表 4-68 データ複製の障害追跡

現象 原因 解決方法

1 次アレイで複製セットを削
除したあとで、複製セット
が依然存在することが 2 次
アレイに示される。

削除操作中、1 次アレイと 2 次アレイの間
にリンク障害があったことが考えられま
す。

2 次アレイで複製セットを削除し
てください。

2 次アレイで複製セットを削
除したあとで、複製セット
が依然存在することが 1 次
アレイに示される。

削除操作中、1 次アレイと 2 次アレイの間
にリンク障害があったことが考えられま
す。

1 次アレイで複製セットを削除し
てください。

1 次ボリュームの「同期化の
進行状況」フィールドに
「末同期」状態と示され
る。

1 次ボリュームと 2 次ボリューム間で複製
されたデータが同一でなくなっています。
リンクエラー、1 次ボリュームまたは 2 次
ボリュームの障害、2 つの 1 次ボリューム
または 2 つの 2 次ボリュームが存在する状
態のどれもが (260 ページの「1 次および 2 
次の役割の逆転について」を参照)、「末同
期」状態の原因になり得ます。

1 次ボリュームのコントローラ所
有者が 2 次ボリュームのコント
ローラ所有者と通信でき、かつ
ボリュームがオンラインで複製
されていて、自動同期オプショ
ンが選択されている場合は、自
動的に完全同期が行われます。
そうでない場合は、「再開」ボ
タンをクリックして、完全同期
を再開します。
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ページおよびフィールドの説明
「データ複製の設定」セクションに関連するブラウザインタフェースのページおよび
フィールドについては、次の項で説明します。

■ 276 ページの「「複製セットの詳細」ページ」

■ 279 ページの「「複製セットの概要」ページ」

「複製セットの詳細」ページ 
このページには、選択された複製セットに関する詳細が表示されます。

表 4-69 では、「複製セットの詳細」ページのボタンとフィールドについて説明しま
す。

表 4-69 「複製セットの詳細」 ページ

フィールド 説明

再開 このボタンは、複製セットの 1 次ボリュームに対し
て、「複製セットの概要」ページにある「同期化の
進行状況」フィールドの値が「末同期」か「中断
中」、または「不良、中断中」のいずれかの場合に
のみ有効になります。

クリックすると、1 次ボリュームと 2 次ボリューム間
のデータの再同期が図られます。複製セットの中断
中に 1 次ボリュームに書き込まれたすべてのデータ
が 2 次ボリュームにコピーされ、両方のボリューム
の内容が同一にされます。

注: 複製セットがこのアレイの整合性グループのメン
バーである場合、「再開」ボタンをクリックする
と、このアレイに 1 次ボリュームがある、整合性グ
ループのすべてのメンバーに対する複製が再開され
ます。
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中断 このボタンは、複製セットの 1 次ボリュームに対し
て、「複製セットの概要」ページにある「同期化の
進行状況」フィールドの値が「複製中」か「同期化
の実行中」、「末同期」、「不良」のいずれかの場
合にのみ有効になります。

クリックすると、1 次ボリュームに書き込まれたデー
タのみ追跡記録され、2 次ボリュームへのデータ複製
は中断されます。

注: 複製セットがこのアレイの整合性グループのメン
バーである場合、「中断」ボタンをクリックする
と、このアレイに 1 次ボリュームがある、整合性グ
ループのすべてのメンバーに対する複製が中断され
ます。

役割を 1 次へ/役割を 2 次へ クリックすると、1 次と 2 次ボリュームの役割が逆転
されます。「役割を 1 次へ」ボタンは、選択された 2 
次ボリュームを 1 次の役割に昇格します。「役割を 2 
次へ」ボタンは、選択された 1 次ボリュームを 2 次
の役割に降格します。役割逆転の詳細は、1 次および 
2 次の役割の逆転についてを参照してください。

テスト通信 クリックすると、複製セットの 1 次ボリュームと 2 
次ボリューム間のリンクがテストされ、正常に通信
しているかどうか判定されます。

削除 クリックすると複製セットが削除されます。この動
作によって複製が中断され、1 次ボリュームと 2 次ボ
リューム間の関連付けが削除されます。

正常 クリックすると、このページで入力した変更が保存
されます。

取消し クリックすると、このページの変更を保存すること
なく「複製セットの概要」ページに戻ります。

名前 複製セットの名前で、次の形式が使用されます。

local-volume-name/1

上記の /1 は複製セット番号です。1 つのボリューム
に複製セットが 1 つだけサポートされます。

ローカルボリューム ローカルアレイにあるローカルボリュームの名前。
これは、このボリュームの「ボリュームの詳細」
ページにリンクしています。

役割 複製セット内のローカルボリュームの役割です。

• 1 次
• 2 次

サイズ ローカルボリュームのサイズ。

表 4-69 「複製セットの詳細」 ページ (続き)

フィールド 説明
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複製ピア リモートアレイの名前。

注: 複製セットのリモートアレイが登録済みのアレイ
の一覧に含まれていない場合、このフィールドには
「リモートアレイが登録されていません」が表示さ
れます。

複製ピアの WWN リモートアレイの WWN (World Wide Name)。

リモートボリューム名 複製セットのリモートボリュームの名前。このボ
リュームはリモートアレイに存在します。

リモートボリュームの WWN 複製セットのリモートボリュームの WWN (World 
Wide Name)。

モード 選択すると、複製モードが同期または非同期に変更
されます。非同期モードを選択すると、「整合性グ
ループ」チェックボックスが選択できるようになり
ます。このチェックボックスを選択すると、複製
セットが整合性グループのメンバーになります。
チェックボックスを選択解除すると、グループから
複製セットが削除されます。

注: 複製セットが整合性グループのメンバーの場合、
「モード」の設定は、整合性グループのすべてのメ
ンバーに適用されます。

複製の優先順位 入出力動作を基準にした同期動作の優先順位。この
優先順位は 1 次ボリュームに対してのみ有効になり
ます。

• 「最高」- 入出力動作を犠牲にして、システムは可
能なかぎり迅速にボリュームの同期を行います。

• 「高」- ボリュームの同期を迅速に行います。入出
力動作が著しく遅くなることがあります。

• 「中」- 入出力動作と同期要求のバランスがとられ
ます。

• 「低」- 入出力動作が迅速に処理され、その合間に
ボリュームが同期されます。

• 「最低」- 入出力要求が最優先され、入出力動作が
ほとんどない、またはまったくないときにのみボ
リュームの同期がとられます。

表 4-69 「複製セットの詳細」 ページ (続き)

フィールド 説明
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「複製セットの概要」ページ

このページには、システムのすべての複製セットに関する情報が表示されます。

同期の進行状況 データ複製の状態です。

• 「未同期」- 複製が行われていないことを示しま
す。

• 「同期化中」- ボリュームの同期処理中でかつ複製
が行われていないことを示します。これは 1 次ボ
リュームに表示されます。

• 「準備未完了」- 複製セットの作成直後で使用でき
る状態になっていないか、またはコントローラの
再起動中のいずれかに発生する過渡的な状態を示
します。これは、複製の開始処理中に発生する所
定の段階です。

• 「複製中」- ボリュームの同期がとられて、複製中
であることを示します。これが、完全に機能する
複製セットの通常の状態です。

• 「中断中」- 複製が行われていなくて、1 次ボ
リュームに対する変更が追跡記録されていること
を示します。

• 「不良」- 1 次か 2 次、または複製リポジトリボ
リュームに、複製セットの同期を妨げる問題 (壊れ
ているなど) があることを示します。問題のコン
ポーネントの修復か交換、または複製セットの削
除が必要になることがあります。

• 「不良」、「中断中」- 複製セットが「不良」状態
で、ユーザーによって手動で中断されたことを示
します。複製セットは、問題の状態が解消された
あとも、「中断中」状態にとどまります。

完了 % 同期の進行状況の完了した割合 (%) です。

所要時間 同期の進行状況が完了するのにかかる時間です。

自動同期化 このチェックボックスを選択すると、2 つのアレイ間
に機能するリンクがある場合、必ず自動的に複製
セット内のボリュームの同期がとられます。

複製専用ポート 複製データの転送専用に割り当てられた、各コント
ローラのホストポートです。専用ホストポートは、
複製がアクティブになっている間は、ホストアプリ
ケーションからの読み取り/書き込み要求を受け付け
ません。

表 4-69 「複製セットの詳細」 ページ (続き)

フィールド 説明
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表 4-70 では、「複製セットの概要」ページのボタンとフィールドについて説明しま
す。

表 4-70 「複製セットの概要」ページ

フィールド 説明

新規 クリックすると、新しい複製セットが作成され
ます。

注: 「ボリュームの詳細」ページにある「複
製」ボタンをクリックすると、同じ機能が実行
されます。ただし、「複製セットの概要」ペー
ジから複製セットを選択すると、2 次アレイと 
2 次ボリュームを選択する前に、1 次ボリュー
ムのボリューム名の選択が求められます。

削除 クリックすると、選択した 1 つまたは複数の複
製セットが削除されます。この動作によって複
製が中断され、1 次ボリュームと 2 次ボリュー
ム間の関連付けが削除されます。

複製セット 複製セットの名前です。クリックすると、その
複製セットの「複製セットの詳細」ページが表
示されます。

書き込み整合性グループ 複製セットが整合性グループのメンバーである
かどうかを示します。

モード 複製モードです。

• 同期モードの複製

• 非同期モードの複製

役割 複製セット内のローカルボリュームの役割で
す。

• 1 次
• 2 次

複製ピア リモートアレイの名前。

注: 複製セットのリモートアレイが登録済みの
アレイの一覧に含まれていない場合、この
フィールドには「リモートアレイが登録されて
いません」が表示されます。

リモートボリューム リモートボリューム名。
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同期の進行状況 データ複製の状態です。

• 「未同期」- 複製が行われていないことを示
します。

• 「同期化中」- ボリュームの同期処理中でか
つ複製が行われていないことを示します。こ
れは 1 次ボリュームに表示されます。

• 「準備未完了」- 複製セットの作成直後で使
用できる状態になっていないか、またはコン
トローラの再起動中のいずれかに発生する過
渡的な状態を示します。これは、複製の開始
処理中に発生する所定の段階です。

• 「複製中」- ボリュームの同期がとられて、
複製中であることを示します。これが、完全
に機能する複製セットの通常の状態です。

• 「中断中」- 複製が行われていなくて、1 次
ボリュームに対する変更が追跡記録されてい
ることを示します。

• 「不良」- 1 次か 2 次、または複製リポジト
リボリュームに、複製セットの同期を妨げる
問題 (壊れているなど) があることを示しま
す。問題のコンポーネントの修復か交換、ま
たは複製セットの削除が必要になることがあ
ります。

• 「不良」、「中断中」- 複製セットが「不
良」状態で、ユーザーによって手動で中断さ
れたことを示します。複製セットは、問題の
状態が解消されたあとも、「中断中」状態に
とどまります。

表 4-70 「複製セットの概要」ページ (続き)

フィールド 説明
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第 5 章

アレイの監視

この章では、アレイの監視について説明します。次の節で構成されています。

■ 284 ページの「監視の概要」

■ 288 ページの「監視の管理」

■ 315 ページの「アラームとイベントの監視」

■ 327 ページの「RAID アレイのデバイスの監視」

■ 346 ページの「JBOD アレイのデバイスの監視」



監視の概要
この節では、ストレージシステムの監視と診断について説明します。項目は、次のと
おりです。

■ 284 ページの「監視ソフトウェアの仕組み」

■ 285 ページの「監視方式について」

■ 285 ページの「監視サイクルについて」

■ 286 ページの「イベントのライフサイクルについて」

監視ソフトウェアの仕組み
FMS (Fault Management Service) は、ストレージシステムの監視および診断に使用
できる Sun Storage Common Array Manager のソフトウェアコンポーネントです。
このソフトウェアの主な監視および診断機能は、次のとおりです。

■ アレイの健全性の監視

■ イベントとアラームの生成

■ 設定された受信先への通知

■ 診断

■ デバイスとデバイスコンポーネントのレポート

FMS エージェントは、バックグラウンドプロセスで実行し、Sun Storage Common 
Array Manager で管理されたすべてのデバイスを監視します。

エージェントは、設定した間隔で実行したり、デバイスを検索するために手動で実行
することもできます。イベントは、予想される原因や推奨する対処法などコンテンツ
とともに生成され、問題のある単一の現場交換可能ユニット (FRU) を割り出すのに
役立ちます。

エージェントは、イベント通知先にすべてのメッセージを送信します。イベントは、
サイトの管理者にローカル電子メールとして送信することも、技術サポートセンター
にイベントやアラームとしてリモート送信することもできます。
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監視方式について
次の手順は、一般的な監視方式です。

1. デバイスを監視します。

問題を広い視点で捉えるために、サイト管理者または技術サポートセンターの担
当者は、関連するレポート情報を確認することができます。方法は次のとおりで
す。

■ デバイス自体の表示 

■ デバイスのイベントログの解析

2. 問題を特定します。

アラームの多くは、「アラーム」表示から「考えられる原因」と「推奨する対処
法」に関する情報を参照できます。ほとんどの場合、この情報を利用して、問題
の原因を特定することができます。それでもまだ問題を特定できない場合は、診
断テストが必要です。

診断は、ブラウザインタフェースまたはコマンド行インタフェース (CLI) から開始
できます。

■ ブラウザインタフェース - オンラインヘルプの検索機能を使用して (「ヘルプ」
>「検索」タブ)、診断を検索し、アレイ診断のトピックの一覧を入手できま
す。

■ CLI - 診断情報を提供するコマンドについては、『Sun Storage Common Array 
Manager CLI Guide』を参照してください。

問題が解決したら、ほとんどの場合、デバイスのアラームが管理ソフトウェアに
よって自動的に消去されます。

監視サイクルについて
エージェントは、FMS (Fault Management Service) のプロセスであり、常にバック
グラウンドで実行します。監視サイクルの主なステップは次のとおりです。

1. エージェントが活動していないことを検査します。

エージェントの以前の実行が終了していない場合は、終了します。監視エージェ
ントのインスタンスは、常に 1 つだけ実行するようにします。

2. 計測レポートと健全性関連イベントを生成します。
 監視の概要 285



システムは、デバイスについて関連するすべての情報を検索して計測レポートを
生成し、情報を保存します。次に、レポートデータと以前のレポートを比較し、
相違点を評価して、健全性関連イベントを生成する必要があるかどうかを判断し
ます。

イベントは、アレイで報告された問題からも作成されます。アレイが問題を報告
した場合、アラームは直接生成されます。アレイが問題を報告しなくなったとき
に、アラームは削除されます。

3. 次回の比較のために、計測レポートを保存します。

イベントログは、ユーザーインタフェースのナビゲーション区画から、アレイの
「イベント」ページにアクセスすることにより開くことができます。ソフトウェ
アは、必要な統計情報を使用してデータベースを更新します。一部のイベントで
は、イベントが生成される前に特定のしきい値に達することが必要です。たとえ
ば、スイッチポートの巡回冗長検査 (CRC) カウントが 1 上がっても、一定のしき
い値に達しなければイベントは生成されません。

Sun Storage Common Array Manager は、同じデバイスの同じコンポーネントに
関して複数の電子メールを生成しないようにする、電子メールのしきい値をサ
ポートしています。指定の時間内にすでに送信されたイベント数を追跡すること
で、冗長な電子メールアラームを防ぐことができます。その他の通知先 (電子メー
ル以外) では、この機能はサポートされていません。

4. 関連する対象にアラームを送信します。

アラームが送信されるのは、通知を設定されている受信者だけです。各受信者に
直接関係のあるアラームだけが送信されるように、アラームをタイプによるフィ
ルタで選別できます。

注: これらが有効になっている場合、電子メールプロバイダと技術サポートセン
ターは、すべてのアラームの通知を受け取ります。

イベントのライフサイクルについて
ほとんどのストレージネットワークのイベントは、健全性の変化を基準としていま
す。たとえば、デバイスの状態がオンラインからオフラインに変化すると、健全性が
変化します。イベントを生成するのは、実際のオフラインという値ではなく、オフラ
インからオンラインへの変化です。状態だけに基づいてイベントを生成した場合、同
じイベントが繰り返し発生することになります。ログファイルの監視では変化を利用
できないため、ログイベントは頻繁に発生する可能性があります。この問題を最低限
に抑えるために、エージェントはログファイルのエントリに事前定義されたしきい値
を使用します。

ソフトウェアには、イベント最大値データベースが含まれており、単一の 8 時間の枠
内で同じ対象について生成されるイベントの数が追跡されます。このデータベース
は、反復するイベントの生成を防止します。たとえば、スイッチのポートが数分ごと
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にオフラインとオンラインに切り替わる場合、イベント最大値データベースを使用
し、この切り替えのレポートを 5 分ごとではなく 8 時間に 1 回だけにすることが可能
です。

通常、イベントは次のプロセスで生成されます。

1. デバイスが最初に監視されたときに、検出イベントが生成されます。これは対処
可能なイベントではなく、監視基準を設定するために使用されます。ASR (Auto 
Service Request) が有効になっている場合、監視基準を再確立するため、検出イベ
ントが生成されます。このイベントは、ストレージデバイスのコンポーネントを
詳述します。デバイスが検出されたあと、毎週、検出イベントと同じ内容の監査
イベントが生成されます。

2. ログイベントは、ストレージのログファイルで重要な情報が検出された場合に生
成されます。この情報は通常ストレージデバイスに関連しており、すべてのユー
ザーに送信されます。これらのイベントは、しきい値に基づいて対処可能にする
ことができ、ASR が有効になっている場合は ASR を使用して送信されます。

3. イベントの生成は、ソフトウェアが計測レポートの内容の変化を検出した際、デ
バイスを検索した際、および直前の計測レポートと比較した際に行われます。直
前のレポートは通常、数分前のものです。生成されるほとんどのイベントは、
ProblemEvent、LogEvent、または ComponentRemovalEvent のカテゴリです。

注: 集約イベントと保守担当者が対策を講じることを必要とするイベント (対処可能
なイベント) は、アラームとも呼ばれます。アラームには単一の状態変化に基づくも
のと、イベントの概要に基づくものがあります。イベントの概要では、根本原因と判
定されたイベントがアラームとしてキューの先頭に置かれます。サポートされるイベ
ントはアラームの下にグループ化され、集約済みイベントとして参照されます。
 監視の概要 287



監視の管理
この節では、デバイスを監視および管理する方法について説明します。項目は、次の
とおりです。

■ 288 ページの「一般的なサイト設定の作業」

■ 289 ページの「通知について」

■ 289 ページの「電子メール通知の使用」

■ 293 ページの「電子メールフィルタの使用」

■ 295 ページの「リモート通知 - ASR (Auto Service Request) サービスの使用」

■ 301 ページの「リモート通知 - SNMP トラップの使用」

■ 303 ページの「通知設定パラメータの編集」

■ 304 ページの「エージェント関連の作業」

■ 306 ページの「ページおよびフィールドの説明」

一般的なサイト設定の作業
一般的なサイト設定の作業では、ストレージシステムのデバイスの監視および診断を
有効にする、さまざまなシステムの機能を構成します。

■ 288 ページの「サイト情報の表示と編集」

■ 289 ページの「エージェントタイムアウト設定の表示と編集」

サイト情報の表示と編集

サイト情報パラメータは、保守担当者が顧客の連絡先およびインストール情報を特定
するために必要です。

サイト情報の表示と編集は、次の手順で行います。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で、「一般構成」を選択します。

「サイト情報」ページが表示されます。
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3. パラメータの編集は、次の手順で行います。

a. パラメータの値フィールド内をクリックし、新しい値を入力します。

b. すべての必要な変更を加えたあとに、「保存」をクリックします。

エージェントタイムアウト設定の表示と編集

ストレージネットワークの特定の要件に合わせて、エージェントタイムアウト設定を
表示および編集できます。デフォルトのタイムアウトは、ほとんどのストレージエリ
アネットワーク (SAN) デバイスに有効です。ただし、ネットワーク応答時間、入出
力負荷、その他のデバイス特性やネットワーク特性によっては、ユーザーの構成要件
に合わせてこれらの設定のカスタマイズが必要になる場合があります。

システムタイムアウト設定の表示と編集は、次の手順で行います。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で「一般構成」を展開し、「一般的な健全性監視」を選択し
ます。

「一般的な健全性の監視の設定」ページが表示されます。

3. 「エージェントの構成」セクションおよび「タイムアウト設定」セクションで変
更を加え、「保存」をクリックします。

通知について
監視および診断ソフトウェアは、ローカルの通知先に電子メールを使用して、またリ
モートの通知先に SNMP トラップと ASR (Auto Service Request) を使用して、アラ
ーム通知を送る機構を備えています。

電子メール通知の使用
この節では、電子メール通知について説明します。項目は、次のとおりです。

■ 290 ページの「電子メール通知について」

■ 290 ページの「電子メール通知の構成」
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■ 291 ページの「通知電子メールアドレスのテスト」

■ 291 ページの「電子メール通知先の追加」

■ 292 ページの「電子メール通知先の編集」

■ 292 ページの「電子メール通知先の削除」

電子メール通知について

電子メール通知オプションには、1 つまたは複数の電子メールまたはポケットベルの
アドレスにアラーム通知を送信する機能が含まれています。通知先ごとに通知をトリ
ガーするアラームのレベルを定義できます。

電子メール通知の構成

電子メール通知を構成する手順は、次のとおりです。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で、「一般構成」を展開します。

3. 「通知」を展開し、「電子メール」を選択します。

「通知の設定」ページが表示されます。

4. 「電子メール通知の設定」セクションへナビゲートします。

5. ソフトウェアがインストールされているホストがファイアウォールの内側にある
場合は、ホストサーバーに代わって SMTP (Simple Mail Transfer Protocol) サー
バーを電子メール用に使用するように指定します。

6. (省略可能) SMTP のユーザー名とパスワードを指定し、セキュリティー保護され
た SMTP 接続を使用するかどうかを定義します。

7. SMTP ポートを指定します。

8. SMTP サーバーを利用できない場合は、電子メールプログラムのサーバーパスを
指定します。

9. (省略可能) すべての送信電子メールで送信者のアドレスに使用する電子メールア
ドレスを指定します。

10. 送信する電子メールメッセージで許可する最大サイズを指定します。
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11. 「保存」をクリックします。

構成した電子メール通知設定パラメータ値が保存されます。

通知電子メールアドレスのテスト

通知電子メールアドレスのテストは、次の手順で行います。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で「一般構成」を展開し、「通知」を選択します。

「通知の設定」ページに通知設定パラメータが表示されます。

3. 「電子メール用にこの SMTP サーバーを使用」のパラメータを指定します。

4. 「テスト用の電子メール」をクリックします。

「テスト用電子メールの送信」ウィンドウが表示されます。

5. 「宛先」フィールドにテストする電子メールアドレスを入力します。

6. (省略可能) 「メッセージ」フィールドにメッセージテキストを入力します。

7. 「テスト用のローカル電子メール」をクリックします。

テスト用電子メールの送信に成功すると、「テスト用電子メールの送信」ウィン
ドウの最上部にその確認メッセージが表示されます。

8. 指定された電子メールアドレスにメールが受信されたことを確認します。

電子メール通知先の追加

電子メール通知先を追加する手順は、次のとおりです。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で、「一般構成」を展開します。

3. 「通知」を展開し、「電子メール」を選択します。

「電子メール通知」ページが表示されます。

4. 「新規」をクリックします。
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「電子メール通知の追加」ページが表示されます。

5. 通知先の「電子メールアドレス」とその他電子メール関係のプロパティー (省略可
能) を設定します。

6. 「保存」をクリックします。

「電子メール通知」ページが再表示され、新しい通知先情報が反映されます。

電子メール通知先の編集

電子メール通知先の電子メールプロパティーを編集する手順は、次のとおりです。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で、「一般構成」を展開します。

3. 「通知」を展開し、「電子メール」を選択します。

「電子メール通知」ページが表示されます。

4. 編集する電子メール通知先のチェックボックスを選択します。

5. 「編集」をクリックします。

「電子メール通知の編集」ページが表示されます。

6. 必要に応じて通知先の電子メールプロパティーを編集します。

7. 「保存」をクリックします。

「電子メール通知」ページが再表示され、編集した通知先情報が反映されます。
ページの上部に、次の確認メッセージが表示されます。「電子メール通知が更新
されました。」

電子メール通知先の削除

電子メール通知先を削除する手順は、次のとおりです。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で、「一般構成」を展開します。

3. 「通知」を展開し、「電子メール」を選択します。
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「電子メール通知」ページが表示されます。

4. 削除する電子メール通知先の左側にあるチェックボックスを選択します。

5. 「削除」をクリックします。

「電子メール通知」ページが再表示され、選択した通知先情報が削除されます。

電子メールフィルタの使用
この節では、電子メールフィルタについて説明します。項目は、次のとおりです。

■ 293 ページの「電子メールフィルタについて」

■ 293 ページの「電子メールフィルタの追加」

■ 294 ページの「電子メールフィルタの編集」

■ 294 ページの「電子メールフィルタの削除」

電子メールフィルタについて

電子メールフィルタを使用して、特定のイベントに関する電子メール通知を抑止でき
ます。

頻繁に発生する特定のイベントに関する電子メール通知を抑止するには、「イベント
の詳細」ページからそのイベントのイベントコードを取得し、そのイベントコードを
伴ったイベントに対する電子メール通知を抑止する電子メールフィルタを追加しま
す。

フィルタリングされたイベントもイベントログに表示できます。

電子メールフィルタの追加

電子メールフィルタを追加する手順は、次のとおりです。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で、「一般構成」を展開します。
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3. 「通知」を展開し、「電子メールフィルタ」を選択します。

「電子メールフィルタ」ページが表示されます。

4. 「新しいフィルタを追加」をクリックします。

「新しいフィルタを追加」ページが表示されます。

5. フィルタに対する「イベントコード」および「重要度の減少」を定義し、「保
存」をクリックします。

「電子メールフィルタ」ページの表示が更新され、新しい電子メールフィルタが
表示されます。

電子メールフィルタの編集

電子メールフィルタを編集する手順は、次のとおりです。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で、「一般構成」を展開します。

3. 「通知」を展開し、「電子メールフィルタ」を選択します。

「電子メールフィルタ」ページが表示されます。

4. 編集するフィルタのチェックボックスを選択し、「編集」をクリックします。

「電子メールフィルタの編集」ページが表示されます。

5. 必要に応じて「イベントコード」パラメータおよび「重要度の減少」パラメータ
を編集し、「保存」をクリックします。イベントコードは、「イベントの概要」
ページで確認できます。

「電子メールフィルタ」ページの表示が更新され、電子メールフィルタに対して
行なった編集が反映されます。

電子メールフィルタの削除

電子メールフィルタを削除する手順は、次のとおりです。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で、「一般構成」を展開します。
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3. 「通知」を展開し、「電子メールフィルタ」を選択します。

「電子メールフィルタ」ページが表示されます。

4. 削除するフィルタのチェックボックスを選択し、「削除」をクリックします。

「電子メールフィルタ」ページの表示が更新され、削除した電子メールフィルタ
は表示されません。

リモート通知 - ASR (Auto Service 
Request) サービスの使用
この節では、ASR (Auto Service Request) サービスについて説明します。項目は、次
のとおりです。

■ 295 ページの「ASR (Auto Service Request) について」

■ 298 ページの「My Oracle Support での ASR の有効化」

■ 296 ページの「ASR (Auto Service Request) を使用して収集されるイベント情報」

■ 298 ページの「ASR (Auto Service Request) への登録とプロパ ティーの編集」

■ 298 ページの「My Oracle Support での ASR の有効化」

■ 300 ページの「ASR (Auto Service Request) のテスト」

■ 300 ページの「アレイの ASR (Auto Service Request) の有効と無効」

ASR (Auto Service Request) について

Oracle の ASR (Auto Service Request) は、Oracle ハードウェア保証および Oracle 
Premier Support for Systems のサポートプランの 1 機能として利用できます。ASR 
で、特定のハードウェア障害が発生したときに Oracle の Sun サーバーとストレージ
システムのケースの自動生成を使用して、迅速に問題に対処します。

■ Sun Storage Common Array Manager は、管理対象のデバイスに代わり ASR を有
効にするインタフェースを提供します。また、これらのデバイスの特定の障害イ
ベントを Oracle サポートに通知する、障害テレメトリも提供します。

■ ASR を使用するには、My Oracle Support のアカウント情報を指定して、CAM を 
ASR サービスに登録する必要があります。監視するアレイを選択し、個別に有効
にできます。

■ ASR は、SSL セキュリティーを採用し、Oracle SSO アカウント資格を利用してト
ランザクションを認証します。サービスレベルは、接続されたデバイスの契約レ
ベルと応答時間に基づきます。
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■ ASR には、Oracle の有効なハードウェア保証または Oracle Premier Support for 
Systems のサポートプランが必要です。このサービスは、アクティブ化してから
保証または契約期間が終わるまで継続して実行されます。

■ CAM を ASR に登録し、ASR を有効化する手順については、次の節を参照してく
ださい。

■ 298 ページの「ASR (Auto Service Request) への登録とプロパ ティーの編集」

■ 298 ページの「My Oracle Support での ASR の有効化」

http://oracle.com/asr から、製品の全容およびセキュリティーのマニュアルをオン
ラインで入手できます。

ASR (Auto Service Request) を使用して収集され
るイベント情報

次の表に示すイベント情報のみ収集されます。
格納されている顧客データが読み取られることはなく、安全が維持されます。

イベント情報は、保護付きの接続で次のサイトに送信されます。

https://asr-services.oracle.com

表 5-1 ASR によって収集されるイベント情報

情報 用途

アクティブ化イベン
ト

クライアントの登録と権利付与のために収集される静的情報。

ハートビートイベン
ト

デバイスが接続可能かどうかを判定するために定期的に収集される
動的パルス情報。

アラームイベント 重大イベントによって ASR が発生し、ケースが生成されます。既存
のケースまたは予想されるケースのコンテキストを提供するため、
その他のイベントも収集されます。

テストイベント 「一般構成」ページおよび Oracle SSO アカウントサービスで指定さ
れている電子メールアドレスと、ASR サービスの接続との間の正常
な通信を検証するテストです。
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クライアントセキュリティー

ファイアウォールを構成するには、クライアント環境におけるコンポーネント間の通
信のセキュリティーに関する情報が必要です。次の表の URL 用に、ポート 443 を開
けておく必要があります。

次の表は、権利付与の判断に使用される、ケース作成用に収集されるデータを示して
います。

表 5-2 ケース作成用に収集されるデータ

収集され
るデータ 送信先 URL ポートおよび説明

アクティ
ブ化イベ
ント

クライアントの登録: 
https://transport.oracle.com/v1/queue/registry

製品のアクティブ化: 
https://transport.oracle.com/v1/queue/asr-cam-activation 

ポート 443; 
登録とアクティブ化のた
めに収集される静的デー
タ。

警告およ
びメッ
セージイ
ベント

警告および管理関連のメッセージ:
https://transport.oracle.com/v1/queue/asr-cam-messages 

ポート 443; 
セキュリティー保護され
たトランスポート経由で
潜在的なケース生成イベ
ントが送信され、ケース
生成をトリガーします。

イベントタイプ = 警告 

監査イベ
ント

監査メッセージ: 
https://transport.oracle.com/v1/queue/asr-cam-audit 

ポート 443; 
7 日ごとに収集され、
送信される動的構成デー
タ。

イベントタイプ = 監査

ハート
ビートイ
ベント

ハートビートメッセージ: 
https://transport.oracle.com/v1/queue/asr-cam-heartbeat 

ポート 443; デバイス 
が接続可能かどうか判定
するために定期的に収集
される動的データ。

6 時間ごとに送信。

イベントタイプ = 日単位
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ASR (Auto Service Request) への登録とプロパ
ティーの編集

ストレージアレイの初期登録プロセスで、Sun Storage Common Array Manager で
「ASR (Auto Service Request) の設定」ページが表示され、ASR サービスに登録する
よう求められます。このページは、ページに必要な情報を入力して「了解」をクリッ
クするか、「登録しない」をクリックして ASR サービスへの登録を拒否または延期
するまで表示されます。

ASR に登録したら、監視するアレイを選択できます。

ASR サービスに登録する手順は、次のとおりです。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で「一般構成」を展開し、「ASR (Auto Service Request)」を
選択します。

「ASR (Auto Service Request) の設定」ページが表示されます。

3. 次の情報を指定します。

■ Oracle SSO アカウントのユーザー名とパスワード

■ 使用するインターネット接続のタイプ

4. 「了解」をクリックします。

CAM を ASR サービスに登録したあと、My Oracle Support で ASR を有効化しま
す。詳細は、298 ページの「My Oracle Support での ASR の有効化」を参照してく
ださい。

My Oracle Support での ASR の有効化

ASR を有効化するには、My Oracle Support の Web サイトを使用します。
http://support.oracle.com

注: My Oracle Support で ASR を有効化する前に、298 ページの「ASR (Auto Service 
Request) への登録とプロパ ティーの編集」の指示に従って CAM ソフトウェアを 
ASR に登録します。
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■ My Oracle Support のアカウントには、ASR 資産に関連付けられた SI (サポート 
ID) に対する管理者権限が必要です。サポート ID に対する管理者の一覧を表示す
るには、「詳細」>「設定」>「アカウントと権限」の順にクリックし、「サポー
ト ID」をクリックします。管理者権限が必要な場合は、管理者の一覧を電子メー
ルで送信してアクセス権を要求できます。

■ 「詳細」>「設定」>「アカウントと権限」で、システムのシリアル番号と組織名
を入力すると、SI を調べることができます。注: SI が見つからない場合、アカウン
トチームに確認するか、次に示す Oracle サポートにお問い合わせください。
http://support.oracle.com

■ 「詳細」>「設定」>「保留中 ASR 有効化」では、次のことができます。

■ サービス要求が作成されたときに通知が送信される連絡先の追加

■ 資産のインストールアドレスの追加と編集

■ 指定した連絡先のほかに、ASR の電子メール通知を受信する、電子メール配信
先一覧アドレスの指定 (省略可能)

■ ASR の有効化ステータスの確認

注: 「保留中 ASR 有効化」メニューは、お使いの資産 (アレイデバイス) に関連付
けられたサポート ID の管理者権限を持つ My Oracle Support アカウントでのみ使
用できます。

ASR の詳細については、次を参照してください。
http://oracle.com/asr

ASR (Auto Service Request) サービスへの登録の
解除

ASR サービスへの登録を解除すると、システムのアレイの健全性が ASR によって監
視されなくなります。

ASR サービスへの登録を解除する手順は、次のとおりです。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で「一般構成」を展開し、「ASR (Auto Service Request)」を
選択します。

「ASR (Auto Service Request) の設定」ページが表示されます。
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3. 「登録解除」をクリックします。

ASR (Auto Service Request) のテスト 
ASR サービスの接続をテストし、「一般構成」ページと Oracle SSO アカウントサー
ビスで指定されている電子メールアドレスとの間の通信が正常であることを確認でき
ます。

ASR サービスをテストする手順は、次のとおりです。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で「一般構成」を展開し、「ASR (Auto Service Request)」を
選択します。

「ASR (Auto Service Request) の設定」ページが表示されます。

3. 「ASR のテスト」をクリックします。

Oracle SSO アカウントサービスから、「一般構成」ページで指定して Oracle SSO 
アカウントに記録されている電子メールアドレスに、確認の電子メールが送信さ
れます。約 30 分以内に確認の電子メールを受信しなかった場合は、Oracle SSO ア
カウントの担当者に問い合わせてください。

アレイの ASR (Auto Service Request) の有効と無
効

ASR に登録したら、ASR を使用して監視するアレイを選択できます。ASR を使用し
てアレイを監視するには、次の設定が有効になっている必要があります。

■ 健全性監視エージェントが有効である

■ 健全性監視がアレイのタイプに対して有効である

■ 健全性監視がこのアレイに対して有効である

■ ASR がこのアレイに対して有効である

アレイに対して ASR を有効にする手順は、次のとおりです。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。
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ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で、ASR を使用して監視するアレイを展開します。

3. ナビゲーション区画で、「管理」を展開し、「アレイの健全性監視」をクリック
します。

「アレイの健全性監視設定」ページが表示されます。

4. 「健全性の監視」セクションで、「健全性監視エージェント有効」フィールドと
「監視対象のデバイスのカテゴリ」フィールドが「はい」に設定されていること
を確認します。いずれかが「いいえ」に設定されている場合は、「一般的な健全
性の監視の設定」ページで設定を変更します。

5. 「このアレイの監視」セクションで、「健全性の監視」と「ASR (Auto Service 
Request)」の両方の横にあるチェックボックスを選択します。

6. 「了解」をクリックします。

リモート通知 - SNMP トラップの使用
アラームを受け取ったときに SNMP トラップを送信するようにリモート通知を設定
できます。SNMP トラップを送信する最小アラームレベルも構成できます。

次のトピックで、SNMP トラップの設定について説明します。

■ 301 ページの「「SNMP 通知」の有効化」

■ 302 ページの「SNMP 通知先の追加」

■ 302 ページの「SNMP 通知先の編集」

■ 303 ページの「SNMP 通知先の削除」

「SNMP 通知」の有効化

「SNMP 通知」を有効にする手順は、次のとおりです。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で「一般構成」を展開し、「通知」を選択します。
監視の管理 301



「通知の設定」ページに通知設定パラメータが表示されます。

3. 「リモート通知の設定」セクションで、「SNMP トラップ」チェックボックスを
選択します。

4. 「保存」をクリックします。

SNMP 通知設定が有効になります。

SNMP 通知先の追加

SNMP (Simple Network Management Protocol) 通知先を追加する手順は、次のとお
りです。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で、「一般構成」を展開します。

3. 「通知」を展開し、「SNMP」を選択します。

「SNMP 通知」ページが表示されます。

4. 「新規」をクリックします。

「SNMP 通知の追加」ページが表示されます。

5. 新しい SNMP 通知先の SNMP プロパティーを設定します。

6. 「了解」をクリックします。

「SNMP 通知」ページが再表示され、新しい SNMP 通知先情報が反映されます。

SNMP 通知先の編集

SNMP (Simple Network Management Protocol) 通知先の SNMP プロパティーを編集
する手順は、次のとおりです。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で、「一般構成」を展開します。

3. 「通知」を展開し、「SNMP」を選択します。

4. 編集する SNMP 通知先のチェックボックスを選択します。
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5. 「編集」をクリックします。

「SNMP 通知の編集」ページが表示されます。

6. 必要に応じて通知先の SNMP プロパティーを編集します。

7. 「了解」をクリックします。

「SNMP 通知」ページが再表示され、編集した SNMP 通知先情報が反映されま
す。ページの先頭に「SNMP 通知を更新しました。」という確認メッセージが表
示されます。

SNMP 通知先の削除

SNMP (Simple Network Management Protocol) 通知先を削除する手順は、次のとお
りです。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で、「一般構成」を展開します。

3. 「通知」を選択し、「SNMP」をクリックします。

「SNMP 通知」ページが表示されます。

4. 削除する SNMP 通知先の左側にあるチェックボックスを選択します。

5. 「削除」をクリックします。

「SNMP 通知」ページが再表示されます。選択した SNMP 通知先情報はもう一覧
に表示されません。

通知設定パラメータの編集
通知設定パラメータを、最後に保存した値に戻す手順は、次のとおりです。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で、「一般構成」を展開します。

3. 「通知」を選択します。
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「通知の設定」ページに通知設定パラメータが表示されます。

4. 必要に応じて、「電子メール通知」および「リモート通知」パラメータを設定し
ます。

5. (省略可能) すべての通知設定パラメータを、最後に保存した値に戻すには、「リ
セット」をクリックします。

エージェント関連の作業
この節では、エージェント関連の作業について説明します。項目は、次のとおりで
す。

■ 304 ページの「エージェントの構成」

■ 305 ページの「エージェントの有効と無効」

■ 305 ページの「アレイの健全性監視のステータスの表示と編集」

■ 306 ページの「エージェントの実行」

エージェントの構成

エージェントを構成する手順は、次のとおりです。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で、「一般構成」を展開します。

3. 「一般的な健全性監視」を選択します。

「一般的な健全性の監視の設定」ページが表示されます。

4. 「監視対象カテゴリ」フィールドから監視するアレイのタイプを選択します。複
数のアレイのタイプを選択するには、Shift キーを使用します。

5. 「監視周期」フィールドで値を選択し、アレイを監視する頻度を指定します。

6. 「許容最大監視スレッド」フィールドで値を選択し、同時に監視するアレイの最
大数を指定します。

7. 「保存」をクリックします。
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構成が保存されます。

エージェントの有効と無効

エージェントを有効、または無効にする手順は、次のとおりです。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で、「一般構成」を展開します。

3. 「健全性監視」を選択します。

「一般的な健全性の監視の設定」ページが表示されます。

4. エージェントを有効または無効にするには、「有効」または「無効」をクリック
します。

確認のメッセージが表示されます。

アレイの健全性監視のステータスの表示と編集

アレイの健全性監視のステータスを表示および編集する手順は、次のとおりです。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で、健全性監視のステータスを表示または編集するアレイを
選択します。

3. そのアレイの「管理」を展開します。

4. 「アレイの健全性監視」を選択します。

「アレイの健全性監視設定」ページが表示されます。

5. アレイが監視されるためには、監視エージェントが有効になっていて、「監視対
象のデバイスのカテゴリ」が「はい」に設定されている必要があります。

6. このアレイの健全性監視を有効にするには、「健全性監視」の横にあるチェック
ボックスを選択します。このアレイの健全性監視を無効にするには、チェック
ボックスの選択を解除します。
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エージェントの実行

エージェントを実行する手順は、次のとおりです。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で、「一般構成」を展開します。

3. 「健全性監視」を選択します。

「一般的な健全性の監視の設定」ページが表示されます。

4. エージェントを実行するには、「エージェントを実行」をクリックします。

「エージェントの概要」ページが再表示され、エージェントに対する変更内容が
反映されます。

ページおよびフィールドの説明
「監視の管理」セクションに関連するブラウザインタフェースのページおよびフィー
ルドについては、次の項で説明します。

■ 306 ページの「「電子メールフィルタの追加/編集」ページ」

■ 307 ページの「「電子メール通知の追加/編集」ページ」

■ 308 ページの「「SNMP 通知の追加/編集」ページ」

■ 308 ページの「「アレイの健全性監視設定」ページ」

■ 309 ページの「「ASR (Auto Service Request) の設定」ページ」

■ 310 ページの「」

■ 311 ページの「「電子メール通知」ページ」

■ 311 ページの「「一般的な健全性の監視の設定」ページ」

■ 312 ページの「「通知の設定」ページ」

■ 313 ページの「「一般構成」ページ」

■ 314 ページの「「SNMP 通知」ページ」

「電子メールフィルタの追加/編集」ページ

表 5-3 では、「電子メールフィルタの追加/編集」ページのボタンとフィールドにつ
いて説明します。
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「電子メール通知の追加/編集」ページ

表 5-4 では、「電子メール通知の追加/編集」ページのボタンとフィールドについて
説明します。

表 5-3 「電子メールフィルタの追加/編集」ページ

フィールド 説明

イベントコード このフィルタが適用されるイベントコード。

重要度の減少 このフィルタが適用されるアラームタイプ。次のオプションがあり
ます。

• 情報

• イベントなし

表 5-4 「電子メール通知の追加/編集」ページ

フィールド 説明

タイプ 電子メール通知のフォーマット。有効なオプション: 電子メールまた
はポケットベル。

電子メールアドレス 新しい電子メール通知先の電子メールアドレス。

カテゴリ 電子メール受信先が電子メール通知を受け取るデバイスのタイプ。
オプションには、デバイスタイプの 1 つ、複数、またはすべてのカ
テゴリがあります。

優先順位 電子メール受信先が電子メール通知を受け取るアラームタイプ。次
のオプションがあります。

• すべて

• メジャー以上

• クリティカル以上

有効 「はい」を選択すると、新しい電子メール通知先に対して電子メー
ル通知が有効になります。

電子メールフィルタ
の適用

「はい」を選択すると、電子メールフィルタをこの通知先に適用し
ます。そうしない場合は「いいえ」を選択します。

集約済みイベントの
コンポーネントをス
キップ

「はい」を選択すると、集約済みイベントに含まれる 1 つのイベン
トに関して、通知は送信されません。そうしない場合は「いいえ」
を選択します。

イベントアドバイザ
をオフ

「はい」を選択すると、イベントアドバイザメッセージは、電子
メール通知に含まれません。そうしない場合は「いいえ」を選択し
ます。
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「SNMP 通知の追加/編集」ページ

表 5-5 では、「SNMP 通知の追加/編集」ページのボタンとフィールドについて説明
します。

「アレイの健全性監視設定」ページ

「アレイの健全性監視設定」ページでは、Sun Storage Common Array Manager ソ
フトウェアのこのインスタンスに登録されているすべてのアレイの監視ステータスを
表示できます。また、個別のアレイの健全性監視のステータスを表示したり、編集し
たりすることもできます。

すべてのアレイに適用される健全性監視の設定を編集するには、「一般的な健全性の
監視の設定」ページを参照してください。

表 5-6 では、「アレイの健全性監視設定」ページのボタンとフィールドについて説明
します。

構成変更イベントの
送信

「はい」を選択すると、電子メール通知に構成の変更が含められま
す。そうしない場合は「いいえ」を選択します。

表 5-5 「SNMP 通知の追加/編集」ページ

フィールド 説明

IP 名/アドレス 新しい SNMP 受信先の IP (Internet Protocol) アドレスまたは名前を
識別します。

ポート SNMP の送信先ポート。

最低警告レベル SNMP 通知を新しい SNMP 受信先に送信する最低アラームレベル。
次のオプションがあります。

• ダウン

• クリティカル

• メジャー

• マイナー

表 5-4 「電子メール通知の追加/編集」ページ (続き)

フィールド 説明
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「ASR (Auto Service Request) の設定」ページ

表 5-7 では、「ASR (Auto Service Request) の設定」ページのボタンとフィールドに
ついて説明します。

ASR の詳細については、次を参照してください。

■ リモート通知 - ASR (Auto Service Request) サービスの使用
■ http://www.oracle.com/us/support/systems/premier/auto-service-

request-155415.html

表 5-6 「アレイの健全性監視設定」ページ

フィールド/ボタン 説明

健全性監視のステータス

健全性監視エージェ
ント有効

健全性監視エージェントが有効かどうかを示します。

監視対象のデバイス
のカテゴリ

このアレイのタイプに対して健全性監視が有効かどうかを示しま
す。

このアレイの監視

健全性の監視 このアレイの健全性監視を有効または無効にします。このアレイの
健全性監視を有効にするには、チェックボックスを選択します。こ
のアレイの健全性監視を無効にするには、チェックボックスの選択
を解除します。

ASR (Auto Service 
Request)

このアレイに対して ASR 監視サービスを有効または無効にします。
このアレイに対して ASR サービスを有効にするには、チェックボッ
クスを選択します。このアレイに対して ASR サービスを無効にする
には、チェックボックスの選択を解除します。注: ASR を有効にする
には、このアレイの「健全性監視」を有効にし、また監視エージェ
ントが有効になっている必要もあります。

表 5-7 「ASR (Auto Service Request) の設定」ページ

フィールド 説明

登録解除 クリックすると、アレイの登録が解除されます。

ASR のテスト クリックすると、Sun Storage Common Array Manager と Oracle サ
ポートサービスの間の通信がテストされます。

Oracle サポート情報

My Oracle Support アカウントを作成するには、このリンクをクリックしてください。
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「電子メールフィルタ」ページ

表 5-8 では、「電子メールフィルタ」ページのボタンとフィールドについて説明しま
す。

Oracle Services 
Privacy Policy

プライバシーポリシーを読むには、このリンクをクリックしてくだ
さい。

ステータスの登録:

Oracle サポートの
ユーザー名

オンラインアカウントの名前です。

パスワード Oracle サポートアカウントに対応するパスワードです。

インターネット接続設定

接続のタイプ ASR で使用するインターネット接続のタイプを選択します。次のオ
プションがあります。

• インターネットへのダイレクト接続

• プロキシサーバーを使用

プロキシサーバーを使用する場合は、プロキシのホスト名とポート
番号を提供してください。

• プロキシ認証を有効

プロキシホストのユーザー名とパスワードを提供すると、プロキシ
権限を有効にすることもできます。

表 5-8 「電子メールフィルタ」ページ

フィールド 説明

新しいフィルタを追
加

クリックすると、新しい電子メールフィルタが追加されます。

削除 クリックすると、選択した電子メールフィルタが削除されます。

編集 クリックすると、選択した電子メールフィルタが編集されます。

フィルタ ID 電子メールフィルタの ID。

イベントコード このフィルタが適用されるイベントコード。

重要度の減少 「情報」または「イベントなし」を選択すると、指定したイベント
コードに対する電子メール通知を抑止します。

表 5-7 「ASR (Auto Service Request) の設定」ページ (続き)

フィールド 説明
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「電子メール通知」ページ

このページは、電子メールの通知先の詳細情報を表示します。

表 5-9 では、「電子メール通知」ページのボタンとフィールドについて説明します。

「一般的な健全性の監視の設定」ページ

表 5-10 では、「一般的な健全性の監視の設定」ページのボタンとフィールドについ
て説明します。

表 5-9 「電子メール通知」ページ

フィールド 説明

新規 クリックすると、電子メールの受信先が追加されます。

削除 クリックすると、電子メールの受信先が削除されます。

編集 クリックすると、電子メールの受信先情報が編集されます。

電子メールアドレス 現在の電子メール受信先の電子メールアドレス。

有効 現在の電子メール受信先を有効として構成し、電子メール通知を受
信するかどうか。

カテゴリ 対応する電子メール受信先が電子メール通知を受け取るデバイスの
タイプ。オプションには、デバイスタイプの 1 つ、複数、またはす
べてのカテゴリがあります。

優先順位 対応する電子メール受信先が電子メール通知を受け取るアラームタ
イプ。次のオプションがあります。

• すべて

• メジャー以上

• クリティカル以上

表 5-10 「一般的な健全性の監視の設定」ページ

フィールド/ボタン 説明

有効 クリックすると、健全性監視エージェントが有効になります。

無効 クリックすると、健全性監視エージェントが無効になります。

エージェントの実行 クリックすると、健全性監視エージェントを手動で実行します。

エージェント情報

有効 エージェントのステータスです。
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「通知の設定」ページ

表 5-11 では、「通知の設定」ページのボタンとフィールドについて説明します。

監視対象カテゴリ 監視するアレイのタイプ。Shift キーを使用すると、複数のアレイの
タイプを選択できます。

監視周期 エージェントが選択したアレイを監視する頻度、分単位。

許容最大監視スレッ
ド

同時に監視するアレイの最大数。監視するアレイ数が、選択した同
時に監視するアレイの数を超えた場合、エージェントは追加された
アレイ数を連続して監視します。

タイムアウト設定

Agent HTTP エージェントがインターネットへ接続し、タイムアウトを生成する
までの時間。

Ping 管理ステーションが Ping 操作を行い、タイムアウトを生成するまで
の時間。

SNMP アクセス SNMP 通知がタイムアウトを生成するまでの時間、秒単位。

電子メール 電子メール通知がタイムアウトを生成するまでの時間、秒単位。

表 5-11 「通知の設定」ページ

フィールド 説明

電子メール通知の設定

この SMTP サーバー
を電子メールサー
バーとして使用

リモート電子メール送信を処理する SMTP (Simple Mail Transfer 
Protocol) サーバーのアドレス。

テスト用の電子メー
ル

クリックすると、テスト用電子メールサービスにテスト用電子メー
ルを送信できます。

SMTP サーバーの
ユーザー名

SMTP サーバーで使用したユーザー名。

SMTP サーバーのパ
スワード

SMTP サーバーで使用したパスワード。

安全な SMTP 接続を
使用

チェックボックスをチェックし、安全な SMTP (SMTPS) プロトコル
を有効にします。チェックボックスを選択しない場合は、SMTP プ
ロトコルが使用されます。

SMTP ポート SMTP サーバーで使用したポート。

表 5-10 「一般的な健全性の監視の設定」ページ (続き)

フィールド/ボタン 説明
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「一般構成」ページ

表 5-12 では、「一般構成」ページのボタンとフィールドについて説明します。

電子メールプログラ
ムへのパス

SMTP サーバーを利用できない場合に使用する電子メールアプリ
ケーションのサーバーパス。

送信者の電子メール
アドレス

すべての電子メール送信で送信者として指定する電子メールアドレ
ス。

電子メールの最大サ
イズ

1 通の電子メールメッセージの最大許容サイズ。

リモート通知の設定

プロバイダを選択 SNMP リモート通知プロバイダを有効にするには、チェックボック
スを選択します。

表 5-12 「一般構成」ページ

フィールド 説明

サイト情報

会社名 システムを所有している会社の名前。

サイト名 システムがインストールされているサイトの名前。

住所 サイトの 1 行目の住所。

住所 2 サイトの 2 行目の住所。

郵便宛先 サイトの郵便宛先住所。

市 サイトがある市。

県/州 サイトがある県/州。

郵便番号 サイトの郵便番号。

国 サイトがある国。国名はドロップダウンメニューから選択します。

連絡先情報

名前 サイトに連絡を取るための顧客担当者の名前。

電話番号 顧客担当者に連絡を取ることができる電話番号。

連絡先の電子メール 顧客担当者に連絡を取ることができる電子メールアドレス。

表 5-11 「通知の設定」ページ (続き)

フィールド 説明
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「SNMP 通知」ページ

表 5-13 では、「SNMP 通知」ページのボタンとフィールドについて説明します。

表 5-13 「SNMP 通知」ページ

フィールド 説明

新規 クリックすると、SNMP (Simple Network Management Protocol) 受
信先が追加されます。

削除 クリックすると、SNMP 受信先を削除します。

編集 クリックすると、SNMP 受信先の情報を編集します。

IP 名/アドレス 現在の SNMP 受信先の識別用 IP (Internet Protocol) アドレスまたは
名前。

ポート SNMP 通知の送信先ポート。

最低警告レベル SNMP 通知を対応する SNMP 受信先に送信する最低アラームレベ
ル。次のオプションがあります。

• ダウン

• クリティカル

• メジャー

• マイナー
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アラームとイベントの監視
この節では、アラームとイベントについて説明します。項目は、次のとおりです。

■ 315 ページの「アラームとイベントについて」

■ 315 ページの「アラーム管理について」

■ 316 ページの「アラーム情報の表示」

■ 318 ページの「アラームの承認」

■ 319 ページの「承認済みアラームの承認の取り消し」

■ 319 ページの「アラームの削除」

■ 320 ページの「イベント情報の表示」

■ 321 ページの「ページおよびフィールドの説明」

アラームとイベントについて
イベントは、監視対象デバイスまたはデバイスコンポーネントの健全性の変化を示す
ために生成されます。対処する必要があるイベントは、アラームとして分類されま
す。

4 つのイベント重要度があります。

■ ダウン - デバイスまたはコンポーネントの機能が停止し、ただちに対処が必要であ
ることを示します。

■ クリティカル - 重大なエラー状況が検出され、ただちに対処が必要なデバイスまた
はコンポーネントを示します。

■ メジャー - メジャーエラー状況が検出され、対処が必要な可能性があるデバイスま
たはコンポーネントを示します。

■ マイナー - マイナーエラー状況が検出された、または重要なイベントが検出された
デバイスまたはコンポーネントを示します。

アラーム管理について
通常アラームは問題が解決されたときに Sun Storage Common Array Manager から
消去または削除されますが、「自動消去」オプションを選択して手動でアラームを削
除することもできます。
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「自動消去」機能が設定されたアラームは、潜在的な障害が特定され、解決されたと
き、自動的にアラームページから削除されます。問題が解決されたとき、アラームが
自動的に削除されるかどうかを確認するには、アラームの概要ページを表示し、「自
動消去」列を調べます。「自動消去」列が「はい」に設定されている場合、障害が解
決されるとこのアラームは自動的に削除されます。それ以外は、サービス操作が完了
したあと、アラームを手動で削除する必要があります。

「自動消去」機能が「いいえ」に設定され、「アラーム」ページからアラームを自動
的に削除しない設定の場合、アラームは「アラーム」ページから手動で削除する必要
があります。

アラーム情報の表示
この節では、アラーム情報を表示する方法について説明します。項目は、次のとおり
です。

■ 316 ページの「すべてのアレイの「アラームの概要」の表示」

■ 316 ページの「特定のアレイの「アラームの概要」の表示」

■ 317 ページの「アラームの詳細の表示」

■ 317 ページの「集約済みイベントの表示」

すべてのアレイの「アラームの概要」の表示

すべてのアレイのアラームの概要情報を表示する手順は、次のとおりです。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で、「アラーム」を選択します。

すべてのアレイが「アラームの概要」ページに表示されます。

特定のアレイの「アラームの概要」の表示

特定のアレイのアラームの概要情報を表示する手順は、次のとおりです。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。
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ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. アラームを表示するアレイを展開し、その下の「アラーム」を選択します。

そのアレイが「アラームの概要」ページに表示されます。

アラームの詳細の表示

アラームの詳細情報を表示する手順は、次のとおりです。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で、次のいずれかを行うことにより「アラームの概要」ペー
ジを表示します。

■ すべてのアレイを「アラームの概要」ページで見るには、「アラーム」を選択
します。

■ 特定のアレイのアラームを見るには、そのアレイを展開し、その下の「アラー
ム」を選択します。

3. 詳細情報を表示するアラームの「詳細」をクリックします。

選択したアラームの「アラームの詳細」ページが表示されます。

集約済みイベントの表示

アラームに関連する集約済みイベントの表示は、次の手順で行います。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で、次のいずれかを行うことにより「アラームの概要」ペー
ジを表示します。

■ すべてのアレイを「アラームの概要」ページで見るには、「アラーム」を選択
します。

■ 特定のアレイのアラームを見るには、そのアレイを展開し、その下の「アラー
ム」を選択します。

3. 詳細情報を表示するアラームの「詳細」をクリックします。

選択したアラームの「アラームの詳細」ページが表示されます。
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4. 「集約済みイベントの表示」をクリックします。

表示されたアラームに関係するすべてのイベントが一覧表示されます。

注: アラームに関連する集約済みイベントは、個別のホストがデバイスを検索する時
刻に基づいて変化する可能性があります。集約されていない場合は、イベントの一覧
はすべてのホストについて整合性がとれています。

アラームの承認
アラームが生成されると、承認するまで「アラームの概要」ページで未承認のままに
なります。アラームの承認は、アラームが確認、評価されたことを示す管理者用の確
認方法です。アラームが消去されても影響はありません。

アラームの承認は、次の手順で行います。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で、次のいずれかを行うことにより「アラームの概要」ペー
ジを表示します。

■ すべてのアレイを「アラームの概要」ページで見るには、「アラーム」を選択
します。

■ 特定のアレイのアラームを見るには、そのアレイを展開し、その下の「アラー
ム」を選択します。

3. 承認するアラームごとに、そのチェックボックスを選択し、「承認」をクリック
します。

アラーム承認の確認ウィンドウが表示されます。

4. この操作に関連付けるユーザー名を入力し、「承認」をクリックします。

「アラームの概要」ページが再表示され、承認したアラームが「承認済み」と表
示されます。

注: 「アラームの詳細」ページからも承認できます。
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承認済みアラームの承認の取り消し
承認済みのアラームの承認の取り消しを行う手順は、次のとおりです。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で、次のいずれかを行うことにより「アラームの概要」ペー
ジを表示します。

■ すべてのアレイを「アラームの概要」ページで見るには、「アラーム」を選択
します。

■ 特定のアレイのアラームを見るには、そのアレイを展開し、その下の「アラー
ム」を選択します。

3. 承認を取り消す承認済みアラームごとに、そのチェックボックスを選択し、「承
認の取り消し」をクリックします。

アラーム承認の取り消しの確認ウィンドウが表示されます。

4. この操作に関連付けるユーザー名を入力し、「承認の取り消し」をクリックしま
す。

「アラームの概要」ページが再表示され、承認を取り消したアラームが「未承
認」と表示されます。

注: 「アラームの詳細」ページからも承認の取消しができます。

アラームの削除
未承認または承認済みアラームを削除すると、「アラームの概要」ページから完全に
削除されます。

注: 「自動消去」アラームに指定されたアラームは削除できません。これらのアラー
ムは、そのアレイが管理されるアレイの一覧から削除されたときか、その状態に関連
した問題が解決されたときのいずれかに「アラームの概要」ページから削除されま
す。
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アラームの削除は、次の手順で行います。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で、次のいずれかを行うことにより「アラームの概要」ペー
ジを表示します。

■ すべてのアレイを「アラームの概要」ページで見るには、「アラーム」を選択
します。

■ 特定のアレイのアラームを見るには、そのアレイを展開し、その下の「アラー
ム」を選択します。

3. 削除する各承認済みアラームのチェックボックスを選択し、「削除」をクリック
します。

「アラームを削除」確認ウィンドウが表示されます。

4. 「了解」をクリックします。

選択したアラームが削除された「アラームの概要」ページが再表示されます。

イベント情報の表示
アラームに関する追加情報を収集するために、イベントログを表示し、アラームの下
にあるイベントを表示できます。

注: イベントログは、アレイで発生したイベントの過去の履歴です。エージェントは
個別のホスト上で異なる時刻に実行されるため、表示を行うホストによってイベント
ログの内容が異なる場合があります。これは、障害分離に対する影響はありません。

イベントログの表示は、次の手順で行います。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で、追加のストレージドメインを有効にするアレイを展開し
ます。

そのアレイのナビゲーションツリーが展開されます。

3. 次の手順で「イベント」ページを表示します。

a. J4000、F5000、および B6000 アレイファミリの場合、「イベント」をクリック
します。
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b. Sun Storage および StorageTek 6000 シリーズアレイ、2500 シリーズアレイ、
およびサポート対象の FLX アレイの場合、「障害追跡」を展開して「イベン
ト」を選択します。

システムイベントログ内のすべてのイベントをまとめた「イベント」ページが表
示されます。

4. イベントについての詳細情報を見るには、対応するイベントの行にある「詳細」
をクリックします。

選択されたイベントの「イベントの詳細」ページが表示されます。

ページおよびフィールドの説明
「アラームとイベントの監視」セクションに関連するブラウザインタフェースのペー
ジおよびフィールドについては、次の項で説明します。

■ 321 ページの「「アラームの詳細」ページ」

■ 323 ページの「「アラームの概要」ページ」

■ 324 ページの「「アラーム」ページ」

■ 324 ページの「「イベントの詳細」ページ」

■ 325 ページの「「イベント」ページ」

「アラームの詳細」ページ

このページは、特定アラームの詳細情報を表示します。

表 5-14 では、「アラームの詳細」ページのボタンとフィールドについて説明しま
す。

表 5-14 「アラームの詳細」ページ

フィールド 説明

承認 クリックすると、このアラームの状態が「未承認」から「承認済
み」に変更されます。

承認の取り消し クリックすると、このアラームの状態が「承認済み」から「未承
認」に変更されます。このボタンは、アラームが承認されるまでグ
レー表示されます。

集約済みイベントの
表示

クリックすると、このアラームに関係するすべてのイベントが表示
されます。
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詳細

重要度 イベントの重要度レベル。次の重要度レベルがあります。

• ダウン

• クリティカル

• メジャー

• マイナー

日付 アラームが生成された日時。

状態 アラームの現在の状態 (未承認、承認済みなど)。

承認したユーザー アラームを承認したユーザー名。このフィールドは、未承認のア
ラームがある場合にのみ表示されます。

承認を取り消した
ユーザー

アラームの承認を取り消したユーザー名。このフィールドは、承認
されたアラームの承認が取り消された場合にのみ表示されます。

自動消去 このオプションは、手動でアラームを削除する場合に選択します。
注: 通常アラームは、問題が解決されたときに Sun Storage Common 
Array Manager から消去または削除されます。

説明 アラームの原因となった状況の技術的な説明。

情報 アラームの原因となった状況の非技術的な説明。

デバイス アラーム対象のデバイス。デバイス名 (sp-87 (se2) など) をクリック
すると、そのデバイスの詳細情報が表示されます。

コンポーネント アラーム対象のコンポーネント要素。

イベントコード このアラームタイプを識別するために使用するイベントコード。

集約数 このアラームに集約されたイベントの数です。

考えられる原因

アラームが生成された原因でもっとも可能性の高い原因。

推奨する対処法

アラーム状態を解決するためにユーザー自身が行うことができる手順 (存在する場合)。現場
交換可能ユニット (FRU) の交換が推奨される場合は、サービスアドバイザへのリンクが表示
されます。

メモ

省略可能。このアラームに対処するために行う操作をドキュメント化するために、アラーム
の詳細とともに保存するテキストを指定できます。

表 5-14 「アラームの詳細」ページ (続き)

フィールド 説明
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「アラームの概要」ページ

このページは、すべてのストレージアレイのすべてのアラームの概要情報を表示しま
す。

表 5-15 では、「アラームの概要」ページのボタンとフィールドについて説明しま
す。

表 5-15 「アラームの概要」ページ

フィールド 説明

承認 クリックすると、選択されているすべてのアラームの状態が「未承
認」から「承認済み」に変更されます。

承認の取り消し クリックすると、選択されているすべてのアラームの状態が「承認
済み」から「未承認」に変更されます。このボタンは、アラームが
承認されるまでグレー表示されます。

削除 クリックすると、選択されたアラームが削除されます。このボタン
は、自動消去アラームではグレー表示されます。

重要度 イベントの重要度レベル。次の重要度レベルがあります。

• 黒 - ダウン

• 赤 - クリティカル

• オレンジ - メジャー

• 黄色 - マイナー

アラームの詳細 クリックすると、対応するアラームに関する詳細情報が表示されま
す。

デバイス アラーム対象のデバイス。デバイス名 (sp-87 (se2) など) をクリック
すると、そのデバイスの詳細情報が表示されます。

コンポーネント アラーム対象のコンポーネント。

タイプ アラームの一般的な分類。

日付 アラームが生成された日時。

状態 アラームの現在の状態 (未承認、承認済みなど)。

自動消去 このオプションは、手動でアラームを削除する場合に選択します。
注: 通常アラームは、問題が解決されたときに Sun Storage Common 
Array Manager から消去または削除されます。
 アラームとイベントの監視 323



「アラーム」ページ

このページは、特定のアレイのすべてのアラームの概要情報を表示します。

表 5-16 では、「アラーム」ページのボタンとフィールドについて説明します。

「イベントの詳細」ページ

このページは、選択されたイベントの詳細情報を表示します。

表 5-17 では、「イベントの詳細」ページのボタンとフィールドについて説明しま
す。

表 5-16 「アラーム」ページ

フィールド 説明

承認 クリックすると、選択されているすべてのアラームの状態が「未承
認」から「承認済み」に変更されます。

承認の取り消し クリックすると、選択されているすべてのアラームの状態が「承認
済み」から「未承認」に変更されます。このボタンは、アラームが
承認されるまでグレー表示されます。

削除 クリックすると、選択されたアラームが削除されます。このボタン
は、自動消去アラームではグレー表示されます。

重要度 イベントの重要度レベル。次の重要度レベルがあります。

• 黒 - ダウン

• 赤 - クリティカル

• オレンジ - メジャー

• 黄色 - マイナー

アラームの詳細 クリックすると、対応するアラームに関する詳細情報が表示されま
す。

コンポーネント アラーム対象のコンポーネント。

タイプ アラームの一般的な分類。

日付 アラームが生成された日時。

状態 アラームの現在の状態 (未承認、承認済みなど)。

自動消去 このオプションは、手動でアラームを削除する場合に選択します。
注: 通常アラームは、問題が解決されたときに Sun Storage Common 
Array Manager から消去または削除されます。
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「イベント」ページ

このページは、システムイベントログ内のすべてのイベントの概要情報を表示しま
す。

表 5-18 では、「イベント」ページのボタンとフィールドについて説明します。

表 5-17 「イベントの詳細」ページ

フィールド 説明

詳細

重要度 イベントの重要度レベル。次の重要度レベルがあります。

• ダウン

• クリティカル

• メジャー

• マイナー

日付 イベントが生成された日時。

説明 イベントの原因となった状況の技術的な説明。

データ 追加のイベントデータ。

コンポーネント アラーム対象のコンポーネント。

タイプ イベントの性質を示す簡単な識別子 (ログ、状態変更、値変更な
ど)。

情報 イベントの原因となった状況の非技術的な説明。

イベントコード このイベントタイプを識別するために使用するイベントコード。

集約済み イベントが別のイベントに集約されているかどうかを示します。値
は「はい」または「いいえ」です。

考えられる原因

イベントが生成された原因でもっとも可能性の高い原因。

推奨する対処法

イベント状態を解決するためにユーザー自身が行うことができる手順 (存在する場合)。
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表 5-18 「イベント」ページ

ボタン/フィールド 説明

クリックすると、「詳細フィルタ - イベント」ウィンドウが開きま
す。

日付 イベントが発生した日時。

イベントの詳細 「詳細」をクリックすると、対応するイベントの詳細情報が表示さ
れます。

コンポーネント イベントを適用するコンポーネント。

タイプ イベントの性質を示す簡単な識別子 (ログ、状態変更、値変更な
ど)。
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RAID アレイのデバイスの監視
この節には、Oracle の RAID アレイ用 FRU コンポーネントの監視に関する情報が示
されます。

■ 327 ページの「RAID アレイの FRU 一覧の表示」

■ 327 ページの「RAID アレイの FRU コンポーネントの表示」

■ 328 ページの「RAID アレイの FRU の健全性情報の表示」

■ 328 ページの「ページとフィールドの説明 - すべてのアレイ共通」

■ 329 ページの「ページおよびフィールドの説明 - 6000 シリーズアレイ、2500 シリ
ーズアレ イ、および FlexLine アレイ」

RAID アレイの FRU 一覧の表示
RAID アレイ内の FRU 一覧の表示は、次の手順で行います。

1. ナビゲーション区画で、メニューを展開するために操作するアレイの名前の横に
ある矢印をクリックします。

2. 「障害追跡」カテゴリを展開し、「FRU」をクリックします。

「FRU の概要」ページが表示されます。選択したアレイで使用可能な FRU タイプ
の一覧、アレイに取り付けられている FRU の数、およびアラームが特定の FRU 
タイプに関連付けられているかどうかを表示します。使用可能な FRU コンポーネ
ントのタイプは、使用しているアレイのモデルによって異なります。

各 FRU タイプの詳細については、使用しているアレイのハードウェアに関するマ
ニュアルを参照してください。

RAID アレイの FRU コンポーネントの表
示
特定のタイプの FRU コンポーネントの一覧の表示は、次の手順で行います。

1. ナビゲーション区画で、メニューを展開するために操作するアレイの名前の横に
ある矢印をクリックします。

2. 「障害追跡」カテゴリを展開し、「FRU」をクリックします。

「FRU の概要」ページが表示されます。
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3. 「FRU タイプ」フィールドで FRU コンポーネントをクリックします。

その FRU コンポーネントの「コンポーネントの概要」ページが表示されます。

その FRU タイプに対して使用できるコンポーネントの一覧が「コンポーネントの
概要」ページに表示され、ここに FRU コンポーネントのステータス、動作状態、
リビジョン、および一意の識別子も示されます。特定のコンポーネントをクリッ
クすると、選択したコンポーネントの健全性に関する詳細情報を表示できます。

RAID アレイの FRU の健全性情報の表示
FRU コンポーネントの健全性に関する詳細情報の表示は、次の手順で行います。

1. ナビゲーション区画で、メニューを展開するために操作するアレイの名前の横に
ある矢印をクリックします。

2. 「障害追跡」カテゴリを展開し、「FRU」をクリックします。

「FRU の概要」ページが表示されます。

3. FRU タイプをクリックします。

その FRU タイプの「コンポーネントの概要」ページが表示されます。

4. 詳細情報が必要な FRU コンポーネントの名前をクリックします。

選択した FRU コンポーネントの「健全性の詳細」ページが表示されます。

ページとフィールドの説明 - すべてのア
レイ共通
FRU コンポーネントのブラウザインタフェースのページ、およびすべてのアレイで
使用可能なフィールドについては、次の項で説明します。

■ 349 ページの「「コンポーネントの概要」ページ」

■ 350 ページの「「コンポーネントの健全性の詳細」ページ」

■ 351 ページの「「FRU の概要」ページ」
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ページおよびフィールドの説明 - 6000 
シリーズアレイ、2500 シリーズアレ
イ、および FlexLine アレイ
Oracle の Sun Storage アレイ、StorageTek 6000 シリーズアレイ、StorageTek 2500 
シリーズアレイ、および FlexLine アレイで使用可能な、FRU・コンポーネントのブ
ラウザインタフェースのページとフィールドについては、次の項で説明します。

■ 330 ページの「「バッテリーの健全性の詳細」ページ - 6000 シ リーズアレイ、
2500-M2 シリーズアレイ、2500 シリーズアレイ、FlexLine アレイ」

■ 331 ページの「「コントローラの健全性の詳細」ページ - 6000 シリーズアレイ、
2500-M2 シリーズアレイ、2500 シリーズアレイ、FlexLine アレイ」

■ 334 ページの「「ディスクの健全性の詳細」ページ - 6000 シリーズアレイ、2500-
M2 シリーズアレイ、2500 シ リーズアレイ、FlexLine アレイ」

■ 337 ページの「「ファンの健全性の詳細」ページ - 6130、FLX240、FLX280、
FLX380 アレイ」

■ 337 ページの「「ミッドプレーンの健全性の詳細」ページ - 6000 シリーズアレイ
、2500-M2 シリーズアレイ、2500 シリーズアレイ、FlexLine アレイ」

■ 339 ページの「「PCU の健全性の詳細」ページ - 6000 シリーズアレイ、2500-M2 
シリーズアレイ、2500 シリーズアレイ、FlexLine アレイ」

■ 339 ページの「「SFP の健全性の詳細」ページ - 6000 シリーズアレイ、2540-M2 
シリーズアレイ、2540 シリーズアレイ、FlexLine アレイ」

■ 341 ページの「「IOM の健全性の詳細」ページ - 6000 シリーズアレイ、2500-M2 
シリーズアレイ、2500 シリーズアレイ、FlexLine アレイ」

■ 342 ページの「「HIC の健全性の詳細」ページ - 6580 アレイおよび 6780 アレイ」

■ 343 ページの「「キャッシュメモリー DIMM の健全性の詳細」 ページ - 6580 アレ
イおよび 6780 アレイ」

■ 343 ページの「「キャッシュバックアップデバイスの健全性の詳細」ページ - 6580 
アレイおよび 6780 アレイ」

■ 344 ページの「「ICC の健全性の詳細」ページ - 6540 アレイ、6580 アレイ、およ
び 6780 アレイ」

■ 345 ページの「「ミニハブの健全性の詳細」ページ - FLX280 アレイ」
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「バッテリーの健全性の詳細」ページ - 6000 シ
リーズアレイ、2500-M2 シリーズアレイ、2500 
シリーズアレイ、FlexLine アレイ

表 5-19 では、「バッテリーの健全性の詳細」ページのボタンとフィールドについて
説明します。

表 5-19 「バッテリーの健全性の詳細」ページ - 6000 シリーズアレイ、2500-M2 シ
リーズアレイ、2500 シリーズアレイ、FlexLine アレイ

フィールド 内容

有効期限の自動
リセット

スマートバッテリーが有効期限の自動リセットをサポートするかど
うかを示します。値は「真」か「偽」のいずれかです。
注: このフィールドは、すべてのアレイモデルおよびファームウェア
バージョンに表示されるわけではありません。

可用性 機能を実行するためのコンポーネントの可用性の測定値 (その他、不
明、実行中/フルパワー、警告、オフライン、機能縮退など)。

バッテリーの有効期
限

バッテリーの有効期限 (日単位)。この値はバッテリーの取り付け後
の経過日数を示していますが、いつでもリセットできます。

バッテリーのタイプ このアレイのバッテリー構成のタイプ。次の値があります。

• デュアル CRU (個別)
• デュアル FRU (個別)
• デュアル CRU (共有)
• シングル CRU (共有)

説明 コンポーネントのテキスト説明。

有効/無効の状態 コンポーネントの状態。テキスト文字列で表示。

最後の学習サイクル スマートバッテリーの最後の学習サイクルの日付。
注: このフィールドは、すべてのアレイモデルおよびファームウェア
バージョンに表示されるわけではありません。

学習間隔 (週) スマートバッテリーの学習サイクル間の週数。
注: このフィールドは、すべてのアレイモデルおよびファームウェア
バージョンに表示されるわけではありません。

残り有効期間 このバッテリーが定格寿命に達するまでの日数。この値は、バッテ
リーの定格寿命期間からバッテリーの有効期限を差し引いたもので
す。値が -1 の場合は、キャッシュバッテリーの期限切れイベント通
知が無効になっていることを示します。
注: このフィールドは、すべてのアレイモデルおよびファームウェア
バージョンに表示されるわけではありません。

名前 アレイに関連するコンポーネントの名前。
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「コントローラの健全性の詳細」ページ - 6000 シ
リーズアレイ、2500-M2 シリーズアレイ、2500 
シリーズアレイ、FlexLine アレイ

表 5-20 では、「コントローラの健全性の詳細」ページのボタンとフィールドについ
て説明します。

次の学習サイクル 次のスマートバッテリー学習サイクルを実行するようにスケジュー
ルされている日付。
注: このフィールドは、すべてのアレイモデルおよびファームウェア
バージョンに表示されるわけではありません。

物理 ID このコンポーネントに関連付けられている物理 ID。

注: このフィールドは、すべてのアレイモデルおよびファームウェア
バージョンに表示されるわけではありません。

raw ステータス コンポーネントの raw ステータス。テキスト文字列で表示。

ステータス コンポーネントの現在のステータス (正常、エラーなど)。

表 5-20 「コントローラの健全性の詳細」ページ - 6000 シリーズアレイ、2500-M2 シ
リーズアレイ、2500 シリーズアレイ、FlexLine アレイ

フィールド 内容

ID コントローラの ID。

有効 コントローラが有効モードであるかどうかを示します。値は「真」
か「偽」のいずれかです。

可用性 機能を実行するためのコンポーネントの可用性の測定値 (その他、不
明、実行中/フルパワー、警告、オフライン、機能縮退など)。

ボード ID このコントローラのボードタイプ。

ボードサブモデル このコントローラのサブモデル識別子。
注: このフィールドは、すべてのアレイモデルおよびファームウェア
バージョンに表示されるわけではありません。

キャッシュの物理容
量

このコントローラのキャッシュの物理容量 (メガバイト単位)。

コントローラが使用
するキャッシュ

コントローラがキャッシュとして使用するメモリーの容量 (メガバイ
ト単位)。

CPU メモリーサイズ コントローラの CPU メモリーのサイズ。

表 5-19 「バッテリーの健全性の詳細」ページ - 6000 シリーズアレイ、2500-M2 シ
リーズアレイ、2500 シリーズアレイ、FlexLine アレイ (続き)

フィールド 内容
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説明 コンポーネントのテキスト説明。

ドライブ側インタ
フェース

ドライブのインタフェースタイプ。次の値があります。

• ファイバチャネル

• SAS
• SATA

有効/無効の状態 コンポーネントの状態。テキスト文字列で表示。

Ethernet ポート X の
アドレス

このポートの有効な IP アドレス (IPv6 のサポートのみ)。
注: このフィールドは、すべてのアレイモデルおよびファームウェア
バージョンに表示されるわけではありません。

Ethernet ポート X の 
DHCP/BOOTP の使
用

この Ethernet ポートで DHCP (Dynamic Host Configuration 
Protocol) / BOOTP (Bootstrap Protocol) を使用するかどうかを示し
ます。有効な値は、「真」か「偽」のいずれかです。

Ethernet ポート X の
ゲートウェイアドレ
ス

このポートで使用されるゲートウェイ IP アドレス。
注: このフィールドは、すべてのアレイモデルおよびファームウェア
バージョンに表示されるわけではありません。

Ethernet ポート X の 
IPv4 アドレス

IPv4 が有効化されている場合、ポートの IPv4 アドレス。
注: このフィールドは、すべてのアレイモデルおよびファームウェア
バージョンに表示されるわけではありません。

Ethernet ポート X の 
IPv4 有効化

このポートで IPv4 機能が有効化されているかどうかを示します。値
は「真」か「偽」のいずれかです。
注: このフィールドは、すべてのアレイモデルおよびファームウェア
バージョンに表示されるわけではありません。

Ethernet ポート X の 
IPv4 ルーター

IPv4 が有効化されている場合、ポートのルーターアドレス。
注: このフィールドは、すべてのアレイモデルおよびファームウェア
バージョンに表示されるわけではありません。

Ethernet ポート X の 
IPv6 有効化

アレイで IPv6 がサポートされている場合、このポートで IPv6 機能
が有効化されているかどうかを示します。値は「真」か「偽」のい
ずれかです。
注: このフィールドは、すべてのアレイモデルおよびファームウェア
バージョンに表示されるわけではありません。

Ethernet ポート X の 
IPv6 大域アドレス

IPv6 が有効化されている場合、このポートの IPv6 大域ユニキャスト
アドレス。
注: このフィールドは、すべてのアレイモデルおよびファームウェア
バージョンに表示されるわけではありません。

Ethernet ポート X の 
IPv6 リンクローカル
アドレス

IPv6 が有効化されている場合、このポートの IPv6 リンクローカルア
ドレス。
注: このフィールドは、すべてのアレイモデルおよびファームウェア
バージョンに表示されるわけではありません。

表 5-20 「コントローラの健全性の詳細」ページ - 6000 シリーズアレイ、2500-M2 シ
リーズアレイ、2500 シリーズアレイ、FlexLine アレイ (続き)

フィールド 内容
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Ethernet ポート X の 
IPv6 ルーター

IPv6 が有効化されている場合、ポートの IPv6 ルーターアドレス。
注: このフィールドは、すべてのアレイモデルおよびファームウェア
バージョンに表示されるわけではありません。

Ethernet ポート X の 
MAC アドレス

このポートの MAC アドレス。

Ethernet ポート X の
リモートアクセス

このポートでリモートアクセスが有効かどうかを示します。値は
「真」か「偽」のいずれかです。

Ethernet ポート X の
速度

このポートの現在の速度。

Ethernet ポート X の
ステータス

このポートのステータス。次の値があります。

• 動作中

• ダウン

• 不良

Ethernet ポート X の
サブネットマスク

このポートのサブネットマスク。

Ethernet ポート X の
タイプ

このポートの機能。次の値があります。

• IPv4 のみ (デフォルト)
• IPv4 および IPv6 が可能

ファームウェアの
バージョン

このコントローラで動作しているファームウェアのバージョン。

名前 アレイに関連するコンポーネントの名前。

物理 ID このコンポーネントに関連付けられている物理 ID。

休止中 コントローラが現在休止中であるかどうかを示します。値は「真」
か「偽」のいずれかです。

raw ステータス コンポーネントの raw ステータス。テキスト文字列で表示。

ステータス コンポーネントの現在のステータス (正常、エラーなど)。

表 5-20 「コントローラの健全性の詳細」ページ - 6000 シリーズアレイ、2500-M2 シ
リーズアレイ、2500 シリーズアレイ、FlexLine アレイ (続き)

フィールド 内容
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「ディスクの健全性の詳細」ページ - 6000 シリー
ズアレイ、2500-M2 シリーズアレイ、2500 シ
リーズアレイ、FlexLine アレイ

表 5-21 では、「ディスクの健全性の詳細」ページのボタンとフィールドについて説
明します。

表 5-21 「ディスクの健全性の詳細」ページ - 6000 シリーズアレイ、2500-M2 シリー
ズアレイ、2500 シリーズアレイ、FlexLine アレイ

フィールド 内容

ID このディスクドライブの識別子。たとえば、t0d02 はトレイ 00 のド
ライブ 02 です。

割り当て可能 仮想ディスクに含めるためのドライブの可用性。値は「真」か
「偽」のいずれかです。

可用性 機能を実行するためのコンポーネントの可用性の測定値 (その他、不
明、実行中/フルパワー、警告、オフライン、機能縮退など)。

ブロックサイズ ドライブによって使用されるブロックサイズ。

容量 (raw) ディスクドライブの理論上の容量。

容量 (使用可能) データ格納用として使用可能なドライブ上の領域の容量。

データ速度 (現在) このドライブの現在のインタフェース速度 (Mbps 単位)。

データ速度 (最大) ドライブの最大データ転送速度 (Mbps 単位)。
注: 一部のドライブで、この情報は不明な場合があります。

機能縮退チャネルの
フラグ

ドライブ上に機能縮退チャネルがあるかどうかを示します。値は
「真」か「偽」のいずれかです。

機能縮退チャネル ドライブに関連付けられている機能縮退チャネルの ID。次の値があ
ります。

• スペース区切りの ID の一覧

• N/A

説明 コンポーネントのテキスト説明。

ドライブのファーム
ウェア

このドライブで動作しているファームウェア。
注: このフィールドは SATA ドライブにのみ該当します。

ドライブタイプ ドライブの物理的なタイプ。次の値があります。

• ファイバチャネル

• SATA
• SAS

有効/無効の状態 コンポーネントの状態。テキスト文字列で表示。
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FDE セキュリティー ドライブの現在の Full Drive Encryption (データ暗号化サービス) の
ステータス。次の値があります。

• なし

• 可能

• 有効

• ロック

注: このフィールドは、すべてのアレイモデルおよびファームウェア
バージョンに表示されるわけではありません。

ファームウェアパッ
ケージのバージョン

このドライブのファームウェアバージョンです。SATA ドライブの場
合、これは、ファームウェアとインターポーザーのファームウェア
の両方を含むパッケージを示します。その他のドライブの場合、こ
れはドライブのファームウェアのみを示します。

FPGA バージョン 現在の FPGA (Field Programmable Gate Array) ファームウェアの
バージョン。
注: このフィールドは Sun Storage 6580 アレイと 6780 アレイの SSD 
ドライブにのみ該当します。

ホットスペア ドライブがホットスペアかどうかを示します。値は「真」か「偽」
のいずれかです。

インターポーザーの
ファームウェア

インターポーザーカードのファームウェアレベル。
注: このフィールドは SAS ドライブおよび SATA ドライブにのみ該
当します。

無効なドライブデー
タ

ドライブ情報が使用不可であるかどうかを示します。値は「真」か
「偽」のいずれかです。

ロックキーの ID このドライブに書き込まれたアレイのロックキー。アレイのロック
キーがこのドライブに設定および割り当てられているときのみ表示
されます。
注: このフィールドは、すべてのアレイモデルおよびファームウェア
バージョンに表示されるわけではありません。

メディア ドライブによって使用されるメディアのタイプ。値は「HDD」か
「SSD」のいずれかです。
注: このフィールドは、すべてのアレイモデルおよびファームウェア
バージョンに表示されるわけではありません。

名前 アレイに関連するコンポーネントの名前。

非冗長アクセス このドライブへのアクセスが冗長化されているかどうかを示しま
す。値は「真」か「偽」のいずれかです。

オフライン ドライブがオフラインかどうかを示します。値は「真」か「偽」の
いずれかです。

物理 ID このコンポーネントに関連付けられている物理 ID。

表 5-21 「ディスクの健全性の詳細」ページ - 6000 シリーズアレイ、2500-M2 シリー
ズアレイ、2500 シリーズアレイ、FlexLine アレイ (続き)

フィールド 内容
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予測障害解析のソー
ス

ファームウェアによって報告された障害の理由。値は、「報告され
たドライブ」、「合成」、「なし」、「不明」のいずれかです。

予測障害解析 ディスクドライブに潜在的な障害があることを示します。値は
「真」または「偽」です。

raw ステータス コンポーネントの raw ステータス。テキスト文字列で表示。

役割 このドライブに割り当てられている役割。次の値があります。

• データディスク

• ホットスペア

• 未割り当て

スピンドル速度 RPM (1 分あたりの回転数) で表したディスクドライブの回転速度。
SSD ドライブの場合、この値は常にゼロです。

SSD 平均消去数 平均消去数の率。
注: このフィールドは、SSD ドライブをサポートするアレイの SSD 
ドライブでのみ表示されます。

SSD 空きブロックの
残り

合計ブロックのスペアとしての設定率。
注: このフィールドは、SSD ドライブをサポートするアレイの SSD 
ドライブでのみ表示されます。

ステータスの原因 良好な状態ではない場合、ドライブの現在のステータスの原因。

ステータス 正規化されたドライブの現在のステータス。次の値があります。

• 正常

• エラー

• その他

温度 (現在) このドライブの現在の動作温度。

温度 (上限) このドライブの最高許容動作温度。

動作保証なし このドライブが、このアレイで動作保障されていないかどうかを示
します。値は「真」か「偽」のいずれかです。

仮想ディスク割り当
て

このドライブが割り当てられる仮想のディスクの識別子。次の値が
あります。

• 仮想ディスクの識別子

• 未割り当て

WWN ディスクの World Wide Name。

表 5-21 「ディスクの健全性の詳細」ページ - 6000 シリーズアレイ、2500-M2 シリー
ズアレイ、2500 シリーズアレイ、FlexLine アレイ (続き)

フィールド 内容
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「ファンの健全性の詳細」ページ - 6130、
FLX240、FLX280、FLX380 アレイ

表 5-22 では、「ファンの健全性の詳細」ページのボタンとフィールドについて説明
します。

「ミッドプレーンの健全性の詳細」ページ - 6000 
シリーズアレイ、2500-M2 シリーズアレイ、2500 
シリーズアレイ、FlexLine アレイ

表 5-23 では、「ミッドプレーンの健全性の詳細」ページのボタンとフィールドにつ
いて説明します。

表 5-22 「ファンの健全性の詳細」ページ - 6130、FLX240、FLX280、FLX380 アレイ

フィールド 内容

可用性 機能を実行するためのコンポーネントの可用性の測定値 (その他、不
明、実行中/フルパワー、警告、オフライン、機能縮退など)。

説明 コンポーネントのテキスト説明。

raw ステータス コンポーネントの raw ステータス。テキスト文字列で表示。

有効/無効の状態 コンポーネントの状態。テキスト文字列で表示。

ID このコンポーネントに割り当てられている固有の ID。

名前 アレイに関連するコンポーネントの名前。

ステータス コンポーネントの現在のステータス (正常、エラーなど)。

表 5-23 「ミッドプレーンの健全性の詳細」ページ - 6000 シリーズアレイ、2500-M2 
シリーズアレイ、2500 シリーズアレイ、FlexLine アレイ

フィールド 内容

ID このコンポーネントに割り当てられている固有の ID。

可用性 機能を実行するためのコンポーネントの可用性の測定値 (その他、不
明、実行中/フルパワー、警告、オフライン、機能縮退など)。

コントローラの
スロット数

このトレイにあるコントローラのスロットの数。

説明 コンポーネントのテキスト説明。

ドライブスロット数 このトレイにあるドライブスロットの数。
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ドライブ速度の不一
致

ドライブ速度が不一致であるかどうかを示します。値は「真」か
「偽」のいずれかです。

raw ステータス トレイの現在の raw ステータス。次の値があります。

• 良好

• 機能縮退

• 取り外し済み

有効/無効の状態 コンポーネントの状態。テキスト文字列で表示。

IOM の接続不良 このトレイのいずれかの IOM が、別の IOM に間違って接続されて
いるかどうかを示します。値は「真」か「偽」のいずれかです。

IOM のバージョン不
一致

このシャーシの IOM にファームウェアの不一致があるかどうかを示
します。値は「真」か「偽」のいずれかです。

最大データ速度 このトレイでサポートされている最大データ転送レート。

名前 アレイに関連するコンポーネントの名前。

冗長チャネルなし 接続されている / 動作しているチャネルが 1 つだけの場合、その
チャネルが表示されます。あるいは、N/A が表示されます。

物理 ID このコンポーネントに関連付けられている物理 ID。

注: このフィールドは、すべてのアレイモデルおよびファームウェア
バージョンに表示されるわけではありません。

冗長アクセス このトレイに冗長パスアクセスがあるかどうかを示します (両方の 
IOM に有効な接続がある、など)。値は「真」か「偽」のいずれかで
す。

役割 トレイの役割。値はコントローラモジュールまたは拡張モジュール
です。

ステータス コンポーネントの現在のステータス (正常、エラーなど)。

トレイ ID 衝突 このトレイの ID が別のトレイの ID と衝突しているかどうかを示し
ます。値は「真」か「偽」のいずれかです。

トレイ ID の不一致 IOM の ID が不一致であるかどうかを示します。値は「真」か
「偽」のいずれかです。

サポートされていな
いトレイタイプ

このトレイタイプがサポートされていないかどうかを示します。値
は「真」か「偽」のいずれかです。

表 5-23 「ミッドプレーンの健全性の詳細」ページ - 6000 シリーズアレイ、2500-M2 
シリーズアレイ、2500 シリーズアレイ、FlexLine アレイ (続き)

フィールド 内容
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「PCU の健全性の詳細」ページ - 6000 シリーズ
アレイ、2500-M2 シリーズアレイ、2500 シリー
ズアレイ、FlexLine アレイ

表 5-24 では、「PCU (電源装置モジュール) の健全性の詳細」ページのボタンと
フィールドについて説明します。

「SFP の健全性の詳細」ページ - 6000 シリーズ
アレイ、2540-M2 シリーズアレイ、2540 シリー
ズアレイ、FlexLine アレイ

表 5-25 では、「SFP (Small Form-factor Pluggable) の健全性の詳細」ページのボタン
とフィールドについて説明します。

表 5-24 「PCU の健全性の詳細」ページ - 6000 シリーズアレイ、2500-M2 シリーズア
レイ、2500 シリーズアレイ、FlexLine アレイ

フィールド 内容

可用性 機能を実行するためのコンポーネントの可用性の測定値 (その他、不
明、実行中/フルパワー、警告、オフライン、機能縮退など)。

説明 コンポーネントのテキスト説明。

raw ステータス コンポーネントの raw ステータス。テキスト文字列で表示。

有効/無効の状態 コンポーネントの状態。テキスト文字列で表示。

名前 アレイに関連するコンポーネントの名前。

物理 ID このコンポーネントに関連付けられている物理 ID。

注: このフィールドは、すべてのアレイモデルおよびファームウェア
バージョンに表示されるわけではありません。

ステータス コンポーネントの現在のステータス (正常、エラーなど)。

表 5-25 「SFP の健全性の詳細」ページ - 6000 シリーズアレイ、2540-M2 シリーズア
レイ、2540 シリーズアレイ、FlexLine アレイ

フィールド 内容

可用性 機能を実行するためのコンポーネントの可用性の測定値 (その他、不
明、実行中/フルパワー、警告、オフライン、機能縮退など)。

チャネル この SFP 上のチャネル。
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コネクタのタイプ この SFP のコネクタのタイプ。

データ速度 サポートされている SFP の速度 (Gbps 単位)。

説明 コンポーネントのテキスト説明。

有効/無効の状態 コンポーネントの状態。テキスト文字列で表示。

IEEE 企業 ID メーカーの IEEE 企業 ID。

ID タイプ SFP の識別子のタイプ。次の値があります。

• SFP
• GBIC

• ソルダード

• 不明

リンクタイプ 接続のリンクの長さ。次の値があります。

• Very Long (非常に長い)
• Long (長い)
• Intermediate (中間)
• Medium (中)
• Short (短い)
• 不明

名前 アレイに関連するコンポーネントの名前。

親タイプ ホストしているコンポーネントのタイプ。次の値があります。

• コントローラ

• IOM

• ミニハブ

物理 ID このコンポーネントに関連付けられている物理 ID。

ポート この SFP が取り付けられているポート。

raw ステータス コンポーネントの raw ステータス。テキスト文字列で表示。

ステータス コンポーネントの現在のステータス (正常、エラーなど)。

伝送メディア この SFP で使用される伝送メディア。

トランスミッタのタ
イプ

この SFP のトランスミッタのタイプ。

タイプ SFP のタイプ。値は「ホスト側」または「ドライブ側」です。
注: このフィールドは、コントローラにホストされた SFP にのみ該当
します。

表 5-25 「SFP の健全性の詳細」ページ - 6000 シリーズアレイ、2540-M2 シリーズア
レイ、2540 シリーズアレイ、FlexLine アレイ (続き)

フィールド 内容
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「IOM の健全性の詳細」ページ - 6000 シリーズ
アレイ、2500-M2 シリーズアレイ、2500 シリー
ズアレイ、FlexLine アレイ

表 5-26 では、「IOM (入出力モジュール) の健全性の詳細」ページのボタンとフィー
ルドについて説明します。

表 5-26 「IOM の健全性の詳細」ページ - 6000 シリーズアレイ、2500-M2 シリーズア
レイ、2500 シリーズアレイ、FlexLine アレイ

フィールド 内容

可用性 機能を実行するためのコンポーネントの可用性の測定値 (その他、不
明、実行中/フルパワー、警告、オフライン、機能縮退など)。

説明 コンポーネントのテキスト説明。

有効/無効の状態 コンポーネントの状態。テキスト文字列で表示。

出荷時のデフォルト
バージョン

出荷時のデフォルトバージョン。
注: この情報は、IOM ファームウェアがこの機能をサポートしてい
るバージョンの場合にのみ利用可能です。

ファームウェア IOM で動作しているファームウェアのバージョン。

インタフェースタイ
プ

入出力インタフェースのタイプ。次の値があります。

• ファイバチャネル

• SCSI
• SATA

• 実装されていません

名前 アレイに関連するコンポーネントの名前。

冗長チャネルなし チャネルに問題がある場合、動作中のチャネルが表示されます。

物理 ID このコンポーネントに関連付けられている物理 ID。

raw ステータス コンポーネントの raw ステータス。テキスト文字列で表示。

冗長アクセス 両方のチャネルが接続され、オンラインであるかどうかを示しま
す。値は「真」か「偽」のいずれかです。

速度 (現在) 現在のデータ速度。

速度 (最大) 最大データ転送速度。

ステータス コンポーネントの現在のステータス (正常、エラーなど)。

スイッチ技術 スイッチ技術が使用されているかどうかを示します。値は「真」か
「偽」のいずれかです。
注: このフィールドはファイバチャネルインタフェースを持つ IOM 
にのみ該当します。

タイプ IOM の物理的なタイプ。
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「HIC の健全性の詳細」ページ - 6580 アレイおよ
び 6780 アレイ

表 5-27 では、「HIC (ホストインタフェースコントローラ) の健全性の詳細」ページ
のボタンとフィールドについて説明します。

バージョン管理のサ
ポート

この IOM でバージョン管理がサポートされているかどうかを示しま
す。値は「真」か「偽」のいずれかです。
注: この情報は、IOM ファームウェアがこの機能をサポートしてい
るバージョンの場合にのみ利用可能です。

表 5-27 「HIC の健全性の詳細」ページ - 6580 アレイおよび 6780 アレイ

フィールド 内容

ボード ID このカードの識別子のタイプ。

ボードタイプ カードのタイプ。インタフェースのタイプも示します (クワッドポー
トファイバチャネルなど)。

説明 コンポーネントのテキスト説明。

有効/無効の状態 コンポーネントの状態。テキスト文字列で表示。

名前 アレイに関連するコンポーネントの名前。

ポート数 このカードにあるホストポート数。

物理 ID このコンポーネントに関連付けられている物理 ID。

raw ステータス コンポーネントの raw ステータス。テキスト文字列で表示。

ステータス コンポーネントの現在のステータス (正常、エラーなど)。

表 5-26 「IOM の健全性の詳細」ページ - 6000 シリーズアレイ、2500-M2 シリーズア
レイ、2500 シリーズアレイ、FlexLine アレイ (続き)

フィールド 内容
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「キャッシュメモリー DIMM の健全性の詳細」
ページ - 6580 アレイおよび 6780 アレイ

表 5-28 では、「キャッシュメモリー DIMM の健全性の詳細」ページのボタンと
フィールドについて説明します。

「キャッシュバックアップデバイスの健全性の詳
細」ページ - 6580 アレイおよび 6780 アレイ

表 5-29 では、「キャッシュバックアップデバイスの健全性の詳細」ページのボタン
とフィールドについて説明します。

表 5-28 「キャッシュメモリー DIMM の健全性の詳細」ページ - 6580 アレイおよび 
6780 アレイ

フィールド 内容

容量 メモリーカードのサイズ。

説明 コンポーネントのテキスト説明。

有効/無効の状態 コンポーネントの状態。テキスト文字列で表示。

名前 アレイに関連するコンポーネントの名前。

物理 ID このコンポーネントに関連付けられている物理 ID。

raw ステータス コンポーネントの raw ステータス。テキスト文字列で表示。

ステータス コンポーネントの現在のステータス。有効な値は次のとおりです。

• 正常

• エラー

• 空

• 不明

表 5-29 「キャッシュバックアップデバイスの健全性の詳細」ページ - 6580 アレイお
よび 6780 アレイ

フィールド 内容

可用性 機能を実行するためのコンポーネントの可用性の測定値 (その他、不
明、実行中/フルパワー、警告、オフライン、機能縮退など)。

容量 キャッシュバックアップデバイスの容量。

コントローラの USB 
スロット

このデバイスが取り付けられているコントローラ相対スロット。
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「ICC の健全性の詳細」ページ - 6540 アレイ、
6580 アレイ、および 6780 アレイ

表 5-30 では、「ICC の健全性の詳細」ページのボタンとフィールドについて説明し
ます。

説明 コンポーネントのテキスト説明。

有効/無効の状態 コンポーネントの状態。テキスト文字列で表示。

メディア デバイスで使用されるメディアのタイプ (USB フラッシュなど)。

名前 アレイに関連するコンポーネントの名前。

物理 ID このコンポーネントに関連付けられている物理 ID。

raw ステータス コンポーネントの raw ステータス。テキスト文字列で表示。

ステータス コンポーネントの現在のステータス (正常、エラーなど)。

表 5-30 「ICC の健全性の詳細」ページ - 6540 アレイ、6580 アレイ、および 6780 ア
レイ

フィールド 内容

説明 コンポーネントのテキスト説明。

有効/無効の状態 コンポーネントの状態。テキスト文字列で表示。

名前 アレイに関連するコンポーネントの名前。

物理 ID このコンポーネントに関連付けられている物理 ID。

raw ステータス コンポーネントの raw ステータス。テキスト文字列で表示。

取り外し可能 コンポーネントが取り外し可能状態になったかどうかを示します。
値は「真」か「偽」のいずれかです。

ステータス コンポーネントの現在のステータス (正常、エラーなど)。

表 5-29 「キャッシュバックアップデバイスの健全性の詳細」ページ - 6580 アレイお
よび 6780 アレイ (続き)

フィールド 内容
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「ミニハブの健全性の詳細」ページ - FLX280 ア
レイ

表 5-31 では、「ミニハブの健全性の詳細」ページのボタンとフィールドについて説
明します。

表 5-31 「ミニハブの健全性の詳細」ページ - FLX280 アレイ

フィールド 内容

可用性 機能を実行するためのコンポーネントの可用性の測定値 (その他、不
明、実行中/フルパワー、警告、オフライン、機能縮退など)。

説明 コンポーネントのテキスト説明。

有効/無効の状態 コンポーネントの状態。テキスト文字列で表示。

名前 アレイに関連するコンポーネントの名前。

物理 ID このコンポーネントに関連付けられている物理 ID。

raw ステータス コンポーネントの raw ステータス。テキスト文字列で表示。

ステータス コンポーネントの現在のステータス (正常、エラーなど)。
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JBOD アレイのデバイスの監視
この節には、Oracle JBOD アレイの FRU コンポーネントの監視に関する情報が示さ
れます。

■ 346 ページの「J4000、F5100、および B6000 アレイ ファミリで使用可能な FRU コ
ンポーネント」

■ 347 ページの「Sun Storage F5100 フラッシュアレイに対するデータ集約」

■ 347 ページの「JBOD アレイの FRU コンポーネントの監視」

■ 349 ページの「ページとフィールドの説明 - すべてのアレイ共通」

■ 352 ページの「ページおよびフィールドの説明 - J4000 アレイファミリ」

■ 362 ページの「ページおよびフィールドの説明 - F5100 フラッシュアレイ」

■ 371 ページの「ページおよびフィールドの説明 - B6000 アレイファミリ」

J4000、F5100、および B6000 アレイ
ファミリで使用可能な FRU コンポーネ
ント
アレイタイプに応じて、Sun Storage Common Array Manager を使用する監視に
は、1 つまたは複数の FRU コンポーネントを使用できます。

■ ディスク (すべてのアレイ) - アレイに取り付けられているディスクです。

■ SIM (J4200/J4400 アレイ) - SAS インタフェースモジュール (SIM) はホットスワッ
プに対応しているボードであり、SAS 送信コネクタを 2 つ、SAS 受信コネクタを 
1 つ、シリアル管理ポートを 1 つ備えています。

■ システムコントローラ (J4500 および F5100) - SAS エクスパンダを備えたシステム
コントローラです。これらのエクスパンダは、独立した SAS ファブリックに冗長
性を提供するもので、アレイのディスクドライブへの冗長性パスを持つことがで
きます。

■ ストレージモジュール (B6000 アレイファミリ) - SAS エクスパンダを備えたスト
レージモジュールです。これらのエクスパンダは、独立した SAS ファブリックに
冗長性を提供するもので、アレイのディスクドライブへの冗長性パスを持つこと
ができます。

■ Sun Blade 6000 Multi-Fabric Network Express (NEM) (B6000 アレイファミリ) 

■ エネルギーストレージモジュール (F5100 アレイ)

■ ファン (J4200、J4500、および F5100 アレイ)

■ 電源装置 (J4000 および F5100 アレイファミリ)
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各 FRU タイプのハードウェアの詳細については、使用しているアレイのハードウェ
アに関するマニュアルを参照してください。

Sun Storage F5100 フラッシュアレイに
対するデータ集約
Sun Storage F5100 アレイは、最大 4 つの SAS エクスパンダを備えることができま
す。Sun Storage Common Array Manager がエクスパンダと SAS エクスパンダに接
続されている各ディスクドライブのデータにアクセスするためには、エクスパンダの
それぞれに管理ホストへの帯域内管理パスを設けてください。エクスパンダへの通信
に失敗した場合、ソフトウェアは通信断エラーを返します。

帯域内管理パスの設定方法については、『Sun Storage Common Array Manager ソ
フトウェアインストールおよび設定マニュアル』を参照してください。

Sun Storage Common Array Manager は、4 つの SAS エクスパンダから収集した
データを集約し、各 F5100 アレイの FRU および資産詳細を 1 つのエンティティーと
して示します。SAS エクスパンダのいずれかが表示可能でない場合、ソフトウェアは
そのエクスパンダに対して通信なしのステータスを返します。

注: Sun Storage Common Array Manager は別の時点に取得した可能性があるデータ
を集約します。レポートの時間は、エクスパンダから収集され、データ集約で使用さ
れるもっとも早い時間のサブレポートの時間と見なされます。Sun Storage F5100 ア
レイの状態、ステータス、または使用可能性が初期レポートの時間と最終レポートの
時間で異なる場合、整合性のないデータが報告される可能性があります。

JBOD アレイの FRU コンポーネントの
監視
Sun Storage Common Array Manager ソフトウェアを使用すると、アレイ内の FRU 
コンポーネントの一覧を表示し、各 FRU コンポーネントの健全性に関する詳細情報
を取得できます。

■ 348 ページの「JBOD アレイの FRU 一覧の表示」

■ 348 ページの「JBOD アレイの FRU コンポーネントの表示」

■ 348 ページの「JBOD アレイの FRU の健全性情報の表示」
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JBOD アレイの FRU 一覧の表示

アレイ内の FRU 一覧の表示は、次の手順で行います。

1. ナビゲーション区画で、メニューを展開するために操作するアレイの名前の横に
ある矢印をクリックします。

2. 「FRU」をクリックします。

「FRU の概要」ページが表示されます。選択したアレイで使用可能な FRU タイプ
の一覧、アレイに取り付けられている FRU の数、およびアラームが特定の FRU 
タイプに関連付けられているかどうかを表示します。使用可能な FRU コンポーネ
ントのタイプは、使用しているアレイのモデルによって異なります。

各 FRU タイプの詳細については、使用しているアレイのハードウェアに関するマ
ニュアルを参照してください。

JBOD アレイの FRU コンポーネントの表示

特定のタイプの FRU コンポーネントの一覧の表示は、次の手順で行います。

1. ナビゲーション区画で、メニューを展開するために操作するアレイの名前の横に
ある矢印をクリックします。

2. 「FRU」をクリックします。

「FRU の概要」ページが表示されます。

3. 「名前」フィールドで FRU コンポーネントをクリックします。

その FRU コンポーネントの「コンポーネントの概要」ページが表示されます。

その FRU タイプに対して使用できるコンポーネントの一覧が「コンポーネントの
概要」ページに表示され、ここに FRU コンポーネントのステータス、動作状態、
リビジョン、および一意の識別子も示されます。特定のコンポーネントをクリッ
クすると、選択したコンポーネントの健全性に関する詳細情報を表示できます。

JBOD アレイの FRU の健全性情報の表示

コントローラの健全性に関する詳細情報の表示は、次の手順で行います。

1. ナビゲーション区画で、メニューを展開するために操作するアレイの名前の横に
ある矢印をクリックします。

2. 「FRU」をクリックします。

「FRU の概要」ページが表示されます。
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3. FRU タイプをクリックします。

その FRU タイプの「コンポーネントの概要」ページが表示されます。

4. 詳細情報が必要な FRU コンポーネントの名前をクリックします。

選択した FRU コンポーネントの「健全性の詳細」ページが表示されます。

ページとフィールドの説明 - すべてのア
レイ共通
FRU コンポーネントのブラウザインタフェースのページ、およびすべてのアレイで
使用可能なフィールドについては、次の項で説明します。

■ 349 ページの「「コンポーネントの概要」ページ」

■ 350 ページの「「コンポーネントの健全性の詳細」ページ」

■ 351 ページの「「FRU の概要」ページ」

「コンポーネントの概要」ページ

「コンポーネントの概要」ページには、アレイで利用可能な FRU についての簡潔な
概要が表示されます。特定の FRU コンポーネントに関する詳細情報を表示するに
は、FRU の名前をクリックします。

表 5-32 では、「コンポーネントの概要」ページのボタンとフィールドについて説明
します。

表 5-32 「コンポーネントの概要」ページ

フィールド 内容

名前 FRU コンポーネントの名前。

状態 FRU コンポーネントの状態。有効な値は次のとおりです。

• 有効

• 無効

• その他

• 不明

ステータス FRU コンポーネントのステータス。テキスト文字列で表示。

リビジョン FRU コンポーネントのリビジョン。

一意の識別子 この FRU コンポーネントに関連付けられている一意の識別子。
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「コンポーネントの健全性の詳細」ページ

特定の FRU コンポーネントに関する健全性の詳細情報は、次のリンクをクリックし
てください。

J4000 アレイファミリの場合

■ 352 ページの「「ディスクの健全性の詳細」ページ - J4000 アレイファミリ」

■ 354 ページの「「ファンの健全性の詳細」ページ - J4200/J4500 アレイ」

■ 355 ページの「「電源供給の健全性の詳細」ページ - J4000 アレイファミリ」

■ 356 ページの「「SIM の健全性の詳細」ページ - J4200/J4400 アレイ」

■ 360 ページの「「システムコントローラの健全性の詳細」ページ - J4500 アレイ」

Sun Storage F5100 フラッシュアレイの場合

■ 363 ページの「「ディスクの健全性の詳細」ページ - F5100 アレイ」

■ 364 ページの「「エネルギー貯蔵モジュールの健全性の詳細」 ページ - F5100 アレ
イ」

■ 366 ページの「「ファンの健全性の詳細」ページ - F5100 アレイ」

■ 367 ページの「「電源供給の健全性の詳細」ページ - F5100 アレイ」

■ 368 ページの「「システムコントローラの健全性の詳細」ページ - F5100 アレイ」

B6000 アレイファミリの場合

■ 372 ページの「「ディスクの健全性の詳細」ページ - B6000 アレイファミリ」

■ 373 ページの「「NEM の健全性の詳細」ページ - B6000 アレイファミリ」

■ 375 ページの「「ストレージモジュールの健全性の詳細」ページ - B6000 アレイフ
ァミリ」

6000 シリーズアレイ、2500-M2 シリーズアレイ、2500 シリーズアレイ、および 
FlexLine アレイの場合

■ 330 ページの「「バッテリーの健全性の詳細」ページ - 6000 シ リーズアレイ、
2500-M2 シリーズアレイ、2500 シリーズアレイ、FlexLine アレイ」

■ 331 ページの「「コントローラの健全性の詳細」ページ - 6000 シリーズアレイ、
2500-M2 シリーズアレイ、2500 シリーズアレイ、FlexLine アレイ」

■ 334 ページの「「ディスクの健全性の詳細」ページ - 6000 シリーズアレイ、2500-
M2 シリーズアレイ、2500 シ リーズアレイ、FlexLine アレイ」

■ 337 ページの「「ファンの健全性の詳細」ページ - 6130、FLX240、FLX280、
FLX380 アレイ」

■ 337 ページの「「ミッドプレーンの健全性の詳細」ページ - 6000 シリーズアレイ
、2500-M2 シリーズアレイ、2500 シリーズアレイ、FlexLine アレイ」

■ 339 ページの「「PCU の健全性の詳細」ページ - 6000 シリーズアレイ、2500-M2 
シリーズアレイ、2500 シリーズアレイ、FlexLine アレイ」
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■ 339 ページの「「SFP の健全性の詳細」ページ - 6000 シリーズアレイ、2540-M2 
シリーズアレイ、2540 シリーズアレイ、FlexLine アレイ」

■ 341 ページの「「IOM の健全性の詳細」ページ - 6000 シリーズアレイ、2500-M2 
シリーズアレイ、2500 シリーズアレイ、FlexLine アレイ」

■ 342 ページの「「HIC の健全性の詳細」ページ - 6580 アレイおよび 6780 アレイ」

■ 343 ページの「「キャッシュメモリー DIMM の健全性の詳細」 ページ - 6580 アレ
イおよび 6780 アレイ」

■ 343 ページの「「キャッシュバックアップデバイスの健全性の詳細」ページ - 6580 
アレイおよび 6780 アレイ」

■ 344 ページの「「ICC の健全性の詳細」ページ - 6540 アレイ、6580 アレイ、およ
び 6780 アレイ」

■ 345 ページの「「ミニハブの健全性の詳細」ページ - FLX280 アレイ」

「FRU の概要」ページ

「FRU の概要」ページには、アレイで利用可能な FRU についての基本的な情報が表
示されます。特定の FRU に関する詳細情報については、FRU タイプの名前をクリッ
クすると、「コンポーネントの概要」ページが表示されます。「コンポーネントの概
要」ページで特定の FRU の名前をクリックすると、詳細情報が入手できます。

表 5-33 では、「FRU の概要」ページのボタンとフィールドについて説明します。

表 5-33 「FRU の概要」ページ

フィールド 内容

FRU タイプ このアレイにインストールされている FRU のタイプ。

アラーム アラームアイコンが表示された場合、アラームが特定の FRU タイプ
に関連付けられていることを示します。

インストール済み アレイに取り付けられている、特定のタイプの FRU コンポーネント
の数。

スロット数 この FRU タイプに割り当てられているスロットの数。
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ページおよびフィールドの説明 - J4000 
アレイファミリ
FRU コンポーネントのブラウザインタフェースのページ、および Oracle の Sun 
Storage J4200、J4400、および J4500 アレイで使用可能なフィールドについては、次
の項で説明します。

■ 352 ページの「「ディスクの健全性の詳細」ページ - J4000 アレイファミリ」

■ 354 ページの「「ファンの健全性の詳細」ページ - J4200/J4500 アレイ」

■ 355 ページの「「電源供給の健全性の詳細」ページ - J4000 アレイファミリ」

■ 356 ページの「「SIM の健全性の詳細」ページ - J4200/J4400 アレイ」

■ 360 ページの「「システムコントローラの健全性の詳細」ページ - J4500 アレイ」

「ディスクの健全性の詳細」ページ - J4000 アレ
イファミリ

「ディスクの健全性の詳細」ページでは、選択したディスクについての詳細情報が表
示されます。

表 5-34 では、「ディスクの健全性の詳細」ページのボタンとフィールドについて説
明します。

表 5-34 「ディスクの健全性の詳細」ページ - J4000 アレイファミリ

フィールド 内容

可用性 このディスクの可用性。有効な値は次のとおりです。

• フル稼働

• 機能縮退

• インストールされていません

• 不明

容量 このディスクの総容量です。

ドライブのスロット
が無効

選択したドライブが使用するドライブスロットを、無効 (偽) にする
か有効 (真) にするかを指定します。
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ドライブはゾーン外 • 「真」の場合は、アクセス構成が有効になり、このディスクにア
クセスできる監視対象ホストがないように、このディスクが構成
されます。

• 「偽」の場合は、アクセス構成が無効になるか、このディスクに
アクセスできるように構成された監視対象ホストが存在します。

有効/無効の状態 ディスクの現在の状態。有効な値は次のとおりです。

• 有効

• 無効

• 取り外し済み 
• その他 
• 不明

ホストパス ディスクドライブがあるパス。

ホスト提供データ アレイに情報を提供するホスト。同じアレイに複数のホストが接続
されている場合、レポートホストには 1 つのホストだけが使用され
ます。

ID このディスクドライブに割り当てられている一意の識別子。

モデル このディスクドライブのモデル ID。

名前 このディスクドライブに割り当てられている名前。Disk.01 など。

物理 ID このディスクドライブに割り当てられている物理 ID。

プロダクトファーム
ウェアバージョン

このディスクドライブで動作しているファームウェアのバージョ
ン。

プロダクト名 ディスクドライブメーカーの名前。

取り外し可能 この FRU を安全に取り外すことができるかどうかを識別する、FRU 
の状態。有効な値は、「真」か「偽」のいずれかです。

SAS アドレス このディスクドライブに割り当てられている SAS アドレス。

シリアル番号 このディスクドライブに関連付けられているシリアル番号。

スロット番号 このディスクドライブが取り付けられているスロットの番号。

ステータス このディスクドライブの状態。有効な値は次のとおりです。

• 正常

• 取り外し済み

• 機能縮退

• 無効

• 不良

• クリティカル

• 不明

タイプ ディスクドライブのタイプを示します。たとえば SAS や SATA。

表 5-34 「ディスクの健全性の詳細」ページ - J4000 アレイファミリ (続き)

フィールド 内容
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「ファンの健全性の詳細」ページ - J4200/J4500 
アレイ

表 5-35 では、「ファンの健全性の詳細」ページのボタンとフィールドについて説明
します。

表 5-35 「ファンの健全性の詳細」ページ - J4200/J4500 アレイ

フィールド 内容

可用性 このファンの可用性。有効な値は次のとおりです。

• フル稼働

• 機能縮退

• インストールされていません

• 不明

有効/無効の状態 このファンの現在の状態。有効な値は次のとおりです。

• 有効

• 取り外し済み 
• その他 
• 不明

ホスト提供データ アレイに情報を提供するホスト。同じアレイに複数のホストが接続
されている場合、レポートホストには 1 つのホストだけが使用され
ます。

ID このファンに割り当てられている固有の ID。

名前 このファンに割り当てられている名前。Fan.00 など。

位置 (J4200 のみ) シャーシを背面から見た場合の、このファンのシャーシでの位置。
有効な値は次のとおりです。

• 左

• 右

速度 % ファンが動作する最大速度の割合。

速度 RPM (1 分あたりの回転数) 単位で表したファンの動作速度。

ステータス このファンのステータス。有効な値は次のとおりです。

• 正常

• 取り外し済み

• 機能縮退

• 無効

• 不良

• クリティカル

• 不明

タイプ FRU のタイプ。
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「電源供給の健全性の詳細」ページ - J4000 アレ
イファミリ

表 5-36 では、「電源供給の健全性の詳細」ページのボタンとフィールドについて説
明します。

表 5-36 「電源供給の健全性の詳細」ページ - J4000 アレイファミリ

フィールド 内容

可用性 この電源装置の可用性。有効な値は次のとおりです。

• フル稼働

• 機能縮退

• インストールされていません

• 不明

有効/無効の状態 この電源装置の状態。有効な値は次のとおりです。

• 有効

• 取り外し済み 
• その他 
• 不明

不良 (J4500 のみ) この電源装置の不良状態。有効な値は、電源装置が不良状態にある
場合は「真」、不良状態でない場合は「偽」です。

ファン X の速度 
(J4400 のみ)

RPM (1 分あたりの回転数) 単位で表したファンの動作速度。

ファン X のステータ
ス (J4400 のみ)

このファンのステータス。有効な値は次のとおりです。

• 正常

• 取り外し済み

• 機能縮退

• 無効

• 不良

• クリティカル

• 不明

ホスト提供データ アレイに情報を提供するホスト。同じアレイに複数のホストが接続
されている場合、レポートホストには 1 つのホストだけが使用され
ます。

ID この電源装置に割り当てられた固有の ID。

電源を切る (J4500 の
み)

この電源装置の現在の電源ステータス。値は「真」か「偽」のいず
れかです。

名前 この電源装置に割り当てられている名前。

パーツ番号 この電源装置に割り当てられているパーツ番号。(J4200 にはない。)
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「SIM の健全性の詳細」ページ - J4200/J4400 ア
レイ

表 5-37 では、「SIM の健全性の詳細」ページのボタンとフィールドについて説明し
ます。

物理 ID この電源装置に割り当てられている物理 ID。(J4200 にはない。)

シリアル番号 電源装置のシリアル番号。(J4200 では有効でない。)

ステータス この FRU コンポーネントのステータス。有効な値は次のとおりです
。

• 正常

• 取り外し済み

• 機能縮退

• 無効

• 不良

• クリティカル

• 不明

タイプ FRU コンポーネントのタイプ。

表 5-37 「SIM の健全性の詳細」ページ - J4200/J4400 アレイ

フィールド 内容

可用性 この SIM の可用性。有効な値は次のとおりです。

• フル稼働

• 機能縮退

• インストールされていません

• 不明

表 5-36 「電源供給の健全性の詳細」ページ - J4000 アレイファミリ (続き)

フィールド 内容
356 Sun Storage Common Array Manager 管理ガイド • 2011 年 12 月



ケーブルホストまた
は SIM リンク入力の
ステータス

JBOD SAS 外部コネクタのステータス。有効な値は次のとおりで
す。

• 正常 - ケーブルステータスが既知で、ケーブルがコネクタに接続
されている。SAS ポートからデバイス (データホストまたは別の 
JBOD) への有効な SAS 接続を示します。

• 取り外し済み - ケーブルステータスが既知で、ケーブルがコネク
タから取り外されている。SAS ポートに有効な接続がないことを
示します。

• 不明 - ケーブルステータスが不明。管理パスがない可能性があり
ます (物理またはサポート対象プロトコルの理由による)。

注: このフィールドは、サーバーに SIM への管理接続がある場合に
のみ表示されます。

ケーブル SIM ホスト
出力のステータス

JBOD SAS 外部コネクタのステータス。有効な値は次のとおりで
す。

• 正常 - ケーブルステータスが既知で、ケーブルがコネクタに接続
されている。SAS ポートからデバイス (データホストまたは別の 
JBOD) への有効な SAS 接続を示します。

• 取り外し済み - ケーブルステータスが既知で、ケーブルがコネク
タから取り外されている。SAS ポートに有効な接続がないことを
示します。

• 不明 - ケーブルステータスが不明。管理パスがない可能性があり
ます (物理またはサポート対象プロトコルの理由による)。

注: このフィールドは、サーバーに SIM への管理接続がある場合に
のみ表示されます。

ケーブル SIM リンク
出力のステータス

JBOD SAS 外部コネクタのステータス。有効な値は次のとおりで
す。

• 正常 - ケーブルステータスが既知で、ケーブルがコネクタに接続
されている。SAS ポートからデバイス (データホストまたは別の 
JBOD) への有効な SAS 接続を示します。

• 取り外し済み - ケーブルステータスが既知で、ケーブルがコネク
タから取り外されている。SAS ポートに有効な接続がないことを
示します。

• 不明 - ケーブルステータスが不明。管理パスがない可能性があり
ます (物理またはサポート対象プロトコルの理由による)。

注: このフィールドは、サーバーに SIM への管理接続がある場合に
のみ表示されます。

シャーシのシリアル
番号

シャーシのシリアル番号。

表 5-37 「SIM の健全性の詳細」ページ - J4200/J4400 アレイ (続き)

フィールド 内容
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有効/無効の状態 この FRU コンポーネントの状態。有効な値は次のとおりです。

• 有効

• 取り外し済み 
• その他 
• 不明

格納装置の SAS アド
レス

SCSI Enclosure Services のターゲットアドレス。

注: このフィールドは、サーバーに SIM への管理接続がある場合に
のみ表示されます。

ホスト提供データ アレイに情報を提供するホスト。同じアレイに複数のホストが接続
されている場合、レポートホストには 1 つのホストだけが使用され
ます。
注: このフィールドは、サーバーに SIM への管理接続がある場合に
のみ表示されます。

ID この SIM に割り当てられている一意の識別子 (sim01 など)。

モデル このアレイのモデル ID。

名前 この SIM に割り当てられている名前 (SIM.01 など)。

過熱の障害 システムコントローラの温度が、動作に障害が発生する原因となる
動作制限を越えているかどうかを示す障害インジケータ。

過熱の警告 システムコントローラの温度が、動作制限を越える可能性があるか
どうかを示す警告インジケータ。

パーツ番号 この SIM に割り当てられているパーツ番号。

物理 ID この SIM に関連付けられている物理 ID。

プロダクトファーム
ウェアバージョン

SIM に読み込まれているファームウェアのバージョン。

プロダクト名 アレイの名前です。SUN Storage J4200 など。

SAS アドレス この SIM カードに割り当てられている SAS アドレス。
注: このフィールドは、サーバーに SIM への管理接続がある場合に
のみ表示されます。

シリアル番号 この SIM のシリアル番号。

表 5-37 「SIM の健全性の詳細」ページ - J4200/J4400 アレイ (続き)

フィールド 内容
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ステータス この FRU コンポーネントのステータス。有効な値は次のとおりで
す。

• 正常

• 取り外し済み

• 機能縮退

• 無効

• 不良

• クリティカル

• 不明

ミッドプレーン温度
センサー X の障害

このセンサーの温度が、動作に障害が発生する原因となる動作制限
を越えているかどうかを示す障害インジケータ。値は「真」か
「偽」のいずれかです。

ミッドプレーン温度
センサー X の警告

このセンサーの温度が、動作制限を越えたかどうかを示す警告イン
ジケータ。値は「真」か「偽」のいずれかです。

ミッドプレーン温度
センサー X

センサー X の温度 (摂氏)。

温度センサー X の障
害

このセンサーの温度が、動作に障害が発生する原因となる動作制限
を越えているかどうかを示す障害インジケータ。値は「真」か
「偽」のいずれかです。

温度センサー X の警
告

このセンサーの温度が、動作制限を越えたかどうかを示す警告イン
ジケータ。値は「真」か「偽」のいずれかです。

温度センサー X センサー X の温度 (摂氏)。

タイプ FRU のタイプ。

Voltage Sensor 
(n.nV)

この SIM センサーの実電圧。電圧が許容範囲内にない場合、アラー
ムが報告されます。

表 5-37 「SIM の健全性の詳細」ページ - J4200/J4400 アレイ (続き)

フィールド 内容
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「システムコントローラの健全性の詳細」ページ - 
J4500 アレイ

表 5-38 では、「システムコントローラの健全性の詳細」ページのボタンとフィール
ドについて説明します。

表 5-38 「システムコントローラの健全性の詳細」ページ - J4500 アレイ

フィールド 内容

可用性 このシステムコントローラの可用性。有効な値は次のとおりです。

• フル稼働

• 機能縮退

• インストールされていません

• 不明

シャーシのシリアル
番号

シャーシのシリアル番号。

有効/無効の状態 この FRU コンポーネントの状態。有効な値は次のとおりです。

• 有効

• 取り外し済み 
• その他 
• 不明

エクスパンダ X のホ
ストパス

オペレーティングシステムがこのエクスパンダのアクセスに使用す
るパス。

エクスパンダ X のホ
スト提供データ 

このエクスパンダに情報を提供するホストの名前。

エクスパンダ X の内
蔵 Phy の診断結果の
値

診断結果の実際の値。問題の発生した phy のビットマップです。

エクスパンダ X の内
蔵 Phy の診断結果

診断の結果。有効な値は、「正常」または「不良」です。

エクスパンダ X の名
前

このエクスパンダの場所。

エクスパンダ X の製
品リビジョン

このエクスパンダのファームウェアのリビジョン

エクスパンダ X の 
SCSI 製品リビジョン

このエクスパンダの SCSI 製品リビジョン番号。

エクスパンダ X のシ
リアル番号

このエクスパンダに割り当てられているシリアル番号。
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エクスパンダ X のス
テータス

このエクスパンダの運用ステータス。有効な値は「正常」または
「不良」です。
注: このフィールドは外側のエクスパンダ (0 および 2) にのみ該当し
ます。

ホスト提供データ アレイに情報を提供するホスト。同じアレイに複数のホストが接続
されている場合、レポートホストには 1 つのホストだけが使用され
ます。

ID このコントローラに割り当てられている固有の ID。

名前 このコントローラに割り当てられている名前。

過熱の障害 システムコントローラの温度が、動作に障害が発生する原因となる
動作制限を越えているかどうかを示す障害インジケータ。

過熱の警告 システムコントローラの温度が、動作制限を越える可能性があるか
どうかを示す警告インジケータ。

全体の内蔵 Phy の診
断結果

SAS エクスパンダ Phy (ポート) 診断の全体的な結果。有効な値は、
「正常」または「不良」です。

パーツ番号 このコントローラに割り当てられているパーツ番号。

物理 ID このコントローラに関連付けられている物理 ID。

プロダクトファーム
ウェアバージョン

コントローラに読み込まれているファームウェアのバージョン。

プロダクト名 SIM のメーカーの名前。

シリアル番号 システムコントローラに割り当てられているシリアル番号。

ステータス この FRU コンポーネントのステータス。有効な値は次のとおりで
す。

• 正常

• 取り外し済み

• 機能縮退

• 無効

• 不良

• クリティカル

• 不明

温度センサーの周囲
温度の障害

システムコントローラボードにある 2 つの温度センサーの 1 つ。
この位置での温度が許容範囲内にない場合、アラームが報告されま
す。

温度センサーの周囲
温度の警告

システムコントローラボードにある 2 つの温度センサーの 1 つ。
この位置での温度が許容範囲内にない場合、アラームが報告されま
す。

表 5-38 「システムコントローラの健全性の詳細」ページ - J4500 アレイ (続き)

フィールド 内容
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ページおよびフィールドの説明 - F5100 
フラッシュアレイ
FRU コンポーネントのブラウザインタフェースのページ、および Oracle の Sun 
Storage J5100 フラッシュアレイで使用可能なフィールドについては、次の項で説明
します。

■ 363 ページの「「ディスクの健全性の詳細」ページ - F5100 アレイ」

■ 364 ページの「「エネルギー貯蔵モジュールの健全性の詳細」 ページ - F5100 アレ
イ」

■ 366 ページの「「ファンの健全性の詳細」ページ - F5100 アレイ」

■ 367 ページの「「電源供給の健全性の詳細」ページ - F5100 アレイ」

温度センサーの周囲
温度

このセンサーの実温度 (摂氏)。

温度センサー LM75 
センサー X の障害

システムコントローラボードにある 2 つの温度センサーの 1 つ。
この位置での温度が許容範囲内にない場合、アラームが報告されま
す。

温度センサー LM75 
センサー X の警告

システムコントローラボードにある 2 つの温度センサーの 1 つ。
この位置での温度が許容範囲内にない場合、アラームが報告されま
す。

温度センサー LM75 
センサー X

LM75 センサーの実温度 (摂氏)。

Voltage Sensor 12 V 
In

この 12 ボルト回路の実電圧。電圧が許容範囲内にない場合、アラー
ムが報告されます。

Voltage Sensor 3.3V 
Main

この 3.3 ボルト主回路の実電圧。電圧が許容範囲内にない場合、ア
ラームが報告されます。

Voltage Sensor 3.3V 
Stby

この 3.3 ボルトスタンバイ回路の実電圧。電圧が許容範囲内にない場
合、アラームが報告されます。

Voltage Sensor 5 V 
In

この 5 ボルト回路の実電圧。電圧が許容範囲内にない場合、アラー
ムが報告されます。

Voltage Sensor AIN0 この 5 ボルト回路の実電圧。電圧が許容範囲内にない場合、アラー
ムが報告されます。

Voltage Sensor 
VCCP

この VCCP 回路の実電圧。電圧が許容範囲内にない場合、アラーム
が報告されます。

表 5-38 「システムコントローラの健全性の詳細」ページ - J4500 アレイ (続き)

フィールド 内容
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■ 368 ページの「「システムコントローラの健全性の詳細」ページ - F5100 アレイ」

「ディスクの健全性の詳細」ページ - F5100 アレ
イ

「ディスクの健全性の詳細」ページでは、選択したディスクについての詳細情報が表
示されます。

表 5-39 では、「ディスクの健全性の詳細」ページのボタンとフィールドについて説
明します。

表 5-39 「ディスクの健全性の詳細」ページ - F5100 アレイ

フィールド 内容

可用性 このディスクの可用性。有効な値は次のとおりです。

• フル稼働

• 機能縮退

• インストールされていません

• 不明

容量 このディスクの総容量です。

ドライブはゾーン外 • 「真」の場合は、アクセス構成が有効になり、このディスクにア
クセスできる監視対象ホストがないように、このディスクが構成
されます。

• 「偽」の場合は、アクセス構成が無効になるか、このディスクに
アクセスできるように構成された監視対象ホストが存在します。

有効/無効の状態 この FRU コンポーネントの状態。有効な値は次のとおりです。

• 有効

• 無効

• その他 
• 不明

ホスト提供データ アレイに情報を提供するホスト。同じアレイに複数のホストが接続
されている場合、レポートホストには 1 つのホストだけが使用され
ます。

Expander SAS 
Address

エクスパンダの SAS アドレス。

ホストパス このディスクドライブへのアクセスに使用される論理ホストパス。

ID このディスクドライブに割り当てられている固有の ID。

モデル このディスクドライブのモデル番号。

名前 この FRU コンポーネントに割り当てられている名前。
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「エネルギー貯蔵モジュールの健全性の詳細」
ページ - F5100 アレイ

F5100 アレイの「エネルギー貯蔵モジュールの健全性の詳細」ページには、選択した
エネルギーストレージモジュールに関する詳細情報が表示されます。

物理 ID この FRU コンポーネントに関連付けられている物理 ID。

プロダクトファーム
ウェアバージョン

このディスクドライブに読み込まれているファームウェアバージョ
ン。

プロダクト名 ディスクドライブメーカーの名前。

取り外し可能 このディスクを安全に取り外すことができるかどうかを識別する、
ディスクの状態。有効な値は、「真」か「偽」のいずれかです。

SAS アドレス このディスクに割り当てられている SAS アドレス。

シリアル番号 このディスクのシリアル番号です。

スロット番号 このディスクが取り付けられているスロットの番号。

ステータス この FRU コンポーネントのステータス。有効な値は次のとおりで
す。

• クリティカル

• 機能縮退

• 無効

• 不良

• 正常

• 取り外し済み

• 未割り当て

• 取り外し済み

• 不明

タイプ ディスクドライブのタイプを示します。たとえば FMOD (フラッ
シュモジュール)。

即時書き込みモード ディスクの即時書き込みモード機能。値は「サポート」または「サ
ポートなし」のいずれかです。

表 5-39 「ディスクの健全性の詳細」ページ - F5100 アレイ (続き)

フィールド 内容
364 Sun Storage Common Array Manager 管理ガイド • 2011 年 12 月



表 5-40 では、「エネルギー貯蔵モジュールの健全性の詳細」ページのボタンと
フィールドについて説明します。

表 5-40 「エネルギー貯蔵モジュールの健全性の詳細」ページ - F5100 アレイ

フィールド 内容

可用性 この FRU コンポーネントの可用性。有効な値は次のとおりです。

• フル稼働

• 機能縮退

• インストールされていません

• 不明

充電中ステータス この ESM の充電中ステータス。有効な値は次のとおりです。

• 充電中

• 充電中ではありません

• 不明

有効/無効の状態 この FRU コンポーネントの状態。有効な値は次のとおりです。

• 有効

• 不明

不良 この FRU コンポーネントの動作状態。有効な値は、「真」か「偽」
のいずれかです。

ホスト提供データ アレイに情報を提供するホスト。同じアレイに複数のホストが接続
されている場合、レポートホストには 1 つのホストだけが使用され
ます。

ID この FRU コンポーネントに割り当てられている固有の ID。

バッテリー残量低下 バッテリーのステータス。有効な値は、バッテリーが低電力の場合
は「真」、低電力でない場合は「偽」です。

名前 この FRU コンポーネントに割り当てられている名前。

ステータス この FRU コンポーネントのステータス。有効な値は次のとおりで
す。

• 正常

• 取り外し済み

• 機能縮退

• エラー

タイプ FRU コンポーネントのタイプ。
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「ファンの健全性の詳細」ページ - F5100 アレイ

表 5-41 では、「ファンの健全性の詳細」ページのボタンとフィールドについて説明
します。

表 5-41 「ファンの健全性の詳細」ページ - F5100 アレイ

フィールド 内容

可用性 このファンの可用性。有効な値は次のとおりです。

• フル稼働

• 機能縮退

• インストールされていません

• 不明

有効/無効の状態 このファンの状態。有効な値は次のとおりです。

• 有効

• 取り外し済み 
• その他 
• 不明

ホスト提供データ アレイに情報を提供するホスト。同じアレイに複数のホストが接続
されている場合、レポートホストには 1 つのホストだけが使用され
ます。

ID このファンに割り当てられている固有の ID。

名前 ファンに割り当てられている名前。

速度 % ファンが動作する最大速度の割合。

速度 RPM (1 分あたりの回転数) 単位で表したファンの動作速度。

ステータス この FRU コンポーネントのステータス。有効な値は次のとおりで
す。

• 正常

• 取り外し済み

• 機能縮退

• 無効

• 不良

• クリティカル

• 不明

タイプ FRU コンポーネントのタイプ。
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「電源供給の健全性の詳細」ページ - F5100 アレ
イ

表 5-42 では、「電源供給の健全性の詳細」ページのボタンとフィールドについて説
明します。

表 5-42 「電源供給の健全性の詳細」ページ - F5100 アレイ

フィールド 内容

可用性 この電源装置の可用性。有効な値は次のとおりです。

• フル稼働

• 機能縮退

• インストールされていません

• 不明

有効/無効の状態 この電源装置の有効/無効の状態。有効な値は次のとおりです。

• 有効

• 取り外し済み 
• その他 
• 不明

不良 この電源装置の不良状態。有効な値は、電源装置が不良状態にある
場合は「真」、不良状態でない場合は「偽」です。

ホスト提供データ アレイに情報を提供するホスト。同じアレイに複数のホストが接続
されている場合、レポートホストには 1 つのホストだけが使用され
ます。

ID この電源装置に割り当てられた固有の ID。

電源を切る この電源装置の動作状態。有効な値は次のとおりです。

• 真 - 電源装置は動作しておらず電源が供給されていません。

• 偽 - 電源装置は動作していて電源が供給されています。

名前 この電源装置に割り当てられている名前。

パーツ番号 この電源装置に割り当てられているパーツ番号。

ステータス この FRU コンポーネントのステータス。有効な値は次のとおりで
す。

• 正常

• 取り外し済み

• 機能縮退

• 無効

• 不良

• クリティカル

• 不明
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「システムコントローラの健全性の詳細」ページ - 
F5100 アレイ

表 5-43 では、「システムコントローラの健全性の詳細」ページのボタンとフィール
ドについて説明します。

タイプ FRU コンポーネントのタイプ。

表 5-43 「システムコントローラの健全性の詳細」ページ - F5100 アレイ

フィールド 内容

可用性 この FRU コンポーネントの可用性。有効な値は次のとおりです。

• フル稼働

• 機能縮退

• インストールされていません

• 不明

シャーシのマスター
エクスパンダの位置

マスターエクスパンダの場所。

シャーシのシリアル
番号

シャーシのシリアル番号。

有効/無効の状態 この FRU コンポーネントの状態。有効な値は次のとおりです。

• 有効

• 取り外し済み 
• その他 
• 不明

エクスパンダ X の名
前

このエクスパンダの場所。

表 5-42 「電源供給の健全性の詳細」ページ - F5100 アレイ (続き)

フィールド 内容
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エクスパンダ X ポー
ト X のケーブルス
テータス

レポートエクスパンダの各 Mini-SAS ポートのケーブルステータス。
エクスパンダおよびポートの値は 0 から 3 の範囲です。ステータス
には次の値があります。

• 正常 - SAS ケーブルがポートに接続され、ワイドポートの 4 つの 
phy がすべて正常なリンクステータスである。

• 取り外し済み - ポートに接続されている Mini-SAS ケーブルがない
か、接続されているケーブルが、電流の流れている HBA またはエ
クスパンダに接続されていない。

• 機能縮退 - 接続されているワイドポートの 1 つまたは複数の phy 
が「リンク停止」ステータスで、少なくとも 1 つの phy が「リン
ク作動」ステータスである。これは技術的には動作接続ですが、
スループットが最適ではありません。ケーブルが破損している
と、このステータスが発生することがあります。

注: ケーブルステータスは、登録済みのデータホストに物理的に接続
されているエクスパンダにのみ表示されます。登録済みのデータホ
ストから特定のエクスパンダへの電気的接続がない場合、そのエク
スパンダの 4 つのステータスは表示されません。

エクスパンダ X のス
テータスの理由

このエクスパンダに接続が存在しない理由。エクスパンダへの帯域
内パスがありません。

エクスパンダ X のス
テータス

このエクスパンダの運用ステータス。有効な値は次のとおりです。

• 正常

• 不良

• 不明

エクスパンダ X のホ
ストパス

オペレーティングシステムがこのエクスパンダのアクセスに使用す
るパス。

エクスパンダ X の名
前

エクスパンダに割り当てられている名前。

エクスパンダ X の製
品リビジョン

このエクスパンダのファームウェアのリビジョン

エクスパンダ X のレ
ポートホスト

このエクスパンダに情報を提供するホストの名前。

エクスパンダ X の 
SAS アドレス

エクスパンダに割り当てられている SAS アドレス。

エクスパンダ X の 
SCSI 製品リビジョン

このエクスパンダの SCSI 製品リビジョン番号。

エクスパンダ X の 
SCSI ターゲットアド
レス

このエクスパンダの SCSI ターゲットアドレス。

表 5-43 「システムコントローラの健全性の詳細」ページ - F5100 アレイ (続き)
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ホスト提供データ アレイに情報を提供するホスト。同じアレイに複数のホストが接続
されている場合、レポートホストには 1 つのホストだけが使用され
ます。

ID この FRU コンポーネントに割り当てられている固有の ID。

FMod タイプの混在 FMod (フラッシュモジュール) タイプが混在するかどうかを示す。
「真」の場合は、SAS および SATA の両方の FMod がアレイに取り
付けられています。この構成は不正であるため、アラームが発生し
ます。

名前 この FRU コンポーネントに割り当てられている名前。

過熱の障害 システムコントローラの温度が、動作に障害が発生する原因となる
動作制限を越えているかどうかを示す障害インジケータ。

過熱の警告 システムコントローラの温度が、動作制限を越える可能性があるか
どうかを示す警告インジケータ。

パーツ番号 この FRU コンポーネントに割り当てられているパーツ番号。

エクスパンダ X への
パス。

4 つのうち 1 つのエキスパンダに接続があるかどうかを示します。
値が「真」の場合は接続が存在し、「偽」の場合は接続がありませ
ん。

物理 ID この FRU コンポーネントに関連付けられている物理 ID。

プロダクトファーム
ウェアバージョン

FRU コンポーネントに読み込まれているファームウェアのバージョ
ン。

プロダクト名 この FRU コンポーネントに関連付けられている名前。

シリアル番号 このコンポーネントのシリアル番号です。

ステータス この FRU コンポーネントのステータス。有効な値は次のとおりで
す。

• 正常

• 取り外し済み

• 機能縮退

• 無効

• 不良

• クリティカル

• 不明

Temperature Sensor 
Enclosure Intake 
Failure

格納装置内の温度センサー。この位置での温度が許容範囲内にない
場合、障害エラーが報告されます。

Temperature Sensor 
Enclosure Intake 
Warning

格納装置内の温度センサー。この位置での温度が許容範囲外の制限
に近い場合、警告エラーが報告されます。

表 5-43 「システムコントローラの健全性の詳細」ページ - F5100 アレイ (続き)

フィールド 内容
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ページおよびフィールドの説明 - B6000 
アレイファミリ
FRU コンポーネントのブラウザインタフェースのページ、および Oracle の Sun 
Storage B6000 アレイファミリで使用可能なフィールドについては、次の項で説明し
ます。

■ 372 ページの「「ディスクの健全性の詳細」ページ - B6000 アレイファミリ」

■ 373 ページの「「NEM の健全性の詳細」ページ - B6000 アレイファミリ」

■ 375 ページの「「ストレージモジュールの健全性の詳細」ページ - B6000 アレイフ
ァミリ」

Temperature Sensor 
Enclosure Intake 

この格納装置の場所の温度 (摂氏)。

Temperature Sensor 
Expander X 
Ambient Failure

エクスパンダ内の温度センサー。この位置での温度が許容範囲内に
ない場合、障害エラーが報告されます。

Temperature Sensor 
Expander X 
Ambient Warning 

エクスパンダ内の温度センサー。この位置での温度が許容範囲外の
制限に近い場合、警告エラーが報告されます。

Temperature Sensor 
Expander X 
Ambient 

このエクスパンダの場所の温度 (摂氏)。

Temperature Sensor 
Expander X Junction 
Failure

エクスパンダ内の温度センサー。この位置での温度が許容範囲内に
ない場合、障害エラーが報告されます。

Temperature Sensor 
Expander X Junction 
Warning 

エクスパンダ内の温度センサー。この位置での温度が許容範囲外の
制限に近い場合、警告エラーが報告されます。

Temperature Sensor 
Expander X Junction 

このエクスパンダの場所の温度 (摂氏)。

表 5-43 「システムコントローラの健全性の詳細」ページ - F5100 アレイ (続き)
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「ディスクの健全性の詳細」ページ - B6000 アレ
イファミリ

「ディスクの健全性の詳細」ページでは、選択したディスクについての詳細情報が表
示されます。

表 5-44 では、「ディスクの健全性の詳細」ページのボタンとフィールドについて説
明します。

表 5-44 「ディスクの健全性の詳細」ページ - B6000 アレイファミリ

フィールド 内容

可用性 このディスクドライブの可用性。有効な値は次のとおりです。

• フル稼働

• 機能縮退

• インストールされていません

• 不明

容量 このディスクの総容量です。

ドライブのスロット
が無効

選択したドライブが使用するドライブスロットを、無効 (偽) にする
か有効 (真) にするかを指定します。

要素ステータス ディスクドライブの raw ステータス。テキスト文字列で表示。

有効/無効の状態 このディスクドライブの状態。有効な値は次のとおりです。

• 有効

• 無効

• 取り外し済み 
• その他 
• 不明

ホストパス ディスクドライブがあるパス。

ホスト提供データ アレイに情報を提供するホスト。同じアレイに複数のホストが接続
されている場合、レポートホストには 1 つのホストだけが使用され
ます。

ID このディスクドライブに割り当てられている固有の ID。

モデル このディスクドライブのモデル ID。

名前 このディスクドライブに割り当てられている名前。

物理 ID このディスクドライブに割り当てられている物理 ID。

プロダクトファーム
ウェアバージョン

このディスクドライブで動作しているファームウェアのバージョ
ン。

プロダクト名 ディスクドライブメーカーの名前。
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「NEM の健全性の詳細」ページ - B6000 アレイ
ファミリ

表 5-45 では、「NEM の健全性の詳細」ページのボタンとフィールドについて説明し
ます。

取り外し可能 このディスクドライブをシャーシから取り外す準備ができているか
どうか。有効な値は、「真」か「偽」のいずれかです。

SAS アドレス このディスクに割り当てられている SAS アドレス。

シリアル番号 このディスクに関連付けられているシリアル番号。

スロット番号 このディスクドライブが取り付けられているスロットの番号。

ステータス この FRU コンポーネントのステータス。有効な値は次のとおりで
す。

• 正常

• 取り外し済み

• 機能縮退

• 無効

• 不良

• クリティカル

• 不明

タイプ ディスクドライブのタイプを示します。たとえば SAS や SATA。

表 5-45 「NEM の健全性の詳細」ページ - B6000 アレイファミリ

フィールド 内容

可用性 このコンポーネントの可用性。有効な値は次のとおりです。

• フル稼働

• 機能縮退

• インストールされていません

• 不明

シャーシのシリアル番号 シャーシのシリアル番号。

有効/無効の状態 この FRU コンポーネントの状態。有効な値は次のとおりです。

• 有効

• 取り外し済み 
• その他 
• 不明

表 5-44 「ディスクの健全性の詳細」ページ - B6000 アレイファミリ (続き)

フィールド 内容
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ホスト提供データ アレイに情報を提供するホスト。同じアレイに複数のホストが
接続されている場合、レポートホストには 1 つのホストだけが
使用されます。

ID このコンポーネントに割り当てられている固有の ID。

名前 コンポーネントに割り当てられている名前。

過熱の障害 この FRU の温度が、動作に障害が発生する原因となる動作制限
を越えているかどうかを示す障害インジケータ。

過熱の警告 FRU の温度が、動作制限を越える可能性があるかどうかを示す
警告インジケータ。

物理 ID この FRU に割り当てられているパーツ番号。

プロダクトファームウェ
アバージョン

この FRU で動作しているファームウェアのバージョン。

プロダクト名 この FRU コンポーネントに関連付けられている名前。

SCSI 製品リビジョン この FRU の SCSI 製品リビジョン番号。

シリアル番号 この FRU のシリアル番号。シリアル番号は各 FRU メーカーが
割り当てます。

ステータス この FRU コンポーネントのステータス。有効な値は次のとおり
です。

• 正常

• 取り外し済み

• 機能縮退

• 無効

• 不良

• クリティカル

• 不明

Temperature Sensor 
Ambient Temp

このセンサーの実温度 (摂氏)。

Temperature Sensor 
Ambient Temp Failure

FRU にある 2 つの温度センサーの 1 つ。この位置での温度が許
容範囲内にない場合、アラームが報告されます。

Temperature Sensor 
Ambient Temp Warning

FRU にある 2 つの温度センサーの 1 つ。この位置での温度が許
容範囲内にない場合、アラームが報告されます。

Temperature Sensor Exp 
Junction Temp

このセンサーの実温度 (摂氏)。

Temperature Sensor Exp 
Junction Temp Failure

FRU にある 2 つの温度センサーの 1 つ。この位置での温度が許
容範囲内にない場合、アラームが報告されます。

Temperature Sensor Exp 
Junction Temp Warning

FRU にある 2 つの温度センサーの 1 つ。この位置での温度が許
容範囲内にない場合、アラームが報告されます。

表 5-45 「NEM の健全性の詳細」ページ - B6000 アレイファミリ (続き)

フィールド 内容
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「ストレージモジュールの健全性の詳細」ページ - 
B6000 アレイファミリ

表 5-46 では、「ストレージモジュールの健全性の詳細」ページのボタンとフィール
ドについて説明します。

Voltage Sensor 1.2V 
Voltage Sensor

この 1.2 ボルト回路の実電圧。電圧が許容範囲内にない場合、ア
ラームが報告されます。

Voltage Sensor 12V 
Voltage Sensor

この 12 ボルト回路の実電圧。電圧が許容範囲内にない場合、ア
ラームが報告されます。

Voltage Sensor 3.3V 
Voltage Sensor

この 3.3 ボルト回路の実電圧。電圧が許容範囲内にない場合、ア
ラームが報告されます。

Voltage Sensor 5V 
Voltage Sensor

この 5 ボルト回路の実電圧。電圧が許容範囲内にない場合、ア
ラームが報告されます。

表 5-46 「ストレージモジュールの健全性の詳細」ページ - B6000 アレイファミリ

フィールド 内容

可用性 このストレージモジュールの可用性。有効な値は次のとおりです。

• フル稼働

• 機能縮退

• インストールされていません

• 不明

シャーシのシリアル
番号

シャーシのシリアル番号。

有効/無効の状態 この FRU コンポーネントの状態。有効な値は次のとおりです。

• 有効

• 取り外し済み 
• その他 
• 不明

エクスパンダ X の
シャーシ

このエクスパンダのシャーシの ID。080020000675d00 など。

エクスパンダ X のホ
ストパス

オペレーティングシステムがこのエクスパンダのアクセスに使用す
るパス。

エクスパンダ X のホ
スト提供データ

このエクスパンダに情報を提供するホストの名前。

表 5-45 「NEM の健全性の詳細」ページ - B6000 アレイファミリ (続き)
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エクスパンダ X のモ
デル

このエクスパンダのシャーシの ID。

エクスパンダ X の名
前

このエクスパンダの場所。

エクスパンダ X の製
品リビジョン

このエクスパンダのファームウェアのリビジョン

エクスパンダ X の 
SCSI 製品リビジョン

このエクスパンダの SCSI のリビジョン。502E など。

エクスパンダ X のシ
リアル番号

このエクスパンダに割り当てられているシリアル番号。

エクスパンダ X のス
テータス

このエクスパンダの運用ステータス。有効な値は、「正常」または
「不良」です。

ホスト提供データ アレイに情報を提供するホスト。同じアレイに複数のホストが接続
されている場合、レポートホストには 1 つのホストだけが使用され
ます。

ID このストレージモジュールに割り当てられている固有の ID。

名前 このストレージモジュールに割り当てられている名前。

過熱の障害 システムコントローラの温度が、動作に障害が発生する原因となる
動作制限を越えているかどうかを示す障害インジケータ。

過熱の警告 システムコントローラの温度が、動作制限を越える可能性があるか
どうかを示す警告インジケータ。

パーツ番号 このストレージモジュールに割り当てられているパーツ番号。

物理 ID このストレージモジュールに関連付けられている物理 ID。

プロダクトファーム
ウェアバージョン

ストレージモジュールに読み込まれているファームウェアのバー
ジョン。

プロダクト名 アレイのモデル番号。

シリアル番号 ストレージモジュールに割り当てられているシリアル番号。

ステータス この FRU コンポーネントのステータス。有効な値は次のとおりで
す。

• 正常

• 取り外し済み

• 機能縮退

• 無効

• 不良

• クリティカル

• 不明

表 5-46 「ストレージモジュールの健全性の詳細」ページ - B6000 アレイファミリ (続き)

フィールド 内容
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Temp Sensor 
Ambient Temp 
Failure

ストレージモジュールにある 2 つの温度センサーの 1 つ。この位置
での温度が許容範囲内にない場合、アラームが報告されます。

Temperature Sensor 
Ambient Temp 
Warning

システムコントローラボードにある 2 つの温度センサーの 1 つ。
この位置での温度が許容範囲内にない場合、アラームが報告されま
す。

Temperature Sensor 
Ambient Temp

このセンサーの実温度 (摂氏)。

Temp Sensor Exp 
Junction Temp 
Failure

ストレージモジュールにある 2 つの温度センサーの 1 つ。この位置
での温度が許容範囲内にない場合、アラームが報告されます。

Temp Sensor Exp 
Junction Temp 
Warning

ストレージモジュールにある 2 つの温度センサーの 1 つ。この位置
での温度が許容範囲内にない場合、アラームが報告されます。

Temp Sensor Exp 
Junction Temp

このセンサーの実温度 (摂氏)。

Voltage Sensor 1.2V 
Voltage Sensor

この 1.2 ボルト回路の実電圧。電圧が許容範囲内にない場合、アラー
ムが報告されます。

Voltage Sensor 12 V 
Voltage Sensor

この 12 ボルト回路の実電圧。電圧が許容範囲内にない場合、アラー
ムが報告されます。

Voltage Sensor 3.3V この 3.3 ボルト回路の実電圧。電圧が許容範囲内にない場合、アラー
ムが報告されます。

Voltage Sensor 5 V 
In

この 5 ボルト回路の実電圧。電圧が許容範囲内にない場合、アラー
ムが報告されます。

表 5-46 「ストレージモジュールの健全性の詳細」ページ - B6000 アレイファミリ (続き)
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第 6 章

障害追跡

この節では、アレイの障害追跡について説明します。次の節で構成されています。

■ 380 ページの「アプリケーションサポートデータの収集」

■ 382 ページの「ソフトウェアによる障害追跡」

■ 387 ページの「ハードウェアの障害追跡の基本」

■ 390 ページの「RAID アレイの障害追跡」



アプリケーションサポートデータの
収集
この節では、アプリケーションサポートデータの収集について説明します。項目は、
次のとおりです。

■ 380 ページの「アプリケーションサポートデータについて」

■ 380 ページの「アプリケーションサポートデータの収集」

■ 381 ページの「ページおよびフィールドの説明」

アプリケーションサポートデータについ
て
サポートサービスと連携して Sun Storage Common Array Manager の問題の障害追
跡を行う場合、問題を分離するために、サポートデータを収集してサポートサービス
に送信するよう求められることがあります。

Sun Storage Common Array Manager は、インストール中および操作中にアプリ
ケーションサポートデータを収集します。収集されたデータには、ソフトウェアに
よって記録されたログ、インストールの詳細、およびその他のデータが含まれます。

特定のストレージデバイスに関するサポートデータを収集する場合は、サービスアド
バイザを使用します。

アプリケーションサポートデータの収集
Sun Storage Common Array Manager によって生成されたサポートデータの収集
は、次の手順で行います。

1. 左側のナビゲーション区画で、「一般構成」>「サポートデータ」を選択します。

2. 「データの収集」をクリックして、データ収集プロセスを開始します。

3. 「最新ジョブの詳細を表示」をクリックすると、データ収集プロセスの進捗を確
認できます。

4. ジョブが完了したら、「サポートデータ」>「アプリケーションサポートデータの
収集」に移動し、「最新データのダウンロード」をクリックします。
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5. アプリケーションサポートデータのファイルのリンクをクリックして、ファイル
を保存します。

ページおよびフィールドの説明
アプリケーションサポートデータの収集 セクションに関連するブラウザインタ
フェースのページおよびフィールドについては、次の項で説明します。

「アプリケーションサポートデータの収集」ペー
ジ

このページでは、Sun Storage Common Array Manager によって生成されたアプリ
ケーションサポートデータを収集できます。問題を解釈するため、生成されたデータ
をサポートサービスに送信します。

表 6-1 では、「アプリケーションサポートデータの収集」ページのボタンとフィール
ドについて説明します。

表 6-1 「アプリケーションサポートデータの収集」ページ

フィールド 説明

データの収集 ログ、インストールデータ、およびその他の Sun Storage Common 
Array Manager 関連のデータを含む、アプリケーションサポート
データを収集します。

最新ジョブの詳細を
表示

収集プロセスの進捗を表示します。

最新データのダウン
ロード

収集したデータをダウンロードするためのリンクを表示します。
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ソフトウェアによる障害追跡
この節では、ユーザーインタフェースからのアレイの障害追跡について説明します。

■ 382 ページの「電子メールアドレスのテスト」

■ 383 ページの「ログファイルの表示」

■ 383 ページの「J4200 アレイのアップグレード後に生成されたクリティカルアラー
ム」

■ 384 ページの「Sun Storage Common Array Manager サービスについて」

■ 386 ページの「Sun Storage Common Array Manager の起動と停止」

電子メールアドレスのテスト
監視および診断ソフトウェアが、特定の電子メールアドレスに正常に電子メールを送
信できることを確認する手順は、次のとおりです。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で「一般構成」を展開し、「通知」を選択します。

「通知の設定」ページが表示されます。

3. 「テスト用の電子メール」をクリックします。

「テスト用電子メールの送信」ウィンドウが表示されます。

4. 「宛先」フィールドにテストする電子メールアドレスを入力します。

5. また、「メッセージ」フィールドにメッセージテキストを入力します (省略可
能)。

6. 「送信」をクリックします。

メッセージが正常に送信された場合は、次のメッセージが表示されます。

「テスト用電子メールを送信しました。」

7. 「閉じる」をクリックして「テスト用電子メールの送信」ウィンドウを閉じま
す。

8. 電子メールを見て、テストメッセージを受信したことを確認します。
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ログファイルの表示 
アレイは、Web Console が維持するのと同じログファイルにそのイベントを記録し
ます。

システムメッセージの表示は、次の手順で行います。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で、ログファイルを表示するアレイを展開します。

3. 「障害追跡」を展開し、「イベント」を選択します。

J4200 アレイのアップグレード後に生成
されたクリティカルアラーム
J4200 アレイを以降のバージョンの CAM にアップグレードしたあと、ステータスが
「未割り当て」で状態が「不明」の各ドライブに、クリティカルアラームが生成され
ます。このエラーは、これらのディスクにホストがアクセスできないことを示しま
す。電子メール通知に次のような説明が表示されます。

The property Drive Zoned Out for Disk.00 on J4200_J04D_Top has changed 
to True. 

回避策: 

1. ディスクにアクセスできるホストを検出します。

2. アクセス構成を変更して、監視中のホストがディスクにアクセスできるようにし
ます。
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Sun Storage Common Array Manager 
サービスについて
Sun Storage Common Array Manager には、Oracle Java Web コンソールと FMS 
(Fault Management Service) の 2 つのサービスがあります。Web コンソールは、Sun 
Storage Common Array Manager の Web アプリケーションがホストされる管理コン
ソールです。

■ 384 ページの「Solaris OS および Linux コマンド」

■ 385 ページの「Windows コマンド」

Solaris OS および Linux コマンド

表 6-2 に、Sun Storage Common Array Manager サービスの Solaris OS および Linux 
コマンドを示します。

表 6-2 Solaris OS および Linux コマンド

 OS / タスク コマンド メモ

Solaris 10

Web コンソー
ル

svc:/system/webconsole:console 「svc:」は FMRI (fault 
management resource 
identifier) です。FMRI の省
略形についての詳細は、
svcs(1) のマニュアルページ
を参照してください。

FMS svn://system/fmservice:default

/opt/SUNWsefms/sbin/fmservice.sh

smcwebserver(1M)

Solaris 9

Web コンソー
ル

/etc/init.d/webconsole

FMS /etc/init.d/fmservice FMS および Web コンソール
の処理は、init スクリプト
によって制御されます。init 
スクリプトの詳細について
は、init.d(4) のマニュアル
ページを参照してください。
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Windows コマンド

FMS および Web コンソールは、Windows サービスのコントロールパネル経由で制
御されます。

「コントロールパネル」>「管理ツール」

または「スタート」メニューの「ファイル名を指定して実行」ウィンドウに
「Services.msc」と入力します。

表 6-3 に、各処理のサービス情報を示します。実行可能情報は、単なる参照用です。

Linux

Web コンソー
ル

/etc/init.d/webconsole

smcwebserver(1M)

FMS /etc/init.d/fmservice

/opt/sun/cam/private/fms/sbin/fm
service.sh

表 6-3 Windows コマンド

 サービス 説明

FMS

表示名 StorageTek Fault Management Service

サービス名 Sun_STK_FMS

実行可能 %ProgramFiles%\Sun\Common Array Manager\Component\fms\
sbin\wrapper.exe" -s "%ProgramFiles%\Sun\Common Array 
Manager\Component\fms\sbin\..\System\wrapper.conf" 
"wrapper.java.command =%ProgramFiles%\Java\jdk1.5.0_11\bin\
java.exe"

Web コンソール

表示名 console-3.0.2

サービス名 console-3.0.2

実行可能 %SystemDrive%\Sun\WebConsole\bin\swc.exe

表 6-2 Solaris OS および Linux コマンド (続き)

 OS / タスク コマンド メモ
  ソフトウェアによる障害追跡 385



Sun Storage Common Array Manager の
起動と停止
表 6-4 に、Sun Storage Common Array Manager サービスの起動および停止コマンド
を示します。

表 6-4 Sun Storage Common Array Manager の起動と停止

OS / タスク コマンド

Solaris 10

FMS の起動 # svcadm enable fmservice 

FMS の停止 # svcadm disable fmservice 

FMS の状態の確認 # svcs fmservice 

Web コンソールの起動 # /usr/sbin/smcwebserver start 

Web コンソールの停止 # /usr/sbin/smcwebserver stop 

Web コンソールの状態
の確認

# /usr/sbin/smcwebserver status

Solaris 9

FMS の起動 # /etc/init.d/fmservice start 

FMS の停止 # /etc/init.d/fmservice stop

Linux

FMS の起動 # /etc/init.d/fmservice start 

FMS の停止 # /etc/init.d/fmservice stop 

Web コンソールの起動 # /usr/sbin/smcwebserver start 

Web コンソールの停止 # /usr/sbin/smcwebserver stop 

Web コンソールの状態
の確認

# /usr/sbin/smcwebserver status 

Windows

Web コンソールの起動 %SystemDrive%\Sun\WebConsole\sbin cwebserver start

Web コンソールの停止 %SystemDrive%\Sun\WebConsole\sbin cwebserver stop

Web コンソールの状態
の確認

%SystemDrive%\Sun\WebConsole\sbin cwebserver status 
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ハードウェアの障害追跡の基本
この節では、ハードウェアの障害追跡の基本について説明します。

■ 387 ページの「ファームウェアとパッチを最新に保つ」

■ 388 ページの「LED の確認」

■ 388 ページの「アレイの起動時障害に対する対処」

■ 388 ページの「現場交換可能ユニットの交換」

■ 389 ページの「テストタイプ」

ファームウェアとパッチを最新に保つ
アレイ内のコンポーネントは互いに依存関係があるため、パッチや新しいバージョン
が利用可能になった場合は、すべてのコンポーネントについてアップグレードを行
なってください。

使用しているシステム用の最新パッチについては、My Oracle Support を参照してく
ださい。

https://support.oracle.com/

アップグレード可能なコンポーネントは次のとおりです。

■ アレイのファームウェア

■ コントローラのイメージ

■ ディスクイメージ

注 – ディスクイメージでアップグレードする前に、アレイへのすべての入出力を停
止します。

アップグレード中には、各コンポーネントが正しくアップグレードされたことを確認
します。

コンポーネントのアップグレードに失敗した場合は、手順を繰り返してください。再
度実行しても失敗する場合は、アレイを適切に使用するために、アップグレードが正
常に行われたコンポーネント上でそのアップグレードをバックアウトする必要があり
ます。アップグレードに失敗したコンポーネントの説明を添えて、サポートサービス
に連絡してください。
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注: Sun Storage Common Array Manager のインストール手順は、『Sun Storage 
Common Array Manager ソフトウェアインストールおよび設定マニュアル』で説明
されています。パッチに関する詳細については、最新のリリースノートを参照してく
ださい。

■ アレイのファームウェアのアップグレード

■ ファームウェアのアップグレードの取り消し

LED の確認
発光ダイオード (LED) は、各アレイトレイとそのコンポーネントのステータス情報
を示します。緑色に点灯している場合は正常なステータス状態を示し、オレンジ色は
ハードウェア障害を示します。電源を投入したときは必ず、各トレイの前面および背
面のステータスライトを確認してください。電源投入時、アレイとコンポーネントが
電源投入プロセスを実行する間は、ライトが断続的に点滅します。

注意: 静電放電によって、精密なコンポーネントが破損することがあります。適切な
接地を行わずにコマンドトレイまたはそのコンポーネントに触れると、装置が破損す
ることがあります。破損を防ぐために、コンポーネントを扱う前に、適切な静電防止
対策をとってください。

アレイの起動時障害に対する対処
アレイが停止後に起動できなくなった場合には、ハードウェアとソフトウェアを合わ
せていくつかの原因が考えられます。問題を診断するには、コンソールおよびイベン
トログに表示されたメッセージを確認します。

現場交換可能ユニットの交換
FRU (現場交換可能ユニット) は、Oracle のフィールドエンジニアまたは Oracle のト
レーニングを受けた管理者が交換できます。

サイトで交換可能なハードウェアコンポーネントの一覧を表示する手順は、次のとお
りです。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。
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ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ページの右上の「サービスアドバイザ」をクリックします。

「サービスアドバイザ」ページが表示されます。サービスアドバイザは、スト
レージネットワークデバイスコンポーネントを交換するための情報と手順を提供
します。FRU のいずれかのタイプまたはその他のオプションを選択すると、手順
が表示されます。

テストタイプ
表 6-5 に、障害追跡で使用可能なテストタイプを一覧表示します。

注: 帯域内管理アレイは、すべての帯域外テストを実行できます。

表 6-5 テストタイプ 

テスト名 テストタイプ

アレイ通信テスト 帯域外

コントローラの読み取りテスト 帯域外

コントローラの書き込みテスト 帯域外

内部ループバックテスト 帯域外

すべてのコントローラのテスト 帯域外

リモートピア通信チェック 帯域外
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RAID アレイの障害追跡 
注: 既知の問題に関する最新の情報については、最新のリリースノートを参照してく
ださい。

この節では、Oracle の Sun Storage および StorageTek 6000 シリーズアレイ、
StorageTek 2500 シリーズアレイ、および FlexLine アレイのみに該当する障害追跡手
順について説明します。項目は、次のとおりです。

■ 390 ページの「デバイスの診断テストの実行」

■ 391 ページの「アレイ診断」

■ 391 ページの「ストレージアレイの構成のリセット」

■ 392 ページの「ボリューム構成のリセット」

■ 393 ページの「ボリュームの再配分」

■ 394 ページの「コントローラのリセット」

■ 394 ページの「仮想ディスクとディスクドライブを再活性化させる」

■ 396 ページの「ページおよびフィールドの説明」

デバイスの診断テストの実行
1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で診断テストを実行するアレイを展開し、「障害追跡」を選
択します。

「障害追跡テストの一覧」ページが表示されます。

3. 目的の診断テストを選択し、「テストを実行」をクリックします。

選択した診断テストの「テスト設定」ページが表示されます。

注: Sun Storage 6180、6580、6780 アレイ、Sun Storage 2530-M2、2540-M2 アレ
イ、Sun StorEdge 6130 アレイ、StorageTek 6140、6540 アレイ、StorageTek 
2510、2530、2540 アレイのいずれかで診断を実行するときは、両方のコントロー
ラが取り付けられていて、かつオンラインである必要があります。

4. 診断設定オプションを指定し、「実行」をクリックします。

ジョブの詳細 - テストが実行されると、「診断」ページが表示されます。「テスト
結果」ページが表示されます。テストが終了するとテスト結果が追加されます。
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注: コマンド行インタフェース (CLI) の診断テストオプションについての詳細は、
マニュアルページを参照してください。

アレイ診断
次の診断オプションを利用できます。

■ コントローラの読み取りテスト

この読み取りテストは、入出力データパスを通じて送信され、読み取りコマンド
を実行します。既知の特定データパターンとデータを比較し、データの完全性お
よび冗長性エラーを確認します。読み取りコマンドが失敗するか、比較結果が一
致しない場合、コントローラにはエラーおよび障害があると見なされます。

■ コントローラの書き込みテスト

この書き込みテストは、入出力データパスを通じて (指定したドライブの診断領域
に) 送信され、書き込みコマンドを実行します。次に、この診断領域が読み取ら
れ、特定データパターンと比較されます。書き込みが失敗するか、比較結果が一
致しない場合、コントローラにはエラーおよび障害があると見なされ、コント
ローラはオフラインになります。

■ 内部ループバックテスト

内部ループバックテストは、各コントローラのドライブ側チャネルを通じてルー
プにデータを渡し、ふたたびデータを受け取ります。チャネルのエラー状況を調
べるために十分なデータが送信されます。いずれかのチャネルでテストが失敗し
た場合、ほかのすべてのテストが成功したときに返すことができるように、その
ステータスが保存されます。

■ すべてのコントローラのテスト

コントローラの読み取りテスト、コントローラの書き込みテスト、内部ループ
バックテストを含むすべてのコントローラのテストが実行されます。詳細は、各
テストの説明を参照してください。

ストレージアレイの構成のリセット
ストレージアレイの構成のリセットは、アレイの構成全体を削除します。また、アレ
イからデータをすべて削除し、工場出荷時の設定に戻します。アレイ構成のリセット
は、どのような方法でも修正不能なエラーを修正する場合にのみ行なってください。

アレイ構成のリセットを行うと、次のような結果になります。

■ すべてのボリュームおよび仮想ディスクが削除されます。
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■ ユーザーによって付けられたアレイ名はすべて消去されます。

■ アレイパスワードは消去されます。

■ アレイからすべてのデータが削除されます。

注: 実行する前に、ストレージアレイ上のすべてのデータがテープまたは別のスト
レージアレイにバックアップされていることを確認してください。

アレイ構成のリセットは、次の手順で行います。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で、構成をリセットするアレイを選択します。

「管理」ページが表示されます。

3. 「構成のリセット」をクリックします。

「構成のリセット」ページが表示されます。

4. 「ストレージアレイ構成のリセット」を選択し、「了解」をクリックして続行し
ます。

注: アレイは、再構成の処理が完了するまでの間使用できず、エラーの状態を示し
ます。

ボリューム構成のリセット
ストレージアレイのボリューム構成をリセットすると、アレイのボリュームおよび仮
想ディスクがすべて削除されます。関連するストレージプールおよびストレージプロ
ファイルも削除されます。ボリューム構成のリセットは、どのような方法でも修正不
能なエラーを修正する場合にのみ行なってください。

注: 実行する前に、ストレージアレイ上のすべてのデータがテープまたは別のスト
レージアレイにバックアップされていることを確認してください。

ボリューム構成のリセットは、次の手順で行います。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で、構成をリセットするボリュームがあるアレイを選択しま
す。

「管理」ページが表示されます。
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3. 「構成のリセット」をクリックします。

「構成のリセット」ページが表示されます。

4. 「ボリューム構成のリセット」を選択し、「了解」をクリックして続行します。

注: アレイは、再構成の処理が完了するまでの間使用できず、エラーの状態を示し
ます。

ボリュームの再配分
ボリュームが作成されると、それらは優先所有コントローラに割り当てられます。ボ
リュームの所有コントローラは、コントローラが交換されるとき、またはファーム
ウェアダウンロードが行われるときに優先コントローラから代わる場合があります。
また、マルチパスドライバは、ホストとストレージアレイ間のデータパス上の問題が
生じた場合、その優先所有コントローラからボリュームを移動します。ボリュームの
再配分を行うと、ボリュームはその優先所有コントローラに戻ります。

注: ボリュームの再配分によって影響を受けるボリュームをアプリケーションが使用
しているときにボリュームの再配分を行うと、データホストにマルチパスドライバが
インストールされている場合を除き、入出力エラーが発生します。したがって、ボ
リュームの再配分を行う前には、ボリュームが使用中でないこと、または影響を受け
るボリュームを使用しているすべてのホストにマルチパスドライバがインストールさ
れていることを確認してください。

ボリュームの再配分は、次の手順で行います。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で、ボリュームの再配分を行うアレイを選択し、「管理」を
選択します。

「管理」ページが表示されます。

3. 「ボリュームの再配分」をクリックします。

「ボリュームの再配分」確認ダイアログが表示されます。

4. 「了解」をクリックします。
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コントローラのリセット
コントローラのリセット機能は、重大なコントローラのエラーイベントにおける利用
可能な回復用オプションです。コントローラをリセットすると、リセットが完了する
まで入出力はできなくなります。ホストがリセットされているコントローラによって
所有されるボリュームを使用している場合、コントローラへの入出力は拒否されま
す。コントローラをリセットする前に、そのコントローラによって所有されているボ
リュームが使用中でないこと、またはそれらボリュームを使用しているすべてのホス
トにマルチパスドライバがインストールされていることを確認してください。

コントローラのリセットは、次の手順で行います。

1. 「Sun Storage Common Array Manager」をクリックします。

ナビゲーション区画および「ストレージシステムの概要」ページが表示されま
す。

2. ナビゲーション区画で、コントローラをリセットするアレイを展開します。

3. 「物理デバイス」を展開し、「コントローラ」を選択します。

「コントローラの概要」ページが表示されます。

4. コントローラをリセットするには、「コントローラのリセット」をクリックしま
す。

確認のダイアログが表示されます。

5. 「了解」をクリックします。

仮想ディスクとディスクドライブを再活
性化させる
注意: 再活性化の手順を行う前に、My Oracle Support 
(https://support.oracle.com) にお問い合わせください。ディスクの再活性化
はデータを消失する可能性がある操作であるため、サポート担当者の指揮の下で行う
ようにしてください。

Sun Storage Common Array Manager ソフトウェアを使用すると、仮想ディスクや
物理ディスクドライブの状態の管理や、障害の回復をより細かく行うことができま
す。
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仮想ディスクの 1 つ以上のディスクドライブが「不良」状態の場合、仮想ディスクを
再活性化させることで、障害から回復できます。仮想ディスクを再活性化すると、仮
想ディスクで障害の発生したディスクドライブが自動的に再活性化され、ディスクド
ライブは使用可能なままであるとみなされます。

仮想ディスクを再活性化しても、仮想ディスクで障害の発生したディスクドライブが
再活性化されない場合のみ、手動で個別のディスクドライブを再活性化するようにし
てください。仮想ディスクに関連付けられているボリュームで入出力操作が続いてい
る間に不良ドライブの再活性化を行うと、データの妥当性検査エラーが発生する可能
性があるため、この操作を実行する支援について、サポートサービス 
(https://support.oracle.com) に連絡してください。

「仮想ディスクの詳細」ページからは、次のことを行えます。

■ 仮想ディスクの再活性化

仮想ディスクの 1 つ以上のディスクドライブが「不良」状態の場合、仮想ディス
クを再活性化させることで、障害から回復できます。仮想ディスクを再活性化す
ると、仮想ディスクで障害の発生したディスクドライブが自動的に再活性化され
ます。

注: ファームウェア version 7.x を使用するアレイには、再活性化オプションはあ
りません。

■ 仮想ディスクのオフライン化

仮想ディスクをオフラインにすると、仮想ディスクが無効になります。

注: ファームウェア version 7.x を使用するアレイには、オフラインオプションは
ありません。

■ 仮想ディスクのオンライン化

仮想ディスクをオンラインにすると、仮想ディスクが有効になります。

「ディスクの詳細」ページからは、次のことを行えます。

■ ディスクドライブの再活性化

仮想ディスクを再活性化しても、個別のディスクドライブが再活性化されない場
合は、そのディスクドライブを手動で再活性化することができます。

■ ディスクドライブの再構築

次の条件を満たす場合に限り、ディスクドライブを再構築できます。

■ ディスクドライブが RAID 1、3、または 5 の仮想ディスクに割り当てられてい
る。

■ ディスクドライブの状態が「不良」または「交換済み」であり、仮想ディスク
の再活性化操作で自動的に再活性化されなかった。

■ ディスクドライブの強制的な中止

ディスクドライブを強制的に中止すると、ドライブが無効になります。
 RAID アレイの障害追跡 395

https://support.oracle.com


ページおよびフィールドの説明
「RAID アレイの障害追跡」セクションに関連するブラウザインタフェースのページ
およびフィールドについては、次の項で説明します。

■ 396 ページの「「ジョブの詳細 - 診断」ページ」

■ 396 ページの「「テスト設定」ページ」

■ 397 ページの「「障害追跡テストの一覧」ページ」

「ジョブの詳細 - 診断」ページ

このページには、特定の監視ジョブに関する詳細情報が表示されます。これには、現
在のジョブも過去のジョブも含まれます。

表 6-6 では、「ジョブの詳細 - 診断とサポートデータタスク」ページのボタンと
フィールドについて説明します。

「テスト設定」ページ

このページでは、選択した診断テストの設定パラメータを定義し、テストを開始する
ことができます。

表 6-7 では、「テスト設定」ページのボタンとフィールドについて説明します。

表 6-6 「ジョブの詳細 - 診断とサポートデータタスク」ページ

フィールド 説明

ホスト ジョブプロセスが実行されたホスト。

開始日時 ジョブが開始された日時。

完了日時 ジョブが完了した日時。

ステータス ジョブの現在のステータス。

ターゲット 診断が実行されたターゲットの ID。

サポートデータタスク 

プロパティー ホスト名、取り消しステータス、開始時刻、最終更新時間、収集プ
ロセスのステータス、およびターゲットデバイスの一覧。

値 一覧表示された各プロパティーの値。
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注: このページに表示される特定のパラメータは、選択されたデバイスおよび診断テ
ストのタイプによって決定されます。

「障害追跡テストの一覧」ページ

このページでは、診断テストを選択し、実行できます。

表 6-8 では、「障害追跡テストの一覧」ページのボタンとフィールドについて説明し
ます。

表 6-7 「テスト設定」ページ

フィールド 説明

コンテキスト 

テスト名 実行する診断テスト名。

監視エージェント 監視エージェントがあるサーバーの名前。

テストパラメータ 

ターゲットコント
ローラ

テストするコントローラ。

ループバックパター
ン

内部ループバックテストおよびすべてのコントローラのテストでの
み利用可能。ループバックテスト中に送信されるデータパターンで
す。

チャネル 内部ループバックテストおよびすべてのコントローラのテストでの
み利用可能。ループバックテスト中に使用されるコントローラチャ
ネルです。

パスワード アレイにアクセスするためのパスワード。

結果を電子メールに
送信

テストの出力の送信先電子メールアドレス (必要な場合)。

表 6-8 「障害追跡テストの一覧」ページ

フィールド 説明

テストを実行 クリックすると、選択した診断テストを開始します。
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テスト名 実行する障害追跡テストの名前を示します。次のオプションがあり
ます。

• アレイ通信テスト

管理ホストとアレイ間の、管理パスの通信リンクをテストしま
す。

• コントローラの読み取りテスト

この読み取りテストは、入出力データパスを通じて送信され、読
み取りコマンドを実行します。既知の特定データパターンとデー
タを比較し、データの完全性および冗長性エラーを確認します。
読み取りコマンドが失敗するか、比較結果が一致しない場合、コ
ントローラにはエラーおよび障害があると見なされます。

• コントローラの書き込みテスト

この書き込みテストは、入出力データパスを通じて (指定したドラ
イブの診断領域に) 送信され、書き込みコマンドを実行します。次
に、この診断領域が読み取られ、特定データパターンと比較され
ます。書き込みが失敗するか、比較結果が一致しない場合、コン
トローラにはエラーおよび障害があると見なされ、コントローラ
はオフラインになります。

• 内部ループバックテスト

内部ループバックテストは、各コントローラのドライブ側チャネ
ルを通じてループにデータを渡し、ふたたびデータを受け取りま
す。チャネルのエラー状況を調べるために十分なデータが送信さ
れます。いずれかのチャネルでテストが失敗した場合、ほかのす
べてのテストが成功したときに返すことができるように、そのス
テータスが保存されます。

• リモートピア通信チェック

リモート複製関係にある 2 つのアレイ間の通信リンクをテストし
ます。この診断は、リモート複製関係が確立されている場合にの
み使用可能です。

• すべてのコントローラのテスト

コントローラ読み取りテスト、コントローラ書き込みテスト、お
よび内部ループバックテストを連続して実行します。

テストタイプ 実行するテストのタイプを示します。「帯域外」または、「帯域
内」。

表 6-8 「障害追跡テストの一覧」ページ (続き)

フィールド 説明
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用語集

『Storage Networking Industry Association (SNIA) Dictionary』から引用した定義
は、末尾に「(SNIA)」と表記してあります。完全な『SNIA Dictionary』について
は、www.snia-j.org/ を参照してください。

CLI Command Line Interface (コマンド行インタフェース) の略語。SSCS コマンド
行インタフェースは、リモート CLI クライアントから、あるいは Solaris オペ
レーティングシステム管理ソフトウェアステーションの SSCS ディレクトリを
通じて使用できます。

DAS Direct Attached Storage (DAS) を参照してください。

Direct Attached Storage
(DAS) データにアクセスする 1 つまたは 2 つのホストを物理的にストレージアレイに

接続するストレージアーキテクチャー。

FC ファイバチャネル (FC) を参照してください。

FRU 現場交換可能ユニット (FRU) を参照してください。

HBA ホストバスアダプタ (HBA) を参照してください。

IOPS トランザクション速度の尺度で、1 秒当たりの入力および出力の数を表しま
す。

LAN Local Area Network (ローカルエリアネットワーク) の略語。

LUN 論理ユニット番号 (LUN) を参照してください。

MAC アドレス メディアアクセス制御 (MAC) アドレスを参照してください。

RAID Redundant Array of Independent Disks の頭字語。複数ディスクを管理するこ
とで、望ましいコスト、データの可用性およびパフォーマンス特性をホスト環
境に提供する技術群です。(SNIA)

SAN Storage Area Network (SAN) を参照してください。

SSCS Sun Storage Command System の略語。アレイの管理に使用可能なコマンド行
インタフェース (CLI) です。
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Storage Area Network
(SAN) ストレージの要素を相互に接続したり、データを保存するために SAN を使用

するすべてのシステムのアクセスポイントであるサーバーに接続するための
アーキテクチャー。

thin スクリプトクライア

ント リモートスクリプト CLI クライアントを参照してください。

WWN World Wide Name。IEEE (Institute of Electrical and Electronic Engineers) など
の公認の命名機関によって割り当てられた一意の 64 ビットの数値で、ネット
ワークに対する接続 (デバイス) または接続のセットを識別します。WWN 
(World Wide Name) は、命名機関を識別する番号、メーカーを識別する番号、
および特定の接続に対する一意の番号から構成されます。

アラーム サービスのアクションを必要とするイベントタイプ。イベントも参照してくだ
さい。

アレイ 1 つのストレージデバイスとして機能する複数のディスクドライブ。高可用性 
(HA) アレイ構成には、ディスクドライブの冗長コントローラおよび拡張トレイ
があります。

アレイホットスペア ホットスペア内でストレージプールの一部として機能するディスクであり、ア
レイ内のすべての仮想ディスクで使用可能にできる予備ディスク。ホットスペ
アも参照してください。

イニシエータ ファイバチャネル (FC) ネットワーク上で入出力操作を開始するシステムコン
ポーネント。FC ファブリックのゾーン化ルールで許可されている場合は、FC 
ネットワーク内の各ホスト接続でストレージアレイとのトランザクションを開
始することができます。FC ネットワーク内の各ホストは独立したイニシエータ
に相当するため、1 つのホストを 2 つのホストバスアダプタ (HBA) でシステム
に接続した場合、システムはそれらの HBA を 2 つの異なるイニシエータとし
て認識します (マルチホームで Ethernet ベースのホストと同様)。これに対し
て、マルチパスがラウンドロビンモードで使用された場合、複数の HBA はグ
ループ化され、マルチパスソフトウェアはその HBA グループを 1 つのイニシ
エータとして識別します。

イベント デバイスで何らかの事象が発生したことを知らせる通知。多くのタイプのイベ
ントがあり、それぞれにほかとは異なるタイプの発生事象を表します。アラー
ムと警告も参照してください。

エージェント アレイの健全性と資産情報を収集するシステム監視および診断ソフトウェアの
コンポーネント。

エクステント 物理ディスクまたは仮想ディスクにおける論理アドレスが連続している一連の
連続ブロック。

拡張トレイ RAID コントローラが搭載されていない、アレイの容量の拡張に使用されるト
レイです。拡張トレイは、コントローラもトレイに接続しないと機能しませ
ん。
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仮想ディスク ディスクライクのストレージと I/O セマンティクスを持つ連続的に番号付けら
れた論理ブロック範囲として、運用環境に提示されるディスクブロック群。仮
想ディスクは、運用環境から見ると、極めて物理ディスクに似たディスクアレ
イオブジェクトです。(SNIA)

管理ホスト ストレージアレイの構成、管理、監視ソフトウェアにサービスを提供するホス
トです。ステーション上のソフトウェアからブラウザインタフェースを使用し
てアクセスしたり、リモートスクリプトのコマンド行インタフェース (CLI) ク
ライアントを使用してアクセスしたりできます。

警告 ユーザーの介入を必要とするイベントのサブタイプのこと。警告は、しばしば
アクション可能なイベントによって表されます。イベントも参照してくださ
い。

現場交換可能ユニット
(FRU) 修理のためにシステムをメーカーに返送しなくても、現場で交換できるように

設計されたアセンブリコンポーネント。

顧客 LAN サイト LAN を参照してください。

コントローラトレイ 冗長 RAID コントローラペアが搭載されたトレイ。

コントロールパス システム管理情報の通信に使用されるルートで、通常は帯域外接続が使用され
ます。

サイト LAN 自分のサイトのローカルエリアネットワーク。システムが自分の LAN に接続
されている場合は、その LAN 上の任意のホストからブラウザを使用してシス
テムを管理できます。

障害検出率 考えられる全障害あるいは特定の 1 つのタイプの障害に対する検出された障害
の割合。

ストライピング データストライピングの短縮形で RAID レベル 0 もしくは RAID 0 として知ら
れる。仮想ディスクデータアドレスの連続した固定長領域を、アレイ内の次の
ディスクへ循環的にマップするマッピング技術。(SNIA)

ストライプサイズ ストライプのブロック数。ストライピングされたアレイのストライプサイズ
は、ストライプ数にメンバーのエクステント数を乗算した値です。パリティ 
RAID アレイのストライプサイズは、メンバーのエクステント数から 1 を引い
た数をストライプ数に乗算した値です。(SNIA) ストライピングも参照してくだ
さい。

ストレージドメイン システムのストレージリソース全体のサブセットを持つセキュリティー保護さ

れたコンテナ。複数のストレージドメインを作成して、システム全体のスト

レージリソースのセットを安全に分割することができます。その結果、複数の

部署やアプリケーションを単一のストレージ管理インフラストラクチャーに構

成できます。

ストレージトレイ ディスクの収納された格納装置のこと。デュアル RAID コントローラを搭載し
たトレイをコントローラトレイ、搭載していないトレイを拡張トレイと呼びま
す。
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ストレージプール 物理ディスクの容量 (ブラウザインタフェースでは仮想ディスクとして概念化) 
を、利用可能なストレージ容量の論理的なプールにグループ化するコンテナ。
ストレージプールの特性は、ストレージプロファイルで定義します。複数のス
トレージプールを作成して、様々なタイプのアプリケーションでの使用に応じ
てストレージ容量を分離できます (たとえば、スループットが高く、オンライン
でトランザクション処理を行うアプリケーションなど)。

ストレージプロファイル RAID レベル、セグメントサイズ、専用ホットスペア、仮想化方式など、スト
レージパフォーマンスの特性の定義セット。ストレージを利用するアプリケー
ションに適した定義済みのプロファイルを選択したり、カスタムプロファイル
を作成できます。

スナップショット 特定の時点でのボリュームのデータの複製のことです。

ターゲット SCSI I/O コマンドを受信するシステム構成部品。(SNIA)

帯域外トラフィック Ethernet ネットワークを使用するプライマリデータパスの外部にあるシステム
管理トラフィック。帯域内トラフィックも参照してください。

帯域内トラフィック ホストとストレージデバイス間のデータパスを使用するシステム管理トラ
フィック。帯域外トラフィックも参照してください。

ディスク データを格納する物理ドライブコンポーネント。

データパス データホストとストレージデバイスとの間のデータパケットのルート。

データホスト このシステムをストレージとして使用するホスト。データホストは、アレイに
直接接続する場合 (Direct Attach Storage、DAS) と、複数のデータホストをサ
ポートする外部スイッチ (Storage Area Network、SAN) に接続する場合とがあ
ります。ホストも参照してください。

トレイ ストレージトレイを参照してください。

ファイバチャネル (FC) 最大 100 Mbps で 2 つのポート間でデータ転送可能なシリアル I/O バスの標準
規格群。さらに高速な標準規格が提案されています。ファイバチャネルはポイ
ントツーポイント、調停ループ、スイッチを用いるトポロジをサポートしてい
ます。ベンダーにより開発され、その後、標準規格に提出された SCSI とは異
なり、ファイバチャネルは完全に業界の協力により開発されました。(SNIA)

ファイバチャネルスイッ
チ ファイバチャネルストレージエリアネットワーク SAN 内の特定のネットワー

クアドレスに関連付けられたポートに直接パケットを送信できるネットワーク
デバイス。ファイバチャネルスイッチは、特定のストレージポートに接続でき
るサービスの数を増やすために使用されます。各スイッチは、それに固有の管
理ソフトウェアによって管理されます。

プール ストレージプールを参照してください。

フェイルオーバーと回復 データパスを自動的に代替パスに切り替える処理。

ブロック 入出力動作のたびにホストで送受信されるデータ量のこと。データユニットの
サイズです。
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プロビジョニング ストレージをホストに割り振り、割り当てる処理。

プロファイル ストレージプロファイルを参照してください。

ホスト ストレージ構成の機能では、データホストはイニシエータとボリュームにマッ
ピングされ、ストレージドメインを作成します。データホスト、イニシエータ
も参照してください。

ホストグループ ボリュームにマッピングできる共通のストレージ特性を持つホストのグルー
プ。ホストも参照してください。

ホットスペア 故障したディスクを交換するためにコントローラが使用するドライブ。アレイ
ホットスペアも参照してください。

ホストバスアダプタ
(HBA) ホスト I/O バスをコンピュータメモリーシステムに接続する I/O アダプタ。

(SNIA) イニシエータも参照してください。

ボリューム 1 つのプールから割り当てられたストレージブロックの論理的に連続した範
囲。ディスクアレイでは論理ユニット番号 (LUN) として表されます。ボリュー
ムは、仮想化方式や、サイズ、および内部アレイ構成によって、アレイを構成
する物理デバイスにまたがって構成したり、1 つの物理ディスク内の全体に含
まれるよう構成することもできます。接続されたサーバーシステムで実行され
るアプリケーションでは、アレイコントローラによってこれらの詳細は意識さ
れません。

ボリュームのスナップ
ショット スナップショットを参照してください。

マルチパス ターゲットに複数の物理パスを提供する冗長設計。

ミラー化 ストレージの形式。RAID レベル 1、独立コピー、実時間コピーとも呼ばれま
す。ミラー化によって、2 つ以上の独立した、同一のデータコピーが別々のメ
ディアに保持されます。典型的なミラー化の技術では、データセットを複製
し、ストレージシステムに冗長性を持たせることができます。

メディアアクセス制御

(MAC) アドレス Ethernet コントローラボードを特定する物理アドレス。MAC アドレスは、
Ethernet アドレスとも呼ばれ、工場出荷時に設定され、デバイスの IP アドレス
にマッピングされる必要があります。

容量 ボリューム、プール、仮想ディスクなど、ストレージ要素に割り当てる必要が
あるストレージの大きさ。容量計画には、ボリュームスナップショットおよび
ボリュームコピーの割り当てを含める必要があります。

リモートスクリプト CLI
クライアント リモートの管理ホストからシステムを管理できるようにするコマンド行インタ

フェース (CLI)。クライアントは帯域外の保護インタフェース (HTTPS) を使用
して管理ソフトウェアと通信し、ブラウザインタフェースと同じ制御および監
視機能が提供されます。同クライアントをインストールするホストは、システ
ムへのネットワークアクセスが可能なものである必要があります。
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論理ユニット番号 (LUN) 特定のホストで識別されるボリュームの SCSI 識別子。同じボリュームを別の
ホストに対する別の LUN によって表現できます。
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